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本書は、 安全 ・ 快適で社会環境にもやさ しい運転を し ていただ く ために正

しい取り 扱いと簡単な点検 ・ 手入れについて説明し てあ り ます。

取り扱いや点検 ・ 手入れを誤り ますと故障や事故の原因にな り ますので、

お車をご使用する前に必ずお読み く だ さい。

 「必読！安全 ・ 快適に運転するために」 や 危険、 警告、 注意、 

ア ド バイス、 知識、 ＊のマークのと こ ろは重要です。 これらの記

載事項を守らないと傷害を負った り事故の原因にな り、 また、 保証をお

受けできない場合があ り ますので、 よ く お読み く だ さい。

 注意の欄に記載し た事項でも、 状況によ っては重大な結果に結びつ

く 場合があ り ます。

いずれの場合も安全に関する重要な内容を記載し ていますので、 必ず

守っ て く だ さい。

＊ 　 取り扱い、 運転方法、 点検整備に関し ての参考と なる事項です。

このたびは ト ヨ タ車をお買い上げいただき誠にありがと う
ございます。

! CAUTION! 危険

部品自体が危険性を内包し、 取り扱いを誤った場合、 生命の危険や重大な傷害につな

がる事項です。

! CAUTION! 警告

取り扱いを誤った場合、 生命の危険や重大な傷害につながる可能性がある事項です。

! 注意

取り扱いを誤った場合、 傷害を負った り車などの物的損害につながる可能性がある事

項です。

アドバイス

車両の正規性能を確保するために守っていただきたい事項です。

知識

知っ ておいていただきたいこ と、 知ってお く と便利な こ と です。
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 ■、 、 ●のマークは、 項目の大き さ を順に示し ます。

 本文中の★印の装置については、 お車の仕様によ り装着されていない場

合があ り ます。

 取扱書は、 いつも使用でき るよ う に自動車検査証および メ ンテナンス

ノ ー ト と と もに必ずお車の中に、 大切に保管し て く だ さい。

 本書は車両本体 （シャシ） の説明書です。 架装物の取り扱いについて

は、 架装メ ーカーの 「取扱書」 をご覧 く だ さい。

 排出ガス規制適合車を表す記号は省略し た型式で表示し てあ り ます。

 お車をおゆずり になる と きは、 次に所有されるかたのために本書と メ ン

テナンス ノ ー ト を必ずお車につけておいて く だ さい。

 本書の内容でご不明な点があ り ま したら、 別冊の 「メ ンテナンス ノ ー

ト 」 に記載されている ト ヨ タ販売店までお問い合わせ く だ さい。

 お車の仕様などの変更によ り、 本書の内容の一部があなたのお車と一致

し ない場合があ り ますのでご了承 く だ さい。

 単位について ： SI 単位と従来単位を併記し、 従来単位は ｛ 　 ｝ 内に示

し てあ り ます。

 AdBlue®  （ア ド ブルー） は ド イ ツ自動車工業会の登録商標です。

 Bluetooth® は、 Bluetooth SIG, Inc. の登録商標です。

この本は、 下に書いてある型式の車について説明し ています。 お車の型式

をご確認の上お使い く だ さい。

知っ ておいていただきたいこ と

本書に記載し ている車の型式名

型式 エンジン型式

GDY232 3GD-FTV

GDY232M 3GD-FTV

GDY282 3GD-FTV

GDY282M 3GD-FTV

TRY230 1TR-FE
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総目次

この本の構成を知り たいと きは、

こ ち ら をご覧 く だ さい。

絵で見る目次

名称がわからないと きは、 こ ち ら

をご覧 く だ さい。

 さ く いん

名称がわかっている と きは、 こ ち

ら をご覧 く だ さい。

各項目が、 あい う えお順に書いて

あ り ます。

本書には、 知り たいこ とが簡単にさがせるよ う いろいろな
目次を用意し てあ り ます。
目的に応じ てお使い く だ さい。

TZ01-001A

TZ01-003A

TZ01-007A
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絵目次

絵目次- 1

本文中の★印の装置は、 お車の仕

様によ り装着されない場合があ り

ます。
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絵目次- 2

絵で見る目次

室内

助手席 SRS エアバ ッ グ★ ............................................................................................... P.5-17

フ ロン ト ルームラ ンプ ..................................................................................................... P.8-32

バッ ク モニ ター付き イ ンナ ― ミ ラー ..................................................................... P.8-34

サンバイザー......................................................................................................................... P.8-39

イ ンサイ ドハン ド ル.............................................................................................................P.3-6

パワーウイ ン ド ウ..................................................................................................................P.3-8
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ペダル ..........................................................................................................................................P.5-6

パーキングブレーキレバー ........................................................................................... P.5-15

シ フ ト レバー

MT 車.............................................................................................................................................P.5-7

AT 車..............................................................................................................................................P.5-8

シー ト ..........................................................................................................................................P.4-2

★ :グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。
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絵目次- 3
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★ :グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。
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絵目次- 4

スイ ッ チ類

電動格納式アウ ター ミ ラー★ ....................................................................................... P.5-34

ミ ラーヒーター★................................................................................................................ P.5-36
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★ :グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

リ ヤパワーウイ ン ド ウ （左側） ★.................................................................................P.3-8
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バッ ク ブザー減音ス イ ッ チ ........................................................................................... P.5-91
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絵目次- 5
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★ :グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

外観

 シングルキャ ブ車
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尿素水タ ン ク★...................................................................................................................P.13-66
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絵目次- 6

ラ ンプ類 ................................................................................................................................P.15-16

★ :グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

 ダブルキャ ブ車

アンテナ .....................................................................................................................................P.8-2

ワイパー ................................................................................................................................P.13-56
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燃料タ ン ク ............................................................................................................................. P.3-12
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タ イヤ .....................................................................................................................................P.13-32

ラ ンプ類 ................................................................................................................................P.15-16

荷台 ............................................................................................................................................ P.3-12

★ :グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。
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警告ラベル- 1

警告ラベル

警
告

ラ
ベ

ル

★印の装置は、 お車の仕様によ り装着されない場合があ り ます。

 以下の警告ラベルは重要ですので、 ご使用前には必ずお読み く だ さ

い。

 記載事項が見に く いものや、 損傷のある もの、 はがれている ものが

ある場合には、 ト ヨ タ販売店にお申し付け く だ さい。

なお、 これらの警告ラベルは車両本体 （シ ャシ） についてのもので

す。 架装物に関する ものは架装メ ーカーの資料をご覧 く だ さい。

警告ラベルのシンボルマーク と意味

シンボルマーク 意味

危険
部品自体が危険性を内包し、 取り扱いを誤った場合、 生命の

危険や重大な傷害につながる事項です。

警告
取り扱いを誤った場合、 生命の危険や重大な傷害につながる

可能性がある事項です。

注意
取り扱いを誤った場合、 傷害を負った り車などの物的損害に

つながる可能性がある事項です。
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警告ラベル- 2

助手席 SRS エアバ ッ グ★ ※

※ 助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では助手席ベビーシー ト を取り付けた り チャ イル ド

シー ト を後ろ向きに取り付けた り し ないで く だ さい。

重大な傷害におよぶか、 最悪の場合、 死亡につながるおそれがあ り ます。 （P.5-21）

排出ガス浄化装置★

運転席 SRS エアバ ッ グ★

( → P.5-17)

後部架装物

ク ラ ッ チ★

尿素 SCR ★

可倒式パーキングブレーキレ

バー★

ジ ャ ッ キ

ヒ ューズ

★ : グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

キャブ内
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警告ラベル- 3
警

告
ラ

ベ
ル

ブレーキフルー ド

尿素 SCR ★

4WD 車★

★ : グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

ドア周り
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警告ラベル- 4

 シングルキャ ブ車

 ダブルキャ ブ車

キャブ外
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警告ラベル- 5
警

告
ラ

ベ
ル

ラ ジエー タ ― キャ ッ プ

スペア タ イヤ

バッ テ リ ー

ヒ ュージブルリ ン ク

キャ ブチル ト ステー★

キャ ブチル ト ★

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。
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警告ラベル- 6
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基本操作早わかり- 1

基本操作早わかり
～はじめて この車にお乗り になる方へ～

基
本

操
作

早
わ

か
り

この章では、 はじめて車を購入された方や ト ヨ タ車にはじめてお乗り に

なる方のために、 この車の基本的な運転装置および装備品を簡単に説明

し ています。

詳しい取り扱い説明や注意事項は各章を し っかり お読み く ださい。

ド アの施錠と解錠
.................. 基本操作早わかり -2

各部の開閉に関する
詳しい紹介は
.................. 基本操作早わかり -3

運転席の調整機能
.................. 基本操作早わかり -4

リヤシー ト の調整機能
（ダブルキャ ブ車）
.................. 基本操作早わかり -5

シー ト に関する詳しい紹介は
.................. 基本操作早わかり -6

シー ト ベル ト の着用のしかた
.................. 基本操作早わかり -7

シー ト ベル ト に関する
詳しい紹介は
.................. 基本操作早わかり -9

エンジンのかけ方
................基本操作早わかり -10

シフ ト レバーの動かし方
（発進時の場合）
................基本操作早わかり -11

パーキングブレーキレバーの
使い方
................基本操作早わかり -12

運転装置に関する
詳しい紹介は
................基本操作早わかり -13

警告灯が点灯または
点滅し たままのと きは
................基本操作早わかり -14

警告灯に
関する詳しい紹介は
............... 基本操作早わかり -15

夜間や雨天時などの走行
............... 基本操作早わかり -16

他車への合図
............... 基本操作早わかり -16

スイ ッ チに関する
詳しい紹介は
............... 基本操作早わかり -17

エアコ ンの使い方
............... 基本操作早わかり -18

オーデ ィ オの使い方
............... 基本操作早わかり -19

エアコ ン、 オーデ ィ オに
関する詳しい紹介は
............... 基本操作早わかり -20
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基本操作早わかり- 2
x

キー

解錠

施錠

電波キー （リ モー ト キー） ★

施錠

解錠

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ド アの施錠と解錠
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基本操作早わかり- 3
基

本
操

作
早

わ
か

り

キャ ブチル ト

ド アガラ ス開閉

燃料補給口

ド アの開閉

 ド アガラスの開閉

閉まる

開 く

フ ューエルキャ ッ プ （燃料補給

口） の開閉

解錠

施錠

各部の開閉に関する詳しい紹介は
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基本操作早わかり- 4

ペダルが十分に踏み込める こ と

ハン ドルが楽に操作でき る こ と

背もたれから背を離さ ないこ と

シー ト スラ イ ド

シー ト バッ クの角度

運転席の調整機能
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基本操作早わかり- 5
基

本
操

作
早

わ
か

り

 ヘ ッ ド レス ト （脱着式ヘ ッ ド レス ト 装着車）

リヤシー ト の調整機能 （ダブルキャ ブ車）
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基本操作早わかり- 6

フ ロン ト シー ト の調整 （P.4-2）

リヤシー ト の調整 （ダブルキャ ブ車） （P.4-2）

シー ト に関する詳しい紹介は
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基本操作早わかり- 7
基

本
操

作
早

わ
か

り

ねじれていないこ と

肩の真ん中に十分にかかる こ と

シー ト を調整し、 上体を起こ し深 く 腰掛ける こ と

必ず腰骨のできるだけ低い位置に密着させる こ と

1. ベル ト を引き出し ます。

2. タ ングをバッ クルに挿し込みます。

3. カチ ッ とい う まで挿し込みます。

 ３ 点式シー ト ベル ト

タ ング

バッ クル

 ２ 点式シー ト ベル ト

1. バッ クルのプレスボタ ンを押し ます。

2. ベル ト を巻き取らせます。

シー ト ベル ト の着用のしかた

着用のしかた

はずしかた
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 ３ 点式シー ト ベル ト

 ２ 点式シー ト ベル ト
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フ ロン ト シー ト ベル ト の着用 （P.4-6）

リヤシー ト ベル ト の着用 （ダブルキャ ブ車） （P.4-6）

シー ト ベル ト に関する詳しい紹介は
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エンジンスイ ッ チの位置

1. 右足でブレーキペダルを し っか

り踏み込みます。

2. パーキングブレーキがかかっ て

いる こ と を確認し ます。

シ フ ト レバーの位置を確認し ま

す。

MT 車は、 ク ラ ッ チペダルをいっぱいま

で踏み込みます。

AT 車はシ フ ト レバーを 「P」 に し ます。

3. エンジンスイ ッ チをSTART まで

回し ます。

MT 車は、 シフ ト レバーを 「N」 に

し て行います。

AT 車はシフ ト レバーを 「P」 に し

て行います。

1. ACC の位置に合わせてからキー

を押し込みます。

2. LOCK に回し引き抜きます。

エンジンのかけ方

ス イ ッ チ

の位置
詳細

LOCK

（ロ ッ ク）

キーを抜き挿し でき る位置。

ハン ド ルを回し た状態で

キーを抜 く とハン ド ルが

ロ ッ ク されます。

ACC

（ア ク セ

サリ ー）

エンジン停止時、 次の電装

品が使用でき る位置。

オーデ ィ オ、 ア クセサリ ー

ソケ ッ ト など。

ON

（オン）

エンジン回転中の位置。

予熱付き車は、 始動時に予

熱し ます。

START

（ス ター

ト ）

エンジン を始動する位置。

キーの抜き方
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ハン ドルを動かし ながらエンジン

スイ ッ チを回し ます。
1. 右足でブレーキペダルを し っか

り踏み込みます。

2. パーキングブレーキ がかかって

いる こ と を確認し ます。

3. MT 車はク ラ ッ チペダルをいっ

ぱいに踏み込んで操作し ます。

AT 車はシ フ ト レバーを 「P」 か

ら操作し ます。

ハン ドルロ ッ ク解除 シフ ト レバーの動かし方
（発進時の場合）
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ブレーキペダルを踏みます。

1. レバーを少し引き上げます。

2. 解除ボタ ンを押し ます。

3. 完全に下まで降ろ し ます。 同時

に ラ ンプが消灯し ます。

右足でブレーキペダルを し っかり

踏みます。

解除ボタ ンを押さずにレバーを

いっぱいまで引き上げます。 最後

に 「カチ ッ」 とい う ノ ッ チ音がす

る こ と を確認し て く ださい。 同時

に ラ ンプが点灯し ます。

パーキングブレーキレバー
の使い方

解除のし方

かけ方
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シフ ト レバー

MT 車 （P.5-7）

AT 車 （P.5-8）

エンジンスイ ッ チ （P.5-2）

パーキングブレーキレバー （P.5-15）

運転装置に関する詳しい紹介は
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警告灯が点灯または点滅し たままのと きは

表示 名将 警告理由

オー ト マチ ッ ク ト ラ ンス

ミ ッ シ ョ ン油温

オー ト マチ ッ ク ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン フルー

ド の温度が異常に高 く なる と点灯し ます。

ブレーキ

• リザーバータ ン ク内のブレーキフルー ド
が規定量以下にな った と き。

• ブレーキシステムに異常がある と き。

バキューム
バキュームタ ン ク内の負圧が低下する と点

灯し ます。

油圧 エンジン内のオイル圧力の異常です。

燃料 ・ 水分離器水位

• 燃料に規定レベル以上の水がたま っ てい

る と点滅し ます。

• 燃料が交換時期になる と点灯し ます。

ABS ABS の異常です。

充電 充電系統の異常です。

シー ト ベル ト 非着用

（前席）

前席の乗員がシー ト ベル ト を着用し ていま

せん。

SRS エアバ ッ グ

SRS エアバッ グシステムまたはプ リ テン

シ ョ ナー付シー ト ベル ト システムの異常で

す。

エンジン
エンジン電子制御システムなどの異常で

す。
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警告灯 （P.6-9） 

警告灯に関する詳しい紹介は
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停止

間欠作動

低速作動

高速作動

レバーを の位置操作し手を

離すと、 自動的に の位置へ

戻り ます。

方向指示灯

左折

右折

非常点滅灯

夜間や雨天時などの走行

フ ロン ト ワイパーの使い方

ラ ンプの使い方

他車への合図
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非常点滅灯スイ ッ チ （P.5-32）

ウォ ッ シャースイ ッ チ （P.5-23）

ワイパースイ ッ チ （P.5-23）

ラ ンプスイ ッ チ （P.5-25）

方向指示レバー （P.5-32）

スイ ッ チに関する詳しい紹介は
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1. 吹き出し口を選択し ます。

2. 風量を調整し ます。

3. 希望温度に合わせます。

4. エア コ ンが作動し ていないと き

は、 エアコ ンスイ ッ チを押し ま

す。

エアコ ンの使い方

USE
WITH

E
H

E
H
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電源の入 ・ 切

ロータ リー ノ ブを押し て電源を入

れます。 1 秒以上押すと電源が切れ

ます。

音量の調整

ロータ リー ノ ブを右に回すと音量

が大き く な り、 左に回すと小さ く

な り ます。

AM/FM 放送の切り替え

ロータ リー ノ ブを回し てオーデ ィ

オモー ド を選択し、 ロータ リー ノ

ブを押し ます。

オーデ ィ オモー ドは次の順序で切

り替わり ます。

FM1 → FM2 → FM3 → USB ※1 →

BT-AUDIO → AUX ※2 → AM1 →

AM2 → FM1 ･･･

※1 USB 未接続時はスキ ッ プ し ます。

※2 AUX プレーヤー未接続時はスキ ッ プ し

ます。

放送局の設定 （自動選局）

「Tune/Track」 ボタ ンを 2 秒未満 1

秒以上押し ます。

ラ ジオ局の検索が始ま り、 ラ ジオ

局が見つかる と停止し ます。

オーデ ィ オの使い方

ラ ジオを聞 く には
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オーデ ィ オ （P.8-3）

エア コ ン （P.7-3）

エアコ ン、 オーデ ィ オに関する詳しい紹介は
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運転前に....................................P.1-2

安全 ・ 快適走行
のために.................................P.1-7

ターボ車の取り扱い ........P.1-14

オー ト マチ ッ ク車を運転する
にあたって .........................P.1-15

4WD 車の取り扱い ............P.1-16

駐 ・ 停車する と き .............P.1-18

お子さ まを乗せる と きの
気 く ばり ..............................P.1-20

これは危ない！
気をつけて .........................P.1-21

SRS エアバッ グ
について ..............................P.1-24

DPR （排出ガス浄化装置） の
取り扱い..............................P.1-26

尿素 SCR
（尿素選択式還元触媒）
システム..............................P.1-28

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  1 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



必読！安全 ・ 快適に 運転するために1-2

運転前に

! CAUTION! 警告

まず、 出発する前に日常 （運行前）

点検を （P.12-2）

日常点検や定期点検は道路運送車両

法によ り運転者に義務付け されてい

ます。

一日一回お車を運転する前に必ず日

常点検を行い異常がないこ と を確認

し て く だ さ い。

定期点検は、 安全の確保、 公害防止

の観点から、 定期的に実施する点検

です。 定期点検整備は、 専用の設備

機器、 指定の油脂類、 交換された部

品 ・ 油脂類の適切な処理などが必要

なため、 ト ヨ タ販売店にご相談 く だ

さい。

点検整備を実施し ない と、 例えばエ

ンジンオイルの不足 ・ 劣化によ り エ

ンジン内部が焼き付きなどを起こす

おそれがあ り ます。 また、 ブレーキ

パ ッ ドやブレーキデ ィ ス クなど、 そ

の役割を果たす と共に摩耗し てい く

部品については、 使用限度 （摩耗限

度） を こ えての使用は故障を引き起

こすばかりか、 事故に結びつ く おそ

れがあ り ます。

点検時、 または前日や前回の運転で

異常があった と きは、 ト ヨ タ販売店

で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

指定された燃料を

デ ィ ーゼル車には超低硫黄軽油

（S10 ： 硫黄成分 10 ppm 以下、 標準と

し て JIS 軽油 2 号） を使用し て く だ

さい。 ただ し寒冷地では地域に合っ

た燃料を補給し て く だ さい。 指定以

外の燃料を補給する と、 エンジンに

悪影響をおよぼし、 損傷するおそれ

があ り ます。 また、 煤煙の発生によ

り排出ガスが悪化し、 白煙の発生や

触媒を劣化させる原因にも な り ます。

給油時に指定されている燃料である

こ と を確認し て く だ さ い。 万一誤っ

た燃料を入れた と きは、 完全に抜き

取って く だ さい。

ガソ リ ン車にはガソ リ ン （無鉛レ

ギュ ラーガソ リ ン） を使用し て く だ

さい。 給油時に指定されている燃料

である こ と を確認し て く だ さい。 指

定以外の燃料を使用する と、 エンジ

ンの始動性が悪 く な った り、 ノ ッ キ

ングが発生し た り、 出力が低下する

場合があ り ます。 また、 そのまま使

う と エンジンの故障や燃料系部品の

損傷による燃料漏れなどの原因と な

るおそれがあ り危険です。

指定以外の燃料を使用し たために生

じ たエンジン損傷については保証に

応じ られません。

バイオデ ィ ーゼル燃料を使用する際

は最寄りの ト ヨ タ販売店にお問い合

わせ く だ さい

バイオデ ィ ーゼル燃料は人体に有害

です。 取り扱 う と きは必ず保護手袋

および保護 メ ガネを着用し て く だ さ

い。

エンジン損傷の原因にな り ますので、

バイオデ ィ ーゼル燃料を使用する際

は、 次のこ と を必ずお守り く だ さ い。
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• バイオデ ィ ーゼル燃料を使用する と、

従来の燃料に比べて水の蓄積が多 く
な り ます。 燃料フ ィ ルターの水抜き

を確実に行っ て く だ さ い。 水抜き を
怠る と コ ンビネーシ ョ ン メ ー ターに 

を表示し ます。 が表示し

た場合はすぐに燃料フ ィ ルターの水
抜き を行っ て く だ さ い。

• バイオデ ィ ーゼル燃料は製造日から

6 カ月以内のものを使用し て く だ さ
い。 また、 燃料補給後 3 カ月以内に

使い切っ て く だ さい。

• バイオデ ィ ーゼル燃料を使用する際
は、 「揮発油等の品質の確保等に関す

る法律」 に準拠し た 5％以下のもの
を使用し て く だ さい。 指示されたも

の以外のバイオデ ィ ーゼル燃料を使
用する と、 エンジン損傷の原因にな

り ます。

• JIS K2204 に適合し ていないバイオ
デ ィ ーゼル燃料に切り替える場合は、

タ ン クおよび配管の洗浄を行い、 燃
料フ ィ ルターエレ メ ン ト を新品に交

換し て く だ さい。

• 水の蓄積や微生物の発生を防ぐため
に、 バイオデ ィ ーゼル燃料の保管タ

ン クは十分清掃し て く だ さい。

• エンジンオイルの量は取扱書に従い、
正し く 点検し て く だ さ い。

燃料添加剤や燃料水抜き剤などを使

用し ないで く だ さい

燃料添加剤や燃料水抜き剤、 燃費向上

添加剤、 使用済みエンジンオイル等を

使用する と、 煤煙の発生やサプ ラ イポ

ンプおよびイ ンジ ェ ク ター内の燃料潤

滑部分の摺動不良によ り故障の原因と

な り ます。

燃料タ ン ク内に燃費向上装置などを

取り付けないで く だ さ い

取り付けた装置 （市販品） の摩耗粉や

破片などによ り、 サプ ラ イポンプおよ

びイ ンジ ェ ク ターの故障の原因と な り

ます。

走行前に全ての ド アおよびテール

ゲー ト ・ サイ ド ゲー ト （荷台装着車）

が確実に閉ま っ ている こ と を確認し

て く だ さ い

ド アおよびテールゲー ト ・ サイ ド ゲー

ト が確実に閉ま っ ていない と走行中に

突然開き、 思わぬ事故につながるおそ

れがあ り危険です。 また、 ツールボ ッ

ク ス装着車は、 ツールボ ッ ク スのフ タ

が確実に閉ま っ ている こ と を確認し て

く だ さ い。

窓ご し など車外からのエンジン始動

は絶対に行わないで く だ さい

思わぬ事故につながるおそれがあ り危

険ですので、 必ず運転席に座っ て行っ

て く だ さ い。

キャ ブチル ト 警告灯★が点灯し たま

ま走行し ないで く だ さ い

キャ ブが確実にロ ッ ク されていないた

め、 走行中にキャ ブがはね上がり、 思

わぬ事故や重大な障害におよぶか、 最

悪の場合死亡につながるおそれがあ り

ます。

走行する前にシー ト バッ ク ト レ イ★

が確実に固定されている こ と を確認

し て く だ さい

確実に固定されていない と、 急ブレー

キをかけた と きなどにシー ト バ ッ ク ト

レ イが不意に動き、 思わぬ事故につな

がるおそれがあ り危険です。
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 フ ロン ト の外気取り入れ口に雪、 落

ち葉などが付いている と きは取り除

いて く だ さ い

外気が導入できず、 車内の換気が十分

できな く な り、 雨天時など車内の湿度

が上がり、 ガラ スが曇った り し て視界

が悪 く なるおそれがあ り ます。

助手席やセン ターシー ト ★、 リ ヤ

シー ト ★に荷物を積み重ねないで く

だ さい

急ブレーキをかけた と きや車が旋回

し ている と きなどに荷物が飛び出し

て、 乗員にあたっ た り、 荷物を損傷

し た り、 荷物に気を と られた り し て、

思わぬ事故につながるおそれがあ り

危険です。

荷物は荷台または荷室に安定し た状

態で （例えば、 荷物または荷室前方

に均等に） で置いて く だ さい。

キャ ブ と荷台の間に、 物を置かない

で く だ さ い

また、 ロープやほろなどを使用する

場合は、 先端がたれ下がらないよ う

に注意し て く だ さい。 （荷台装着車）

ロープやほろなどの燃えやすいもの

がたれ下がる と、 エンジンや排気管

の熱によ り引火し、 車両火災につな

がるおそれがあ り危険です。

 フ レームの上のすき間に板などを差

し込まないで く だ さ い

排気管の熱で車両火災につながるおそ

れがあ り危険です。

アウ ター ミ ラーを格納し たまま走行

し ないで く だ さい

アウ ター ミ ラーによる後方確認ができ

ず、 思わぬ事故につながるおそれがあ

り危険です。

燃料の入った容器やスプレー缶など

はのせないで

車内に燃料の入った容器やスプレー缶

などを持ち込まないで く だ さい。 万一

の事故のと き、 破裂または引火するお

それがあ り危険です。

運転席付近の整理整頓

ブレーキペダルやア クセルペダルの下

に空缶などがはさ まる と ブレーキ操作

ができな く なるおそれやア クセルペダ

ルが戻らな く なるおそれなどがあ り危

険です。 空缶などがある と きは、 取り

除いて く だ さい。

���������
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 フ ロアマ ッ ト はお車に合ったものを

正し く 敷いて く だ さ い。 フ ロアマ ッ

ト がずれて運転中に各ペダルと干渉

し、 思わぬスピー ドが出た り車を停

止しに く く なるなどのおそれがあ り

危険です。 また、 ア クセルペダルを

覆っ た り、 重ねて敷いた り する と ア

ク セルペダルがも ど らな く なるなど

のおそれがあ り危険です。

運転席付近の整理整頓

 ト ヨ タ純正品であって も、 他車種お

よび異なる年式のフ ロアマ ッ ト は使

用し ないで く だ さい。

運転席専用のフ ロアマ ッ ト を使用し

て く だ さ い。

他のフ ロアマ ッ ト 類と重ねて使用し

ないで く だ さい。

 フ ロアマ ッ ト を前後逆さ まに し た り、

裏返し て使用し ないで く だ さい。

 フ ロアマ ッ ト がすべての固定フ ッ ク

（ク リ ッ プ） で正し い位置に し っかり

と固定されている こ と を定期的に確

認し て く だ さい。

運転する前に以下のこ と を確認し て

く だ さ い。

• フ ロアマ ッ ト が正し い位置に敷かれ
ている こ と を定期的に確認し、 特に

洗車後は、 必ず確認を行って く だ さ
い。

• エンジン停止およびシ フ ト レバーが

「N」 （AT 車は 「P」） の位置で、 各ペ
ダルを踏み込み、 フ ロアマ ッ ト と干

渉し ないこ と を確認し て く だ さ い。

正し い運転姿勢が取れるよ う に

シー ト の調整、 シー ト ベル ト の調整、

ハン ド ルの調整は停車し ている と きに

行っ て く だ さい。 走行中に調整する と

思わぬ事故につながるおそれがあ り ま

す。

シー ト の調整 （P.4-2）

シー ト は前後に動かし確実に固定し た

こ と を確認し て く だ さ い。

ハン ド ル位置の調整 （P.5-16）

解除

ロ ッ ク

• ハン ド ルの位置は操作が最も楽な位

置に調整し て く だ さ い。

• 調整後は、 ハン ド ルが確実にロ ッ ク
されている こ と を確認し て く だ さ い。

シー ト ベル ト の調整 （P.4-6）

• 腰部のベル ト は必ず腰骨のでき るだ
け低い位置に着用し て く だ さい。

• 妊娠中の方や疾患のある方も必ず

シー ト ベル ト を正し く 着用し て く だ
さい。 （ただ し、 かかり つけの医師と

相談し てから使用し て く だ さい。）

• アジ ャス タ ブルシ ョ ルダーベル ト ア
ン カー★の高さは、 肩部のベル ト が

首やあごにあたらないよ う に調節し
て く だ さ い。
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積荷は正し く （P.9-12）

積みすぎや片寄っ た積み方は、 故障や

思わぬ事故につながるおそれがあ り ま

す。 決められた最大積載量を守り正し

い積み方を し て く だ さ い。 過積載は法

律で禁止されています。

ウイ ン ド ウガラ スなどにア クセサ

リ ーを取り付けないで

ア ク セサリ ー類は運転を さ またげるほ

か、 ア ク セサリ ーの吸盤がレンズの働

き を し て、 火災の原因と もな り ます。

 メ ガネやラ イ ターを放置し たまま、

車から離れないで

車内に放置し たままに し てお く と、 ラ

イ ターが爆発し た り し て火災の原因と

な り ます。 また、 プ ラスチ ッ ク素材の

メ ガネは変形 ・ ひび割れを起こすこ と

があ り ます。

������
��

���������

運転のさ またげになる と こ ろには物

を置かないで

イ ンス ト ル メ ン ト パネルやダ ッ シ ュ

ボー ド の上に物を置いたまま走行する

と、 運転者の視界を さ またげた り、 発

進時や走行中に動いて運転のさ またげ

になるおそれがあ り ます。

 フ ロン ト ガラ スについて

装飾板を取り付けた り フ ィ ルムなどを

貼ら ないで く だ さい。 前方の視界がさ

またげられ、 思わぬ事故につながるお

それがあ り ます。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

エンジンを始動する と きは

（P.5-15）

パーキングブレーキを確実に引き、 シ

フ ト レバーを 「N」 （AT 車は 「P」） の

位置にある こ と を確認し て く だ さい。

これらの位置以外でエンジン を始動さ

せる と急発進し て思わぬ事故につなが

るおそれがあ り ます。

TA01-067B

安全 ・ 快適走行のために

! CAUTION! 警告

渡河などの水中走行はし ないで く だ

さい

水中走行はできません。

大雨などで冠水し た道路では、 次の

よ う な重大な損傷を受けるおそれが

あるため、 走行し ないで く だ さ い。

• エンス ト

• 電装品のシ ョ ー ト

• 水を吸い込んでのエンジン破損

• グ リ ースが洗い流された り、 グ リ ー
スに泥などが混入し た り する こ と に

よる、 潤滑不良やゴム製部品 ・ 機械
部品の故障

エア ク リ ーナーや DPR ク リ ーナーか

ら エンジンに水が入る と エンジンを

破損するおそれがあ り ます。 （ウォー

ターハンマー現象）

＊ 「水没 ・ 冠水し た と き （P.15-45）」

を合わせてご覧 く だ さい。

冠水路脱出後の車両点検

必ず下記の項目などを ト ヨ タ販売店

で点検し て く だ さ い。

• エア ク リ ーナーや DPR ク リ ーナーな
どに水が入っ ていないこ と を確認し

ます。

• 電気系統に浸水がないか各部を点検
し ます。 特にバ ッ テ リ ー前方の電装

品ボ ッ クス内部の点検を行い浸水が
ないこ と を確認し ます。 水が入って

いた場合は、 拭き取り乾燥させます。
また、 バッ テ リ ー端子部の水分も拭

き取り、 清浄し ます。

• ス ターター、 オルタ ネー ターを分解
し、 内部に水が溜ま っていないこ と

を確認し ます。
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• ブレーキの効き具合を確認し ます。

効きが悪い と きは、 前後の車に十分
注意し低速で走行し ながら効きが回

復するまで、 数回ブレーキを踏みブ
レーキの湿り を乾かし ます。

• エンジン、 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン、 ト

ラ ンス フ ァ ー、 デ ィ フ ァ レンシ ャル
などのオイルやフルー ド の量および

質の変化

• プロペラシ ャ フ ト 、 ク ラ ッ チフ ォー
ク、 各ベア リ ング、 各ジ ョ イ ン ト 部

などの潤滑不良

ス タ ッ ク ※ し た と きは

ス タ ッ クからの脱出を こ こ ろみる と

きは、 必ず周囲の安全を十分に確認

し て く だ さ い。 脱出の勢いで、 もの

を損傷させた り、 人身事故を引き起

こすおそれがあ り危険です。

 タ イヤを高速で回転させないで く だ

さい。 タ イヤがバース ト （破裂） し

た り、 駆動部品 （デ ィ フ ァ レンシ ャ

ルギヤなど） の異常過熱によ り、 思

わぬ事故につながるおそれがあ り危

険です。

ス タ ッ クからの脱出のために、 やむ

を得ず前進 ・ 後退を繰り返す と きは、

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンやデ ィ フ ァ レ ン

シ ャルギヤなどに損傷を与えるおそ

れがあるため、 次のこ と に注意し て

く だ さ い。

• AT 車はシ フ ト レバーを 「D」 または

「R」、 MT 車は 「1」 または 「R」 に確
実に入れてから、 ア クセルペダルを

軽 く 踏んで く だ さい。 また、 シ フ ト
レバー操作中は絶対にア クセルペダ

ルを踏まないで く だ さ い。

• 過度の空ぶかしやタ イヤの空転を さ
せないで く だ さい。

• 過度に タ イヤが空転し た場合には、
エンジン回転が低 く な ってから徐々
にブレーキ操作を し て く だ さい。

• 数回行って も脱出できない と きは、

本操作を中止し て く だ さい。

ス タ ッ ク脱出には、 次の方法が有効

です。

• タ イヤ前後の土や雪を取り除 く

• タ イヤの下に木や石などをあてが う

ス タ ッ クからの脱出などにけん引

フ ッ ク を使用する と きは、 必ず次の

こ と をお守り く だ さ い。 お守り いた

だかない と、 けん引フ ッ クやロープ

に無理な力がかかり破損するおそれ

があ り ます。 また、 万一の場合、 そ

の破片が周囲の人やものにあた り重

大な障害をあたえるおそれがあ り危

険です。

• けん引し て も ら う 車がなかなか動か
ない と きは、 無理にけん引し ないで

く だ さ い。

• けん引は車に対し てでき るだけま っ

すぐに引っ張っ て く だ さい。

• けん引中は車に近寄らないで く だ さ
い。

けん引フ ッ クやサスペンシ ョ ン部品

などにロープをかけてけん引する と、

けん引フ ッ クやサスペンシ ョ ン部品

を損傷するおそれがあ り ます。 無理

にけん引せず、 ト ヨ タ販売店や JAF 

などに依頼し て く だ さ い。

※ ぬかるみ ・ 砂地 ・ 深雪路などで駆動

輪が空転し た り、 埋ま り込んで動け

な く な った状態。

窓から手や顔を出さ ないで く だ さ い

走行中、 手や顔を出し ている と、 車外

のものなどにあたった り、 急ブレーキ

時に頭を窓枠にぶつけた り し て、 重大

な障害におよぶか、 最悪の場合死亡に

つながるおそれがあ り ます。
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 ド アガラスなどを開ける と きや閉め

る と きは、 他の人の手 ・ 腕 ・ 頭 ・ 首

などを挟んだ り巻き込まないよ う に

注意し て く だ さい

ド アガラスに挟まれた り巻き込まれた

り し て、 生命にかかわる重大な障害を

受けるおそれがあ り危険です。

オープン ト レ イ ・ 物入れ内などに転

がりやすいものや凹面よ りはみ出す

ものを収納し ないで く だ さい

急ブレーキ、 急旋回し た と きなどに収

納物が飛び出し、 思わぬ事故につなが

るおそれがあ り危険です。

ア ッパーボ ッ ク スなどのフ タ を開け

たまま走行し ないで く だ さい

急ブレーキをかけた と きなどに荷物が

飛び出し、 思わぬ事故につながるおそ

れがあ り危険です。

湿度が高い と きにエア コ ン を作動さ

せている場合は、 吹き出し口切り替

えレバーを  の位置に し ないで

く だ さ い

外気とウイ ン ド ウの温度差でウイ ン ド

ウ外側表面が曇り、 視界を さ またげる

場合があ り ます。

荷台または荷室には人を乗せて走行

し ないで く だ さい

急ブレーキをかけた と きや衝突し た と

きなどに、 重大な障害におよぶか、 最

悪の場合死亡につながるおそれがあ り

ます。

エンジン回転中はシ フ ト レバーを倒

さ ないで く だ さい

万一、 ギヤが入っ ている と車両が動き

出し、 思わぬ事故につながるおそれが

あ り危険です。

走行中にはシ フ ト レバーを 「N」 に

し ないで く だ さい

走行中にシ フ ト レバーを 「N」 にする

と、 エンジンブレーキが効かな く な り

ます。

走行中は ド アレバーを引かないで く

だ さ い

ド アが開き車外に放り出された り し て、

重大な障害におよぶか、 最悪の場合死

亡につながるおそれがあ り ます。

エンス ト し た と きは、 落ち着いて操

作し て く だ さい

エンス ト し た と きは、 ブレーキ倍力装

置やパワーステア リ ングが作動し な く

な り、 ブレーキの効きが悪 く な った り、

ハン ド ルが重 く な った り し ます。 この

場合は、 制動力などがな く な ったわけ

ではあ り ませんので、 通常よ り力を入

れて操作し、 周囲の安全を確かめ、 路

肩に寄せて停車し て く だ さい。

走行中、 継続的にブレーキ付近から

警告音 （キーキー音） が発生し た と

きは

ブレーキパッ ドの使用限度です。 ト

ヨ タ販売店で点検を受けて く だ さ い。

警告音は、 ブレーキパッ ド ウ ェ アイ

ンジケー ターによる もので、 走行中

に警告音 （「キーキー」 と い う 金属

音） を発生させ、 ブレーキパ ッ ド が

使用限度に近付いたこ と を運転者に

知らせます。

警告音が発生し たまま走行し続ける

と、 ブレーキのパッ ド がな く な り、

ブレーキ部品を損傷させた り、 効き

が悪 く な って、 思わぬ事故につなが

るおそれがあ り危険です。
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走行中にやむを得ずエンジンを停止

する と きは、 次のこ と をお守り く だ

さい

十分に減速するよ う に し て く だ さ い。

エンジンを停止する と、 ブレーキの

効きが悪 く なる と共にハン ドルが重

く なるため、 車のコ ン ト ロールがし

に く く なるなど、 思わぬ事故につな

がるおそれがあ り危険です。

キーは絶対に抜かないで く だ さい。

キーを抜 く とハン ドルがロ ッ ク され

るため、 思わぬ事故につながるおそ

れがあ り危険です。

排出ガスには十分気をつけて

排出ガスには無色 ・ 無臭で有害な一

酸化炭素 （CO） が含まれているた

め、 排出ガスを吸い込むと一酸化炭

素中毒になるおそれがあ り危険です。

換気が悪い場所ではエンジンをかけ

たままに し ないで く だ さ い。 特に車

庫や屋内など囲まれた場所では排出

ガスが充満し、 一酸化炭素中毒にな

るおそれがあ り危険です。

排気管はと き どき点検し て く だ さ い。

排気管の腐食などによる穴や亀裂、

および継ぎ手部の損傷、 また排気管

の異常などに気づいたら、 必ず ト ヨ

タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く だ

さい。 そのまま使用する と排出ガス

が車内に侵入し、 一酸化炭素中毒に

なるおそれがあ り危険です。

車内に排出ガスが侵入し てきた と感

じ たら、 すべての窓を全開に し た り、

ヒー ターの内外気切り替えを外気導

入にするなど し て、 新鮮な外気を車

内に入れて く だ さ い。 また、 すみや

かに ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受

けて く だ さい。 そのまま放置する と

排出ガスによる一酸化炭素中毒にな

るおそれがあ り危険です。

走行中はエンジンス イ ッ チを切らな

いで （P.5-2）

走行中は絶対に 「ON」 の位置以外に

し ないで く だ さい。

 「ACC」 の位置にする と エンジンが停

止し、 ハン ドル操作が重 く な った り、

ブレーキの効きが悪 く な り危険です。

また、 ス ター ターキーを抜いたまま

や 「LOCK」 の位置に し たままで絶対

に走行し ないで く だ さ い。 ハン ド ル

がロ ッ ク され操作ができな く な り危

険です。

���������
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坂道を下る と きは （P.9-4）

坂道を下る と きは、 フ ッ ト ブレーキに

たよ らず、 エンジンブレーキを併用し

て く だ さ い。 ブレーキペダルを踏み続

ける と、 過熱によ り ブレーキの効きが

悪 く なるおそれがあ り危険です。

発進前の安全確認

車の前後に人や障害物がない こ と を

ミ ラーだけでな く 直接自分の目で見

て確認し て く だ さい。 ミ ラーでは確

認し きれない死角があ り ます。

信号待ちなどで停車し た と きは、 い

つも周りの状況に目を配り安全を十

分確認し てから発進し て く だ さい。

後退する と きに十分な視界が得られ

ない場合は、 車から降り て後方に障

害物がないこ と を確認し て く だ さ い。

警告灯が点灯し た と きは （P.6-9）

警告灯が点灯し た り ブザーが鳴った と

きは、 ただちに安全な場所に停車し、

各部を点検し て く だ さ い。 警告灯 ・ 計

器類の警報を無視し て運転する と思わ

ぬ事故の原因にな り ます。 原因がわか

ら ない と きや自分で整備できない と き

は、 ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受け

て く だ さ い。

下記の警告灯は一例で、 お車の仕様に

よ り異な り ます。

 カーブの手前では減速を

カーブの手前では十分に減速し て く だ

さい。 カーブ途中での急ブレーキや急

ハン ド ルは、 荷 く ずれやタ イヤス リ ッ

プ、 横転など思わぬ事故につながるお

それがあ り ます。 また、 内輪差に注意

し、 ミ ラーで左側の安全を確認し走行

し て く だ さ い。

������	
�
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 ミ ラーに気をつけて

 ミ ラーは車体よ り張り出し ています。

狭い道路を走行する と きは、 歩行者

などに注意し て く だ さ い。

運転中に ミ ラーを見る と視界が大き

く 移動し ます。 前方の安全に注意を

し ながら ミ ラーでの確認を行っ て く

だ さい。

走行中に タ イヤがパン クやバース ト

し た と きは （P.13-42、 15-38）

急ブレーキをかけないで く だ さい。 ハ

ン ドルを強 く と られ危険です。 ハン ド

ルを し っかり持っ て徐々にブレーキを

かけてスピー ド落と し、 安全な場所に

停車し て く だ さい。 また、 そのまま走

り続ける と タ イヤの過熱から出火につ

ながるおそれがあ り危険です。

洗車後や水たま り を走行し た後は

�������
�

低速でブレーキペダルの踏み効き具

合を確認し て く だ さ い。 ブレーキ ド

ラムに水が入る と効きが悪 く な り、

思わぬ事故につながるおそれがあ り

ます。

効きが悪い と きは、 前後の車に十分

注意し低速で走行し ながら効きが回

復するまで、 数回ブレーキを踏みブ

レーキの湿り を乾かし て く だ さ い。

 カーナビゲーシ ョ ンシステム★をつ

か う と きは

安全のため、 運転者は走行中に操作

を し ないで く だ さ い。 わき見運転や

前方不注意、 またはハン ドル操作を

誤るなど思わぬ事故につながるおそ

れがあ り ます。 車を停止させてから

操作し て く だ さい。

画面を見る時間は、 必要最小限と し

て く だ さ い。

���������
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

運転中は、 携帯電話を使用し ないで

運転者が自動車電話や携帯電話を使用

する場合は、 安全な場所に停車し てか

ら使用し て く だ さい。

走行中の使用は、 わき見運転や前方不

注意による追突事故などにつながるお

それがあるほか、 法律で禁止されてい

ます。

悪天候時の走行は （P.9-4）

悪天候時は、 速度を控えて走行し て く

だ さい。 視界が悪 く なるほか、 路面が

滑りやす く なるため制動距離は乾燥路

よ り も長 く な り ます。 また、 急ブレー

キ ・ 急ハン ド ルはス リ ッ プ しやす く な

り ますのでエンジンブレーキを併用し

て減速し て く だ さい。

車を移動する と きは、 必ずエンジン

を始動し て

坂道などを利用し てエンジンをかけず

に移動し ないで く だ さ い。 エンジンが

かかっていない と ブレーキの効きが悪

く な った り、 ハン ド ルが極端に重 く な

り思わぬ事故につながるおそれがあ り

ます。

���������
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ターボ車の取り扱い★

知識

 ターボ装置とは

エンジンに大量の空気を過給し てエン

ジンから よ り大きな馬力を引き出すも

ので、 非常に精密に作られています。

 ターボ車の点検手入れはし っかり と

ターボ装置は毎分 10 数万回転におよぶ

高回転、 700 ℃以上の高温下で使われ、

その潤滑と冷却はエンジンオイルと冷

却水で行われています。

! 注意

エンジンが冷えている と きは空ぶか

しや急加速は絶対に行わないで

始動直後に空ぶかしや高速回転を させ

ないで く だ さ い。 エンジンの不調や故

障の原因にな り ます。 また、 燃料の無

駄使いにも な り ます。

マ フ ラーなどには指定以外の部品を

使わないで

ターボ装置の故障の原因にな り ます。

 ターボ車の運転について

水温計の指針が動き出すまで暖機運

転を行っ て く だ さい。

登坂や高速走行後は、 ア イ ド リ ング

運転を行い ターボチ ャージ ャーを冷

却し てから エンジンを停止し て く だ

さい。

 ターボ車の点検手入れはし っかり と

 ターボ性能を保つためには、 ト ヨ タ

純正エンジンオイル、 オイルフ ィ ル

ターの定期的な交換、 そ し てエア ク

リ ーナーの定期的な清掃と交換が必

要です。

シビア コ ンデ ィ シ ョ ン時を除きエン

ジンオイル、 オイルフ ィ ルターは

20,000km 走行ご とに必ず交換し て く

だ さ い。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

オー ト マチ ッ ク車を運転す
るにあたって★

アドバイス

オー ト マチ ッ ク車の運転操作方法を

十分理解し て

オー ト マチ ッ ク車固有の特性があ り ま

すので運転操作方法を十分理解し て正

し く 操作し て く だ さい。

知識

オー ト マチ ッ ク車の発進時のシ フ ト

チ ェ ンジはブレーキペダルを踏んだ

ままで （P.5-8）

ブレーキペダルを踏んだままでない

と 「P」 位置から シ フ ト できません。

レバーを 「R」 位置に入れる と ブザー

が鳴り ます。

バ ッ ク ブザー減音スイ ッ チが操作さ

れている ( 表示灯が点灯し ている ) と

きは、 車外のバ ッ ク ブザーは通常よ

り小さ い音で鳴り ます。

! CAUTION! 警告

発進時のシ フ ト チ ェ ンジはブレーキ

ペダルを踏んだままで （ÆP.5-8）

エンジン回転が高い と きは、 ブレー

キペダルを踏んでいない状態で

「D」 ・ 「S」 または 「R」 位置に入れる

と急発進するおそれがあ り危険です。

発進時には必ずブレーキペダルを踏

んだまま 「P」 または 「N」 位置から

「D」 または 「R」 位置にシ フ ト し て

く だ さ い。

シ フ ト 位置を確かめ、 周りの安全を

確認し てから発進し て く だ さい。

ぬれた路面 ・ 凍結路などでは

ア クセルペダルをいっぱいに踏み込む

と自動的にシ フ ト ダウン し ますので滑

りやすい路面ではア クセルペダルを急

激に踏み込まないで く だ さい。 タ イヤ

が空転し、 車の方向性を失 う おそれが

あ り ます。

TA03-031A
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ブレーキペダル操作は必ず右足で

（ÆP.5-6）

右足をア ク セルペダルにのせたまま、

左足でブレーキペダル操作をする と、

ブレーキの効きが悪 く な った り、 ブ

レーキパッ ド またはラ イニングの摩耗

を早めるおそれがあ り ます。

4WD 車の取り扱い★

知識

ス タ ッ ク （立ち往生） し たら

タ イヤの下に石や木などをあてがい脱

出するか、 前進 ・ 後退を繰り返し慣性

を利用し て脱出し ます。 また、 ぬかる

みがひどい と きは、 タ イヤチ ェ ーンを

利用するのも効果的です。

急坂路を上る と きは

上る前にあらかじめ路面の状態を確か

め、 凹凸の少ない と こ ろ を選びます。

上り始めと終わりは、 なだらかな斜面

を選んで く だ さい。

急坂路を下る と きは

下る前にあらかじめ路面の状態を確か

め、 斜度に合った変速ギヤを選びます。

下る途中での変速やク ラ ッ チ操作は避

けて く だ さ い。

! CAUTION! 警告

雪路走行は、 慎重に走行し て く だ さ

い

ア クセル、 ハン ドル、 ブレーキ操作は

一般の車と同様に慎重に行っ て く だ さ

い。 急な操作は思いがけない事故やス

タ ッ ク （立ち往生） のおそれがあ り ま

す。
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 タ イヤの点検、 交換時の警告

必ず以下のこ と をお守り く だ さい。

お守り いただかない と、 駆動系部品

の損傷や不安定な操縦特性によ り、

重大な傷害におよぶか、 最悪の場合

死亡につながるおそれがあ り ます。

• タ イヤは全て同一 メ ーカー、 同一銘

柄、 同一 ト レ ッ ドパターンで、 摩耗
差のない タ イヤを使用し て く だ さ い。

交換後のタ イヤはロー ド イ ンデ ッ ク

ス と速度記号が交換前のタ イヤと同

一またはそれ以上になる タ イヤを使

用し て く だ さい。

ロー ド イ ンデ ッ ク ス
（単輪使用時）

ロー ド イ ンデ ッ ク ス

（複輪使用時）

速度記号

• メ ーカー指定サイズ以外のタ イヤや

ホイールを使用し ないで く だ さい。

• ラ ジアルタ イヤ、 バイアスベルテ ッ
ド タ イヤ、 バイアスプ ラ イ タ イヤを

混在使用し ないで く だ さ い。

• サマータ イヤ、 オールシーズン タ イ
ヤ、 冬用タ イヤを混在使用し ないで

く だ さ い。

• 前後輪の指定サイズが異なる場合、
必ず前後と もに指定サイズのタ イヤ

を使用し て く だ さい。

• スペア タ イヤは前後輪と同一サイズ
を装備し ています。 スペア タ イヤに

交換する時は前後輪共に同一サイズ
に交換し て く だ さい。

! 注意

 タ イヤを交換する と きは

サイズ、 メ ーカー、 銘柄および ト

レ ッ ド パターン （溝模様） の異な っ

た タ イヤを混ぜて使用し た り、 指定

サイズ以外のタ イヤを装着する と、

駆動系部品に悪影響をあたえるおそ

れがあ り ます。

次の場合も、 駆動系部品に悪影響を

あたえるおそれがあ り ます。 タ イヤ

空気圧の点検を行って く だ さい。

• 空気圧の差が著し い と き

• 空気圧が指定値から外れている と き

 タ イヤを交換する と きは、 次の事項

を必ず守って く だ さ い。

• ト ヨ タ販売店に相談する。

異常のある タ イヤを装着し ない。

 4WD 車について

4WD 車といっ て も万能車ではあ り ませ

ん。 ア クセル、 ハン ド ル、 ブレーキの

操作は一般の車と同じ く 慎重に行い、

常に安全運転を心掛けて く だ さい。

4WD 車は、 あ く まで一般走行が目的で

不整地、 悪路走行を目的と し てはお り

ません。

 ラ フ ロー ド走行後は、 各部点検を忘

れずに行っ て

路面の凹凸などで損傷し た箇所はない

か下周り などを入念に点検し て く だ さ

い。
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駐 ・ 停車する と き

! CAUTION! 警告

パーキングブレーキは確実に効かせ

て

パーキングブレーキレバーはいっぱい

に引いて く だ さい。 パーキングブレー

キレバーの引きが不足し ている と駐車

中に車が動き、 事故につながるおそれ

があ り ます。

エンジンをかけたまま運転席で仮眠

し ないで

仮眠する と きは、 必ずエンジンを止

めて く だ さ い。 眠っている と きに無

意識にア ク セルペダルを踏み込んだ

り シ フ ト レバーを動かし た り し て、

事故やエンジン ・ 排気管などの異常

過熱による火災の原因にな り危険で

す。

風通しの悪い所で駐停車し ないで く

だ さい。 周囲の状況によ っては、 排

出ガスが車内に侵入し一酸化炭素中

毒になるおそれがあ り危険です。

燃えやすい物の付近に車を止めない

で

枯草や紙 く ずなど燃えやすい物がある

場所に車を止めないで く だ さい。 走行

直後や DPR 再生中は排気管やマ フ ラー

付近が高温にな っ ています。 燃えやす

い物が近 く にある と火災の原因にな り

ます。

坂道駐車は確実に

坂道の駐車は避け、 平らな場所を選

んで駐車し て く だ さ い。 坂道に駐車

する と、 駐車中に車が動き、 事故に

つながるおそれがあ り ます。

やむを得ず坂道に駐車する と きは、

パーキングブレーキを確実に効かせ、

車が動かないこ と を確認し てから タ

イヤの前後に輪止めをかけて く だ さ

い。

 レバーの引き し ろは適正に調整し て

く だ さ い。 引き し ろが多い と駐車の

際にいっぱいに引けな く な り ます。

（P.12-11）
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お車から離れる と きは

パーキングブレーキを確実に効かせエ

ンジンを止め ド アは施錠し て く だ さ い。

坂道に駐車する と きや長時間の駐車は

タ イヤの前後に輪止めを併用し て く だ

さい。 無人で車が動いた り車両盗難の

おそれがあ り ます。 また、 施錠し てい

て も車内に貴重品をおいたままに し な

いで く だ さ い。

 ド アを開ける と きは （P.3-6）

いきな り開ける と後続車や歩行者など

にぶつかるおそれがあ り ます。 前後の

安全を十分確かめてから開けて く だ さ

い。

! 注意

レバーをいっぱいに引いた際、 最後

に 「カチ ッ」 とい う ノ ッ チ音を確認

し て く だ さ い。

���������

AT 車はシ フ ト レバーの 「P」 位置の

みで駐車し ないで く だ さい。 駐車の

際には車両が完全に停車し たこ と を

確認し た後、 必ずパーキングブレー

キを確実に効かせてから、 シ フ ト レ

バーを 「P」 位置に操作し て く だ さ

い。
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お子さ まを乗せる と きの気
く ばり

! CAUTION! 警告

お子さ まをひざの上で抱いて乗せな

いで く だ さ い （P.4-2）

ひざの う えにお子さ まを抱いていて も、

急ブレーキや衝突し た と きなどに十分

に支える こ とができずお子さ まが放り

出された り し て、 重大な傷害におよぶ

か最悪の場合死亡につながるおそれが

あ り ます。

お子さ まにも シー ト ベル ト または

チャ イル ド シー ト を （P.4-6）

シー ト ベル ト が首やあごにあたる場

合や腰骨にかから ないよ う な小さ な

お子さ まには、 年令や体の大き さ に

合っ た子供専用シー ト （ベビーシー

ト 、 チ ャ イル ド シー ト 、 ジ ュ ニア

シー ト ） をご使用 く だ さ い。 子供専

用シー ト をご使用になる と きは、 必

ず商品に付属の取扱書を よ く お読み

の う え、 確実に取り付け、 使用方法

を守っ てご使用 く だ さ い。

お子さ まはリヤシー ト に座らせて く

だ さい。

���������

助手席 SRS エアバッ グ装着車

助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では助

手席ベビーシー ト を取り付けた り

チ ャ イル ド シー ト を後ろ向きに取り

付けた り し ないで く だ さい。 助手席

SRS エアバッ グがふ く らんだ と き、

重大な障害におよぶか、 最悪の場合

死亡につながるおそれがあ り ます。

助手席 SRS エアバ ッ グ装着車で、 や

むを得ず助手席にお子さ まを乗せる

と きで も、 必ずシー ト ベル ト または

チ ャ イル ド シー ト を着用させ、 シー

ト に深 く 腰かけて、 背もたれに背中

がついた正しい姿勢で座らせて く だ

さい。 SRS エアバッ グがふ く らんだ

と きの強い衝撃で生命にかかわるよ

う な重大な傷害を受けるおそれがあ

り危険です。

パワーウイ ン ド ウなどはお子さ まに

操作させないで （P.3-8）

パワーウイ ン ド ウは必ずウイ ン ド ウ

ロ ッ クス イ ッ チを使用し、 運転席側で

操作し て く だ さい。

お子さ まが操作する と、 手や頭などを

はさんだ り思わぬケガをするおそれが

あ り危険です。

車から離れる と きは、 お子さ まを車

内に残さ ないで

お子さ まのいたずらによ り車が発進

し た り火災を起こすなど思わぬ事故

につながるおそれがあ り危険です。

���������
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炎天下の車内は高温と な り熱中症に

なるなどのおそれがあ り危険です。

運転装置や装備品には触れさせない

で

お子さ まのいたずらなどによ り、 思

わぬ事故や故障の原因にな り ます。

パワーウイ ン ド ウ装着車は、 ウイ ン

ド ウロ ッ ク ス イ ッ チを使用し て、 お

子さ まが誤っ て操作し ないよ う に し

て く だ さ い。 また、 ド アガラ スを開

ける と きや閉める と きは、 他の人の

手 ・ 腕 ・ 頭 ・ 首などを挟んだ り巻き

込まないよ う に注意し て操作し て く

だ さい。

窓から手や顔を出させないで

車外の物などに当たった り、 急ブレー

キ時に生命にかかわるよ う な重大な傷

害を受けるおそれがあ り ます。

これは危ない！気をつけて

! CAUTION! 危険

点検整備を行 う と きは （P.13-3）

点検 ・ 取り扱い時には、 端子部との

接触によるシ ョ ー ト が起きないよ う

に十分注意し て く だ さ い。 感電、 爆

発などのおそれがあ り非常に危険で

す。

バ ッ テ リ ーからは引火性の水素ガス

が発生し ていますので、 バ ッ テ リ ー

の近 く で火花を飛ばし た り タバコの

火などの火気を近づけた り し ないで

く だ さ い。 バ ッ テ リ ーから発生する

水素ガスに引火する と爆発するおそ

れがあ り非常に危険です。

 ラ ジエー ターキャ ッ プに気をつけて

（P.13-23）

ラ ジエー ターキャ ッ プが熱い と きは、

キャ ッ プを外さ ないで く だ さい。 熱

湯 ・ 蒸気が噴き出し て、 やけどをする

おそれがあ り危険です。 また、 ラ ジ

エーターキャ ッ プは確実に締めて く だ

さい。
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バ ッ テ リ ーがあがっ た と きは

（P.15-40）

引きがけや坂道で車を動かし てエン

ジンをかけないで く だ さ い。 追突事

故につながるおそれがあ り危険です。

! CAUTION! 警告

灰皿を開けたままに し ないで

（P.8-41）

マ ッ チ ・ タバコ などの火は消し てか

ら灰皿の中に入れて く だ さい。 火の

ついたままで入れる と吸いがらに燃

え移り火災の原因にな り ます。

使用後は必ずふたを閉めて く だ さ い。

灰皿の中には吸いがら以外の物を入

れないで く だ さい。 特に紙 く ずや空

箱など燃えやすいものはタバコの火

が燃え移り火災の原因にな り ます。

灰皿の中には吸いがら をためすぎな

いで く だ さ い。

�������	�

火のついた タバコや吸いがら などは、

絶対に窓の外に投げ捨てないで く だ

さい。 道路を汚すばかり でな く 、 捨

てた タバコや吸いがらが、 火災の原

因にな り ます。

バッ テ リ ーがあがった と きは

（P.15-40）

ブース ターケーブルで他車のバ ッ テ

リ ーと接続する と きは、 故障車と同じ

電圧の車を使用し て く だ さい。

ジ ャ ッ キは正しい位置で

（P.13-31）

地面がかたい平坦な場所を選んで く だ

さい。 また、 パーキングブレーキを確

実に効かせ、 ジ ャ ッキア ッ プ軸以外の

タ イヤの前後に輪止めを掛けて く だ さ

い。 坂道および地面の柔らかい と こ ろ

では、 ジ ャ ッ キが傾いた り滑った り し

て車が落下し思わぬ事故につながるお

それがあ り ます。

電飾品を取り付ける と きは

市販の電飾品を取り付けるために勝

手に配線する と装置の誤作動や電線

の過熱によ り火災の原因にな り ます。

電装品 （無線機、 オーデ ィ オなど）

を取り付ける際は、 ト ヨ タ販売店に

ご相談 く だ さい。

無線機について

電源に注意 （V 数の異なる仕様の無

線機は直接取り付ける こ とはでき ま

せん。）

�������
�
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 コ ンピ ュー ターやハーネスから でき

るだけ離し て取り付けない と電子部

品が誤作動を起こすこ とがあ り ます。

不正改造はし ないで

 ト ヨ タ自動車が国土交通省に届出を

し た部品以外の物を取り付けた り、

部品を取り外す と法規違反になる こ

とがあ り ます。

 ト ヨ タ純正部品以外の部品を取り付

ける と、 車の性能や機能を損な う こ

とがあ り、 故障や事故の原因にな り

ます。 ア ク セサリ ーを取り付ける と

きは、 ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さ

い。

車高を落と し た り、 ワイ ド タ イヤを

装着するなど、 車の性能や機能に適

さ ない部品を装着する と、 故障の原

因にな っ た り、 事故を起こ し重大な

傷害を受けるか、 最悪の場合死亡に

つながるおそれがあ り ます。

ハン ドルの改造は絶対に し ないで く

だ さい。 SRS エアバッ グ装着車はハ

ン ドルに SRS エアバ ッ グが内蔵され

ているため、 不適切に扱 う と正常に

作動し な く な っ た り、 誤ってふ く ら

み、 重大な傷害におよぶか、 最悪の

場合死亡につながるおそれがあ り ま

す。

次の場合は ト ヨ タ販売店にご相談 く

だ さ い。

• タ イヤ、 デ ィ ス クホイール、 ホイー

ル取り付けナ ッ ト ・ ボル ト の交換
異な った種類や指定以外のものを使

用する と、 走行中に悪影響をおよぼ
し た り、 不正改造になる こ とがあ り

ます。

• 電装品、 無線機などの取り付け、 取
り外し

電子機器部品に悪影響をおよぼし た
り、 故障や車両火災など事故につな

がるおそれがあ り危険です。

ヘ ッ ド ラ ンプ、 車幅灯、 尾灯、 番号

灯、 ラ イ ト センサー及び関連回路は

改造し ないで く だ さ い。

車幅灯 ( 尾灯と番号灯は除 く ) 及び制

動灯を増設する場合は ト ヨ タ販売店

にご相談 く だ さい。

方向指示灯を増設する場合は ト ヨ タ

販売店にご相談 く だ さ い。

 フ ロン ト ガラ スおよび運転席 ・ 助手

席の窓ガラ スに着色フ ィ ルム （含む

透明フ ィ ルム） などを貼り付けない

で く だ さ い。 視界を妨げるばかり で

な く 、 不正改造につながるおそれが

あ り ます。

荷台について

荷台のテールゲー ト やサイ ド ゲー ト を

降ろ し たまま走行し ないで く だ さ い。

降ろ し たまま走行する と思わぬ事故に

つながるおそれがあ り ます。 また、 排

気管からの熱でサイ ド ゲー ト を損傷す

るおそれがあ り ます。
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 運転席

展開部

パッ ド部

 助手席

展開部

SRS エアバッ グについて

SRS エアバッ グは、 運転者または助手席乗員 （助手席 SRS エアバッ グ装

着車） に重大な危害がおよぶよ う な強い衝撃を車両前方から受けたと き

にふ く らみ、 シー ト ベル ト が身体を拘束する働き とあわせて、 運転者、

乗員の頭や顔などの上体に作用する衝撃力を分散、 緩和させる機能があ

り ます。

! CAUTION! 警告

シー ト ベル ト を必ず着用し て く だ さ

い。 （P.4-6）

SRS エアバッ グはシー ト ベル ト の補助

拘束装置であ り、 シー ト ベル ト に代わ

る ものではあ り ません。 シー ト ベル ト

を正し く 着用し ない と、 衝突や急ブ

レーキなどで前方に放り出された と同

時に、 SRS エアバッ グがふ く らみ、 強

い衝撃を受け生命にかかわるよ う な重

大な傷害につながるおそれがあ り危険

です。

正し い姿勢で （P.4-2）

���������
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シー ト を正しい位置に調整し、 背も

たれに背中をつけた正し い姿勢で

シー ト に座っ て く だ さ い。 SRS エア

バ ッ グに近づきすぎた姿勢で乗車し

ている と SRS エアバ ッ グがふ く らん

だ と きに強い衝撃を受け危険です。

運転者は正しい運転操作ができ る範

囲で、 でき るだけハン ド ルに近づき

すぎないよ う に座って く だ さい。

SRS エアバッ グの作動について

助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では、

助手席乗員は助手席 SRS エアバッ グ

から でき るだけ離れて後方に座って

く だ さ い。 シー ト 前端に座った り、

イ ンス ト ル メ ン ト パネルにもたれか

かっ た り、 足を乗せた り し ないで く

だ さい。

ひざの上に物をかかえるなど乗員と

SRS エアバ ッ グの間に物を置いた状

態で走行し ないで く だ さ い。 SRS エ

アバ ッ グがふ く らんだ と きに物が飛

ばされた り、 正常な作動を さ またげ

た り し て危険です。

SRS エアバッ グ展開部に物を置かな

いで く だ さ い

 カー用品などを装着する と きは、 必

ず次のこ と をお守り く だ さい。 守ら

ない と SRS エアバッ グが正常に作動

し な く な った り、 誤ってふ く らみ生

命にかかわるよ う な重大な傷害を受

けるおそれがあ り危険です。

SRS エアバッ グの展開部を カバーや

ステ ッ カーなどでおおわないで く だ

さい。

助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では、

イ ンス ト ルメ ン ト パネル上部に芳香

剤など物を置いた り、 傘などを立て

かけないで く だ さ い。 助手席 SRS エ

アバッ グがふ く らんだ と きに飛ばさ

れて危険です。

無線機の電波などは、 SRS エアバ ッ

グを作動させる コ ンピ ュー ターに悪

影響を与えるおそれがあ り ますので、

無線機などを取り付ける と きは、 ト

ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。

お子さ まを乗せる と きの注意

必ず次のこ と をお守り く だ さい。 守

ら ない と SRS エアバッ グがふ く らん

だ と きの強い衝撃でお子さ まの生命

にかかわるよ う な重大な傷害を受け

るおそれがあ り危険です。

• ダブルキャ ブ車ではお子さ まはリ ヤ

シー ト に座らせて必ずシー ト ベル ト
を着用させて く だ さ い。 シー ト ベル

ト を正し く 着用できない小さ なお子
さ まには、 ベビーシー ト ・ チ ャ イル
ド シー ト ・ ジ ュニアシー ト などの子

供専用シー ト を リ ヤシー ト に装着し
てご使用 く だ さい。

• 助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では、
助手席にはベビーシー ト など う し ろ
向き装着の子供専用シー ト は絶対に

取り付けないで く だ さ い。 助手席
SRS エアバッ グがふ く らんだ と き、

子供専用シー ト の背面に強い衝撃が
加わり、 重大な傷害におよぶか、 最

悪の場合死亡につながるおそれがあ
り ます。 助手席のサンバイザーに、

同内容のラベルが貼られています。
併せて参照し て く だ さ い。

• お子さ まを SRS エアバッ グの前に立

たせた り、 ひざの上に抱いた り し た
状態では走行し ないで く だ さい。
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

車や SRS エアバッ グを修理や廃棄す

る と きの注意

SRS エアバ ッ グが収納されている

パ ッ ド部に傷がついていた り、 ひび

割れがある と きはそのまま使用せず

ト ヨ タ販売店で交換し て く だ さい。

衝突し た と きなどに SRS エアバッ グ

が正常に作動せずケガをするおそれ

があ り ます。

SRS エアバ ッ グにかかわる改造や修

理を行 う 場合は、 ト ヨ タ販売店にお

申し付け く だ さい。

車や SRS エアバッ グを廃棄する と き

は必ず ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さ

い。 SRS エアバッ グが思いがけな く

作動し、 ケガをするおそれがあ り ま

す。

DPR （排出ガス浄化装置）
の取り扱い★

フ ィ ルターに捕集し たススが一

定量堆積する と （一般道走行で

は数百 km※） 自動的に捕集し た

ススを燃焼 （再生） する ク リー

ニングモー ド と な り ます。 排出

ガス浄化装置の故障を防ぐため、

必ず以下の点をお守り く だ さい。
※ お客様の走り方によ って距離は異な

り ます。

アドバイス

自動的に捕集し たススを燃焼 （再生）

し ます

排出ガス浄化装置に捕集し たススを

燃焼 （再生） するため、 ク リ ーニン

グモー ド 中は車両が信号待ちなどで

停車し た と きにアイ ド リ ング回転数

が上がり ます。

車両をア イ ド リ ング状態で長時間放

置する と白煙排出防止のためアイ ド

リ ング回転数が上がり ます。

運転条件によ っ ては、 排出ガス浄化

装置内に捕集し たススの燃焼 （再生）

が完了し ない場合があ り ます。 この

と きは メ ー ターパネル内の表示灯が

常時点滅し ます。 安全な場所に停車

し、 アイ ド リ ング状態で排出ガス浄

化装置ス イ ッ チを押し て、 ススの燃

焼 （再生） を行って く だ さい。

次のよ う な特徴があ り ます

排出ガス浄化装置によ り、 排出ガス

を浄化し て放出するため、 従来の

デ ィ ーゼル車とは排出ガスの臭いが

異な り ます。
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始動時に排気管から白い煙が出る こ

とがあ り ますが、 これは水蒸気です

ので異常ではあ り ません。

ススの燃焼 （再生） 中およびアイ ド

リ ング状態での長時間放置時にマ フ

ラーの周辺から白い煙が出る こ とが

あ り ますが、 これは水蒸気ですので

異常ではあ り ません。

知識

DPR とは

Diesel Particulate active Reduction system 

の略で DPR ク リ ーナー内に排出ガス中

のススが一定量堆積する と自動的に捕

集し たススの燃焼 （再生） 処理を行い

ます。 これによ り、 ススなどが異常に

堆積するのを防ぎ、 DPR の浄化能力を

常に良好に保ちます。 また、 高性能触

媒と電子制御コ モンレール式燃料噴射

システムの採用によ り、 走行中にスス

の燃焼 （再生） 処理を可能と し ていま

す。

! CAUTION! 警告

指定以外の燃料を補給し ないで く だ

さい

燃料は超低硫黄軽油 （S10 ： 硫黄成分

10 ppm 以下） を使用し て く だ さい。

枯草や紙 く ずなど燃えやすい物があ

る場所に車を停めないで く だ さい

走行直後やク リ ーニングモー ド中は排

気管やマ フ ラー付近および排出ガスが

高温にな っ ています。 燃えやすい物が

近 く にある と火災の原因にな り ます。

また、 高温の排出ガスによ りやけどを

するおそれがあ り ます。 塗装されてい

る路面に停車し ている場合、 路面が変

色するおそれがあ り ます。

! 注意

指定 （推奨） 銘柄のエンジンオイル

を使用し て く だ さ い

排出ガス浄化装置の機能を長期間維持

するために指定 （推奨） 銘柄のエンジ

ンオイルをお使いになる こ と を推奨し

ます。

排気管の改造はし ないで く だ さ い

排気管の向きや長さ を変更する と排出

ガス浄化装置に悪影響をおよぼすおそ

れがあ り ますので、 排気管の改造は行

わないで く だ さい。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

尿素 SCR （尿素選択式還元
触媒） システム★

尿素 SCR （尿素選択式還元触媒）

システムは、 マフ ラー内に

AdBlue® （尿素水） を噴射する こ

とによ り排出ガス中の有毒な

NOx を水と窒素に分解し て、NOx 

を低減し ます。

AdBlue® （ア ド ブルー） はド イ ツ

自動車工業会の登録商標です。

アドバイス

ア フ ターラ ンについて

エンジンが停止し た後にア フ ターラ

ンが作動する と、 ポンプの駆動音が

聞こ えます。

 メ ンテナンスを行 う際は、 ア フ ター

ラ ンが終了し た後に作業し て く だ さ

い。

知識

ア フ ターラ ン とは

AdBlue® （尿素水） の噴射が終了し た状

態では、 尿素水ポンプや配管の中に

AdBlue® （尿素水） が残ったまま と な っ

ています。 それらに残った AdBlue®

（尿素水） が寒冷時に凍結し た り、 乾燥

し て結晶化し ないよ う 、 エンジン停止

後、 AdBlue® （尿素水） を タ ン クへ引き

戻すシステムです。

寒冷時の AdBlue® （尿素水） 解凍 ・ 保

温システムについて

AdBlue® （尿素水） 解凍システム

AdBlue® （尿素水） は -11 ℃以下で凍結

し ます。 低温時で も尿素 SCR システム

が正常に作動するよ う に電気ヒー ター

を用いて尿素水タ ン ク、 尿素水ポンプ

および尿素水配管の解凍と保温を行 う

装置が搭載されています。

解凍

エンジン始動時に各温度センサーにて

AdBlue® （尿素水） が凍結し ている と判

断し た際は、 電気ヒー ターを用いて タ

ン ク、 ポンプおよび配管の解凍を行い

ます。 その際、 凍結し た AdBlue® （尿

素水） がポンプや配管内を傷めないよ

う尿素水ポンプは停止し ています。

保温

システム作動中に温度低下が起こ り、

AdBlue® （尿素水） が配管内で凍結する

可能性がある と判断し た際は、 電気

ヒーターを用いて タ ン ク、 ポンプおよ

び配管の保温を行います。 尿素水ポン

プは、 排出ガスを浄化するため稼働し

ています。

AdBlue® （尿素水） の保管方法

AdBlue® （尿素水） は、 直射日光の当

たらない風通しの良い場所で、 容器

を密閉し た状態で保管し て く だ さ い。

高温と なる場所での保管は AdBlue®

（尿素水） の寿命が低下する原因と な

り ます。 30 ℃以下の場所での保管が

好ま し い条件です。
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! 注意

装置の故障を防ぐために、 必ず以下

の点をお守り く だ さ い

使用する AdBlue® （尿素水）

必ず日本工業規格 （JIS） に適合し た

AdBlue® （尿素水） を使用し て く だ さ

い。

指定の AdBlue® （尿素水） 以外を補給

し ないで く だ さい。 （→ P.6-21）

AdBlue® （尿素水） 以外のものや水で薄

めた AdBlue® （尿素水） を タ ン クに入

れる と排出ガスが悪化するだけでな く

尿素水ポンプや尿素水イ ンジ ェ ク ター

故障の原因と な り ます。 誤って指定の

AdBlue® （尿素水） 以外のものを入れた

場合は、 最寄りの ト ヨ タ販売店に連絡

し、 指示を受けて く だ さ い。 また、 指

示があるまでエンジンス イ ッ チを

「ON」 の位置に回さ ないで く だ さい。

ア フ ターラ ン作動時について

ア フ ターラ ンが終了するまで尿素

SCR システムは作動し ています。

• エンジン停止直後にバッ テ リ ーを
切っ た り、 ハーネスなどのコネク タ

を外さ ないで く だ さ い。

• AdBlue® （尿素水） の配管を外さ ない
で く だ さ い。

AdBlue® （尿素水） 解凍 ・ 保温システ

ムについて

外気温度センサー、 尿素水タ ン ク温度

センサーおよび尿素水ポンプの温度を

も とに AdBlue® （尿素水） の温度が算

出されるため、 車両付近に熱源物を近

づけないで く だ さい。 解凍 ・ 保温シス

テムが作動し ないおそれがあ り ます。

AdBlue® （尿素水） の保管方法

AdBlue® （尿素水） は、 -11 ℃で凍結

し ます。 凍結による体積膨張で、 容

器を破損するおそれがあ り ますので、

満水位以上の保管はし ないで く だ さ

い。

AdBlue® （尿素水） を、 他の薬剤と混

合し た り、 加熱し た り、 希釈し ない

で く だ さ い。

尿素水タ ン クについて

荷台昇降時、 尿素水タ ン クやフ ィ ラー

キャ ッ プに足をかけないで く だ さ い。

破損の原因と な り ます。

尿素水タ ン ク

フ ィ ラーキャ ッ プ
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お車をたいせつに2-2

お買い上げいただいたお車は、 高

度の技術と徹底し た品質管理のも

とに製造し ており ますので、 性能

と機能と もに十分お客様にご満足

いただける ものと確信し ており ま

す。 しかし、 万一材料または製造

上の不具合があ り ま し た場合、 保

証書に記載されている範囲内にお

いて無料で整備させていただきま

すので保証書をご持参の う え、 ト

ヨ タ販売店にお申し付け く ださい。

保証書は 「メ ンテナンス ノ ー ト 」

にと じ込まれています。

取り扱いの不注意による故障、 お

よび 「メ ンテナンス ノ ー ト 」 に定

められた点検整備を怠ったために

生じ た故障については保証に応じ

られません。 日頃から正しい取り

扱いと点検整備を実施し て く だ さ

い。

純正品以外の部品の使用による

故障

純正以外の部品、 油脂類および追

加装着部品の使用による故障につ

いては保証できません。

不正改造による故障

法律で定められている基準に適合

し な く なるよ う な改造 （用品類の

不正な取り付け方も含みます。） は

禁止されています。 し たがっ て、

これらに伴 う故障についても保証

できません。

燃料

エンジン性能を確保するため指定

された燃料のみ使用し て く だ さい。

不適切な燃料の使用によるエンジ

ン故障の場合は保証を受けられま

せん。

部品、 油脂類などを購入する と き

は、 「 ト ヨ タ純正部品」 をご指定 く

だ さい。 「 ト ヨ タ純正部品」 は、 弊

社がその品質を保証し てお り ます

ので、 安心し てご使用いただけま

す。

保証について

点検整備と取り扱いについて

保証の対象外

純正部品について
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 別冊の 「サービスネ ッ ト ワーク」

には、 全国の ト ヨ タ販売店の所

在地が記載されています。

 点検整備や一般整備は、 ト ヨ タ

販売店をご利用 く だ さい。

1 日 1 回お車を運転する前に必ず日

常点検を行い、 異状がないこ と を

確認し て く だ さい。 （P.12-1）

簡単な点検によ り、 常にお車の状

態を知っ てお く と、 思わぬ ト ラ ブ

ルを未然に防止できます。 なお、

「日常点検」 は法律で義務づけられ

ています。

ご使用開始後 1,000 km と 5,000 km 

走行時の 2 回については、 「点検整

備記録簿」 にも とづき工賃無料

（油脂液代 ・ 部品代などは有料） で

点検 ・ 調整をいた し ます。

別冊の 「メ ンテナンス ノ ー ト 」 を

ご持参の う え、 ト ヨ タ販売店にお

申し付け く だ さい。

なお、 お車の性能維持のためにも、

「新車時点検」 時に、 次のオイル交

換をお勧めし ます。

 1,000 km 時 ： エンジンオイル

 5,000 km 時 ： パワーステア リ ン

グフルー ド

ト ヨ タのサービス網 車の点検について

お車の性能を維持し、 いつも安

全 ・ 快適に、 また末永 く ご使用

いただ く ためには、 予備整備と

し て定期的な点検 ・ 整備を実施

し ていただ く こ とが大切です。

日常 （運行前） 点検

新車時点検
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定期点検では法令で定められた期

間 （自家用自動車は 6 カ月ご と ・

12 カ月ご と、 事業用自動車は 3 カ

月ご と ・ 12 カ月ご と） での実施が

義務づけられています。 また、 法

定点検に加え弊社では一部のメ ー

カー指定点検項目を定めてあ り ま

す。

別冊の 「メ ンテナンス ノ ー ト 」 の

定期点検整備記録簿にし たがって

実施し て く だ さい。

走行距離 （稼働時間） ご とに行

う点検整備

油脂液類 ・ エレ メ ン ト 類は使用期

間よ り も走行距離に大き く 影響さ

れますので、 使用期間とは別に走

行距離ご との点検 ・ 交換 （有料）

を行って く だ さい。

自動車部品のう ち安全上重要なゴ

ム部品などは、 時間の経過と と も

に材質が変化し て劣化が進みます。

定期点検時は、 いつまで安全に使

用でき るか予測がしに く いもので

す。

お車の機能、 性能と安全を保持す

るために重要な役割を も っている

部品ですから、 弊社が指定する期

間ご とに定期交換を行って く だ さ

い。

この定期交換部品および時期は、

別冊の 「メ ンテナンス ノ ー ト 」 に

詳し く 記載し てあ り ますのでご覧

く だ さい。

 お車の性能を維持し ていただ く

ために、 「メ ンテナンス ノ ー ト 」

に定められた定期点検項目のう

ち、 車両の構造と装置の基礎知

識があれば皆様にも でき る点検

項目について、 また、 お車を快

適にお使いいただ く ための点

検 ・ 手入れについてま とめてあ

り ます。

 安全のため 「点検 ・ 調整作業に

あたっ ての注意」 を必ずお読み

く だ さい。 （P.13-3）

定期点検

定期交換部品

点検 ・ 手入れ

アドバイス

故障を未然に防ぐには

お車は使用する期間と使い方に応じ

て劣化が進み、 その構成部品や装置

に性能低下が生じ ます。

故障を未然に防ぎ社会環境に悪影響

をおよぼす公害の防止のためにも定

期点検 ・ 整備は必ず実施し て く だ さ

い。

保障修理や交換時期について

定期交換は、 お客様の責任と費用の

ご負担によ り実施し ていただ く もの

で保証修理とは異な り ますのであら

かじめご了承 く だ さ い。

 この交換時期は弊社が標準的な走行

距離にも とづいて期間を定めたもの

です。

お車の走行条件その他の事情によ り、

定期交換時期前であって も早めに交

換が必要と なる こ とがあ り ますので、

ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。
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新車時の取り扱いかたによ っ ては、

お車の性能や寿命に影響がでます。

走行距離が 1,000 km ぐ らいまでは、

エンジン回転数を控えめに し、 速

度をおさ えて走行し て く だ さい。

その後、 徐々に低速から高速まで

な ら し運転を行って く だ さい。

知識

点検項目について

車両総重量 8 ト ン以上の車またはレ ン

タ カー （乗用車は除 く ） は、 事業用車

と同じ取り扱い と な り ますので事業用

定期点検項目および期間で実施し なけ

ればな り ません。

新車時の取り扱い

な ら し運転
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打刻位置

車両右側フ レームのフ ロン ト ホ

イール付近に、 車両型式と車台番

号が打刻し てあ り ます。

ラベル

運転席ド アを開いたピ ラー部に車

両型式と車台番号を記載し たラベ

ルが貼り付けてあ り ます。

車台番号

お車の登録および車検時に必要

です。 また、 部品注文や整備を

お申し付けの際、 一緒にご連絡

いただければよ り適切な処理が

行えます。

車台番号
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キー..............................................P.3-2

ワイヤレス ド アロ ッ ク ......P.3-3

ド ア..............................................P.3-6

ド アガラスの開閉................P.3-8

エンジン点検口の開閉 ...P.3-10

車両への乗り降り .............P.3-11

フ ューエルキャ ッ プ
（燃料補給口） ....................P.3-12

荷台...........................................P.3-12

ツールボ ッ クス ..................P.3-15
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 エンジン イモビ ラ イザー機能付

きキー

メ イ ンキー （黒色）

サブキー （灰色）

キーグ リ ッ プ

キーナンバープレー ト

次のと きは車がキーからの信号を

正確に受信できず、 エンジンの始

動ができない場合があ り ます。

 キーグ リ ッ プに金属製のリ ング

などが接し ている と き

 キーグ リ ッ プに他のキーの金属

部が接し ている と き

 キーが他の車のエンジン イモビ

ラ イザーシステム用キーと近い

と き

キー

知識

エンジン イモビ ラ イザー機能とは

車両盗難防止のために、 メ イ ンキー

およびサブキーに信号発信機を内蔵

し てお り、 あらかじめ登録された

キー以外ではエンジンを始動できな

いよ う に し た機能です。

キーに登録された信号は車ご とに異

な り ます。

1

3 3

4

2

キーの操作状況 ・ 環境等によ り、 ご

く まれにエンジンの始動ができない

こ とがあ り ますが異常ではあ り ませ

ん。 エンジンの始動ができなかった

場合は、 いったんキーを抜き、 10 秒

以上待ってから エンジン を始動し て

く だ さ い。

エンジン イモビ ラ イザー機能付き

キーについて

 メ イ ンキーを紛失し ないよ う に十分

注意し て く だ さい。 メ イ ンキーを全

て紛失する と、 キーの作製にコ ン

ピ ュー ターの交換が必要と な り ます。

詳し く は ト ヨ タ販売店にご相談 く だ

さい。

キーは、 同じ車で メ イ ンキーは最大 5 

本、 サブキーは最大 3 本まで使用す

る こ とができます。 詳し く は ト ヨ タ

販売店にご相談 く だ さ い。

キーナンバープレー ト について

お客様以外の方にキーナンバーを知

られないよ う に、 キーナンバーを

キーナンバープレー ト に打刻し てい

ます。

車両以外の場所で大切に保管し て く

だ さ い。 万一、 キーを紛失し た と き

は、 ト ヨ タ販売店でキーナンバーか

ら新し いキーを作製できます。

! 注意

エンジン イモビ ラ イザーシステムに

ついて

エンジン イモビ ラ イザーシステムの改

造や取り外し を し ないで く だ さい。 シ

ステムが正常に作動し ないおそれがあ

り ます。
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

電波キー （リ モー ト キー） の操作

によ り、 離れた と こ ろから ド アの

施錠 ・ 解錠ができます。 また、 車

両の非常点滅灯点滅による応答で

施錠 ・ 開錠の確認ができます。

施錠 （非常点滅灯 1 回点滅） ※

解錠 （非常点滅灯 2 回点滅） ※

※ ド アが開いている、 または半 ド ア状態

では電波キー （リ モー ト キー） は作動

し ません。

※ ボタ ンは 1 秒以上確実に押し て く だ さ

い。

電波キー （リ モー ト キー） を操作

し て も施錠 ・ 解錠できないと きは

電池の消耗が考えられます。 電池

が消耗し た と きは、 新しい電池と

交換し て く だ さい。

1. 凹部に ド ラ イバーを差し込み、

カバーを外す。

エンジン イモビ ラ イザー機能付き

キーについて

故障を防ぐ ために次のこ と をお守り く

だ さい。

キーを無理に曲げた り、 強い衝撃を

与えた り し ないで く だ さ い。

 イ ンス ト ル メ ン ト パネルの上など高

温になる場所に置かないで く だ さ い。

磁気を帯びたキーホルダーなどを付

けないで く だ さい。

キーを超音波洗浄機などでは洗浄し

ないで く だ さい。

水に濡ら さ ないで く だ さ い。

ワイヤレス ド アロ ッ ク★

電池の交換
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2. バッ テ リーカバーを外す。

3. 電池を新品の電池と交換する。

4. 電池交換後は、 取り外しの逆の

手順で取り付ける。

電池の種類

使用電池 数量

リ チウム CR2032 １

アドバイス

電池の交換について

使用済の電池は、 地方自治体の条例ま

たは規則に し たがって、 適切に処置し

て く だ さ い。

電波キー （リ モー ト キー） について

電波キー （リ モー ト キー） を紛失し た

と きは、 ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さ

い。

知識

キャ ブから約 5m 以内で作動し ます。

周囲の状況や電波 ノ イズなどによ り、

作動距離が変わる こ とがあ り ます。

電波キー （リ モー ト キー） で解錠し

た と きは、 30 秒以内に ド アを開けな

ければ、 自動的に施錠し ます。 同時

に、 非常点滅灯が 1 回点滅し ます。

（アンサーバッ ク機能）

次のよ う な と きは、 作動し ません。

• エンジンがかかっている と き

• ス ターターキーがさ さ っている と き

• ダブルキャ ブ車のリヤ ド アを除 く い

ずれかの ド アが開いている と き

電池の消耗について

電池の寿命は使用条件によ り変わる こ

とがあ り ます。

機能が正常に働かないおそれのある

状況

次のよ う な場合、 ワイヤレス機能が正

常に働かないおそれがあ り ます。

近 く にテレビ塔や発電所 ・ 放送局 ・

空港など強い電波を発生する設備、

電波式のオーデ ィ オ機器など電波を

発生する電子機器 ・ 大型デ ィ スプレ

イがある と き
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無線機や携帯電話 ・ コー ド レス電話

などの無線通信機器を携帯し ている

と き

複数の電波キー （リ モー ト キー） が

近 く にある と き

電波キー （リ モー ト キー） が金属製

のものに接し た り、 覆われている と

き

近 く で電波式ワイヤレスキーを使用

し ている と き

電波キー （リ モー ト キー） をパソ コ

ンなどの電化製品の近 く に置いてい

る と き

航空機に乗る と きは

航空機に電波キー （リ モー ト キー） を

持ち込む場合は、 航空機内で電波キー

（リ モー ト キー） のス イ ッ チを押さ ない

で く だ さ い。 また、 かばんなどに保管

する場合で も、 簡単にス イ ッ チが押さ

れないよ う に保管し て く だ さい。 ス

イ ッ チが押される と電波が発信され、

航空機の運行に支障をおよぼすおそれ

があ り ます。

! CAUTION! 警告

電波キー （リ モー ト キー） の電池に

ついて

次のこ と を必ずお守り く だ さい。 お守

り いただかない と、 重大な傷害におよ

ぶか、 最悪の場合死亡につながるおそ

れがあ り ます。

誤っ て電池を飲み込まないよ う に注

意し て く だ さい。 化学熱傷のおそれ

があ り ます。

電波キー （リ モー ト キー） にはコ イ

ン電池も し く はボタ ン電池が使われ

ています。 電池を飲み込むと、 わず

か 2 時間で重度の化学熱傷を引き起

こ し、 重大な傷害におよぶか、 最悪

の場合死亡につながるおそれがあ り

ます。

新し い電池および取りはずし た電池

は、 お子さ まに さわらせないで く だ

さい。

 カバーがし っかり閉ま らない場合は

そのまま使用せず、 お子さ まの手の

届かない場所に保管し、 ト ヨ タ販売

店で点検を受けて く だ さい。

誤って電池を飲み込んだ、 または体

の一部に入れて し ま った場合は、 す

ぐに医師の診察を受けて く だ さ い。

電池の爆発や可燃性の液体またはガ

スの漏れを防ぐために

同じ タ イ プの電池と交換し て く だ さ

い。 異な った タ イ プの電池を使用す

る と、 電池が爆発するおそれがあ り

ます。

極端に温度の高い と こ ろや、 高度が

高 く 極端に気圧が低い と こ ろに電池

を持ち込まないで く だ さい。

電池を燃やし た り、 つぶし た り、

切った り し ないで く だ さい。

! 注意

電波キー （リ モー ト キー） について

水にぬら し た り、 分解し た り、 落と

し た り、 強い衝撃を与えた り し ない

で く だ さ い。 故障の原因にな り ます。

高温になる場所に放置し ないで く だ

さい。 電池の寿命低下や故障の原因

にな り ます。
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車外から

 運転席 ・ 助手席 ・ 後部席★

施錠

解錠

＊ 運転席ド アをキーで操作する と、 助手

席側も同時に施錠 ・ 解錠ができます。

車内から

 運転席 ・ 助手席 ・ 後部席★

施錠

解錠

＊ 運転席側のロ ッ ク ノ ブを操作する と、

助手席側も同時に施錠 ・ 解錠ができま

す。

車外からのキーを使わない施錠

 運転席 ・ 助手席 ・ 後部席★

1. ロ ッ ク ノ ブを施錠側にする。

磁気のある ものに近付けた り、 電磁

波を遮断する ものをキー表面に貼り

付けた り し ないで く だ さ い。

電池交換後、 正常に機能させるため

に

次のこ と をお守り く だ さ い。

ぬれた手で電池を交換し ない （錆の

原因にな り ます）

本体に燃料や艶出剤などの油脂を付

着させない

電池以外の部品に、 ふれた り動かし

た り し ない

電極を曲げない

電波キー （リ モー ト キー） は電波法

の認証に適合し ています

必ず以下のこ と をお守り く だ さい。

電池交換時以外は、 不用意に分解し

ないで く だ さい。 分解、 改造し たも

のを使用する こ とは法律で禁止され

ています。

必ず日本国内でご使用 く だ さい。

技適マーク と認可番号はケースを取

り外し た際、 確認が可能です。

ド ア

ド アの施錠 ・ 解錠

車両前方 �
		�����
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2. アウ ト サイ ドハン ドルを引き上

げたまま ド アを閉める。
★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

車外から

 運転席 ・ 助手席 ・ 後部席★

ロ ッ クが解除されるまでアウ ト サ

イ ドハン ドルを引き上げます。

車内から

 運転席 ・ 助手席 ・ 後部席★

ロ ッ クが解除されるまでイ ンサイ

ド ハン ド ルを引きます。

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ド アの開閉

知識

 ド アの開閉について

傾斜し た場所では平坦な場所よ り も ド

アの開閉がし に く かった り、 急に開閉

し て し ま う 場合があ り ます。

キー抜き忘れ防止警報 （チャ イム）

ス ター ターキーが 「LOCK」 または

「ACC」 の位置に差し込まれたままで運

転席 ド アを開ける と、 チャ イムが鳴り、

キーの抜き忘れを知らせます。

! CAUTION! 警告

走行前に全ての ド アが閉ま っ ている

こ と を確認し て く だ さ い

 ド アが完全に閉ま っていない と走行

中に ド アが突然開き、 思わぬ事故に

つながるおそれがあ り危険です。

走行中は ド アレバーを引かないで く

だ さ い。

お子さ まに ド アの操作を させないで

く だ さ い。

• 閉める と き手 ・ 頭 ・ 首などを挟んだ
り し て、 生命にかかわる重大な傷害
におよぶか、 最悪の場合死亡につな

がるおそれがあ り ます。

• 傾斜地、 ド ア と壁などの間が狭い場

所、 強風など周囲の状況を確認し、
予期せぬ動きにも対処でき るよ う 、
ド アハン ドルを確実に保持し て ド ア

を開閉し て く だ さ い。

! 注意

 ド アの施錠 ・ 解錠について

車から離れる と きは、 必ずパーキン

グブレーキを確実に効かせエンジン

を止め ド アを施錠し て く だ さい。
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各部の開閉3-8

エンジンスイ ッ チが 「ON」 位置の

と きに ド アガラ スの開閉ができま

す。

 運転席、 助手席

閉める （少し引き上げる）

自動全閉 （運転席のみ） ※

開ける （少し押し下げる）

自動全開 （運転席のみ） ※

※ 途中で停止する と きは、 スイ ッ チを反

対側へ操作し ます。

 ダブルキャ ブ車運転席側スイ ッ

チ （後部 ド アガラス用）

閉める

開ける

お子さ まづれのと きは、 車内にお子

さ まを残し たままお車を離れないで

く だ さ い。

ド アガラスの開閉

パワーウイ ン ド ウ
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3

各
部

の
開
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 ダブルキャ ブ車後部席側スイ ッ

チ （後部ド アガラ ス用）

閉める

開ける

LOCK

LOCK 解除

助手席側または後部席側 ド アガラ

スをロ ッ クするスイ ッ チです。

ウイ ン ド ウロ ッ クスイ ッ チ

�
������


! CAUTION! 警告

走行中は窓から手や顔を出さ ないで

く だ さ い。 また、 ド アガラ スなどを

開閉する と きは手 ・ 腕 ・ 頭 ・ 首など

を挟まないよ う に し て く だ さい

走行中は窓から手や顔を出さ ないで

く だ さ い。 車外のものなどにあたっ

た り、 急ブレーキをかけた と きなど

に、 重大な傷害におよぶか、 最悪の

場合死亡につながるおそれがあ り ま

す。

 ド アガラスやサイ ド ウイ ン ド ウを開

閉する と きは、 他の人の手 ・ 腕 ・

頭 ・ 首などを挟まないよ う に注意し

て く だ さ い。 と く にお子さ まへは手

などを出さ ないよ う 声かけを し て く

だ さ い。 お守り いただかない と、 重

大な傷害におよぶか、 最悪の場合死

亡につながるおそれがあ り ます。

お子さ まに ド アガラスやサイ ド ウイ

ン ド ウの操作を させないで く だ さ い。

開ける と きや閉める と き、 手 ・ 腕 ・

頭 ・ 首などを挟んだ り巻き込まれた

り し て、 重大な傷害におよぶか、 最

悪の場合死亡につながるおそれがあ

り ます。
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各部の開閉3-10

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

1. 助手席のシー ト バッ ク を倒す。

2. 中央席のシー ト バッ ク を倒す。

3. フ ロアマ ッ ト をめ く り助手席足

元にあるレバー 2 カ所のロ ッ ク

を外し、 エンジン点検口をシー

ト ご と持ち上げる。

4. バン ド を フ ッ クに掛けて固定す

る。

 閉じ る と きは、 開けた と きの逆

の手順で行います。

 エンジン カバーを閉める と きは、

フ ロアマ ッ ト やバン ド、 シー ト

ベル ト がかみ込まないよ う に注

意し て、 確実にロ ッ ク し て く だ

さい。

エンジン点検口の開閉★

開け方

閉じ方

! CAUTION! 警告

エンジン点検口を閉める前に

エンジンルーム内に布や手袋、 工具類

などの置き忘れがないこ と を確認し て

く だ さ い。 布などの燃えやすい物は火

災の原因にな り ます。 また工具類は振

動などで飛びはね、 部品を損傷させる

おそれがあ り ます。

エンジン点検口を閉めた後は

走行前にシー ト を軽 く ゆさぶり確実に

固定されている こ と を確認し て く だ さ

い。 固定されていない と、 走行中に

シー ト が動き思わぬ事故の原因と な っ

て重大な傷害を受けるおそれがあ り危

険です。
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 シングルキャ ブ車

グ リ ッ プ

ステ ッ プ

 ダブルキャ ブ車

グ リ ッ プ

ステ ッ プ

グ リ ッ プを握っ てステ ッ プに足を

かけ乗降し ます。

車両への乗り降り

乗降のしかた

アドバイス

乗降について

グ リ ッ プ以外の装置をつかんで乗降し

ないで く だ さ い。

! 注意

乗降のしかた

車両への乗り降りは必ずステ ッ プを

使用し て く だ さい。

 く つ底に油やグ リ ース、 雪などが付

着し ている と乗降時やペダル操作時

に滑った り するおそれがあ り ますの

で、 でき るだけ付着物を落と し て乗

車し て く だ さい。

ステ ッ プがぬれていた り着氷し てい

る場合は滑ら ないよ う に注意し て

ゆっ く り乗降し て く だ さい。

風の強い と きなどは、 乗降中に突然

ド アが開閉する こ とがあ り ますので

十分注意し て く だ さ い。
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各部の開閉3-12

解錠

施錠

＊ 解錠位置ではキーの取り外しがで

きません。

左右のレバーを上に回し内側に押

し込んでロ ッ ク を外すと テール

ゲー ト が開きます。

1. ボデー後部のレバーを後ろに倒

す。

2. サイ ド ゲー ト の前後にあるレ

バーを引き上げてロ ッ ク を外

す。

フ ューエルキャ ッ プ （燃料
補給口）

荷台

テールゲー ト の降ろ し方

サイ ド ゲー ト の開け方
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1. テールゲー ト 側のチ ェーンを外

す。

2. サイ ド ゲー ト 側のチ ェーンを外

す。

ガー ド フ レーム上に積荷を載せる

場合は、 必ずガー ド フ レームス

ト ッパー間に載せ、 ロープで し っ

かり固定し ます。

使用する と きはス ト ッパーを引き

上げます。

チ ェーンの外し方

ガー ド フ レームス ト ッパー

�
	���	��

アドバイス

ガー ド フ レームス ト ッパーについて

ガー ド フ レームには重量物を載せない

で く だ さ い。

! CAUTION! 警告

テールゲー ト ・ サイ ド ゲー ト を操作

する と きは、 次のこ と をお守り く だ

さい

荷台には人を乗せて走行し ないで く

だ さ い。 急ブレーキをかけた と きや

衝突し た と きなどに重大な傷害にお

よぶか、 最悪の場合死亡につながる

おそれがあ り ます。

走行前にテールゲー ト ・ サイ ド ゲー

ト が確実にロ ッ ク されている こ と を

確認し て く だ さい。 ゲー ト が確実に

閉ま っていない と、 走行中に突然開

き、 思わぬ事故につながるおそれが

あ り危険です。

テールゲー ト を開けて駐停車する と

きは、 車両後方に停止表示板または

停止表示灯を置いて く だ さい。 ゲー

ト が開いている と非常点滅灯などが

見えな く なるため、 思わぬ事故につ

ながるおそれがあ り危険です。

テールゲー ト を閉める と きは、

チ ェ ーン （チ ェ ーン装着車） がかみ

込んでいないこ と を確認し、 ハン ド

ルで確実にロ ッ ク し て く だ さい。

ロ ッ クが不十分だ と、 走行中にゲー

ト が開 く など思わぬ事故につながる

おそれがあ り危険です。

テールゲー ト ・ サイ ド ゲー ト を閉め

る と きは、 周囲の安全を確かめ、

ゲー ト で指などを挟まないよ う に十

分注意し て く だ さ い。 重大な傷害を

受けるおそれがあ り危険です。
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お子さ まにはテールゲー ト ・ サイ ド

ゲー ト の操作を させないで く だ さ い。

お子さ まが操作する と、 手 ・ 頭 ・ 首

などを挟んだ り し て、 生命にかかわ

る重大な傷害を受けるおそれがあ り

危険です。

テールゲー ト ・ サイ ド ゲー ト を開け

たまま走行し ないで く だ さい。 開け

たまま走行する と、 ゲー ト が車外の

ものなどにあた り、 思わぬ事故につ

ながるおそれがあ り危険です。 走行

する前に、 必ずゲー ト が閉ま っ てい

る こ と を確認し て く だ さ い。

テールゲー ト ・ サイ ド ゲー ト のハン

ドルやレバーを操作する と きは、

し っかり と握り、 確実に操作し て く

だ さい。 手を挟んでけがを し た り、

思わぬ事故につながるおそれがあ り

危険です。

テールゲー ト ・ サイ ド ゲー ト のハン

ドルやレバーをはずす と きは、 ゲー

ト を し っかり支えて く だ さい。 車両

の傾斜や積荷の重みで急に開き、 思

わぬ事故につながるおそれがあ り危

険です。

傾斜地では、 平坦な場所よ り も テー

ルゲー ト ・ サイ ド ゲー ト の開閉がし

に く かっ た り、 急に開閉し て し ま う

場合があ り ます。 指などを挟まない

よ う十分注意し て く だ さ い。

! 注意

テールゲー ト ・ サイ ド ゲー ト には積

荷の重量をかけないで く だ さい

テールゲー ト ・ サイ ド ゲー ト には積

荷の重量をかけないで く だ さい。

ゲー ト などが損傷するおそれがあ り

ます。

テールゲー ト を閉める と きは、

チ ェ ーンがかみ込んでいないこ と を

確認し て く だ さい。 かみ込んだまま

ロ ッ クする と、 ゲー ト やチ ェ ーンを

損傷するおそれがあ り ます。 （チ ェ ー

ン装着車）

テールゲー ト ・ サイ ド ゲー ト を開閉

する前に、 ゲー ト が安全に開閉でき

るよ う に、 荷台および車外のゲー ト

付近の状態を必ず確認し て く だ さ い。

ガー ド フ レームス ト ッパーの破損を

防ぐため、 ガー ド フ レームス ト ッ

パーに過度に重いものを乗せないで

く だ さ い。

テールゲー ト を開ける と きは、 必ず

エンジンを止めて く だ さい

マ フ ラー出入口付近では高温の排出ガ

スが出るためエンジンをかけたまま

テールゲー ト を開ける と、 テールゲー

ト 本体および表面デザイ ンの変形 ・ 変

色、 断熱材入り テールゲー ト の断熱材

が溶ける こ と による外板剥離、 骨格部

材の変形などが発生し ます。
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レバーを回すと開きます。

ツールボ ッ クス

�
	������
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4シー ト ・ シー ト ベル ト
の取り扱い
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シー ト .........................................P.4-2

シー ト ベル ト ..........................P.4-6
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シー ト ・ シー ト ベル ト  の取り扱い4-2

正しい運転姿勢

 シー ト バッ クから背を離さ ない

 ペダルを十分に踏み込める

 ハン ドルが楽に操作できる

 シー ト ベル ト が正し く 着用でき

る

 シフ ト レバーの操作が楽にでき

る

各部の調整

ラ ンバーサポー ト ★

腰部の硬さ を調整できます。

シー ト スラ イ ド

シー ト を前後に調整できます。

シー ト バッ ク角度

背もたれの角度が調整できます。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

シー ト バッ ク （背もたれ） を前方

に倒すと きは、 ロ ッ ク解除レバー

またはロ ッ ク解除ス ト ラ ッ プを引

きます。

ロ ッ ク解除レバー

ロ ッ ク解除ス ト ラ ッ プ

シー ト

ド ラ イバーシー ト

セン ターシー ト ★

TD01-033A

TD01-033B
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ロ ッ ク解除レバーまたはロ ッ ク解

除ス ト ラ ッ プを引 く と、 背もたれ

が倒れます。

ロ ッ ク解除ス ト ラ ッ プ

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 ダブルキャ ブ車

折り たたみ

 シー ト を折り たたむこ とができ

ます。

 シー ト ク ッ シ ョ ンのバン ド を

フ ッ クに掛けて固定し ます。

フ ッ ク

バン ド

ヘ ッ ド レス ト

 上げる と きは、 ヘ ッ ド レス ト を

持ったまま引き上げます。

 下げる と きは、 固定ボタ ンを押

し たまま押し下げます。

 取り外すと きは、 固定ボタ ンを

押したまま引き抜きます。

ヘ ッ ド レス ト

固定ボタ ン

アシス タ ン ト シー ト

リヤシー ト ★

! CAUTION! 警告

走行中は ド ラ イバーシー ト の調整を

し ないで く だ さい

調整中にシー ト が突然動き運転を誤

り、 思わぬ事故の原因と な って、 生命

にかかわる重大な傷害を受けるおそ

れがあ り危険です。

シー ト を調整し たあ とは、 シー ト を

軽 く ゆさぶり確実に固定されている

こ と を確認し て く だ さ い。 固定され

ていない と シー ト が動き、 思わぬ事

故の原因と な っ て、 生命にかかわる

重大な傷害を受けるおそれがあ り危

険です。

シー ト の下に物を置かないで く だ さ

い。 ものが挟ま ってシー ト が固定さ

れず、 思わぬ事故の原因と なるおそ

れがあ り危険です。 また、 ロ ッ ク機

構の故障の原因にな り ます。
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シー ト ・ シー ト ベル ト  の取り扱い4-4

背も たれと背中の間にク ッ シ ョ ン

（座布団） などを入れないで く だ さ

い。 正し い運転姿勢がとれないばか

りか、 衝突し た と きシー ト ベル ト や

ヘ ッ ド レス ト の効果が十分に発揮さ

れず、 生命にかかわる重大な傷害を

受けるおそれがあ り危険です。

助手席やセン ターシー ト （セン ター

シー ト 装着車）、 リヤシー ト （ダブル

キャ ブ車） に荷物を積み重ねないで

く だ さ い。 急ブレーキをかけた と き

や車が旋回し ている と きなどに荷物

が飛び出し て、 乗員にあたった り、 荷

物を損傷し た り、 荷物に気を と られ

た り し て、 思わぬ事故につながるお

それがあ り危険です。

走行中はシー ト の操作を行わないで

く だ さ い。 ブレーキをかけた と きや

衝突し た と きなどに、 生命にかかわ

る重大な傷害を う けるおそれがあ り

危険です。

走行中、 シー ト 以外の場所への乗車

や車内の移動はし ないで く だ さい。

急ブレーキをかけた と きや衝突し た

と きなどに、 体が慣性力で飛ばされ、 

頭などを強 く 打ち、 生命にかかわる

重大な傷害を受けるおそれがあ り危

険です。

シー ト の操作をする と きは、 必ず平

坦な場所で行っ て く だ さ い。 不整地

や傾斜地では、 操作中に不意にシー

ト が動き手足を挟まれ、 生命にかか

わる重大な傷害を受けるおそれがあ

り危険です。

シー ト バッ ク ト レ イ装着車は、 セン

ターシー ト を倒し た上に人を乗せて

走行し ないで く だ さ い。 急ブレーキ

をかけた と きや衝突し た と きなどに

体が飛ばされ、 生命にかかわる重大

な傷害を受けるおそれがあ り危険で

す。

シー ト を折り たたんだ状態で、 空い

たスペースに人を乗せて走行し ない

で く だ さ い

急ブレーキをかけた と きや衝突し た

と きなどに、 生命にかかわる重大な

傷害を受けるおそれがあ り危険です。

脱着式ヘ ッ ド レス ト 装着車は、 ヘ ッ

ド レス ト をはずし たまま走行し ない

で く だ さ い。 首に大きな衝撃が加わ

り、 生命にかかわる重大な傷害を受

けるおそれがあ り危険です。

脱着式ヘ ッ ド レス ト 装着車でヘ ッ ド

レス ト を取り付ける と きは、 「カ

チ ッ」 と音がし て固定されたこ と を

確認し て く だ さい。 ヘ ッ ド レス ト を

間違って取り付ける と、 固定する こ

とができず、 衝突し た と きなどに生

命にかかわる重大な傷害を受けるお

それがあ り危険です。

倒し た背もたれの上や、 荷室に人を

乗せて走行し ないで く だ さい

急ブレーキをかけた と きや衝突し た

と きなどに、 生命にかかわる重大な

傷害を受けるおそれがあ り危険です。
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シー ト を も と にも ど し た と きは、 

シー ト を軽 く ゆさぶり、 さ らにシー

ト ク ッ シ ョ ン後部を持ち上げ確実に

固定されている こ と を確認し て く だ

さい。 固定されていない と急ブレー

キ時などにシー ト が倒れた り、 荷室

内のものが飛び出すなど、 思わぬ事

故につながり、 生命にかかわる重大

な傷害を受けるおそれがあ り危険で

す。

シー ト を操作する と きは、 シー ト ベ

ル ト を挟み込まないよ う に し て く だ

さい。 シー ト ベル ト が傷付 く おそれ

があ り、 傷付いたまま使用する と衝

突し た と きなどにシー ト ベル ト が十

分な効果を発揮せず、 重大な傷害に

およぶか、 最悪の場合死亡につなが

るおそれがあ り ます。

 リ ヤシー ト について

シー ト ク ッ シ ョ ンを折り たたむと きは、

バン ドがフ ッ クに確実に掛かっ ている

こ と を確認し て く だ さ い。

! 注意

シー ト を調整する と きは同乗者や荷

物などまわりの状況に注意し て く だ

さい

シー ト を調整する と きは、 同乗者や

荷物にあてないよ う に注意し て く だ

さい。 同乗者がけがを し た り、 荷物

を こわし た り するおそれがあ り ます。

シー ト を調整し ている と きは、 シー

ト の下や動いている部分の近 く に手

を近付けないで く だ さ い。 指や手を

挟み、 けがをするおそれがあ り ます。

車内を清掃する と きやシー ト の下に

落と し たものを拾 う と きなどは、

シー ト の下に手を入れる と、 シー ト

レール ・ シー ト フ レーム （シー ト の

土台部分） などにあた り、 けがをす

るおそれがあ り ますので十分に注意

し て行って く だ さ い。

背もたれにもたれかかったままシー

ト バッ クの角度調整を し ないで く だ

さい

背もたれに力が加わっている と、 レ

バー操作が重かった り、 突然背もた

れが倒れるおそれがあ り ます。

シー ト を操作する と きは、 可動部や

結合部に手足を挟まないよ う に注意

し て く だ さい。 けがをするおそれが

あ り ます。

背もたれを う し ろに倒し た状態で、

荷物などを背もたれの上に載せない

で く だ さ い。 シー ト を損傷するおそ

れがあ り ます。
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肩の真ん中に十分にかかる こ と

ねじれていないこ と

シー ト を調整し、 上体を起こ し

深 く 腰掛ける こ と

必ず腰骨のできるだけ低い位置

に密着させる こ と

ド ラ イバーシー ト ・ アシス タ ン ト

シー ト のシー ト ベル ト は ELR が装

着されています。

タ ング

バッ クル

プレスボタ ン

ELR （緊急ロ ッ ク式巻き取り装

置）

 通常ベル ト は体の動きに合わせ

て自由に伸縮できますが、 万一

衝突や急停車のと き、 自動的に

固定し体を守り ます。

 ベル ト を急に引き出すと途中で

固定する こ とがあ り ます。

プ リ テンシ ョ ナー付きシー ト ベ

ル ト ★

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

前方から一定以上の強い衝撃を受

ける と、 着用し ているシー ト ベル

ト が瞬時に巻き取られ、 運転者を

シー ト に拘束し、 衝撃の緩和と と

もに SRS エアバッ グの効果を高め

る装置です。

装着方法

1. シー ト バッ クは倒さずにシー ト

に深 く 腰掛けて座る。

2. 確実に肩にベル ト を とおし て タ

ングを持って引き出し、 ねじれ

ていないこ と を確認する。

＊ シー ト ベル ト がロ ッ ク し たまま引き出

せない と きは、 一度ベル ト を強 く 引い

シー ト ベル ト

運転する前には必ず着用し、 同

乗者にも必ず着用させて く だ さ

い。

シー ト ベル ト は正し く 着用し な

いと効果が半減するだけでな く

危険な場合があ り ます。

なお、 着用は法律によ って義務

づけられています。

シー ト ベル ト の注意事項を十分

理解し、 正し く 取り扱って く だ

さい。

3 点式シー ト ベル ト

���������
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てから、 ベル ト をゆるめ、 再度ゆっ く

り と引き出し ます。

3. タ ングをバッ クルに 「カチ ッ」

と音がするまで、 確実に差し込

む。

＊ エンジンスイ ッ チが 「ON」 のと きは、

シー ト ベル ト 未着用警告ラ ンプが消灯

し た こ と を確認し て く だ さ い。

4. 腰部ベル ト を密着させる。

＊ 腰部ベル ト は必ず腰骨のでき るだけ低

い位置にかかるよ う に し、 肩部ベル ト

を引き、 腰部に密着させます。

5. 肩部ベル ト をかける。

＊ 肩部ベル ト は、 必ず肩に十分にかかる

よ う に し ます。 このと き、 ベル ト が首

にあたっ た り、 肩からはずれないよ う

に し て く だ さ い。

取り外し方法

プレスボタ ンを押し ます。 ベル ト

は自動的に巻き込まれます。

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 セン ターシー ト

装着方法

1. ベル ト を引いて必要な長さにす

る。

2. ベル ト にねじれがないよ う にタ

ングをバッ クルに 「カチ ッ」 と

音がするまで確実に差し込む。

タ ング

バッ クル

プレスボタ ン

3. ベル ト を引いて腰骨のでき るだ

け低い位置に密着させる。

取り外し方法

プレスボタ ンを押し ます。

ベル ト が肩に十分かからないと き

使用し ます。 高さは 5 段階に調節

できます。

プ ッ シュボ タ ンを押し ながら上下

に動かし、 ベル ト が肩に十分かか

る位置でボ タ ンから手を離し固定

し ます。 調整後、 確実に固定され

ている こ と を確認し ます。

2 点式シー ト ベル ト ★

アジャ ス タ ブルシ ョ ルダーベル

ト アン カー
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シー ト 位置別チャ イルド シー ト 適合性

 シングルキャ ブ車  ダブルキャ ブ車

���������

お子さ ま用シー ト 選択の目安

種類 体重 (kg) 身長 (cm) 参考年齢

ベビーシー ト ～ 10 未満 ～ 75 以下 ～ 12ヵ月

チャ イル ド シー ト 9 ～ 18 未満 75 ～ 105 以下 9ヵ月～ ４ 才

ジュ ニアシー ト 15 ～ 32 以下 100 ～ 135 以下 4 才～ 10 才

アドバイス

プ リ テンシ ョ ナー付きシー ト ベル ト について

一度作動する と、 引き出すこ と も巻き取る こ と もできな く な り再使用できません。 た

だちに ト ヨ タ販売店で交換し て く だ さ い。

シー ト 位置別チャ イルド シー ト の適合性について

シングルキャ ブ ダブルキャ ブ
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車両のシー ト ベル ト で固定する タ イプのユニバーサル （汎用） カテゴ

リーのチャ イル ド シー ト に適し ています。

推奨チャ イル ド シー ト と適合性一覧表に記載されたチャ イル ド シー ト

に適合し ています。

チャ イル ド シー ト を取り付ける こ とはできません。

チャ イルド シー ト 取り付けに関する詳細情報

チャ イル ド シー ト の 「治具」 の種類を確認するために、 チャ イルド シー ト

に付属の取扱書を確認し て く だ さい。 お手持ちのチャ イルド シー ト に 「治

具」 の種類がない （または必要な情報が表の中にない） 場合は、 チャ イル

―

―

―

シー ト 位置の番号

着座位置

ユニバーサル （汎用） ベル ト 式が搭載可能な着

座位置 （有／無）
無 無 有 無 有

ア イサイズ着座位置 （有／無） 無 無 無 無 無

搭載可能な横向きチャ イル ド シー ト の治具 （L1

／ L2）
× × × × ×

搭載可能な う し ろ向きチ ャ イル ド シー ト の治具

（R1 ／ R2X ／ R2 ／ R3）
× × × × ×

搭載可能な前向きチャ イル ド シー ト の治具 （F2X

／ F2 ／ F3）
× × × × ×

搭載可能なジ ュニアシー ト の治具 （B2 ／ B3） × × × × ×
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ド シー ト の車種別適合リ ス ト を参照するか、 販売業者へお問い合わせの

上、 適合性を確認し て く だ さい。

推奨チャ イル ド シー ト と適合性一覧表

チャ イル ド シー ト の隣の席を使用する と きは、 肩部ベル ト が確実に肩を通

り、 腰部ベル ト が腰骨のできるだけ低い位置に密着する こ と を確認し て く

ださい。 チャ イルド シー ト の隣に座った と きに、 チャ イルド シー ト の種類

によ っては、 乗員の体またはシー ト ベル ト がチャ イル ド シー ト と干渉する

ためシー ト ベル ト が正し く 着用できず、 十分な効果を発揮できない場合が

あ り ます。 その場合は、 他の席を使用し て く だ さい。 お守り いただかない

と、 重大な傷害におよぶか、 最悪の場合死亡につながるおそれがあ り ま

す。

治具 使用の向き ・ 形状 ・ 大き さ

F3 全高前向きチャ イル ド シー ト

F2 低型前向きチャ イル ド シー ト

F2X 低型前向きチャ イル ド シー ト

R3 大型 う し ろ向きチ ャ イル ド シー ト

R2 小型 う し ろ向きチ ャ イル ド シー ト

R2X 小型 う し ろ向きチ ャ イル ド シー ト

R1 う し ろ向きチャ イル ド シー ト

L1 左向き寝台式チャ イル ド シー ト

L2 右向き寝台式チャ イル ド シー ト

B2 ジ ュニアシー ト

B3 ジ ュニアシー ト

質量

グループ
推奨チャ イル ド シー ト

着座位置

0、 0 ＋ （13kg まで）

ト ヨ タ純正 　

NEO G － Child baby
× × ○ × ○

ト ヨ タ純正 　

NEO G － Child ISO leg
× × × × ×

Ⅱ、 Ⅲ （15 ～ 36kg）
ト ヨ タ純正 　

ジ ュニアシー ト
× × ○ × ○
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知識

運転席 ・ 助手席シー ト ベル ト 非着用

警告ブザーについて

運転席 ・ 助手席シー ト ベル ト 非着用

のまま、 車速が約 20km/h 以上になる

と警告ブザーが鳴り始めます。 その

後も運転席 ・ 助手席シー ト ベル ト を

非着用のままに し ている と きは、 30

秒間断続的に鳴り、 さ らにブザーの

音がかわり 90 秒間鳴り ます。

! CAUTION! 警告

シー ト ベル ト について

走行前に必ず着用し て く だ さい。 ベ

ル ト を着用し ない と、 急ブレーキを

かけた と きや衝突し た と きなどに重

大な傷害を受けるおそれがあ り危険

です。

上体を起こ し、 シー ト に深 く 腰を掛

けた状態で着用し て く だ さい。 正し

い姿勢で着用し ない と十分な効果を

発揮し ないおそれがあ り ます。

腰部のベル ト は必ず腰骨のでき るだ

け低い位置に密着させて着用し て く

だ さい。 腰部からずれている と衝突

し た と きなどに強い圧迫を受けケガ

をするおそれがあ り危険です。

ねじれたまま着用し ないで く だ さ い。

衝突し た と きなどに衝撃力を十分に

分散させる こ とができずケガをする

おそれがあ り ます。

首 ・ あご ・ 顔にあたらないよ う に着

用し て く だ さい。

 3 点式シー ト ベル ト は、 腕の下に通し

て着用し ないで く だ さ い。 ベル ト が

十分かかっ ていない と衝突し た と き

などに体が前方に投げ出されケガを

するおそれがあ り ます。

シー ト ベル ト は 1 人用です。 2 人以上

で 1 組のベル ト を使用し ないで く だ

さい。 衝突し た と きなどにベル ト の

機能が正常に働かずケガをするおそ

れがあ り ます。

シー ト の背もたれを必要以上に傾け

て走行し ないで く だ さ い。 衝突し た

と きなどに体がシー ト ベル ト の下に

も ぐ り込み、 腹部などに強い圧迫を

受けケガをするおそれがあ り危険で

す。

炎天下に車両を屋外に停車させてい

る と シー ト ベル ト のタ ングなどの金

属部分が高温と な りやけどをするお

それがあ り ますので金属部分を直接

触れないよ う にご注意 く だ さい。

アジ ャス タ ブルシ ョ ルダーベル ト ア

ン カーを調整する と きは、 次のこ と

をお守り く だ さい。 お守り いただか

ない と、 衝突し た と きなどにシー ト

ベル ト が十分な効果を発揮せず、 重

大な傷害におよぶか、 最悪の場合死

亡につながるおそれがあ り ます。

• シー ト ベル ト が首にあたら ないよ う

に、 また肩の中央に十分かかるよ う
でき るだけ高い位置に調整し て く だ

さい。

• 調整し たあ とは、 確実に固定されて
いる こ と を確認し て く だ さい。

妊婦 ・ 疾患のある方が着用する と き

は、 かかり つけの医師と相談し てか

ら使用し て く だ さ い。 衝突のと きな

ど腹部などに強い圧迫を受けるおそ

れがあ り ます。

シー ト ベル ト を ド アやシー ト にはさ

んで傷つけないよ う に注意し て く だ

さい。

ほつれ ・ す り切れがあった りバッ ク

ルが正常に作動し ない と きは、 交換

し て く だ さい。
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万一事故を起こ し た後は、 必ずシー

ト ベル ト を新品に交換し て く だ さ い。

外観上に異常がな く て も正常に作動

し ないこ とがあ り ます。 軽い衝撃で

も ト ヨ タ販売店で点検を受けて く だ

さい。

改造や取り外し を し ないで く だ さ い。

また、 バッ クルや巻き取り部に異物

などを入れないで く だ さ い。 ベル ト

の機能が低下し危険です。

汚れは中性洗剤を用いて洗い落と し

て く だ さ い。 ガソ リ ン ・ シンナーな

どの揮発剤は、 シー ト ベル ト 地を著

し く 弱める原因にな り ますので絶対

に使用し ないで く だ さ い。

シー ト ベル ト の取り扱いについて

取り外し、 取り付け、 分解などを し

ないで く だ さい。 不適切に扱 う と、

正常に作動し な く な った り、 誤って

引き込み重大な傷害を受けるおそれ

があ り危険です。

下記を修理する と きは、 ト ヨ タ販売

店にお申し付け く だ さ い。 不適切な

修理を行 う と正常に作動し な く なる

おそれがあ り ます。

• シー ト ベル ト 付近の修理

• キャ ブの板金、 塗装

妊娠中の方のシー ト ベル ト 着用につ

いて

妊娠中の女性も必ずシー ト ベル ト を

正し く 着用し て く だ さ い。 （ただ し、

医師に注意事項をご確認 く だ さい。）

妊娠中の着用については、 基本的に

通常着用する と き と同様ですが、 腰

部ベル ト が腰骨のでき るだけ低い位

置にかかるよ う にお腹のふ く らみの

下に着用するよ う に し て く だ さ い。

また、 肩部ベル ト は確実に肩を通し

お腹のふ く らみを避けて胸部にかか

るよ う に着用し て く だ さい。 正し く

着用し ていない と、 急ブレーキをか

けた と きや衝突し た と きなどにベル

ト がお腹のふ く らみに食い込むなど

し て、 母体だけでな く 胎児までが重

大な傷害におよぶか、 最悪の場合死

亡につながるおそれがあ り ます。

お腹のふ く らみを さ けて胸部にか
かるよ う に着用のこ と

腰骨のでき るだけ低い位置にかか

るよ う にお腹のふ く らみの下に着
用のこ と

疾患のある方も必ずシー ト ベル ト を

正し く 着用し て く だ さ い。 （ただ し、

医師に注意事項をご確認 く だ さ い。）

車のシー ト ベル ト が正し く 着用でき

ない小さ なお子さ まは、 体に合った

子供専用シー ト に座らせて く だ さ い

乳児は、 頭や首を含め完全な安全保

護サポー ト （ベビーシー ト ） が必要

です。乳児の首は安定し ていな く て、 

また頭は他の部分に比べてきわめて

重いからです。 乳児は、 必ず適切な

ベビーシー ト に座らせて く だ さ い。

TD02-015B
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幼児の体形は、 シー ト ベル ト の設計

対象と な っ ている大人とは異な って

います。 幼児の骨盤は小さ く 、 通常

のシー ト ベル ト では骨盤の低い位置

に と どま らず、 腹部にかかって し ま

います。 衝突し た場合、 シー ト ベル

ト によ っ て腹部に強い圧迫を受け、 

重大な傷害におよぶか、 最悪の場合

死亡につながるおそれがあ り ます。

幼児は必ず適切な子供専用シー ト に

座らせて く だ さい。

子供専用シー ト をご使用になる と き

は、 必ず商品に付属の取扱書を よ く

お読みの う え、 確実に取り付け、 使用

方法を守っ てご使用 く だ さい

使用方法を誤っ た り、 確実に固定さ

れていない と、 急ブレーキや衝突時

などに、 子供専用シー ト が正し く 機

能せず、 重大な傷害におよぶか、 最悪

の場合死亡につながるおそれがあ り

ます。

子供専用シー ト については、 販売会

社にご相談 く だ さい。

子供専用シー ト によ っては、 取り付

けができない、 または取り付けが困

難な場合があ り ます。

プ リ テンシ ョ ナー付シー ト ベル ト を

着用する と きは、 必ず次のこ と をお

守り く だ さ い

プ リ テンシ ョ ナー付シー ト ベル ト を

着用する と きは、 必ず次のこ と をお

守り く だ さ い。 お守り いただかない

と プ リ テンシ ョ ナーが十分な効果を

発揮せず、 重大な傷害におよぶか、

最悪の場合死亡につながるおそれが

あ り ます。

• シー ト ベル ト を正し く 着用する
（P.4-6）

• シー ト ベル ト を正し い運転姿勢のと
れる位置に調整する （P.4-2）

プ リ テンシ ョ ナー付シー ト ベル ト の

取り付け ・ 取りはずし、 分解などを

し ないで く だ さい。 また、 プ リ テン

シ ョ ナー付シー ト ベル ト を修理する

と きは、 必ず ト ヨ タ販売店で行って

く だ さ い。 プ リ テンシ ョ ナー付シー

ト ベル ト を不適切に扱 う と、 正常に

作動し な く な った り、 誤っ て巻き取

り、 重大な傷害におよぶか、 最悪の

場合死亡につながるおそれがあ り ま

す。

プ リ テンシ ョ ナー付シー ト ベル ト が

作動する と SRS エアバッ グ警告灯が

点灯し ます。 その場合はシー ト ベル

ト を再使用する こ とができないため、

必ず ト ヨ タ販売店で交換し て く だ さ

い。

! 注意

プ リ テンシ ョ ナー付きシー ト ベル ト

について

前席の乗員の身体を守るための装置

です。 正し く 着用し ない と効果が半

減するおそれがあ り ます。

廃棄する と きは、 ト ヨ タ販売店にご

相談 く だ さい。 プ リ テンシ ョ ナー付

きシー ト ベル ト が思いがけな く 作動

し ケガをするおそれがあ り ます。
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エンジンスイ ッ チ ................P.5-2

エンジンのかけ方................P.5-3

エンジンの止め方................P.5-4

ペダル類....................................P.5-6

マニュアル
ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン
（MT 車）...................................P.5-7

オー ト マチ ッ ク
ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン
（AT 車） ...................................P.5-8

パーキングブレーキ
レバー...................................P.5-15

ハン ド ル.................................P.5-16

ホーンボタ ン .......................P.5-17

SRS エアバッ グ
（シー ト ベル ト
補助拘束装置）..................P.5-17
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スイ ッ チ ..............................P.5-23

ラ ンプスイ ッ チ ..................P.5-25
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ハイ ビーム.........................P.5-28
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ヘ ッ ド ラ ンプ光軸調整
スイ ッ チ ..............................P.5-33

電動格納式アウ ター ミ ラー
スイ ッ チ...............................P.5-34

ミ ラーヒーター
スイ ッ チ...............................P.5-36

手動式 ミ ラー........................P.5-37

ワイ ド ビ ュー ミ ラー.........P.5-37

バッ クガイ ド モニ ター....P.5-39

2 面鏡 ミ ラー.........................P.5-47

排出ガス浄化装置
スイ ッ チ...............................P.5-48

アイ ド ルア ッ プ
スイ ッ チ...............................P.5-50

VSC ・ TRC..............................P.5-51

車線逸脱警報装置..............P.5-53

PCS （プ リ ク ラ ッ シュ
セーフ テ ィ ） .......................P.5-57

誤発進抑制機能
システム...............................P.5-73
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ヘ ッ ド ラ ンプ ク リ ーナー
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ス ターターキーを抜き差しする

位置

キーを抜 く とハン ド ルがロ ッ ク されます。

エンジン停止時、 電装品が使用

でき る位置

オーデ ィ オ ・ ア ク セサリ ーソケ ッ ト など。

エンジン回転中の位置

エンジンを始動する位置

エンジンスイ ッ チ

キーポジシ ョ ン

アドバイス

ス ター ターキーの取り扱い

ス ターターキーはエンジンス イ ッ チ

の奥まで確実に押し込んで く だ さ い。

 「LOCK」 の位置で、 ス ターターキー

の抜き差しやス ターターキーが回し

に く い と きは、 ハン ド ルを軽 く 左右

に動かし ながら行って く だ さい。

 「ACC」 から 「LOCK」 の位置に回す

と きは、 ス ター ターキーを押し付け

ながら回し ます。 AT 車はシ フ ト レ

バーを 「P」、 ギヤ入れ駐車実施時は、

ギヤ入れ状態で、 ス ターターキーを

「LOCK」 の位置に回し て く だ さ い。

長時間駐車する と きは、 ス ターター

キーを抜いておいて く だ さい。

! CAUTION! 警告

走行中は、 エンジンス イ ッ チを絶対

に 「ON」 の位置以外に し ないで く だ

さい

「ON」 の位置以外にする と エンジンが

停止し、 ハン ドル操作が重 く な った り、

ブレーキの効きが悪 く な り危険です。

ス ター ターキーを抜いたままや

「LOCK」 の位置で絶対に走行し ない

で く だ さ い

ス ター ターキーが抜かれた状態になる

とハン ド ルがロ ッ ク され操作ができな

く な り危険です。

! 注意

エンジンス イ ッ チの取り扱い

エンジン始動後、 再度 「START」 の

位置に回さ ないで く だ さい。 ス ター

ターの故障の原因にな り ます。

エンジンを止めた状態で 「ON」 や

「ACC」 の位置のまま長時間放置し た

り、 ラジオなどを長時間使用し ない

で く だ さ い。 バ ッ テ リ ーあがり を起

こ し、 エンジンが始動できな く なる

おそれがあ り ます。
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1. パーキングブレーキが確実に効

いている こ と を確認する。

2. シフ ト レバーを 「N」 または

「P」 の位置にする。

ク ラ ッ チス ター ト システム★

（MT 車）

ク ラ ッ チペダルをいっぱいに踏み

込まないと、 エンジンがかからな

いよ う になっています。
★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

通常またはエンジンが暖ま って

いる と き

エンジンスイ ッ チを 「START」 の

位置に回し エンジンをかける。

＊ MT 車はク ラ ッ チペダルをいっぱいに

踏み込んで行います。 このと きア クセ

ルペダルは踏まないで く だ さ い。

＊ AT 車はブレーキペダルを踏み込んで

行います。 このと きア クセルペダルを

踏まないで く だ さい。

予熱 （始動補助装置） 付き車

1. ス ターターキーを差し込み

「ON」 の位置にする。

＊ 予熱表示灯が約 2 秒点灯し ます。

＊ 冷却水温が 0 ℃以下のと き予熱表示灯

が約 5 秒点灯し ます。

2. 消灯と同時に、 ク ラ ッ チペダル

（AT 車を除 く ） をいっぱいに踏

み込んでエンジンスイ ッ チを

「START」 の位置に回し、 エン

ジンをかける。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

エンジンのかけ方

エンジンをかける前に

始動方法

寒冷時にエンジンをかける と き

アドバイス

バッ テ リ ーあがり を防止するために

 1 度でエンジンがかからない と きは、

バ ッ テ リ ーの機能回復のため 「ACC」

の位置に戻し、 30 秒ほど待ってから

かけなお し て く だ さ い。

始動時にア クセルペダルを必要以上

に踏むと、 黒煙の発生につながり ま

す。

予熱 （始動補助装置 ) ★は消費電力が

大きいため、 繰り返し作動させる と、

バ ッ テ リ ーの負担が大きいので、 で

き るだけ避けて く だ さ い。

知識

エンジン イモビ ラ イザー機能付き車

について （ÆP.3-2）

システムによ り、 エンジンがかからな

いこ とがあ り ます。 その場合、 いった

んキーを抜き、 10 秒以上待ってから エ

ンジンを始動し て く だ さ い。
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1. パーキングブレーキを確実に効

かせ、 シ フ ト レバーを 「N」 ま

たは 「P」 の位置にする。

＊ AT 車は、 「P」 位置以外でエンジンを

停止し ないで く だ さい。

2. エンジンを停止させる前に、 ア

イ ド リ ング状態でエンジンを冷

却する。

 約 2 分程

＊ 登坂や高速走行直後はエンジン各部が

高温にな っていますので、 十分にエン

ジンを冷却し ます。

1. エンジンスイ ッ チを 「ACC」 の

位置に し てエンジンを止める。

ACC

2. ス ターターキーを抜き取る と き

は、 キーを 「ACC」 の位置で押

し付けながら 「LOCK」 の位置

に回す。

エンジン始動を容易にするには

予熱表示灯の消灯後ただちにエンジ

ンスイ ッ チを回すと、 エンジンが容

易に始動し ます。

寒冷地域では大容量バッ テ リ ーを使

用する と始動性が良好にな り ます。

! CAUTION! 警告

エンジンの始動

 ド ラ イバーシー ト に座っていない状

態でエンジン をかけないで く だ さ い。

思わぬ急発進にそなえ必ず ド ラ イ

バーシー ト に座り エンジンをかけて

く だ さ い。 必ず 「エンジンをかける

前に」 を行っ て く だ さ い。 （P.5-3）

車を少し移動させる と き も、 必ずエ

ンジンを始動し て く だ さ い。 エンジ

ンをかけず、 坂道を利用し て車を動

かすと、 思わぬ事故につながるおそ

れがあ り ます。

! 注意

ス ター ターの使用について

ス ターターは 15 秒以上連続し て使用す

る と、 ス ターターが故障し た り、 バッ

テ リ ーあがりの原因と な り ます。

エンジンの止め方

停止前のアイ ド リ ング

停止方法
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押す

回す

アドバイス

 ターボチ ャージ ャーについて

ターボチ ャージ ャー付きエンジンは、

エンジン停止前に必ずアイ ド リ ング状

態に し エンジン を冷却し て く だ さい。

走行直後にエンジンを止める と ターボ

チャージ ャーに悪影響をあたえます。

! CAUTION! 警告

駐車する と きは

坂道に駐車する と きや、 長時間の駐車

および車両の点検 ・ 整備などの作業を

する と きは、 危険防止のため必ずタ イ

ヤの前後に輪止めを掛けて く だ さい。

ギヤ入れ駐車について

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンのギヤを入れた状

態で駐車する必要がある と きは、 パー

キングブレーキを使用し エンジンが回

されて も始動し ないよ う に、 ス ター

ターキーを抜き、 さ らに タ イヤに輪止

めを掛けて く だ さい。

車両火災の防止

枯草や紙 く ずなど燃えやすい物がある

場所に車を止めないで く だ さい。 走行

直後は排気管やマ フ ラー付近が高温に

な っ ています。 燃えやすい物が近 く に

ある と火災の原因にな り ます。
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アクセルペダル

ブレーキペダル

ク ラ ッ チペダル★

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ブレーキペダル

ブレーキペダルの踏みし ろに応じ

て制動力の大小が変化し ます。

ペダル類

各ペダルを確実に操作するため、

フ ロアマ ッ ト を正し く 敷いて く

だ さい。

知識

エンジンの空ぶかしはし ないで く だ

さい

燃料の無駄使いおよび公害 （排出ガ

ス ・ 騒音） のも とにな り ます。

! CAUTION! 警告

運転席付近の整理整頓

ブレーキペダルの下に空缶などがはさ

まる と、 ブレーキ操作ができな く なる

おそれがあ り危険です。 空缶などがあ

る と きは取り除いて く だ さ い。

ア クセルペダルの異常について

操作に異常 （踏力軽すぎ、 戻り不良、

しぶり など） を感じ た と きは、 そのま

ま運転を続けないで く だ さい。 速度の

コ ン ト ロールができな く なるおそれが

あ り大変危険です。 ト ヨ タ販売店で点

検 ・ 整備を受けて く だ さ い。

! 注意

 ク ラ ッ チペダルに足をのせたまま運

転し ないで く だ さ い

力が出ないばかり でな く ク ラ ッ チの寿

命を縮めます。

変速する と きは、 ク ラ ッ チペダルを

いっぱいに踏み込んで く だ さい

ク ラ ッ チペダルの踏み込みが浅い と、

ク ラ ッ チや ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンを損傷

させるおそれがあ り ます。
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「R」 の位置にシフ ト する と後退灯

が点灯し、 同時にキャ ブ内および

車外のバッ ク ブザーが鳴り ます。

＊ 誤操作を防ぐ ために、 「5」 から 「R」

に直接シ フ ト する こ とが出来ません。

一旦 「N」 に し てから 「R」 にシ フ ト

し て く だ さ い。

＊ バッ ク ブザー減音スイ ッ チが操作され

ている ( 表示灯が点灯し ている ) と き

は、 車外のバッ ク ブザーは通常よ り小

さ い音で鳴り ます。

＊ 後退する と きは、 車両後方および左右

の安全を十分確認し て く だ さ い。

シフ ト レバー

シフ ト レバーを、 助手席側に倒す

こ とができます。

1. パーキングブレーキを確実に効

かせ、 シフ ト レバーを｢ N ｣の位

置にする。

2. シフ ト レバーを上方に引き上げ

る。

3. シ フ ト レバーを引き上げたま

ま、 助手席側へ倒す。

4. 戻すと きは、 シ フ ト レバーをそ

のまま起こす。

マニュアル ト ラ ンス ミ ッ
シ ョ ン （MT 車）

可倒式シフ ト レバー

知識

オーバーラ ン とは

エンジンを許容最高回転数を超えて回

転させる こ と をいい、 このよ う な状態

にする と各部に無理が生じ て、 エンジ

ンなどを破損させる こ と にな り ます。

! CAUTION! 警告

可倒式シ フ ト レバーについて

倒す と きは、 必ず停車し て、 パーキ

ングブレーキを確実に効かせ、 ｢ N ｣

の位置にシ フ ト し てから行っ て く だ

さい。万一｢ N ｣位置以外にギヤが入っ

ている と、 車両が動きだ し、 思わぬ

事故につながるおそれがあ り ます。
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シフ ト レバーと セレ ク ト 位置

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンは前進 6 段、

後退 1 段でセレ ク ト 位置はメ ー

ターパネル内のマルチイン フ ォ

メ ーシ ョ ンのシ フ ト イ ンジケー

ターで表示されます。

セレ ク ト ボ タ ン

シ フ ト レバー

シーケンシャルスイ ッ チ

シ フ ト インジケーター

シフ ト レバーの操作

エンジン始動時には、 シ フ ト レバー

が確実にロ ッ ク されている こ と を確

認し て く だ さい。

シ フ ト レバーを可倒用に上方に引き

上げたままシ フ ト チ ェ ンジ し ないで

く だ さ い。 レバー内部の可倒機構が

破損するおそれがあ り ます。

走行中にはシ フ ト レバーを｢ N ｣に し

ないで く だ さい

エンジンブレーキが効かないため、 思

わぬ事故につながるおそれがあ り ます。

部品の損傷を防ぐために

前進から後退、 後退から前進に変速

する と きは、 車両を完全に止めてか

ら行っ て く だ さい。 ト ラ ンス ミ ッ

シ ョ ンを損傷させるおそれがあ り ま

す。

シ フ ト ダウンする と きは、 減速し て

から 1 段ずつ行っ て く だ さい。 エン

ジンがオーバーラ ンを起こ し、 破損

するおそれがあ り ます。

! 注意

変速する と きは、 ク ラ ッ チペダルを

いっぱいに踏み込んで く だ さい

ク ラ ッ チペダルの踏み込みが浅い と、

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンを損傷させるおそ

れがあ り ます。

オー ト マチ ッ ク ト ラ ンス
ミ ッ シ ョ ン （AT 車）

電子制御 6 速オー ト マチ ッ ク

（ロ ッ ク ア ッ プ付き）
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セレ ク ト ボタ ンを押さずに操作

セレ ク ト ボタ ンを押し て操作

ブレーキペダルを踏んだまま、

セレ ク ト ボタ ンを押し て操作

シーケンシャルスイ ッ チ

シ フ ト レバーを 「S」 位置に し ス

イ ッ チの 「+」 と 「-」 を押すと、

自動変速の最高段を設定できます。

設定が完了する と メ ーター内のシ

フ ト イ ンジケーターに最高ギヤ段

が表示されます。

シーケンシャルスイ ッ チ

油温警告灯

エンジンスイ ッ チを 「ON」 にする

と ラ ンプが点灯し、 エンジン

をかけて消灯すれば正常です。

油温警告灯が点灯し た と き

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンのオイルの温

度が高 く なる と点灯し ます。

1. 警告灯が点灯し た と きは、 すみ

やかに車両を安全な場所に停止

し て、 「P」 位置にする。

セレ ク ト

位置
目的

• 車輪が固定されます。

• エンジン始動時および駐

車時に使用し て く だ さい。

• 駐車時は、 必ず 「P」 位置

に し て く だ さい。

• 「P」 位置のみエンジンス
イ ッ チからキーが抜き取

れます。

• 車両を後退させる と きに

使用し ます。

• 「R」 位置に入れる と後退

灯が点灯し、 キャ ブ内お
よび車外のバ ッ ク ブザー

が鳴り 「R」 の位置にある
こ と を知らせます。

• バッ ク ブザー減音ス イ ッ

チが操作されている ( 表示
灯が点灯し ている ) と き
は、 車外のバ ッ ク ブザー

は通常よ り小さ い音で鳴
り ます。

• 動力が伝わら ない状態の
位置です。

• 「N」 位置で も エンジンは

始動できますが安全のた
め 「P」 位置で行って く だ

さ い。

• 通常の走行時に使用し ま
す。

• シーケンシ ャルス イ ッ チ
を操作し、 任意のギアを

最高段と し て設定する こ
とができます。

• エンジンブレーキが必要

な場合に使用し ます。

�

�

�

�

�

シ フ ト イ

ンジケー

ター表示

自動変速される段数

6 1 ⇔ 2 ⇔ 3 ⇔ 4 ⇔ 5 ⇔ 6

5 1 ⇔ 2 ⇔ 3 ⇔ 4 ⇔ 5

4 1 ⇔ 2 ⇔ 3 ⇔ 4

3 1 ⇔ 2 ⇔ 3

2 1 ⇔ 2

1 1
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2. エンジン回転数をアイ ド リ ング

回転時よ り若干高めにし、 冷却

する。

＊ 警告灯が消灯すれば、 通常走行ができ

ます。

＊ ア イ ド リ ング回転を続けて も警告灯が

消灯し ない と き、 または走行中に頻繁

に点灯する と きは、 ト ヨ タ販売店に連

絡し て く だ さ い。

＊ 通常は数分以内に消灯し ます。

シフ ト ロ ッ ク解除

「P」 から 「R」 位置へシ フ ト する

際、 ブレーキペダルを踏んで もシ

フ ト ができないと きに使用し ます。

＊ 安全のため、 エンジンを停止させパー

キングブレーキをかけブレーキペダル

を踏んだ状態で、 作業をおこ な っ て く

だ さい。

＊ 先端を保護し たマ イナス ド ラ イバーな

どをシ フ ト ロ ッ ク解除キャ ッ プの穴に

差し込み、 横に倒し て取りはずし ま

す。

＊ 内部にあるシ フ ト ロ ッ ク解除リ ン ク を

押し ながら、 シ フ ト レバーを操作し て

く だ さい。

＊ シ フ ト ロ ッ ク解除リ ン ク を押し ている

間、 シ フ ト レバーを操作する こ とがで

きます。

シフ ト ロ ッ ク解除キャ ッ プ

踏み間違いを防ぐため、 アクセル

ペダルと ブレーキペダルは必ず右

足で踏んで く だ さい。

エンジンの始動

1. パーキングブレーキが確実に効

いている こ と を確認する。

2. レバーが 「P」 位置に入ってい

る こ と を確認する。

3. ブレーキペダルを右足で踏む。

4. エンジンスイ ッ チを｢START ｣の

位置に し てエンジンをかける。

＊ 「N」 の位置で も始動でき ますが、 安全

のためタ イヤが固定される 「P」 の位

置で行って く だ さい。

＊ 押しがけやけん引によるエンジン始動

はできません。

発進および通常走行

1. 必ず右足でブレーキペダルを踏

む。

＊ レバーを 「D」 ・ 「S」 ・ 「R」 位置に入れ

る と、 ク リ ープ現象によ り ア クセルペ

ダルを踏まな く て も車両が動き出し ま

す。 発進前はブレーキペダルを し っか

り踏み、 車両が動かないよ う に し て く

だ さい。

2. レバーを 「D」 ・ 「S」 ・ 「R」 位置

にする。

3. パーキングブレーキレバーを戻

し、 ブレーキペダルを徐々にゆ

るめる。

ア クセルペダルをゆっ く り踏

む。

＊ 車速と負荷に応じ て自動的に変速され

ます。

運転操作
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キ ッ クダウン

＊ 「D」 位置で走行中、 ア クセルペダルを

いっぱいに踏み込むと、 自動的にシ フ

ト ダウン し、 加速力が大き く な り ま

す。

停車

 「D」 位置のまま必ず右足でブ

レーキペダルを し っかり踏んで

おきます。 坂道などではパーキ

ングブレーキを確実に効かせま

す。

 停車時間が長 く なる と きは 「P」

または 「N」 位置にシフ ト し ま

す。

 停車後、 再発進する と きは 「D」

位置にある こ と を し っかり確認

し てから発進し て く だ さい。

駐車

1. 車両を確実に停止させ、 ブレー

キペダルを踏んだままパーキン

グブレーキを確実に効かせる。

2. 「P」 位置にする。

ブレーキペダルを離し、 エンジ

ンを止める。

＊ 坂道に駐車する と きは必ずタ イヤの前

後に輪止めを掛けて く だ さ い。

���	������
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アドバイス

オー ト マチ ッ ク ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン

保護機能について

ぬかるみや砂地 ・ 雪道などでス タ ッ ク

し て タ イヤが空転する状態が続 く と き

や、 走行時にア ク セルペダルを く り返

し踏んだ り離し た り する状況が続 く と、

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンが高温にな り損傷

するおそれがあ り ます。 このと き、 ト

ラ ンス ミ ッ シ ョ ンが損傷し ないよ う に、

ギヤが一時的に固定される場合があ り

ます。 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンの温度が下

がる とギヤの固定は解除され、 通常作

動に戻り ます。

知識

シ フ ト ロ ッ ク システムとは

 この装置は、 ブレーキペダルを踏ん

だ状態でなければ 「P」 の位置からの

レバー操作ができないよ う にな って

います。 よ く 理解し て正しい操作に

役立てて く だ さい。

エンジンス イ ッ チが 「ACC」 または

「LOCK」 位置のと きに、 ブレーキペ

ダルを踏んで も操作でき ません。

 「P」 の位置以外ではエンジンス イ ッ

チからス ターターキーは抜けません。

「P」 の位置に し てから ス ター ター

キーを抜いて く だ さ い。

 「P」 の位置以外では、 エンジンス

イ ッ チを 「ACC」 から 「LOCK」 位置

に回せません。

 「P」 から レバー操作する と きに、 「R」

位置方向に引いたままブレーキペダ

ルを踏むと操作できないこ とがあ り

ます。 先にブレーキペダルを踏み操

作し て く だ さい。

 ク リ ープ現象とは

シ フ ト レバーが走行位置にある と き、

エンジンのア イ ド リ ング回転によ り、

ア クセルペダルを踏んでいな く て も車

両がゆっ く り動き出す現象をいいます。

シ フ ト レバーの操作について

エンジンス イ ッ チが 「ACC」 または

「LOCK」 位置のと きに、 ブレーキペ

ダルを踏んで も 「P」 の位置から レ

バー操作できません。

ブレーキペダルを踏んだままでない

と 「P」 位置からシ フ ト できません。

 「R」 の位置に入れる とバ ッ ク ブザー

が鳴り、 「R」 の位置である こ と を運

転者に知らせます。

坂道走行について

安全や走行性能を確保するため、 シー

ケンシ ャルス イ ッ チ操作を し て も、 エ

ンジンオーバーラ ン防止のため、 シ フ

ト ダウン されない と きがあ り ます。 こ

の場合、 ブレーキペダルを踏んで減速

し て く だ さ い。

オーバーラ ン とは

エンジンの許容最高回転数を超えて回

転させる こ と をいい、 このよ う な状態

にする と各部に無理が生じ て、 エンジ

ンなどを破損させる こ と にな り ます。

! CAUTION! 警告

高回転時のレバーの取り扱い

エンジン回転が高い と き （始動直後な

ど） は、 ブレーキペダルを踏んでいな

い状態で 「D」 ・ 「S」 ・ 「R」 位置に入れ

ないで く だ さい。 急発進するおそれが

あ り危険です。
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シ フ ト レバーの操作

の操作はセレ ク ト ボ タ ンを押さ な

いで操作し て く だ さい。 常にセレ ク ト

ボ タ ンを押し て操作し ている と意に反

し て 「P」 ・ 「R」 位置に入れて し まい、

思わぬ事故につながるおそれがあ り ま

す。

発進および通常走行について

シ フ ト レバー操作時は絶対にア クセル

ペダルを踏み込まないで く だ さい。 車

両が急発進し危険です。

坂道走行について

 フ ッ ト ブレーキは使いすぎないで く

だ さい。 長い下り坂でブレーキを使

いすぎる と過熱し て効きが悪 く なる

おそれがあ り危険です。

坂道などでは、 「D」 または 「S」 位

置に入れたまま惰性で後退し た り、

「R」 位置に入れたまま惰性で前進す

る こ とは絶対に し ないで く だ さい。

エンス ト し て、 ブレーキの効きが悪

く な っ た り、 ハン ドルが重 く な った

り し て、 思わぬ事故や故障の原因と

なるおそれがあ り危険です。

停車時エンジンの空ぶかしはし ない

で

「P」 または 「N」 位置以外に入ってい

る と急発進し て危険です。

走行中は 「N」 位置に し ないで

エンジンブレーキが効かないため、 思

わぬ事故の原因にな り ます。

シ フ ト レバーについて

発進時には、 必ず右足でブレーキペ

ダルを踏んだまま 「P」 または 「N」

位置から 「D」 ・ 「S」 ・ 「R」 位置にシ

フ ト し て く だ さい。

ブレーキペダルを踏んで も レバーが

動かない と きは、 ブレーキペダルを

踏んだままシ フ ト ロ ッ ク解除リ ン ク

を押し てレバーを操作し て く だ さ い。

また、 そのまま使用し続けず、 ただ

ちに ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受

けて く だ さい。

エンジン始動直後などア イ ド リ ング

回転数が高 く なる と ク リ ープ現象が

強 く な り、 車両が動こ う とする力が

強ま り ます。 ブレーキペダルは確実

に踏み込んで く だ さ い。

 「P」 位置にシ フ ト する と きは、 確実

に 「P」 位置に入れ、 セレ ク ト ボ タ

ンを離し て く だ さ い。

運転席から助手席に移動する と きな

どレバーにつかま らないで く だ さ い。

車両が完全に止ま らない う ちにシ フ

ト レバーを 「P」 位置に し ないで く

だ さ い。 車両が完全に止ま ら ない う

ちに、 シ フ ト レバーを 「P」 位置に

する と異音や異常振動が発生し、 場

合によ っては ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン部

品の破損や重大事故につながるおそ

れがあ り ます。 シ フ ト レバーを 「P」

位置にする と きは、 車両が完全に停

車し たこ と を確認し てから シ フ ト レ

バーを操作し て く だ さ い。
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シ フ ト ロ ッ ク解除時の事故を防ぐた

めに

シ フ ト ロ ッ ク解除リ ン ク を押す と きは、

必ずパーキングブレーキをかけブレー

キペダルを踏んで く だ さ い。 誤っ てア

ク セルペダルを踏んでいる と、 シ フ ト

ロ ッ ク解除リ ン ク を押し てシ フ ト レ

バーを操作し た と きに、 車が急発進し

て思わぬ事故につながり、 重大な傷害

におよぶか最悪の場合死亡につながる

おそれがあ り ます。

キ ッ ク ダウンについて

ア ク セルペダルをいっぱいに踏み込む

と自動的にシ フ ト ダウン し ますので、

滑りやすい路面ではア クセルペダルを

急激に踏み込まないで く だ さい。 タ イ

ヤが空転し、 車の方向性を失 う おそれ

があ り ます。

上り坂で停車する と きは

上り坂でブレーキを使用せずにエンジ

ンの動力を使っ ての停車はし ないで く

だ さい。 右足で し っかり と ブレーキペ

ダルを踏み、 必ずパーキングブレーキ

をかけて く だ さい。

けん引時の注意

AT 車をけん引する と きは必ず後輪を

持ち上げて行っ て く だ さ い。

後輪を持ち上げずにワイヤーロープ

などでけん引する と きは、 プロペラ

シ ャ フ ト を外し て く だ さ い。 外さ な

いでけん引する と ト ラ ンス ミ ッ シ ョ

ン焼き付きの原因にな り ます。

AT 車は、 車を引いた り押し た り し て

エンジンをかける こ とはできません。

! 注意

オー ト マチ ッ ク ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン

保護機能について

ぬかるみや砂地 ・ 雪道などでス タ ッ ク

し て タ イヤが空転する状態が続 く と き

や、 走行時にア クセルペダルを く り返

し踏んだ り離し た り する状況が続 く と、

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンが高温にな り損傷

するおそれがあ り ます。 このと き、 ト

ラ ンス ミ ッ シ ョ ンが損傷し ないよ う に、

ギヤが一時的に固定される場合があ り

ます。 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンの温度が下

がる とギヤの固定は解除され、 通常作

動に戻り ます。

油温警告灯が点灯し た と き

すぐにエンジンを止めないで く だ さ

い。 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン焼き付きの

原因と な り ます。

警告灯が消灯し てからエンジンを止

めて く だ さい。

シ フ ト レバーの操作

前進から後退、 または後退から前進

へと シ フ ト する と きは、 ブレーキペ

ダルを し っかり踏み必ず車両が停止

し てから行っ て く だ さ い。 また、 レ

バー位置を必ず目で確認し て く だ さ

い。

ぬかるみから脱出する と きは 「D」

⇔ 「N」 位置、 または 「R」 ⇔ 「N」

位置を交互にシ フ ト し て く だ さ い。

 「P」 または 「N」 以外の位置で、 ブ

レーキを踏みながら エンジンを高回

転させないで く だ さ い。
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パーキングブレーキレバー

解除ボタ ン

解除 （下げ）

作動 （上げ）

 解除ボ タ ンを押さずに、 レバー

をいっぱいに引き、 最後に 「カ

チ ッ」 とい う ノ ッ チ音がする こ

と を確認し て く だ さい。 同時に

警告灯が点灯し ます。

 レバーを戻すと きは、 レバーを

少し引き上げ解除ボ タ ンを押し

ながら戻し ます。 警告灯が消灯

したこ と を確認し て く だ さい。

パーキングブレーキレバー

可倒 ノ ブ

＊ パーキングブレーキを効かせた状態

で、 パーキングブレーキレバーを倒す

こ とができ ます。

倒すと き

可倒 ノ ブを手前に引き、 パーキン

グブレーキレバーを下げます。 （可

倒 ノ ブ上部に赤色マークがあらわ

れます）

戻すと き

パーキングブレーキレバーを元の

位置まで引き上げます。 （可倒ノ ブ

上部の赤色マークが隠れたこ と を

確認し て く だ さい）

パーキングブレーキレバー

パーキングブレーキレバーの操

作

可倒式パーキングレバー

知識

パーキングブレーキの警報について

（パーキングブレーキ引きずり防止ブ

ザー）

パーキングブレーキが掛かっ ている状

態で、 車速が 5 km/h 以上になる と ブ

ザーが鳴り ます。

! CAUTION! 警告

パーキングブレーキを使用するにあ

たっての注意

緊急時以外は走行中にパーキングブ

レーキを使用し ないで く だ さい。 走

行中にパーキングブレーキを使用す

る と、 後輪がロ ッ ク し て車両が不安

定にな り事故につながるおそれがあ

り ます。

緊急時にパーキングブレーキを使用

し た と きは、 故障し ていないか必ず

点検し て く だ さい。

パーキングブレーキの使用状況に

よ って随時点検 ・ 整備を行っ て く だ

さい。
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ハン ドル位置を上下と前後に調整

ができます。

ロ ッ ク レバー

ロ ッ ク

解除

1. ロ ッ ク レバーを引き上げて、 ハ

ン ドル操作のしやすい高さ と角

度に調整する。

2. 調整後、 ロ ッ ク レバーを押し下

げて確実にロ ッ クする。

3. ハン ドルを上下前後にゆすり、

ロ ッ ク されたこ と を確認する。

パーキングブレーキをかけたまま走

行し ないで く だ さい。 ブレーキ部品

の早期摩耗を招 く ほか、 過熱で効き

が悪 く な った り火災の原因と も な り

ます。

坂道に駐車する と きは、 パーキング

ブレーキを確実に効かせ、 タ イヤの

前後に輪止めをかけて く だ さい。

パーキングブレーキレバーはいっぱ

いに引いて く だ さい

パーキングブレーキレバーの引きが

不足し ている と駐車中に車が動き、

事故につながるおそれがあ り ます。

パーキングブレーキレバーを引いた

際にレバーが正し く 噛み合っ ていな

い と、 レバーがずれて車が動き事故

につながるおそれがあ り ます。 レ

バーをいっぱいに引き、 最後に 「カ

チ ッ」 と い う ノ ッ チ音がする こ と を

確認し て く だ さい。

 ラ ンプの点灯は、 パーキング

ブレーキレバーの引きが十分である

こ と を示すものではあ り ません。 レ

バーは常にいっぱいに引いて く だ さ

い。

���		�����

ハン ドル

ハン ド ル位置の調整方法

! CAUTION! 警告

ハン ド ルについて

ハン ド ル位置の調整は停車し ている

と きに行って く だ さ い。 走行中に調

整する と運転を誤り思わぬ事故につ

ながるおそれがあ り ます。

ハン ド ルをいっぱいに回し た状態を

長 く 続けないで く だ さ い。 パワース

テア リ ング装置が故障する原因にな

り ます。
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ハン ドル中央部のホーンボタ ンを

押すと ホーンが鳴り ます。

ホーンボタ ン

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

展開部

パッ ド部

＊ シー ト ベル ト について （P.4-6）

ホーンボタ ン SRS エアバッ グ （シー ト ベ
ル ト 補助拘束装置） ★

SRS エアバッ グは、 運転者また

は乗員に重大な危害がおよぶよ

う な強い衝撃を車両前方から受

けた と きにふ く らみ、 シー ト ベ

ル ト が身体を拘束する働き とあ

わせて、 運転者または乗員の頭

や顔などに作用する衝撃力を分

散、 緩和させる機能があ り ます。

知識

SRS とは

Supplemental Restraint System の略で補

助拘束装置の意味です。

SRS エアバ ッ グの作動について

衝突によ り車両前部が大き く 変形し

て も、 乗員への衝撃は大き く な らな

い場合があ り ますので、 車両の変形、

損傷と SRS エアバ ッ グの作動とは必

ずし も一致し ません。
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強い前面衝突時において、 シー ト ベ

ル ト が身体を拘束する働き とあわせ

て乗員の頭や顔などの上体が受ける

重大な傷害を軽減する装置です。

シー ト ベル ト を正し く 着用し ている

乗員が重大な傷害を受けるおそれの

ない衝突では、 SRS エアバッ グは作

動しに く く な っ ています。

車両前部が受ける衝撃が弱い と きに

は、 作動し ない場合があ り ます

衝突時に変形、 移動し ないコ ン ク

リ ー ト のよ う な固い壁に正面衝突し

た と きであっ て も、 衝突速度が低い

場合。

衝突時に変形、 移動し ない電柱や立

木などの狭い範囲に正面衝突し た と

きであっ て も衝突速度が低い場合。

TE039-064B_01

TE039-064B_02

衝突し たものが変形し た り、 移動し

た場合は、 衝突による衝撃がゆるめ

られるため、 SRS エアバ ッ グの作動

する車速は高 く な り ます

停車中の同程度の重さの車へ正面か

ら衝突し た場合には、 SRS エアバ ッ

グは作動し ないこ とがあ り ます。

衝突の方向 （角度） や片側衝突 （オ

フセ ッ ト 衝突） などによ っ ては、 さ

らに高い速度であって も SRS エア

バ ッ グは作動し ないこ とがあ り ます。

片側衝突 （オフセ ッ ト 衝突） し た場

合で も、 ラ ッ プ量が小さいか、 また

は衝突速度が低い場合には、 SRS エ

アバッ グは作動し ないこ とがあ り ま

す。

TE039-064B_03

TE039-064B_04

TE039-064B_05
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次のよ う な場合も衝突による衝撃が

緩められ、 作動し ないこ とがあ り ま

す

障害物の下へも ぐ り こみ衝突し た場

合

前方の斜めの方向から衝撃を受けた

場合

乗用車と衝突し た場合

TE039-066B_01

TE039-066B_02

TE039-066B_03

次のよ う な場合は作動する場合もあ

り ますが、 本来の効果を発揮し ませ

ん

側面や後方から衝撃を受けた場合

車両が横転、 転覆し た場合

次のよ う な、 車両下部に強い衝撃を

受けた場合には、 作動する こ とがあ

り ます

縁石などにぶつかった場合

深い穴や溝に落ちた り、 乗り越えた

場合

TE039-038B_01

TE039-038B_02

TE039-067B_01

TE039-067B_02
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ジ ャ ンプ し て地面にぶつかった り、

道路から落下し た場合

SRS エアバッ グの作動について

SRS エアバ ッ グは非常に速いスピー

ド でふ く らむため、 SRS エアバッ グ

との接触によ り打撲やす り傷などを

受ける こ とがあ り ます。

助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では、

衝突時などに助手席 SRS エアバッ グ

がふ く らむこ とによ って、 車両のフ

ロン ト ガラスが破損する こ とがあ り

ます。

! CAUTION! 警告

SRS エアバッ グについて

SRS エアバ ッ グはシー ト ベル ト を補

助する装置でシー ト ベル ト に代わる

ものではあ り ません。 乗車する と き

には必ず次のこ と をお守り く だ さ い。

お守り いただかない と衝突し た と き

などに SRS エアバッ グの効果を十分

に発揮させる こ とができず、 生命に

かかわるよ う な重大な傷害を受ける

おそれがあ り危険です。

• シー ト ベル ト を正し く 着用し て く だ

さい。 シー ト ベル ト を着用し ていな
い と急ブレーキなどで前方に放り出

された と同時に SRS エアバッ グがふ
く らみ、 強い衝撃を受け危険です。

TE039-067B_03

• シー ト を正しい位置に調整し、 背も

たれに背中をつけた正しい姿勢で
座って く だ さい。 SRS エアバッ グに

近づきすぎた姿勢で乗車し ている と
ふ く らんだ と きに強い衝撃を受け危
険です。

• 運転者は正しい運転操作ができ る範
囲ででき るだけハン ド ルに近づきす

ぎないよ う に し て座って く だ さ い。

• 助手席乗員は助手席 SRS エアバ ッ グ
からでき るだけ離れて後方に座って

く だ さ い。 シー ト 前端に座った り、
イ ンス ト ルメ ン ト パネルにもたれか

かった り し ないで く だ さい。

• シー ト の調整、 正し い運転姿勢につ
いては （P.4-2）

• ひざの上に物をかかえるなど乗員と

SRS エアバッ グの間に物を置いた状
態で走行し ないで く だ さい。 SRS エ

アバッ グがふ く らんだ と きに物が飛
ばされた り、 正常な作動を妨げた り

し て危険です。

お子さ まを乗せる と きには、 必ず次

のこ と をお守り く だ さ い。 お守り い

ただかない と SRS エアバッ グがふ く

らんだ と きの強い衝撃でお子さ まの

生命にかかわるよ う な重大な傷害を

受けるおそれがあ り危険です。

• ダブルキャ ブなどのリヤシー ト のあ
る車両ではお子さ まはリヤシー ト に

座らせて必ずシー ト ベル ト を着用さ
せて く だ さい。 リ ヤシー ト がお子さ

まに と って最も安全な乗車位置と言
われています。

����
�	�	�
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• シー ト ベル ト を正し く 着用できない

小さ なお子さ まには、 ベビーシー ト 、
チャ イル ド シー ト 、 ジュ ニアシー ト

などの子供専用シー ト （ダブルキャ
ブではリ ヤシー ト ） を着用し てご使
用 く だ さ い。

• 助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では、
助手席にはベビーシー ト など後ろ向

き装着の子供専用シー ト は絶対に取
り付けないで く だ さ い。 また、 チ ャ
イル ド シー ト など前後向き と も装着

可能な子供専用シー ト で も後ろ向き
には絶対に取り付けないで く だ さ い。

助手席 SRS エアバ ッ グがふ く らんだ
と き、 子供専用シー ト の背面に強い

衝撃が加わり、 重大な傷害におよぶ
か、 最悪の場合死亡につながるおそ

れがあ り ます。 助手席のサンバイ
ザーに、 同内容のラベルが貼られて

います。 併せて参照し て く だ さい。
なお、 やむを得ず助手席に前向きで

子供専用シー ト を取り付ける場合に
は、 必ずシー ト ベル ト を着用させ、

シー ト に深 く 腰かけて、 背もたれに
背中がついた正しい姿勢で座らせて
く だ さ い。

• 助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では、
お子さ まを助手席 SRS エアバッ グの
前に立たせた り、 ひざの上に抱いた

り し た状態では走行し ないで く だ さ
い。

車両の整備作業の場合には必ず次の

こ と をお守り く だ さ い。 お守り いた

だかない と SRS エアバッ グが正常に

作動し な く な った り、 誤っ てふ く ら

み生命にかかわるよ う な重大な傷害

を受けるおそれがあ り危険です。 こ

れらの作業が必要な と きは必ず ト ヨ

タ販売店にご相談 く だ さい。

• SRS エアバッ グおよびイ ンス ト ル メ

ン ト パネル （助手席 SRS エアバ ッ グ
装着車） の取り外し、 取り付け、 分

解修理などを し ないで く だ さい。

• サスペンシ ョ ンを改造し ないで く だ
さい。 車高が変わった り、 サスペン

シ ョ ンの硬さが変わる と SRS エア
バ ッ グの誤作動につながり ます。

• 車両前部または車両客室部の修理を

し ないで く だ さい。 不適切な修理を
行 う と SRS エアバ ッ グセンサーに伝

わる衝撃が変わり、 SRS エアバッ グ
が正常に作動し な く な り ます。

• 車両前部の改造や架装物の取り付け

を し ないで く だ さ い。 SRS エアバ ッ
グセンサーに伝わる衝撃が変わり、

SRS エアバッ グが正常に作動し な く
な り ます。

〔車両前部の改造や架装物の例〕

バンパー改造 （はり だ し）、 前方格納式

ク レーン、 ス ノ ープ ラウ （雪かき）、 消

防車 （バンパーステ ッ プ前出し）、 キャ

ンパー （フ ロン ト スペア タ イヤ）

 カー用品など装着する と きは、 必ず

次のこ と をお守り く だ さい。 お守り

いただかない と SRS エアバッ グが正

常に作動し な く な った り、 誤ってふ

く らみ生命にかかわるよ う な重大な

障害を受けるおそれがあ り危険です。

• SRS エアバッ グの展開部を カバーや
ステ ッ カーなどでおおわないで く だ

さい。
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• 助手席 SRS エアバ ッ グ装着車では、

イ ンス ト ル メ ン ト パネル上部に芳香
剤など物を置いた り、 傘などを立て

かけないで く だ さい。 助手席 SRS エ
アバ ッ グがふ く らんだ と きに飛ばさ
れて危険です。

• 無線機の電波などは、 SRS エアバッ
グを作動させる コ ンピ ュー ターに悪

影響を与えるおそれがあ り ますので、
無線機などを取り付ける と きは、 ト
ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。

• 車両前部にグ リルガー ド やウイ ンチ
などを装着する と きは、 ト ヨ タ販売

店にご相談 く だ さい。 車両前部の改
造をする と SRS エアバッ グセンサー
に伝わる衝撃がかわり、 SRS エア

バ ッ グの誤作動につながり ます。

ステア リ ングパ ッ ド、 イ ンス ト ル メ

ン ト パネル上部 （助手席 SRS エア

バ ッ グ装着車） など SRS エアバッ グ

展開部は、 強 く たた く など過度の力

を加えないで く だ さ い。 SRS エア

バ ッ グが正常に作動し な く なるなど

し て生命にかかわるよ う な重大な傷

害を受けるおそれがあ り危険です。

SRS エアバ ッ グがふ く らんだ直後は

SRS エアバ ッ グ構成部品に触れない

で く だ さ い。 構成部品は大変熱 く

な っ ているため、 やけどなど重大な

傷害を受けるおそれがあ り危険です。

 カバーの奥に SRS エアバッ グセン

サーが装着されています。 次の事項

をお守り く だ さい。 お守り いただか

ない と SRS エアバ ッ グが正常に作動

し な く な った り、 誤ってふ く らみ重

大な傷害を受けるおそれがあ り危険

です。

• カバーおよびその取り付け部付近に
は SRS エアバッ グセンサーやそのほ

かの電気部品があ り ます。 強い衝撃
を与えた り、 水などをかけないで く

だ さい。

センサー

カバー

SRS エアバ ッ グの廃棄について

車や SRS エアバッ グを廃棄する と きは

必ず ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さ い。

SRS エアバッ グが思いがけな く 作動し、

ケガをするおそれがあ り ます。

SRS エアバ ッ グの交換について

SRS エアバッ グは一度ふ く らむと再

使用できません。 必ず ト ヨ タ販売店

で交換し て く だ さ い。

SRS エアバッ グが収納されている

パ ッ ド 部に傷が付いていた り、 ひび

割れがある と きはそのまま使用せず

ト ヨ タ販売店で交換し て く だ さ い。

衝突し た と きなどに SRS エアバ ッ グ

が正常に作動せずケガをするおそれ

があ り ます。

パッ ド部
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ワイパーの動かしかた

レバーを回すと作動し ます。

停止

間欠作動 （INT）

低速作動 （LO）

高速作動 （HI）

ウォ ッ シャー液の噴射方法

 レバーを引いている間、 ウォ ッ

シャー液が噴射されます。

 レバーを引き続ける と （約 0.5 秒

以上） ウォ ッ シャー液が噴射さ

れたあと、 ワイパースイ ッ チが

「停止」 の位置で もワイパーが 2 

～ 3 回作動し ます。

＊ 1 回の噴射は 15 秒以内に し て く だ さ

い。

SRS エアバ ッ グが作動する と、 作動

音と共に白い煙のよ う なガスが発生

し ますが、 火災ではあ り ません。 こ

のガスを吸 う と、 喘息などの呼吸器

系を患っ た経緯のある方は、 呼吸が

苦し く なる こ とがあ り ます。 この場

合は、 乗員が車外に出て も安全であ

る こ と を確認し て、 車外に出て く だ

さい。 なお、 車外に出られない場合

は、 窓や ド アを開けて新鮮な空気を

入れて く だ さい。 また、 SRS エア

バ ッ グ作動時の残留物 （カスなど）

が目や皮膚に付着し た と きは、 でき

るだけ早 く 水で洗い流し て く だ さ い。

皮膚の弱い方は、 まれに皮膚を刺激

する場合があ り ます。

一度作動し た SRS エアバッ グは、 2 

回目以降の衝突では再作動し ません。

必ず ト ヨ タ販売店で交換し て く だ さ

い。 同様に連続し て衝突し た場合、 1 

回目の衝突で SRS エアバッ グが作動

すれば、 2 回目の衝突では SRS エア

バ ッ グは作動し ません。

ワイパー＆ウォ ッ シャース
イ ッ チ

ワイパー （フ ロン ト ）
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! CAUTION! 警告

寒冷地では

フ ロン ト ガラスが暖まるまでは、

ウォ ッ シ ャー液を噴射させないで く だ

さい。 ガラスに噴射された液が凍結し、

視界不良を起こすおそれがあ り ます。

! 注意

ワイパー＆ウォ ッ シ ャース イ ッ チの

取り扱い注意

ガラ スが乾いている と きは、 ワイ

パーを作動させないで く だ さい。 ガ

ラ スやワイパーブレー ド を傷つける

おそれがあ り ます。 必ずウォ ッ

シ ャー液を噴射し てから作動させて

く だ さ い。

凍結などでワイパーブレー ドのゴム

がガラスに張り付いている と きは、

ワイパーを作動させないで く だ さ い。

ワイパーブレー ドが損傷し た り モー

ターが故障するおそれがあ り ます。

ウォ ッ シ ャー液がない と きは、

ウォ ッ シ ャース イ ッ チを操作し ない

で く だ さ い。 ウォ ッ シ ャーモーター

焼き付きの原因にな り ます。

ワイパーを長期間使用し ていなかっ

た と きには、 ワイパーブレー ド と ガ

ラ スの間にほこ りや砂などがたま っ

ている こ とがあ り ます。 そのまま作

動させる と ガラ スに傷をつけますの

で清掃し てから使用し て く だ さい。

ウォ ッ シ ャース イ ッ チは周囲の状況

をよ く 確認し てから操作し て く だ さ

い。 使用状況によ ってはウォ ッ

シ ャー液が周囲に飛散する恐れがあ

り ます。
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/

＊ レバーを  の位置へ操作し手を離す

と、 自動的に  の位置へ戻り ます。

上記のスモールラ ンプは、 車幅灯、 尾灯、 番号灯、 イ ンス ト ルメ ン ト パネ

ルラ ンプを意味し ます。

＊ 1  レバーを の位置で 1 秒以上保持する と、 による点灯状態に切り替

わり ます。

( 周囲が暗い時は停車中のみ切り替え可能 )

その後、 レバーを の位置へ操作する と、 による点灯状態に切り

替わり ます。

＊ 2  尾灯と番号灯については、 曇りや影に入った と きなど周囲からの光が

弱い時は点灯し ます。

ラ ンプスイ ッ チ

レバーを回すと、 次の各ラ ンプが点灯し ます。

ス イ ッ チ位置
点灯状態

周囲が明るい と き 周囲が暗い と き

　 ＊ 1

• ヘ ッ ド ラ ンプが消灯

• スモールラ ンプが消灯 *2

• デイ タ イムラ ンニングラ ンプが

点灯 *3

• ヘ ッ ド ラ ンプが点灯

• スモールラ ンプが点灯

• デイ タ イムラ ンニングラ ンプが

消灯

　 ＊ 1

• ヘ ッ ド ラ ンプが消灯

• スモールラ ンプが点灯

• デイ タ イムラ ンニングラ ンプが
点灯 *4

• ヘ ッ ド ラ ンプが消灯 *5

• スモールラ ンプが点灯

• デイ タ イムラ ンニングラ ンプが
消灯

• ヘ ッ ド ラ ンプが点灯

• スモールラ ンプが点灯

• デイ タ イムラ ンニングラ ンプが

消灯

• ヘ ッ ド ラ ンプが点灯

• スモールラ ンプが点灯

• デイ タ イムラ ンニングラ ンプが

消灯
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＊ 3  エンジンスイ ッ チを 「LOCK」 から 「ON」 に し てパーキングブレーキ

を解除する と点灯を開始し ます。

＊ 4  フ ォグラ ンプ点灯時はデイ タ イムラ ンニングラ ンプは消灯し ます。

＊ 5  停車中のみ可能。 車両を発進させる と による点灯状態に切り替わ

り ます。

駐車ブレーキをかけた状態でレバーを の位置で 3 秒以上保持する と、

次のよ う に作動しヘ ッ ド ラ ンプ、 スモールラ ンプ、 デイ タ イムラ ンニング

ラ ンプが消灯し ます。

 スイ ッ チ位置 の点灯状態から消灯させる場合

＊ 6  フ ロン ト フ ォグラ ンプ点灯時はデイ タ イムラ ンニングラ ンプは消灯し

ます。

 スイ ッ チ位置 の点灯状態から消灯させる場合

消灯中に以下の操作をする と消灯状態が解除されます。

• 駐車ブレーキを解除 　 ( 補足 ： AUTO に戻る )

• レバーを の位置へ操作 　 ( 補足 ： 1 秒未満操作をする と AUTO に戻る

) ＊ 7

消灯のしかた

点灯状態

周囲が明るい時 周囲が暗い時

 1 秒経過時
ヘ ッ ド ラ ンプ消灯、 スモールラ ンプ点

灯、 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ点灯
*6

 1 秒経過時

ヘ ッ ド ラ ンプ消灯、 スモールラ ンプ点
灯、 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ消灯

 3 秒経過時
ヘ ッ ド ラ ンプ消灯、 スモールラ ンプ消
灯、 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ消灯

 3 秒経過時
ヘ ッ ド ラ ンプ消灯、 スモールラ ンプ消
灯、 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ消灯

点灯状態

周囲が明るい時 周囲が暗い時

 1 秒経過時

ヘ ッ ド ラ ンプ消灯、 スモールラ ンプ消
灯、 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ点灯

 1 秒経過時

ヘ ッ ド ラ ンプ点灯、 スモールラ ンプ点
灯、 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ消灯

 3 秒経過時
ヘ ッ ド ラ ンプ消灯、 スモールラ ンプ消

灯、 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ消灯

 3 秒経過時
ヘ ッ ド ラ ンプ消灯、 スモールラ ンプ消

灯、 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ消灯
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• レバーを の位置へ操作

＊ 7  レバーを の位置で保持し続けた場合、 以下のよ う に作動し ます。

• 周囲が明るい時は、 1 秒経過する と スイ ッ チ位置 による点灯状態に

切り替わり ます。

続けて 3 秒経過し た場合、 再度消灯状態と な り ます。

• 周囲が暗い時は、 1 秒経過する と スイ ッ チ位置 による点灯状態に切

り替わり ます。

続けて 3 秒経過し た場合、 再度消灯状態と な り ます。

ロービーム （下向き）

ハイ ビーム （上向き）

パッ シング （上向き）

 ヘ ッ ド ラ ンプを点灯させた状態

でレバーを前方に押すと、 ヘ ッ

ド ラ ンプが上向きに切り替わり

ます。

 ヘ ッ ド ラ ンプが消灯し ていても、

レバーを手前に引いている間は

ヘ ッ ド ラ ンプが点灯し上向きに

な り ます。

 ヘ ッ ド ラ ンプが上向きのと きは、

同時に表示灯が点灯し ます。

ハイ ビーム、 パッ シング アドバイス

ヘ ッ ド ラ ンプの点灯について

不用な点灯、 消灯の繰り返しはし な

いで く だ さい。 寿命を短 く する原因

にな り ます。

エンジンス イ ッ チが 「LOCK」 または

「ACC」 の位置の場合は点灯し ませ

ん。

 ト ンネル等の多い地域では、 「AUTO」

位置を使用せず、 ヘ ッ ド ラ ンプを点

灯させたままにする こ と を推奨し ま

す。

故障等によ り 「AUTO」 位置で夜間に

ヘ ッ ド ラ ンプ、 尾灯が点灯し ない場

合は、 位置に変更し て走行し て

く だ さ い。
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1. ラ ンプスイ ッ チを  または

にする。

2. オー ト マチ ッ クハイ ビームス

イ ッ チを押す。

3. レバーを押し下げる と、 オー ト

マチ ッ クハイ ビーム表示灯が点

灯し ます。

知識

 ラ イ ト センサーについて

本車両には周囲の明る さ を検知する ラ

イ ト センサーが装着されています。 こ

のセンサーの上にものを置いた り、 セ

ンサーをふさ ぐ よ う な ものをウイ ン ド

ウガラ スに貼ら ないで く だ さい。 周囲

からの光がさ えぎ られる と、 自動点

灯 ・ 消灯機能が正常に働かな く な り ま

す。

オー ト マチ ッ クハイ ビーム

フ ロン ト ガラスに設置された画

像センサーによ り対向車または

先行車のラ ンプや街路灯などの

明る さ を判定し、 自動的にハイ

ビームと ロービームを切りかえ

ます。

オー ト マチ ッ クハイビームの使

い方
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ロービームへの切りかえ

レバーを も との位置にも ど し ます。
※ オー ト マチ ッ クハイ ビーム表示灯が消

灯し ます。

※ オー ト マチ ッ クハイ ビームにも どすに

は、 再度レバーを押し下げます

ハイ ビームへの切りかえ

オー ト マチ ッ クハイ ビームスイ ッ

チを押し ます。

※ オー ト マチ ッ クハイ ビーム表示灯が消

灯し、 ハイ ビーム表示灯が点灯し ます。

※ オー ト マチ ッ クハイ ビームにも どすに

は、 再度ス イ ッ チを押し ます

次の条件をすべて満たすと、 ハ

イ ビームを点灯し ます

 車速が約 30km/h 以上

 画像センサーが車両前方を暗い

と判定

 画像センサーがラ ンプを点灯し

た対向車または先行車を検出し

ていない

 前方の道路沿いの街路灯の光が

少ない

次の条件のいずれかのと き、 ハ

イ ビームを消灯し ます

 車速が約 25km/h 以下

 画像センサーが車両前方を明る

いと判定

 画像センサーが前方にラ ンプを

点灯し た車両を検出

 前方の道路沿いの街路灯の光が

多い

オー ト マチ ッ クハイ ビームに異常

が発生し た場合、 メ ーター内の

（橙色） が点灯し ます。 点灯

し たと きは、 オー ト マチ ッ クハイ

ビームは使用せず、 最寄りの ト ヨ

タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く

だ さい。

手動切りかえのしかた

ハイ ビームと ロービームの自動

切り替え条件

オー ト マチ ッ クハイビームの異

常

知識

オー ト マチ ッ クハイ ビームの使い方

について

手順を間違える と、 操作途中でハイ

ビームが点灯し歩行者や前方車両にま

ぶし さ を与える可能性があ り ます。

オー ト マチ ッ クハイ ビームを使用する

際は、 「オー ト マチ ッ クハイ ビームの使

い方」 の手順に従って操作を行って く

だ さい。
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ハイ ビームと ロービームの自動切り

替えについて

オー ト ラ イ テ ィ ングによ り、 ヘ ッ ド

ラ ンプが点灯し て も周囲が明るい場

合は、 ロービームが点灯し ます。

次のよ う な状況では、 ハイ ビームが

自動でロービームに切りかわら ない

場合があ り ます。

• 見通しの悪いカーブで対向車と突然

すれ違っ た と き

• 他車が前方を横切った と き

対向車のフ ォグラ ンプによ り、 ハイ

ビームから ロービームに切り替わる

場合があ り ます。

街路灯や信号 ・ 広告などの照明、 ま

たは標識 ・ 看板などの反射物によ り

ハイ ビームから ロービームに切り替

わる場合があ り ます。

次のよ う な要因によ り、 ハイ ビーム

と ロービームが切り替わる タ イ ミ ン

グは、 必ずし も毎回同一ではあ り ま

せん。

• 対向車または先行車のラ ンプの明る

さ

• 対向車または先行車の動きや向き

• 対向車または先行車のラ ンプが片側
のみ点灯し ている と き

• 対向車または先行車が二輪車のと き

• 道路の状態 （勾配やカーブ、 路面状
況など）

• 乗車人数や荷物の量

オー ト マチ ッ クハイ ビームは車両前

方にある ラ ンプの明る さ などで周囲

の状況を認識し ます。 従って、 ハイ

ビームと ロービームが運転者の感覚

に合わず切り替わる場合があ り ます。

次の状況では、 周囲の明る さが正確

に検知されずハイ ビームが歩行者や

前方車両などの迷惑になる場合や、

ハイ ビームと ロービームが切り替わ

ら ない場合があ り ます。

• 悪天候時 （霧 ・ 雪 ・ 砂嵐 ・ 大雨など）

• 炎天下に駐車するなど、 室内温度が

上昇し、 画像センサーの周辺温度が
非常に高い と き

• フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スが汚れて
いる と きや、 曇っている と き

• フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スにひび割

れや破損がある と き

• フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スにフ ィ ル
ムなどを貼っ ている と き

• ダ ッ シュボー ドの上に置いた物など

が、 フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スに映
り込んでいる と き

• 画像センサーが変形し ている と きや、

汚れている と き

• 周囲にヘ ッ ド ラ ンプや尾灯などに似
た光がある と き

• 前方車両のラ ンプが無灯火のと きや、
ラ ンプに汚れや変色があった り光軸
がずれている と き

• 急激な明る さの変化が連続する と き

• 起伏や段差が多い道路を走行し てい
る と き

• カーブが多い道路を走行し ている と

き

• 車両前方に標識や ミ ラーのよ う に光
を強 く 反射する ものがある と き

• 自車のヘ ッ ド ラ ンプが破損または汚
れている と き

• パン ク、 過積載やけん引などによ り

車両が傾いている と き

• メ ー ターに （橙色） が点灯し て

いる と き
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• ハイ ビームと ロービームの切り替え

が頻繁に繰り返されるなど、 違和感
を感じ る と き

• ハイ ビームによ り、 歩行者や前方車

両にまぶし さ を与えている可能性が
ある と き

! CAUTION! 警告

オー ト マチ ッ クハイ ビームについて

オー ト マチ ッ クハイ ビームを過信し な

いで く だ さ い。 運転者は常に自らの責

任で周囲の状況を把握し、 安全運転を

心がけ、 必要に応じ て手動でハイ ビー

ムと ロービームを切りかえて く だ さ い。

! 注意

オー ト マチ ッ クハイ ビームを正し く

作動させるために次のこ と をお守り

く だ さ い

画像センサーのレンズにふれない

画像センサーに強い衝撃を与えない

画像センサーを分解し ない

画像センサーに液体をかけない

画像センサーの近 く のフ ロン ト ウイ

ン ド ウガラスにステ ッ カーを貼らな

い

画像センサー周囲にア クセサリ ーを

取り付けない

荷物を積み過ぎない

車両を改造し ない

純正以外のフ ロン ト ガラ スに交換し

ない
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スイ ッ チを押すとすべての方向指

示灯が点滅し ます。 同時に表示灯

が点滅し ます。 も う一度押すと消

灯し ます。

＊ このラ ンプはエンジンスイ ッ チの位置

に関係な く 点滅し ます。

 レバーを上に押すと左側、 下に

押すと右側の方向指示灯が点滅

し ます。 同時に表示灯が点滅し

ます。

 車線変更時は、 レバーを軽 く 上

または下へ押さ えている間、 そ

れぞれの方向指示灯が点滅し、

表示灯も点滅し ます。

Ｌ （左折）

Ｒ （右折）

＊ レバーはハン ドルを戻す と自動的に戻

り ますが、 ゆるいカーブなどで自動的

に戻ら ない と きは手で戻し て く だ さ

い。

＊ 方向指示灯はエンジンス イ ッ チの位置

に関係な く 点滅し ます。

＊ エンジンを止めたまま長時間使用し な

いで く だ さ い。

非常点滅灯スイ ッ チ

路上で緊急停車する と きなどに

使用し ます。

アドバイス

スイ ッ チについて

路上における緊急停車時以外は使用し

ないで く だ さ い。

! 注意

スイ ッ チについて

エンジンを止めたまま長時間使用し な

いで く だ さ い。 バ ッ テ リ ーあがり を起

こ し、 エンジンの始動ができな く なる

おそれがあ り ます。

方向指示レバー
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ラ ンプスイ ッ チレバーを の位

置に回すと フ ォグラ ンプが点灯し、

同時に表示灯が点灯し ます。

OFF

ON （フ ロン ト ）

 ヘ ッ ド ラ ンプの照射角度を、 状

況に応じ て調整できます。

 ヘ ッ ド ラ ンプを点灯させ、 ス

イ ッ チを回すとヘ ッ ド ラ ンプの

照射角度を下向き 10 段階 （0.5 

～ 5） に切り替えられます。

＊ ス イ ッ チは 「0」 の位置が標準です。

フ ォグラ ンプスイ ッ チ★

霧などで見通しが悪いと きに使

用し ます。

ヘ ッ ド ラ ンプ光軸調整ス
イ ッ チ

知識

光軸調整について

車検などで光軸調整する と きは、 ス

イ ッ チ位置を 「0」 （光軸が一番上向

き） に し てから行っ て く だ さい。

光軸調整時にスイ ッ チ位置が 「0」 の

と きの光軸基準を示す数値が、 ヘ ッ

ド ラ ンプ下部に刻印し てあ り ます。

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  33 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



ス イ ッ チ ・ 運転装置の取り扱い5-34

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

スイ ッ チを 1 度押すと ミ ラーが格

納され、 も う一度押すと定位置に

復帰し ます。

格納／復帰

運転席 ・ 助手席側格納式

 ON （格納）

 OFF （定位置）

! 注意

照射角度について

必要以上に照射角度を下向きに し ない

で く だ さ い。 夜間の視界が悪 く な り ま

す。

電動格納式アウター ミ ラー
スイ ッ チ★

��������	�

����������

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  34 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



ス イ ッ チ ・ 運転装置の取り扱い 5-35

5

ス
イ

ッ
チ

・
運

転
装

置
の

取
り

扱
い

助手席側格納式

 ON （格納）

 OFF （定位置）

知識

スイ ッ チの作動について

エンジンス イ ッ チが 「ACC」 または

「ON」 の位置のと き使用できます。

エンジンス イ ッ チが 「LOCK」 の位置

でスイ ッ チを 「OFF」 側に し たままエ

ンジンス イ ッ チを 「ACC」 または

「ON」 の位置にする と ミ ラーステーが

定位置に戻り ますので注意し て く だ

さい。

! CAUTION! 警告

 ミ ラーの操作について

ミ ラーを格納し たまま走行し ないで く

だ さい。 ミ ラーによる後方視界が確認

できず事故につながるおそれがあ り ま

す。

����������

����������

! 注意

 ミ ラーの操作について

走行中は ミ ラーの調整を し ないで く

だ さ い。 運転を誤るおそれがあ り ま

す。

電動格納式アウ ター ミ ラーを操作し

ている と き、 ミ ラーステーに手で触

れた り し ないで く だ さ い。 手をはさ

まれてケガをするおそれがあ り、 ま

た電動格納式アウ ター ミ ラーの故障

の原因にな り ます。

電動格納式アウ ター ミ ラーの故障に

ついて

 ミ ラーステーにはつかま ら ないで く

だ さ い。 故障の原因にな り ます。

電動格納式アウ ター ミ ラーのモー

ターに無理な力がかかる と安全装置

が働き、 作動が停止する こ とがあ り

ます。 このと きスイ ッ チを再度操作

し正常に作動する こ と を確認し て く

だ さ い。 たびたび作動が停止する と

きは、 ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を

受けて く だ さい。

スイ ッ チで ミ ラー操作できない と き

は、 手で調整し て く だ さい。 この場

合は ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受

けて く だ さい。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 スイ ッ チを押すと ミ ラーヒー

ターが作動し、 も う一度押すと

停止し ます。

 作動中は、 内蔵の表示灯が点灯

し ます。

押す

表示灯

ミ ラーヒータースイ ッ チ★

アウ ター ミ ラーの鏡面を暖めて、

霜や く も り などを取り除きます。

アドバイス

 ミ ラーヒーターについて

エンジンス イ ッ チが 「ON」 位置のと き

に使用でき ます。

! 注意

 ミ ラーヒーターについて

作動中は、 アウ ター ミ ラーの表面が熱

く な り ますので、 手をふれないで く だ

さい。 やけどをするおそれがあ り危険

です。

バッ テ リ ーあがり を防止するため

エンジンを止めた と きは使用し ないで

く だ さ い。 バッ テ リ ーあがり を起こ し

エンジンが始動できな く なるおそれが

あ り ます。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

アウ ター ミ ラー全体を手で調整し

ます。 調整し た後は、 運転席に座

り、 アウター ミ ラーで後方確認が

十分できるか確認し て く だ さい。

ミ ラーを手で車両前方に倒し て格

納し ます。 走行前には元の位置に

戻し、 運転席に座り アウ ター ミ

ラーで後方確認が十分でき るか確

認し て く だ さい。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 タ イプⅠ

ワイ ド ビ ュー ミ ラーとは、 境界線

よ り上側と下側の ミ ラーの曲率を

変えたアウ ター ミ ラーです。 境界

線よ り上側は通常のアウ ター ミ

ラーと同じ範囲の視界ですが、 境

界線よ り下側は通常のアウ ター ミ

ラーよ り も よ り広い範囲まで視界

が確保できるよ う にな っています。

境界線

 タ イプⅡ

 ワイ ド ビ ュー ミ ラーとは、 メ イ

ン ミ ラーと補助 ミ ラーの曲率を

変えたアウ ター ミ ラーです。

 メ イ ン ミ ラーは通常のアウター

ミ ラーと同じ範囲の視界ですが、

補助 ミ ラーは通常のアウ ター ミ

ラーよ り も よ り広い範囲まで視

界が確保できるよ う になっ てい

ます。

手動式 ミ ラー★

ミ ラー角度調整のしかた

アウター ミ ラーの格納 ・ 復帰

! CAUTION! 警告

 ミ ラーの調整について

走行中は ミ ラーの調整を し ないで く

だ さい。 運転を誤り思わぬ事故につ

ながるおそれがあ り ます。

 ミ ラーを倒し たまま走行し ないで く

だ さい。 ミ ラーによる後方確認がで

きず事故につながるおそれがあ り ま

す。

ワイ ド ビ ュー ミ ラー★
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メ イ ン ミ ラー

補助 ミ ラー

 タ イプⅠ

ワイ ド ビ ュー ミ ラー全体を手で調

整し ます。

 タ イプⅡ

 メ イ ン ミ ラーの鏡面を手で調整

し ます。

 補助 ミ ラーの鏡面を手で調整し

ます。

ミ ラー角度調整のしかた

知識

 ミ ラーの見え方について

境界線よ り下側に映る物は上側に比べ

（タ イ プⅠ）、 補助 ミ ラーに映る物は メ

イ ン ミ ラーに比べ （タ イ プⅡ）、 実際よ

り も遠 く にあるよ う に見えます。
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車両後方の映像と ガイ ド線を ミ

ラー内のデ ィ スプレ イに映し出し、 

駐車時などの後退操作を補助およ

び積荷時などに目視しに く い後方

視界を確認する装置です。

＊ 本文中で使用されている画面のイ ラ ス

ト は例であ り、 イ ラ ス ト と実際に映し

出される映像では車両の映り込みなど

が異なる こ とがあ り ます。

 近接後方 （小画面）

電源スイ ッ チ

輝度スイ ッ チ

カ メ ラスイ ッ チ

＊ 電源スイ ッ チ、 カ メ ラス イ ッ チを操作

し て も画面の切替には影響あ り ませ

ん。

＊ バッ ク モニ ター付き イ ンナ ― ミ ラー

（P.8-34）

デジ タル ミ ラーモー ド

 近接後方 （小画面）

エンジンスイ ッ チが ON のと き、

シ フ ト レバーを 「R」 位置にする と

近接後方の映像を小画面で表示し

ます。

近接後方の映像が表示されている

と き、 警告メ ッ セージ と ガイ ド線

が画面に表示されます。 ガイ ド線

バッ クガイ ド モニ ター

! CAUTION! 警告

次のこ と をお守り く だ さ い。 お守り い

ただかない と、 重大な傷害におよぶか、

最悪の場合死亡事故につながるおそれ

があ り ます。

バ ッ ク ガイ ド モニ ターをお使いにな

る前に

走行前に必ず ミ ラーの調整を行って

く だ さ い。

デ ィ スプレ イに表示される映像と鏡

面 ミ ラーに映る範囲は異な り ますの

で、 あらかじめ、 それぞれの違いを

認識し た上で安全運転を心がけて く

だ さい。

運転時の注意について

後退する と きは、 必ず後方や周囲の

安全を直接確認し て く だ さい。

バ ッ クガイ ド モニ ターは、 後退操作

を補助する装置です。 バッ クガイ ド

モニ ターを過信し ないで く だ さ い。

シ フ ト レバーを 「R」 位置に操作し

て も映像が切り替わらなかった り、

ミ ラーのス イ ッ チで操作ができない

場合、 配線や ミ ラー本体の故障の恐

れがあ り ます。 車両後方の映像が表

示されず危険なため ト ヨ タ販売店の

整備工場で点検を受けて く だ さ い。

画面の見方について
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は車両や路面の状況によ り、 誤差

を生じ る こ とがあ り ます。

表示されるガイ ド線はバンパー後

端から距離目安と な り ます。

＊ 画面に映る範囲は、 カ メ ラの取付け位

置によ り異な り ます。

画面に映る範囲について

バッ ク モニ ターは、 車の後方が映

り ます。

 車や路面の状況によ り、 映る範

囲は異なる こ とがあ り ます。

 バンパーの下にある ものは映り

ません。

 カ メ ラのレンズの特性によ り、

路面に映る映像の距離感覚は実

際の距離とは異な り ます。

 カ メ ラ よ り高い位置にある もの

については、 モニ ターに映らな

いこ とがあ り ます。

 字光式ナンバープレー ト を装着

し ている と、 画面上に映り込む

こ とがあ り ます。

 近接後方 （小画面）

＊ 画面に映る範囲は、 カ メ ラの取付け位

置によ り異な り ます。

カ メ ラについて

バッ クモニ ターのカ メ ラは、 荷台に

あ り ます。

＊ イ ラ ス ト は説明のための例であ り、 お

車の種類によ り、 取り付け位置は異な

り ます。

知識

明る さは尾灯が ON、 OFF それぞれの

状態で調整できます。

明る さは 8 段階で調整する こ とがで

き、 エンジンス イ ッ チを 「ON」 から

「OFF」 に し て も明る さのレベルは記

憶されます。

初期設定は、 尾灯 ON 時はレベル 3、

OFF 時はレベル 8 と な り ます。

デ ィ スプレ イ表示が明るすぎる と、

目が疲れる こ とがあ り ます。 適度な

明る さ に調整し て く だ さ い。

バッ クモニ ターの注意点につい

て

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  40 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



ス イ ッ チ ・ 運転装置の取り扱い 5-41

5

ス
イ

ッ
チ

・
運

転
装

置
の

取
り

扱
い

カ メ ラのお手入れについて

カ メ ラのレンズが汚れている と鮮

明な画像を見る こ とができません。

水滴 ・ 雪 ・ 泥などの汚れが付着し

たと きは水洗いし、 やわらかい布

でふき取って く だ さい。 汚れがひ

どいと きは、 大量の水でカ メ ラの

汚れを洗い流し て く ださい。
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 エンジンスイ ッ チ ON 時

 鏡面 ミ ラーモー ド ： シフ ト レ

バーが 「R」 位置以外のと き、

映像が消え、 鏡面 ミ ラーと し て

使用できます。

 デジ タル ミ ラーモー ド 「近接後

方 （小画面）」 ： シフ ト レバーを

「R」 位置にする と イ ンナー ミ

ラーの左側に 「近接後方」 が小

さ く 表示されます。

 輝度

輝度スイ ッ チを押し て、 モニ ター

の明る さ を調整し ます。

作動条件一覧表

シ フ ト

ポジシ ョ ン
モー ド

「R」 以外
鏡面 ミ ラー

電源スイ ッ チ OFF; カ メ ラスイ ッ チラ ンプ （消灯）

電源スイ ッ チ ON; カ メ ラ スイ ッ チラ ンプ （点灯）

「R」

近接後方 （小画面）

電源スイ ッ チ OFF; カ メ ラスイ ッ チラ ンプ （点灯）

電源スイ ッ チ ON; カ メ ラ スイ ッ チラ ンプ （点灯）

モー ド を切り替えるには

画面表示
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 温度異常ウォーニング

バッ ク モニ ター付き インナ ― ミ

ラーの温度が非常に高いと きに表

示されます。

 警告メ ッ セージ 1

デジ タル ミ ラーモー ド 「近接後方

（小画面）」 が作動し ている と きに

表示し ます。

 警告メ ッ セージ 2

バッ ク カ メ ラの接続不良や電源供

給に不具合が発生し たと き、 モニ

ターに警告 メ ッ セージを表示し ま

す。 バッ クモニ ター付き イ ンナ ―

ミ ラーは不具合を検知し て 7 秒後

にシステムを OFF に し、 鏡面 ミ

ラーへ移行し ます。

バッ クモニ ター付き イ ンナ ― ミ

ラーは不具合を検知する と、 カ メ

ラスイ ッ チを点滅させ、 運転者に

通知し ます。

LCD パネルモジュールのオー

バーヒー ト

 カ メ ラ スイ ッ チ部が3回点滅し ま

す。

 LCD パネルが非常に高温と な

り、 異常が発生し ています。

LED ド ラ イバーおよびバッ ク ラ

イ ト エラー

 カ メ ラ スイ ッ チ部が4回点滅し ま

す。

 LED ド ラ イバーに異常が発生し

ています。

LCD パネルモジュール故障

 カ メ ラ スイ ッ チ部が5回点滅し ま

す。

 LCD パネルに異常が発生し てい

ます。

車両周辺を直接確認してください

自己診断機能について
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バッ ク カ メ ラ入力信号異常

 カ メ ラ スイ ッ チ部が6回点滅し ま

す。

 バッ ク カ メ ラからの映像に異常

またはケーブルの断線が発生し

ています。

バッ ク カ メ ラ電源供給異常

 カ メ ラ スイ ッ チ部が7回点滅し ま

す。

 バッ ク カ メ ラへの電源供給が過

負荷またはケーブルのシ ョ ー ト

が発生し ています。

システム異常

 カ メ ラ スイ ッ チ部が8回点滅し ま

す。

 LCD パネル内部の通信異常が発

生し ています。

バッ ク モニ ターを使用時に下記のよ う な症状で気になった り お困り になっ

たと きは、 考え られる原因と処置を参考に、 も う一度確認し て く だ さい。

処置を し ても直らないと きは、 ト ヨ タ販売店で点検を受けて く だ さい。

故障とお考えになる前に
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症状 考え られる原因 処置

デ ィ スプレ イに表示される

映像が見に く い。

ミ ラー表面が汚れている。

乾いたやわらかい布などで

汚れをそっ とふき取って く

だ さ い。

• 強い光 （太陽やヘ ッ ド ラ

ンプの光） がバッ クモニ
ター付き イ ンナ ― ミ
ラーに当たった。

• 夜間暗い と こ ろで使用し

た。

• テレビ局、 放送局、 発電
所、 漁港など強い電波や
ノ イズが発生する場所の

近 く で使用し た。

• カ メ ラの付近温度が高い
または低い。

• 外気温が低い。

• 太陽光やヘ ッ ド ラ ンプの
光が直接カ メ ラ レンズに

当たった。

• 蛍光灯、 ナ ト リ ウム灯、
水銀灯などの照明の下で
使用し た。

• 排気ガスが映り こんでい

る。

カ メ ラおよびその周辺環境

が改善されてから、 再びデ

ジ タル ミ ラーモー ド をご使

用 く だ さ い。

カ メ ラのレンズに水滴、

雪、 泥などの異物が付着し

ている。

大量の水で カ メ ラの汚れを

流し た後、 水で湿らせたや

わらかい布でカ メ ラ レンズ

をふき取っ てから、 再びデ

ジ タル ミ ラーモー ド をご使

用 く だ さ い。
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デ ィ スプレ イに表示される

映像が見えない。

荷台のあお りが下がっ てい

る。

荷台のあお り を閉めて く だ

さ い。

カ メ ラのレンズに水滴、

雪、 泥などの異物が付着し

ている。

大量の水で カ メ ラの汚れを

流し た後、 水で湿らせたや

わらかい布でカ メ ラ レンズ

をふき取っ てから、 再びデ

ジ タル ミ ラーモー ド をご使

用 く だ さ い。

デ ィ スプレ イに表示される

映像がずれている。

カ メ ラ部に強い衝撃が与え

られた。

ト ヨ タ販売店で点検を受け

て く だ さ い。

カ メ ラ スイ ッ チが点滅す

る。

システムに異常が発生し

た。

ト ヨ タ販売店で点検を受け

て く だ さ い。

デ ィ スプレ イに 「 」

が表示されている。

バッ クモニ ター付き イ ンナ

― ミ ラーの温度が非常に

高い。

ミ ラーの温度下げるために

車室内の温度を下げる こ と

を推奨し ます。 ミ ラーの温

度が下がる と 「 」 が

消えます。 ミ ラーの温度が

下がって も 「 」 が消

えない場合は、 ト ヨ タ販売

店で点検を受けて く だ さ

い。

症状 考え られる原因 処置
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 2 面鏡 ミ ラーとは、 境界線よ り上

側と下側で ミ ラーの曲率を変え

たアウ ター ミ ラーと、 補助 ミ

ラーを一体化したアウ ター ミ

ラーです。

 境界線よ り上側は、 通常のアウ

ター ミ ラーに比べてよ り高いな

なめ上方の位置まで確認ができ

ます。

 境界線よ り下側は、 通常のアウ

ター ミ ラーと同じ範囲の視界と

な り ます。

 補助 ミ ラーは、 助手席下方およ

び車両側方を広範囲に確認でき

ます。

境界線★

補助 ミ ラー
★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

2 面鏡 ミ ラー全体を手で調整し ま

す。

2 面鏡 ミ ラー★

ミ ラー角度調整のしかた

知識

 ミ ラーの見え方について

境界線よ り上側および補助 ミ ラーに映

る物は、 通常のアウ ター ミ ラーに比べ

て、 実際よ り も遠 く にあるよ う に見え

ます。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

エンジンを始動し た と き、 ススが

一定量堆積し ている と、 ラ ン

プが点滅し ます。

＊ 常時点滅し ている と きは、 排出ガス浄

化装置スイ ッ チを押し てススの燃焼

（再生） 処理を行 う 必要がある こ と を

示し ています。

＊ 始動後に一定時間のみ点滅し た と き

は、 お客様の使い方に合わせて排出ガ

ス浄化装置ス イ ッ チによるススの燃焼

（再生） 処理を行える こ と を示し てい

ます。

1. 車両を安全な場所に停車させ

る。

2. パーキングブレーキを確実に効

かせ、 シ フ ト レバーを 「N」 ま

たは 「P」 の位置にする。

＊ エンジンはかけたままに し ておきま

す。

3. 排出ガス浄化装置スイ ッ チを押

す。

＊ ラ ンプが点滅から点灯に変わり、

ア イ ド リ ング回転数が上がり ます。

押す （作動）

排出ガス浄化装置スイ ッ チ
★

メ ーター内の ラ ンプが常時

点滅し た と きは、 排出ガス浄化

装置スイ ッ チを押し て排出ガス

浄化装置に捕集されたススを燃

焼 （再生） させて く だ さい。

＊ この操作を行わないまま走行を続け

る と、 ブザーが鳴り ます。 ブザーが

鳴っ た と きは、 すみやかにススを燃

焼 （再生） 処理し て く だ さい。 ブ

ザーが鳴っ たまま走行を続ける と

ラ ンプが点灯し ます。 ラ

ンプが点灯し た と きは、 ただちに ト

ヨ タ販売店で点検を受けて く だ さ

い。

＊ 始動後に一定時間のみ排出ガス浄化

装置表示灯が点滅し た場合は、 排出

ガス浄化装置スイ ッ チを押し てスス

の燃焼 （再生） 処理が可能な状態で

す。 ただ し、 このと き通常は排出ガ

ス浄化装置に捕集されたススは自動

的に燃焼 （再生） されますので、 必

ず排出ガス浄化装置ス イ ッ チを操作

する必要はあ り ません。 お客様の使

い方に合わせて操作を行 う こ とがで

きます。

＊ ススの燃焼 （再生） 処理中は、 ア ク

セルペダルを操作し ないで く だ さ

い。 ススの燃焼 （再生） 処理が終了

する前に、 ア ク セルペダルを踏み込

んだ り、 空ぶかし し た り する と、 ス

スの燃焼 （再生） 処理が中断されま

す。 処理中に作動が停止し て し ま っ

た場合は、 も う 一度操作をやり なお

し て く だ さい。

排出ガス浄化装置表示灯

操作方法
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4. ラ ンプが消灯し、 アイ ド リ

ング回転数が元に戻ったら スス

の燃焼 （再生） 処理は終了で

す。

＊ ク リ ーニングモー ド中は車両が信号待

ちなどで停車し た と きにアイ ド リ ング

回転数が上がり ます。 このと きに排出

ガス浄化装置ス イ ッ チを押す と ア イ ド

ルア ッ プをキャ ンセルする こ とができ

ます。 この状態で、 再びス イ ッ チを押

す と ススの燃焼 （再生） 処理が始ま

り、 アイ ド リ ング回転数が上がり ま

す。

アドバイス

ススの燃焼 （再生） について

ススの燃焼 （再生） が自動で行われ

やす く するために、 停車時はシ フ ト

レバーを 「N」 または 「P」 の位置に

する こ と を推奨し ます。

エンジンが冷えている と き よ り も運

転直後に行 う方が早 く 終了し ます。

エンジンが冷えている場合は、 暖機

を行っ た後に燃焼 （再生） 処理を行

いますので 30 分以上の時間がかかる

場合があ り ます。

DPR は次のよ う な特徴があ り ます。

DPR によ り、 排出ガスを浄化し て放

出するため、 従来のデ ィ ーゼル車と

は排出ガスの臭いが異な り ます。

始動時に排気管から白い煙が出る こ

とがあ り ますが、 これは水蒸気です

ので異常ではあ り ません。

ススの燃焼 （再生） 中にマ フ ラーの

周辺から白い煙が出る こ とがあ り ま

すが、 これはマ フ ラー周辺に溜ま っ

た水分が水蒸気と し て排出されてい

る もので異常ではあ り ません。

知識

ススの燃焼 （再生） について

DPR 付き車は一定距離ご とにススを排

出ガス浄化装置に捕集し て自動的に燃

焼 （再生） し ますが、 運転条件によ っ

てはススの燃焼 （再生） が完了し ない

場合があ り ます。 そのと きは、 ラ

ンプが常時点滅し ます。 これは、 排出

ガス浄化装置の機能を回復する もので

故障ではあ り ません。 点滅し た と きは、

排出ガス浄化装置スイ ッ チを押し て、

ススの燃焼 （再生） を行っ て く だ さ い。

DPR とは

Diesel Particulate active Reduction system 

の略で DPR‐ ク リ ーナー内に排出ガス

中のススが一定量堆積する と自動的に

捕集し たススの燃焼 （再生） 処理を行

います。 これによ り、 ススなどが異常

に堆積するのを防ぎ、 DPR の浄化能力

を常に良好に保ちます。 また、 高性能

触媒と電子制御コ モンレール式燃料噴

射システムの採用によ り、 走行中のス

スの燃焼 （再生） 処理を可能と し てい

ます。

排出ガス浄化装置ス イ ッ チによるス

スの燃焼 （再生） 処理について

約 15 分～ 30 分で終了し ますが、外気

温によ り異な り ます。

マ フ ラー内の温度が高いほど早 く 終

了し ます。

終了するまでは、 ア クセルペダルを

操作し ないで く だ さ い。

DPR は次のよ う な特徴があ り ます。

DPR ではスス堆積量表示の本数に関わ

らず、 メ ー ター内の表示灯が点滅する

こ とがあ り ます。 これは触媒性能を維

持するための機能であ り異常ではあ り

ません。 ススの再生と同様に排出ガス

浄化装置ス イ ッ チを押し て、 ススの燃

焼 （再生） を行っ て く だ さい。
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

スイ ッ チを押すと表示灯が点灯し、

エンジンのアイ ドル回転数が上が

り ます。

押す （作動）

表示灯

! CAUTION! 警告

枯草や紙 く ずなど燃えやすい物があ

る場所に車を止めないで く だ さい

走行直後やク リ ーニングモー ド中は

排気管やマ フ ラー付近および排出ガ

スが高温にな っ ています。 燃えやす

い物が近 く にある と火災の原因にな

り ます。 また、 高温の排出ガスによ

りやけどをするおそれがあ り ます。

塗装されている路面に停車し ている

場合、 路面が変色するおそれがあ り

ます。

ススの燃焼 （再生） 処理は、 風通し

の良い野外の広い場所で行っ て く だ

さい。 排出ガスには無色 ・ 無臭で有

害な一酸化炭素 （CO） が含まれてい

るため、 排出ガスを吸い込むと一酸

化炭素中毒になるおそれがあ り危険

です。

! 注意

排出ガス浄化装置スイ ッ チの操作に

ついて

 この操作は表示灯が常時点滅をはじ

めてから 150km 走行以内に行って く

だ さい。

ススの燃焼 （再生） 処理はでき るだ

け 1 回で完了させるよ う に し て く だ

さい。 ススの燃焼 （再生） 処理を頻

繁に中断させる と、 エンジンオイル

が燃料によ り、 希釈させるなど、 エ

ンジン故障の原因になる場合があ り

ます。

アイ ドルア ッ プスイ ッ チ★

寒いと きにエンジンを始動し て、

早 く ヒーター （暖房） およびデ

フ ロス ターを効かせたいと きや

長時間停車中のヒーター （暖房）

効果を高めたいと きに使用し ま

す。

アイ ド ルア ッ プスイ ッ チ

知識

作動条件

停車中でエンジンがかかっ ている と

き

シ フ ト レバーが、 オー ト マチ ッ ク車

は Ｐ  または Ｎ、 マニュ アル車は Ｎ 

の位置にある と き
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急なハン ドル操作や、 旋回時に発

生する車両の横滑りやロール現象

を抑えるため、 自動的にブレーキ

やエンジンの出力を制御し て車両

の方向安定性を確保し よ う とする

システムです。

作動時

 車両が横滑り し そ う になった と

きは VSC が作動し、 ス リ ッ プ イ

ンジケーター が点滅し ま

す。

 通常走行時は、 必ず VSC OFF ス

イ ッ チを VSC の作動状態

（ ラ ンプ消灯） にし ておい

て く だ さい。 エンジンスイ ッ チ

を 「ON」 の位置に し た初期状態

では VSC は作動状態にな り ま

す。

解除方法

停車時に VSC OFF スイ ッ チを 3 秒

以上押すと、 ラ ンプが点灯し、

作動が解除されます。

＊ ス イ ッ チを も う一度押す と、 作動状態

に戻り ます。

＊ 作動が解除されている と きは、 プ リ ク

ラ ッ シ ュ ブレーキアシス ト ・ プ リ ク

ラ ッ シ ュ ブレーキの作動も停止し ま

す。

エンジンが暖ま っ ている と きは

ア イ ドルア ッ プスイ ッ チを ON に し て

も、 コ ンピ ュー ターがア イ ドルア ッ

プの必要がない と判断し、 作動し な

い場合があ り ます。

VSC ・ TRC

VSC （ビークルス タ ビ リ テ ィ コ

ン ト ロール )
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VSC OFF スイ ッ チ

 押す ( 作動停止 )

雪路など滑りやすい路面での発進

および加速時にタ イヤの空転を抑

え、 走行の安定性を高めます。

 駆動輪が空転した と きは TRC が

作動し、 ス リ ッ プ インジケー

ター が点滅し ます。

解除方法

VSC OFF スイ ッ チを押すと ラ

ンプが点灯し、 TRC の作動が解除

されます。

＊ ス イ ッ チを も う 一度押す と、 作動状態

に戻り ます。

VSC OFF スイ ッ チ

 押す ( 作動停止 )

TRC （ ト ラ クシ ョ ン コ ン ト ロー

ル )

アドバイス

解除について

ぬかるみや新雪などから脱出する と き

に、 VSC や TRC が作動し ている と、 ア

クセルペダルを踏み込んで も エンジン

の出力が上がらず、 脱出が困難な場合

があ り ます。 このよ う な と きに VSC 

OFF スイ ッ チを押すこ と によ り、 脱出

しやす く な り ます。

知識

ロール現象とは

走行中の車両が旋回し た り横風を受け

た と き、 車両が横方向に傾 く 現象です。

TRC 付き車の運転上の注意

TRC を装着し ていて もア クセル、 ク

ラ ッ チ、 ハン ドルの急な操作は避けて

く だ さ い。 特に滑りやすい路面での発

進は、 半ク ラ ッ チを効果的に使い、 静

かに発進し て く だ さ い。

VSC や TRC の自動復帰について

TRC や VSC を作動停止に し たあ と、 次

のと きはシステム作動可能状態にも ど

り ます。

• エンジンス イ ッ チを 「OFF」 に し た

と き

• （TRC のみを作動停止に し ている場
合） 車速が高 く な った と き。

ただ し、 TRC と VSC の作動を停止し て

いる場合は、 車速による自動復帰はあ

り ません。

 ラ ンプが点灯し ている と き

VSC ・ TRC いずれかのシステムに異常

があ り ます。 ト ヨ タ販売店で点検を受

けて く だ さ い。
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車両が通行区分帯を外れる と、 警

報音 「ピ ッ ピ ッ ピ ッ」 を発する と

と もに、 ラ ンプが点滅し ド ラ

イバーに注意を促し ます。

スイ ッ チを押すご とに車線逸脱警

報装置の ON と OFF が切り替わり

ます。

! CAUTION! 警告

VSC を過信し ないで く だ さい

VSC が作動し た状態で も車両の方向安

定性の確保には限界があ り ます。 無理

な運転は思わぬ事故につながり、 生命

にかかわる重大な障害を受けるおそれ

があ り危険です。 常に安全運転を心が

け、 ス リ ッ プ イ ンジケー ターが点滅し

た と きは、 と く に慎重に運転し て く だ

さい。

TRC を過信し ないで く だ さ い

TRC が作動し た状態で も車両の方向安

定性の確保には限界があ り ます。 無理

な運転は思わぬ事故につながり、 生命

にかかわる重大な障害を受けるおそれ

があ り危険です。 常に安全運転を心が

け、 ス リ ッ プ イ ンジケー ターが点滅し

た と きは、 と く に慎重に運転し て く だ

さい。

TRC の効果を発揮できない と き

滑りやすい路面では、 TRC が作動し て

いて も車両の方向安定性や駆動力が得

られないこ とがあ り ます。 慎重に運転

し て く だ さ い。

VSC ・ TRC の作動停止について

必要な と き を除いて、 VSC と TRC の作

動を停止し ないで く だ さ い。 作動させ

ている と き も路面状況に応じ た速度で、

慎重に運転し て く だ さ い。

 ラ ンプが点滅し ている と き

VSC 作動中を示し ています。 慎重に運

転し て く だ さ い。

車線逸脱警報装置

車線逸脱警報 OFF スイ ッ チ

表示灯 ・ 警告灯

ラ ンプ 詳細

車線逸脱警報装置が作

動する と点滅し ます。

車線逸脱警報装置に異

常が発生する と点灯し

ます。

画像センサーの動作保

証温度外のと きに点灯

し ます。 室内が適温に

なれば消灯し ます。

 フ ロン ト ガラ スが汚れ

てた り曇っ ている と点

灯し ます。 フ ロン ト ガ

ラスの汚れや、 曇りが

取れる と消灯し ます。
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エンジンスイ ッ チを 「ON」 の位置

にし ます。 車線逸脱警報 OFF ス

イ ッ チを押すこ と で、 機能の ON/

OFF を設定し ます。

＊ エンジンスイ ッ チを 「ON」 の位置に

し た後は、 車線逸脱警報 OFF スイ ッ

チを操作し ない限り車線逸脱警報装置

は常に ON 状態と な り ます。

 方向指示スイ ッ チ作動中

 車速が約 60 km/h 以下のと き

 走行中、 車線が認識できな く

なった と き

 車線逸脱警報が作動した と き

（車線逸脱警報装置の作動を解除

後に再作動させた と きは、 数秒

間経過するまで作動は再開し ま

せん）

 画像センサーは、 インナー ミ

ラー付近に取り付けられていま

す。

 画像センサーは人の目と似た特

性を持っているため、 運転者に

と って前方が見えに く い状況で

は、 画像センサーも同様に車線

を認識しづら く な り ます。

 画像センサーは前面の汚れを自

動で判定する機能を備えている

が、 万全ではあ り ません。

 画像センサーの前をふさいだこ

とによ り、 しばら く する と コ ン

ビネーシ ョ ン メ ーター内の表示

灯が点灯する可能性があ り ます

が、 元の状態に戻せば表示は消

えます。

 フ ロン ト ガラ スはいつも きれい

に し ておいて く だ さい。

 雨露、 結露、 氷雪などの付着に

よ って機能低下する こ とがあ り

ます。

 画像センサーに強い衝撃を加え

た り、 分解し ないで く だ さい。

 画像センサーの取り付けを変更

し た り、 取り外し た り し ないで

く だ さい。 も し、 取り外し た場

合は、 ト ヨ タ販売店にて画像セ

ンサーの調整を受けて く ださい。

 寒冷時など フ ロン ト ガラスが

曇っている と映像に影響を与え

るのでデフ ロス タ で フ ロン ト ガ

ラスの曇り を取って く だ さい。

 室内灯をつけたまま走行し ない

で く だ さい。

 画像センサーのレンズを触った

り傷付けた り し ないで く ださい。

車線逸脱警報装置の OFF 

時に点灯し ます。

操作方法

機能の一時解除

画像センサーについて

車線逸脱警報装置が正し く 作動

するために
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 画像センサーのレンズの前のフ

ロン ト ガラ スにシールなどを貼

らないで く だ さい。

 ワイパーは純正部品をご使用 く

だ さい。

 フ ロン ト ガラ スは純正品をご使

用 く だ さい。

 周辺部品や天井の改造を し ない。

 ウイ ン ド シールド ガラスの画像

センサー前部にステ ッ カーを

貼った り、 アクセサリ ーを取り

付けない。 ウイ ン ド シール ド ガ

ラスをガラ スコーテ ィ ング剤に

よ り撥水させていても、 画像セ

ンサー前部に水滴が付着し た場

合は、 ワイパーでふき取る必要

がある。

 ウイ ン ド シールド ガラスに傷、

ひびなどが生じた場合、 ウイ ン

ド シールド ガラスを交換する。

 フ ロン ト ガラ ス内側の画像セン

サー取り付け部が汚れた場合は

ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。

 フ ロン ト ガラ スにフ ィ ルムを張

らない。

 画像センサーのレンズに汚れ ・

傷がある場合は、 ト ヨ タ販売店

にご相談 く だ さい。

 ワイパーラバーは早めに交換す

る。

 ボンネ ッ ト やグ リルの上など、

車両前側にアクセサリ ー類を取

り付けない。

 画像センサーの視野範囲内に車

両のルーフに積んだ荷物が入ら

ないよ う にする。

知識

炎天下に駐車し た と き

走行開始後、 しばら く 作動し ないこ と

があ り ます。 室内温度が低下し画像セ

ンサーの周辺温度が適温になる と作動

開始し ます。

! CAUTION! 警告

次のいずれかの場合は、 車線を正確

に検知できず、 警報機能が正常に作

動し ないこ とがあ り ます

車線が無い道路またはセン ターラ イ

ンのみの道路を走行する と き

車線がかすれた り汚れた り し て見え

に く い と き

雨、 雪、 霧、 逆光などで車線が見え

に く い と き

ヘ ッ ド ラ イ ト のレ ンズが汚れて照射

が弱い と きや光軸がずれている と き

急激な明る さの変化が連続する と き

路面補修の消し残り線 ・ 影 ・ 残雪 ・

雨のたま ったわだちなど、 車線と紛

らわし い線が見える と き

太陽光や水たま り などで路面が光っ

ている と き

高速道路などの本線 （走行車線、 追

い越し車線） 以外の車線を走行する

と き

分岐路やイ ン ター出入り口、 急な

カーブ路などを走行する と き

工事による車線規制や仮設の車線を

走行する と き

車線の幅が狭い と きや広い と き

 うねった道路や荒れた道路を走行す

る と き
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荷物が偏っ て積載された状態のと き

周辺車両の水、 雪、 土ぼこ り などの

巻き上げや水蒸気、 砂、 煙などで視

界が十分でない と き

強い日光や対向車のハイ ビームなど

の強い光を前方から受けた と き

夜間または ト ンネル内で街灯や照明

などの十分な明る さがない と き

夜間または ト ンネル内で自車がヘ ッ

ド ラ ンプを点灯し ていない と き

周囲一面が同じ よ う な色合い( 一面に

雪景色など ) で、 コ ン ト ラ ス ト が取

れない と き

路面勾配が急激に変化する と き ( 急な

上り坂、 急な下り坂 )

 ト ンネルの出入り口や日陰など急に

明る さの変化が起こ った と き

周囲が薄暗い と き ( 夕方、 朝方など )

過積載のと き

サスペンシ ョ ンを改造し た り、 タ イ

ヤサイズを変更し た場合などで、 車

高が変わっ ている と き

 フ ロン ト ガラ スに雪、 氷、 汚れ、 霜、

土ぼこ り、 油膜が付着し ている と き

 フ ロン ト ガラ スが曇っている と き

雨滴やウォ ッ シ ャーの水滴、 または

フ ロン ト ワイパブレー ド が画像セン

サーの視野を遮る こ と によ り、 対象

物の認識が不完全にな った と き

車両のルーフ上に積載し たカ ヌーな

どがカ メ ラの視界を遮っている と き

ヘ ッ ド ラ ンプに汚れや氷雪、 泥など

が付着し ている と き

車両姿勢が大き く 傾いた と き

ホイールベース改造を行った場合

車線逸脱警報装置を過信し ないで く

だ さ い

車線逸脱警報装置の認識性能、 制御性

能には限界があ り ます。 事故につなが

るおそれがあ り ますので車線逸脱警報

装置を過信せず、 常に周囲の状況に注

意し安全運転を心掛けて く だ さい。
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システムは次のものを作動対象と

し て検出し ています。

 車両

 自転車運転者

 歩行者

作動対象の検出

大き さ ・ 輪郭 ・ 動きなどから検出

し ます。 周囲の明る さや、 作動対

象の動き ・ 姿勢 ・ 角度などによ っ

ては、 作動対象を検出できず、 シ

ステムが正常に作動し ないおそれ

があ り ます。

図は作動対象と し て検出する対象

のイ メ ージです。

PCS システムには、 車両の制御や

操作に関するデータ などを記録す

る コ ンピ ューターが装備されてお

り、 主に次のよ う なデータ を記録

し ます。

 アクセルペダルの操作状況

 ブレーキペダルの操作状況

 車速

 PCS システムの各機能の作動状

況

 先行車などの障害物との距離、

相対速度などの情報

 前方カ メ ラの画像情報 （プ リ ク

ラ ッ シュ ブレーキ作動時のみ）

データの取り扱いについて

ト ヨ タ自動車はコ ンピ ューターに

記録されたデータ を車両の故障診

断 ・ 研究開発 ・ 品質の向上を目的

に取得 ・ 利用する こ とがあ り ます。

なお、 次の場合を除き、 ト ヨ タ自

動車は取得したデータ を第三者へ

開示または提供する こ とはあ り ま

せん。

 お車の使用者の同意 （リース車

は借主の同意） がある場合

PCS （プ リ ク ラ ッ シュセー
フ テ ィ ）

この装置は、 進路上の車両や歩

行者を前方センサーで検出し、

衝突の危険性が高いと システム

が判断し た と きに、 警報やブ

レーキ力制御によ り運転者の衝

突回避操作を補助し ます。 また、

衝突の危険性がさ らに高ま った

と判断し た と きは、 自動的にブ

レーキを作動させる こ と で、 衝

突回避を支援、 あるいは衝突被

害の軽減に寄与し ます。

システムの作動対象

車両データの記録について
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 警察 ・ 裁判所 ・ 政府機関などの

法的強制力のある要請に基づ く

場合

 ト ヨ タ自動車が訴訟で使用する

場合

 統計的な処理を行う 目的で、 使

用者や車両が特定されないよ う

に加工し たデータ を研究機関な

どに提供する場合

フ ロン ト バンパーと フ ロン ト ウイ ン ド ウガラスにある ２ 種類のセンサーに

よ り、 必要な情報を認識し ます。

レーダーセンサー

画像センサー

レーダーセンサー前面やバンパー

カバーに著し く 汚れ、 水滴、 雪な

どが付着し た場合は、 取り除いて

く だ さい。 お手入れをする際は、

レーダーセンサーやバンパーカ

バーを傷付けないよ う 、 やわらか

い布を使って く だ さい。 手が届か

ない場合は、 ホース洗車などで付

着物を取り除いて く ださい。
レーダーセンサー

バンパーカバー

前方センサー

PCS が正し く 作動するために
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前方センサーで自車線上の作動対

象との相対距離や相対速度を感

知 ・ 分析し、 相対距離が近づきす

ぎるなどの衝突の恐れが高いと コ

ンピ ュータが判断した場合コ ンビ

ネーシ ョ ン メ ーター内の警告灯と

ブザー警報によ り、 運転者に注意

を促し ます。

さ らに衝突の可能性が高いと判断

する と、 強いブレーキを作動させ、

衝突時の被害を軽減させます。 万

一、 回避操作が無い場合はブレー

キが作動し て衝突速度を低減し ま

す。 （ブレーキ作動中は制動灯が自

動点灯し ます）

なお、 作動対象を検出し た時点で、

作動対象との相対距離が短い場合

には、 衝突が避けられないと コ ン

ピ ュータが判断し、 作動対象の感

知後すぐに警告灯表示 ・ 警報音吹

鳴と同時に強いブレーキが作動す

る こ とがあ り ます。

表示灯

ラ ンプ 詳細

（点滅）

PCS が作動する と点滅

し ます。

（点灯）

PCS システムに異常が

発生する と点灯し ます。

＊ PCS システムが

「OFF」 のと きは消灯

し ます。

（点灯）

PCS システムに異常が

発生する と点灯し ます。

PCS システムが 「OFF」

のと きに点灯し ます。

PCS システムが作動を

停止し ている と き点灯

し ます。

作動
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PCS 作動イ メ ージ図 （停止車両、 低速走行中の先行車の場合）

 前方センサーが前方の作動対象を検出する。

 作動対象を検出後、 ブザーと警告表示で危険を知らせる。

 衝突の可能性が高いと コ ンピ ューターが判断する と、 ブザーと警告表示

に加え、 弱いブレーキを作動させて運転者に注意を促すと と もに、 制動

灯を点灯させて後続車にも注意を促す。
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 衝突が避けられないと コ ンピ ューターが判断する と、 ブザーと警告表示

に加え、 さ らに強いブレーキを作動させる。

 衝突回避 ・ 被害軽減

システムの作動条件

PCS システムが 「ON」 で、 前方の

車両や歩行者 ・ 自転車運転者との

衝突の可能性が高いと システムが

判断し たと きに作動し ます。 各機

能の作動速度は次のとお り です。

 衝突警報

• 自車速度約 10 km/h 以上 （検出

対象が歩行者 ・ 自転車運転者の

と きは、 自車速度約 12 ～ 80 

km/h）

• 自車から見た前方の車両や歩行

者 ・ 自転車運転者との相対速度

約 10 km/h 以上

 プ リ ク ラ ッ シュブレーキ

• 自車速度約 10 km/h 以上 （検出

対象が歩行者 ・ 自転車運転者の

と きは、 自車速度約 12 ～ 80 

km/h）

• 自車から見た前方の車両や歩行

者 ・ 自転車運転者との相対速度

約 10 km/h 以上

 次のと きシステムは作動し ませ

ん

• 障害物が対向車のと き

• バッ テ リ ー端子を脱着し たあ と、

しばら く 走行するまでのあいだ

• シフ ト ポジシ ョ ンが 「R」 位置

のと き

• VSC に異常が発生し ている と き

• ラ ンプが点灯し ている と き

＊ PCS 作動開始タ イ ミ ングは自車速度が

遅い場合、 または運転者の運転操作

（一定以上のハン ド ル操作、 ウイ ン
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カー操作、 ブレーキ操作、 ア クセル操

作） が行われている場合、 遅 く な り ま

す。

＊ 前記の作動条件以外で、 下記のよ う な

路面や周囲の環境によ っては PCS が

作動する場合と し ない場合があ り ま

す。

歩行者および自転車運転者検出

について

対象の大き さ、 輪郭、 動きなどか

ら検出し ます。

周囲の明る さや、 歩行者 ・ 自転車

運転者の動き、 姿勢、 角度などに

よ っては歩行者 ・ 自転車運転者を

検出できず、 システムが正常に作

動し ないおそれがあ り ます。

図は作動対象と し て検出する対象

のイ メ ージです。

プ リ ク ラ ッ シュブレーキの作動

解除

 プ リ ク ラ ッ シュブレーキ作動中

に次の操作をする と、 プ リ ク

ラ ッ シュブレーキの作動が解除

されます。

• アクセルペダルを全開まで踏み

込む

• ハン ドルを大き く きる、 またす

ばや く 操作する

 プ リ ク ラ ッ シュ ブレーキの作動

によ り車両が停止し た と きは、

車両が停止し てから約 ２ 秒後に

プ リ ク ラ ッ シュ ブレーキの作動

が解除されます。

詳細は 「作動解除条件」 および

「PCS を ”OFF” にするには」 を参

照 く だ さい。 （P.5-68）

作動条件以外で作動する場合、

し ない場合

衝突の可能性がな く て もシステム

が作動するおそれがある と き。

 右左折する先行車を追い越すと

き

 隣の車線の前方車両との位置関

係がずれる道 （曲がり く ねった

道など） を走行する と き
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 カーブ入口の道路脇に車両 ・ 歩

行者 ・ 構造物が存在する と き

 右左折待ちの対向車とすれ違う

と き

 道路脇の構造物 （ガー ド レー

ル ・ 電柱 ・ 木 ・ 壁など） に近づ

いた と き

 道路脇が構造物に囲まれた道

（ ト ンネル ・ 鉄橋） を走行する と

き

 路上または道路脇に金属物 （マ

ンホール ・ 鉄板など） ・ 段差 ・ 突

起物がある と き

 道路上方に構造物 （ ト ンネル ・

道路標識など） がある場所を走

行する と き
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 ETC ゲー ト や駐車場のゲー ト な

どの開閉バーに急速に接近した

と き

 横断する歩行者 ・ 自転車運転者

が車両のすぐそばに近づいた と

き

 上り坂で道路上に構造物 （看板

など） がある場所を走行する と

き

 車両に覆い被さ るよ う な障害物

（生い茂った草 ・ 垂れ下がった

枝 ・ 垂れ幕など） がある場所を

走行する と き

 車両や歩行者 ・ 自転車運転者の

すぐそばを通過する と き

 車線変更し て先行車を追い越す

と き

 車線変更し ている先行車を追い

越すと き

 先行車が急減速し たと き

 路面に うねり ・ 凹凸がある と き

など、 車両姿勢が変化し ている

と き

 洗車機を使用する と き

 前方車両から水 ・ 雪 ・ 土埃など

の巻き上げがある と き

 車両前方に水蒸気や煙などがあ

る と き

 電波の反射が強い物体 （大型 ト

ラ ッ ク ・ ガー ド レールなど） の

近 く を走行する と き

 テレビ塔 ・ 発電所 ・ 放送局など、

強い電波やノ イズが発生する近

く を走行する と き

 周囲にレーダーの電波を反射す

る ものが多いと き （ ト ンネルや
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ト ラ ス橋、 砂利道、 轍のある雪

道など）

 路面または壁などに車両 ・ 歩行

者 ・ 自転車運転者との区別がつ

きに く い模様やペイン ト がある

と き

 歩行者や自転車運転者が歩道上

から車道に向かっ て移動し た場

合

 料金所等で係員に急接近し た と

き

 前方センサーの向きがずれてい

る と き

システムが正常に作動し ないお

それがある と き

 先行車の後端が低い位置にある

と き （低床 ト レーラーなど）

 車両が横から割り込んできた り、

飛び出し てきた と き

 悪天候 （雨 ・ 霧 ・ 雪 ・ 砂嵐など）

のと き

 前方車両の最低地上高が極端に

高いと き
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 前方車両と自車の中心がずれて

いる と き

 カーブ走行中およびカーブを曲

がり切ってからの数秒間

 前方から自車に向かって車両が

近づいて く る と き

 前方車両がオー ト バイのと き

 前方車両が横向きのと き

 前方車両の後端面積が小さいと

き （低床 ト レーラーなど）

 前方車両の荷台から荷物がはみ

出し ている と き

 前方車両が特殊な形状のと き

（ ト ラ ク ター ・ サイ ド カーなど）

 前方車両が太陽光などを強 く 反

射し ている と き

 前方車両が急な動き を し た と き

（急ハン ドル ・ 急加速 ・ 急減速な

ど）

 自車が車線変更を行い、 変更し

た車線の先行車に急接近し た と

き

 前方車両から水 ・ 雪 ・ 土埃など

の巻き上げがある と き

 車両前方に水蒸気や煙などがあ

る と き

 周囲の明る さが急激に変化する

場所を走行する と き （ ト ンネル

の出入り口など）

 強い光 （太陽光や対向車のヘ ッ

ド ラ ンプ光など） が画像セン

サーに直接あたっている と き

 薄暗いと き （朝方 ・ 夕方など）、

および夜間や ト ンネル内

 エンジンを始動し たあ と、 走行

を開始し て しばら く のあいだ

 右左折中および右左折後の数秒

間

 自車が横滑り し ている と き

 路面に うねり ・ 凹凸がある と き

など、 車両姿勢が変化し ている

と き

 ホイールアラ イ メ ン ト がずれて

いる と き

 ワイパーブレー ドが画像セン

サーの視界を さ えぎ っている と

き

 ふらつき運転を し ている と き

 過度な高速走行を し ている と き

 坂道を走行し ている と き

 前方センサーの向きがずれてい

る と き

 作動対象が壁やフ ェ ンス ・ ガー

ド レール ・ マンホール ・ 路面の
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鉄板、 他の車両などのそばにい

る と き

 上方に構造物がある場所の下に

作動対象がいる と き

 周囲にレーダーの電波を反射す

る ものが多いと き （ ト ンネルや

ト ラ ス橋、 砂利道、 轍のある雪

道など）

 他車両に載っているレーダーに

よ り電波の影響を受けている と

き

次のよ う な状況では、 制動力が十

分に得られず、 システムの性能を

発揮できないおそれがあ り ます

 ブレーキ性能が十分に発揮でき

ない場合 （ブレーキ部品が極度

に冷えている ・ 加熱し ている ・

濡れているなど）

 車両の整備状態 （ブレーキ部

品 ・ タ イヤの摩耗や空気圧など）

が良好でないと き

 砂利道や滑りやすい路面を走行

し ている と き

次のよ う な歩行者 ・ 自転車運転者

は、 前方センサーが検出できず、

システムが正常に作動し ないおそ

れがあ り ます

 大きな荷物を抱えていた り、 傘

を さ し た り し ていて、 体の一部

が隠れている歩行者 ・ 自転車運

転者

 ベビーカー ・ 車いす ・ 自転車な

どを押し ている歩行者

 集団でいる歩行者 ・ 自転車運転

者

 白っぽい服に日差しが反射し て

いる歩行者 ・ 自転車運転者

 夜間や ト ンネル内など暗闇にい

る歩行者 ・ 自転車運転者

 服装の色合いや明る さ などが背

景に溶け込んでいる歩行者 ・ 自

転車運転者

 壁際や車両 ・ フ ェ ンス ・ ガー ド

レールなどのそばにいる歩行

者 ・ 自転車運転者

 路面金属物 （マンホール ・ 鉄板

など） 上にいる歩行者 ・ 自転車

運転者

 速度を急激に変化させている歩

行者 ・ 自転車運転者

 物陰から飛び出し てきた歩行

者 ・ 自転車運転者

 車両の側端 （ド ア ミ ラーなど）

すれすれの位置にいる歩行者 ・

自転車運転者

 子供用自転車、 大きい荷物を載

せた自転車、 2 人以上乗車し て

いる自転車、 または特殊な形状

の自転車 （チャ イル ド シー ト 装

着車 ・ タ ンデム自転車など） の

自転車運転者

 歩行者 ・ 自転車運転者の大き さ

が約 1 ｍ 以下、 または 2 ｍ 以上

のと き

 歩行者 ・ 自転車の輪郭があいま

いな時 （レ イン コー ト ・ ロング

スカー ト を着ている場合など）

 歩行者 ・ 自転車運転者が前かが

みにな っている、 またはし ゃが

んでいる と き

 歩行者 ・ 自転車運転者の移動速

度が速いと き
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 が点灯し た と き

システムに異常があるおそれがあ

り ます。

次のと きは、 状況が改善される と

が消灯し、 作動可能状態にな

り ます。

 炎天下などで、 前方センサーや

前方センサー周辺の温度が高い

と き

 極寒の環境などで、 前方セン

サーや前方センサー周辺の温度

が低いと き

 レーダーセンサーやバンパーカ

バー周辺に著し く 雪や汚れなど

が付着し ている と き

 フ ロン ト ウ ィ ン ド ウガラ スの画

像センサー付近にシールが貼ら

れている と きなど、 画像センサ

― 前方がさ えぎ られている と き

が点灯し たままのと きは、 シ

ステムに異常があるおそれがあ り

ます。 ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備

を受けて く だ さい。

VSC の作動を停止し た と き

VSC の作動を停止した と きは、 プ

リ ク ラ ッ シュブレーキの作動も停

止し ます。

作動解除条件

PCS 作動中 （警報またはブレーキ）

に、 下記操作を行う と システムは

解除し ます。

 アクセルペダルを全開まで踏み

込む

 停車時にブレーキペダルを踏ん

だ状態で、 PCS OFF スイ ッ チを

長押しする と PCS が解除され作

動し な く な り ます。 同時に

ラ ンプが点灯し ます。 も う

一度押し こむと PCS が復帰 （作

動状態） し、 ラ ンプが消灯

し ます。 このと き、 誤発進抑制

機能の 「ON」 と 「OFF」 も同時

に切り替わり ます。

 通常走行時は、 必ず PCS OFF ス

イ ッ チを PCS の作動状態

（ ラ ンプ消灯） にし ておい

て く だ さい。 エンジンスイ ッ チ

を 「ON」 の位置に し た初期状態

では PCS は作動状態と な り ま

す。

 故障車等をけん引する と き、 ま

たは故障によ り けん引される と

きは予期し ない作動をするおそ

れがあるので PCS OFF スイ ッ チ

を押し て PCS システムを解除

（ ラ ンプ点灯） し て く ださ

い。

PCS を “OFF” にするには
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システムに異常が発生し た場合に

は、 ラ ンプが点灯し ます。

ラ ンプが点灯し た と きは、

PCS は作動を停止し ます。 最寄り

の ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受

けて く ださい。

PCS システムの異常

PCS システムに異常がある場合、

ラ ンプが点灯し、 同時にブ

ザーが鳴り ます。

ブレーキ制御 （ABS） 系統の異

常

ブレーキ制御 （ABS） 系統に異常

がある と ラ ンプが点灯し ま

す。

レーダー汚れ

レーダーセンサーまたはバンパー

カバーに著し く 泥、 雪または氷な

どの付着がある と ラ ンプが点

灯し ます。

システムの異常

! CAUTION! 警告

PCS システムが故障し たまま走行を継

続する と PCS システムが正常に機能し

な く なるばかりか、 意図せず PCS が作

動し、 事故につながるおそれがあ り ま

す。 PCS システムが故障し た場合は、

必ず最寄りの ト ヨ タ販売店にご連絡 く

だ さい。

知識

PCS とは

Pre-Crash Safety の略です。（衝突被害

軽減ブレーキ）

運転者が衝突回避操作を行 う こ と に

よ って PCS が作動し ないこ とや、 解

除する こ とがあ り ます。

  VSC が故障し た場合、 PCS は作動し

ません。 また、 ラ ンプが点灯し

ます。

路面や周辺の環境によ って、 一時的

に が点灯する と きがあ り ます。

その後、 センサーが正常に検知でき

るよ う になる と、 が消灯し、 シ

ステムは自動的に復帰し ます。

! CAUTION! 警告

PCS について

PCS は、 運転者の安全運転を前提と し

たシステムであ り、 事故被害の軽減に

寄与する こ と を目的と し ています。

PCS システムは認識性能 ・ 制御性能に

限界があ り ます。 システムを過信せず、

運転者は常に自らの責任で周囲の状況

を把握し、 安全運転を心がけて く だ さ

い。

レーダーセンサーの故障や誤作動を

防ぐために次のこ と をお守り く だ さ

い

お守り いただかない と、 レーダーセン

サーが正常に作動せず、 思わぬ事故に

つながり、 重大な傷害におよぶか、 最

悪の場合死亡につながるおそれがあ り

ます。

 レーダーセンサー とバンパーカバー

は常にきれいに し てお く 。

 レーダーセンサーやバンパーカバー

周辺にア クセサリ ーを付けた り、 ス

テ ッ カー （透明な ものを含む） など

を貼った り し ない。
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レーダーセンサー周辺への強い衝撃

を避ける。 レーダーセンサー ・ フ ロ

ン ト バンパーに強い衝撃を受けた際

は、 必ず ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備

を受けて く だ さい。

レーダーセンサーを分解し ない。

レーダーセンサーやバンパーカバー

を改造し た り、 塗装し た り し ない。

レーダーセンサー ・ バンパーカ

バー ・ フ ロン ト バンパーの脱着や交

換が必要な場合は、 ト ヨ タ販売店に

ご相談 く だ さい。

レーダーセンサーは電波法の基準に

適合し ています。 センサーに印字さ

れているマークはその証明ですので

消さ ないで く だ さい。 また、 製品を

分解 ・ 改造する と罰せられる こ とが

あ り ます。 必ず日本国内でご使用 く

だ さい。

画像センサーの故障や誤作動を防ぐ

ために次のこ と をお守り く だ さい

お守り いただかない と、 画像センサー

が正常に作動せず、 思わぬ事故につな

がり、 重大な傷害におよぶか、 最悪の

場合死亡につながるおそれがあ り ます。

 フ ロン ト ウイ ン ド ウは常にきれいに

し てお く

• フ ロン ト ウイ ン ド ウガラス外側に汚
れ ・ 油膜 ・ 水滴 ・ 雪などが付着し た

場合は、 取り除いて く だ さい。

• フ ロン ト ウイ ン ド ウガラスにガラス
コーテ ィ ング剤を使用し ていて も、

画像センサー前部に水滴などが付着
し た場合は、 ワイパーでふき取って

く だ さ い。

• フ ロン ト ウイ ン ド ウガラス内側のカ
メ ラセンサー取り付け部が汚れた場

合は ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さ い。

• 画像センサーの前をふさいだこ と に

よ り、 しばら く する と コ ンビネー
シ ョ ン メ ー ター内に表示灯が点灯す

る可能性があ り ますが、 元の状態に
戻せば表示は消えます。

• 画像センサーは前面の汚れを自動で

判定する機能を備えていますが、 万
全ではな く 状況によ っては画像セン

サー前面の汚れを判定できない場合
があ り ます。

• フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スの画像セ

ンサー前部にアンテナを取り付けた
り、 ステ ッ カー （透明な ものを含む）

などを貼った り し ない。

 フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スの画像セ

ンサー前部が曇った り、 結露し た り、

凍結し た り し た場合は、 フ ロン ト デ

フ ロス ターで取り除 く

 フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スの画像セ

ンサー前部の水滴をワイパーが正し

く ふき取れない と きは、 ワイパーラ

バーまたはワイパーブレー ド を交換

するワイパーラバー ・ ワイパーブ

レー ド の交換 （P.13-56）

 フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スにフ ィ ル

ムを貼らない

 ト ヨ タ純正品以外のフ ロン ト ウイ ン

ド ウガラスに交換し ない

 フ ロン ト ウイ ン ド ウガラ スに傷 ・ ひ

びなどが生じ た場合は、 そのまま放

置せずに交換する。 フ ロン ト ウイ ン

ド ウガラスの交換が必要な場合は ト

ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。

画像センサーに液体をかけない。
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画像センサーに強い光を照射し ない。

画像センサーのレンズを汚し た り、

傷を付けた り し ない。 フ ロン ト ウイ

ン ド ウガラス内側を掃除する と きは、

ガラ ス ク リーナーがレ ンズに付着し

ないよ う に し て く だ さ い。 また、 レ

ンズにはふれないで く だ さい。 レ ン

ズに汚れ ・ 傷がある場合は ト ヨ タ販

売店にご相談 く だ さ い。

画像センサーに強い衝撃を加えない。

画像センサーの取り付け位置や向き

を変更し た り、 取りはずし た り し な

い。

画像センサーを分解し ない。

画像センサー付近に電子機器や、 強

い電波を発信する機器を取り付けな

い。

過積載に し ない。

ヘ ッ ド ラ ンプに汚れや氷雪、 泥など

が付着し た場合取り除いて く だ さ い

ヘ ッ ド ラ ンプの光軸がずれた状態に

し ない。

ヘ ッ ド ラ ンプ、 フ ォグラ ンプなどの

ラ ンプ類を改造し ない。

 フ ロン ト ガラ ス内側の画像センサー

取り付け部が汚れた場合は ト ヨ タ販

売店にご相談 く だ さ い。

 フ ロン ト ガラ スにフ ィ ルムを張らな

い。

レンズに汚れ ・ 傷がある場合は、 ト

ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。

 イ ンナー ミ ラーなどの画像センサー

周辺部品や天井を改造し ない。

ワイパーラバーは早めに交換する。

ウイ ン ド シール ド ガラスをガラス

コーテ ィ ング剤によ り撥水させてい

て も、 画像センサー前部に水滴が付

着し た場合は、 ワイパーでふき取る

必要がある。

 イ ンナー ミ ラーなどの画像センサー

周辺部品や天井を改造し ない。

ルーフ ・ フ ロン ト バンパーに、 画像

センサーの視界を さ えぎる可能性の

あるア クセサリ ーを取り付けない。

詳し く は ト ヨ タ販売店にご相談 く だ

さい。

全長の長い荷物を積むと きは、 画像

センサーの視界を さ えぎ ら ないよ う

にする。

ヘ ッ ド ラ ンプなどのラ ンプ類を改造

し ない。

安全にお使いいただ く ために

安全運転を行 う責任は運転者にあ り

ます。 常に周囲の状況を把握し、 安

全運転に努めて く だ さ い。

PCS システムを日常のブレーキ操作

のかわり には絶対に使用し ないで く

だ さ い。 PCS システムはあらゆる状

況で衝突を回避または衝突の被害を

軽減する ものではあ り ません。 シス

テムに頼った り、 安全を委ねる運転

を し た り する と思わぬ事故につなが

り、 重大な傷害におよぶか、 最悪の

場合死亡につながるおそれがあ り ま

す。
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PCS システムは衝突回避を支援、 あ

るいは衝突被害の軽減に寄与する こ

と を目的と し ていますが、 その効果

はさ まざまな条件によ りかわり ます。

そのため、 常に同じ性能を発揮でき

る ものではあ り ません。 次の項目を

お読みいただき、 システムを過信せ

ず安全運転に努めて く だ さい。

• 衝突の可能性がな く て も PCS システ

ムが作動するおそれがある と き
（P.5-62）

• PCS システムが正常に作動し ないお

それがある と き （P.5-65）

お客様ご自身で PCS システムの作動

テス ト を行わないで く だ さい。 状況

によ っ てシステムが正常に作動せず、

思わぬ事故につながるおそれがあ り

ます。

プ リ ク ラ ッ シ ュ ブレーキについて

プ リ ク ラ ッ シ ュ ブレーキは運転者の

操作状態によ っ ては作動し ません。

運転者がア ク セルペダルを強 く 踏ん

でいた り、 ハン ドルを操作し た り し

ている と、 場合によ っては運転者の

回避操作と システムが判断し、 プ リ

ク ラ ッ シュ ブレーキが作動し ない場

合があ り ます。

プ リ ク ラ ッ シ ュ ブレーキ作動中に、

ア ク セルペダルを強 く 踏んだ り、 ハ

ン ドルを操作し た り する と、 場合に

よ っ ては運転者の回避操作と システ

ムが判断し、 プ リ ク ラ ッ シ ュ ブレー

キの作動が解除されます。

プ リ ク ラ ッ シ ュ ブレーキ作動時は、

強いブレーキがかかり ます。 プ リ ク

ラ ッ シ ュ ブレーキは車両が停止し て

から約 2 秒後に解除されるため、 必

要に応じ て運転者自ら ブレーキをか

けて く だ さ い。

ブレーキペダルを踏んでいる と きは、

運転者の回避操作と システムが判断

し、 プ リ ク ラ ッ シ ュ ブレーキの作動

開始タ イ ミ ングが遅れる場合があ り

ます。

PCS システムを OFF にする必要があ

るケース

次のと きは、 システムを OFF に し て く

だ さい。 システムが正常に作動せず、

思わぬ事故につながり、 重大な傷害に

およぶか、 最悪の場合死亡につながる

おそれがあ り ます。

けん引される と き

けん引する と き

 ト ラ ッ ク ・ 船舶 ・ 列車などに積載す

る と き

車両を リ フ ト で上げ、 タ イヤを空転

させる と き

点検でシ ャシーダイナモやフ リ ー

ローラーなどを使用する と き

事故などによ り、 フ ロン ト バンパー

やフ ロン ト グ リルに強い衝撃が加

わった と き

事故や故障で自車の走行が不安定な

と き

 タ イヤの空気圧が適正でない と き

（P.12-8）

著し く 摩耗し た タ イヤを装着し てい

る と き （P.12-9）

 メ ーカー指定のサイズ以外のタ イヤ

を装着し ている と き

 タ イヤチ ェ ーンを装着し ている と き
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次のよ う な と きに進行方向の障害物を感知し てシステムが作動し ます。

 低速走行中にブレーキペダルを踏み忘れて し ま った、 または踏み遅れて

し ま った と き

 アクセルペダルを踏みすぎて し ま った、 または踏み間違えて し ま った と

き

誤発進抑制機能システム

この装置は、 駐車時や低速走行時における障害物への衝突のおそれがあ

る と きや、 ア クセルペダルの踏み間違いや踏みすぎによる急発進および

シフ ト ポジシ ョ ン選択を誤っての発進時に、 前方ソナーセンサーが進路

上の障害物を検知する と システムが作動し、 エンジン ト ルク カ ッ ト 制御

によ り運転者の衝突回避操作を補助し ます。 また、 衝突の危険性がさ ら

に高ま った と判断し た時は、 自動的にブレーキを作動させる こ と で、 衝

突回避を支援、 あるいは衝突被害の軽減に寄与し ます。

システム作動例
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 シフ ト ポジシ ョ ンの選択を誤っ て発車し て し ま った と き

コーナーセンサー R

セン ターセンサー R

セン ターセンサー L

コーナーセンサー L

 停車時にブレーキペダルを踏ん

だ状態で、 PCS OFF スイ ッ チを

長押しする と、 誤発進抑制機能

が 「OFF」 にな り ます。 も う一

度押し込むと 「ON」 にな り ま

す。

このと き、 PCS の 「ON」 と

「OFF」 も同時に切り替わり ま

す。

 誤発進抑制機能が 「ON」 の時

は、 表示灯が消灯し ます。

 エンジンスイ ッ チを 「ON」 に し

た と き、 自動的に誤発進抑制機

能は 「ON」 にな り ます。

ソナーセンサーに著し く 汚れ、 水

滴、 雪などが付着した場合は、 取

り除いて く だ さい。 お手入れをす

る際は、 ソナーセンサーを傷付け

ないよ う、 やわらかい布を使って

く ださい。 汚れが落ちに く い場合

は、 ホース洗車などで付着物を取

り除いて く だ さい。

D

センサーの位置 ・ 種類

誤発進抑制機能の設定変更
誤発進抑制機能が正し く 動作す

るために
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前方ソナーセンサーで壁などの障害物を感知 ・ 分析し、 相対距離が近すぎ

るなどの衝突のおそれが高いと コ ンピ ューターが判断し た場合、 ブザー警

報と注意喚起および ト ルク カ ッ ト 制御によ り衝突回避操作を補助し ます。

さ らに衝突の可能性が高いと判断する と、 強いブレーキを作動させ、 衝突

時の被害を軽減させます。

 PCS OFF スイ ッ チによ り システ

ムが 「ON」 の状態

 シフ ト レバー位置が 「R」 位置

以外かつパーキングブレーキが

「OFF」 のと き （MT 車）

 自車速度約 10 km/h 以下のと き

 自車の進行方向に障害物がある

と き

 シフ ト レバー位置が 「P」 「R」

位置以外のと き （AT 車）

 エンジンスイ ッ チが 「ON」 の状

態

 PCS OFF スイ ッ チによ り システ

ムが 「OFF」 の状態

 ブレーキ制御によ り車両停止後、

約 ５  秒が経過

 車両停止後にブレーキ操作

 自車の進行方向にあった障害物

が消失し た と き

 パーキングブレーキが 「ON」 か

つ車両停止状態 （MT 車）

 シフ ト レバー位置が 「P」 位置

のと き （AT 車）

作動について

ブレーキペダル

ブザー警報

トルクカット
+ブレーキ作動

アクセルペダル

表示灯が点滅

ブザー警報

作動条件 作動解除条件
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衝突の可能性がな く ても システ

ムが作動するおそれがある と き

 狭い道路を走行する と き

 砂利や草むらなどを走行する と

き

 垂れ幕や旗、 垂れ下がった枝、

遮断機 （踏切のバー、 ETC レー

ンのバー、 駐車場のバーなど）

に向かって走行する と き

 道路脇に障害物があった と き

（狭い ト ンネル、 狭い鉄橋、 狭い

道路などを走行する と き）

 縦列駐車を し た と き

 地面にわだちや穴がある場合

 排水溝などの金属のフ タ （グ

レーチング） を走行した と き

 急な登坂路を走行する と き

 冠水し ている道路でソナーセン

サーに水が被った と き

 ソナーセンサーに氷、 雪、 泥な

どが付着し た と き （取り除けば

正常に復帰し ます）

 ど し ゃぶりの雨や水しぶきがか

かった と き

 他車のホーン、 オー ト バイのエ

ンジン音、 大型車のエアブレー

キ音、 車両感知器、 他車のク リ

アラ ンスソナーなど超音波を発

生する ものが付近にいた と き

 ソナーセンサー付近に市販の電

装部品 （字光式ナンバープレー

ト ＜特に蛍光灯タ イプ＞ 、 フ ォ

グラ ンプ、 フ ェ ンダーポール、

無線アンテナなど） を取り付け

た と き

 車両姿勢が大き く 傾いた と き

 積載状況などによ り車高が著し

く 変化し た場合 （ノ ーズア ッ プ、

ノ ーズダウンなど）

 衝突など、 ソナーセンサーの方

向ズレが発生し た と き

 霧、 雪、 砂嵐などの悪天候の状

況

システムが正常に作動し ないお

それがある と き

 感知でき る障害物と車両のあい

だに、 感知できない障害物があ

る場合

 車、 二輪車、 自動車、 歩行者な

どの障害物が車両の横から割り

込んだ り、 飛び出し てきたと き

 炎天下や寒冷時でソナーセン

サー周辺部が著し く 高温または

低温の場合

 風が強いと き 　

 ソナーセンサーに氷、 雪、 泥な

どが付着し たと き （取り除けば

正常に復帰し ます）

 ど し ゃぶりの雨や水しぶきがか

かった と き

 霧、 雪、 砂嵐などの悪天候の状

況

 他車のホーン、 オー ト バイのエ

ンジン音、 大型車のエアブレー

キ音、 車両感知器、 他車のク リ

アラ ンスソナーなど超音波を発

生する ものが付近にいた と き

 ソナーセンサー付近に市販の電

装部品 （字光式ナンバープレー

作動条件以外で作動する場合、

し ない場合
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ト ＜特に蛍光灯タ イプ＞ 、 フ ォ

グラ ンプ、 フ ェ ンダーポール、

無線アンテナなど） を取り付け

た と き

 車両姿勢が大き く 傾いた と き

 積載状況などによ り車高が著し

く 変化した場合 （ノ ーズア ッ プ、

ノ ーズダウンなど）

 衝突など、 ソナーセンサーの方

向ズレが発生した と き

表示灯が以下の状態のと き

 が消灯、 かつ が点灯

• バッ テ リ ーの脱着によ り、 一時

的に使用できない状態と なって

います。 しばら く 走行する こ と

で正常に復帰し ます。

• ソナーセンサーに氷、 雪、 泥な

どが付着し ている こ とが考えら

れます。 この場合はソナーセン

サーの氷、 雪、 泥などを取り除

けば正常に復帰し ます。 また、

低温時にはソナーセンサーの凍

結などによ り、 障害物があって

も感知し ないこ とがあ り ます。

氷が解ければ正常に復帰し ます。

 が点灯、 かつ が点灯

• ソナーセンサーの異常などによ

り装置が正常に作動し な く なっ

ているおそれがあ り ます。 最寄

りの ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備

を受けて く だ さい。

万一、 踏切などで誤発進抑制機能

が誤って作動し ても、 ブレーキ制

御は約 5 秒で解除されるため、 そ

のまま前進する こ と で脱出できま

す。 また、 ブレーキペダルを踏ん

で も ブレーキ制御は解除されるた

め、 再度アクセルペダルを踏むこ

と で前進し脱出できます。

万一、 踏切などで誤発進抑制機

能が誤って作動し たと き

知識

センサーの感知範囲について

誤発進抑制機能の感知範囲は、 ク リ ア

ラ ンス ソナーの感知範囲とは異な り ま

す。 そのため、 ク リ ア ラ ンス ソナーが

障害物と接近をお知らせし て も、 誤発

進抑制機能は作動し ない場合があ り ま

す。

システムが作動し た と きは

システム作動によ り車両が停止し た場

合、 誤発進抑制機能が停止し て誤発進

抑制機能 OFF 表示灯が点灯し ます。

システムの復帰について

システムの作動によ り誤発進抑制機能

が停止し た と きに、 誤発進抑制機能を

復帰させたい場合は、 再度、 PCS シス

テムを 「ON」 に し て停止を解除する

か、 エンジンスイ ッ チを一旦 「OFF」

に し てから再度 「ON」 に し て く だ さ

い。 進行方向の作動対象がな く な った

状態で車両を走行させた と き、 または

車両の進行方向が入れ替わった ( 前進

から後退に切り替えた ) と き、 も し く

はシ フ ト レバーが 「P」 位置のと き、

システムが自動的に復帰し ます。
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センサーが感知し ない障害物につい

て

次のよ う な障害物はソナーセンサーが

感知し ない恐れがあ り ます。

人や綿、 雪などの音波を反射しに く

いもの （特に人は衣類の種類によ っ

て感知できない場合があ り ます）

地面に対し て垂直でないもの、 車両

進行方向に対し て直角でないもの、

凸凹な もの、 波打ってる もの

背の低いもの

針金、 フ ェ ンス、 ロープ、 標識の支

柱などの細いもの

バンパーに非常に近いもの

! CAUTION! 警告

安全にお使いいただ く ために

誤発進抑制機能システムは認識性能、

制御性能に限界があ り ます。 システム

を過信し ないで く だ さ い。 システムを

過信する と思わぬ事故につながるおそ

れがあ り危険です。

安全運転を行 う責任は運転者にあ り

ます。 常に周囲の状況を把握し、 安

全運転に努めて く だ さ い。 誤発進抑

制機能は状況によ っては作動し ない

場合があ り ます。

誤発進抑制機能は、 完全に車両を停

止させるシステムではあ り ません。

また、 車両を停止させる こ とが出来

た と し て も、 ブレーキ制御は約 ５ 秒

で解除されるため、 すぐにブレーキ

ペダルを踏んで く だ さ い。

お客様ご自身で誤発進抑制機能の作

動テス ト を行わないで く だ さい。 状

況によ っ てはシステムが作動せず、

思わぬ事故につながるおそれがあ り

ます。

システムが故障し たまま走行を継続

する と システムが正常に機能し な く

なるばかりか、 意図せず誤発進抑制

機能が作動し、 事故につながるおそ

れがあ り ます。 誤発進抑制機能シス

テムが故障し た場合は、 必ず最寄り

の ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受け

て く だ さ い。

システムを正し く 作動させるために

ソナーセンサーの故障や誤作動を防ぐ

ために次のこ と をお守り く だ さい。 お

守り いただかない と、 ソナーセンサー

が正し く 作動せず、 思わぬ事故につな

がるおそれがあ り危険です。

改造、 分解、 塗装などを行わないで

く だ さ い。

純正品以外に交換し ないで く だ さ い。

 ソナーセンサー周辺へ衝撃を与えな

いで く だ さい。 ソナーセンサー、 フ

ロン ト バンパー、 フ ロン ト グ リルに

衝撃を受けた際は、 必ず最寄りの ト

ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く

だ さ い。

 ソナーセンサーに傷をつけた りせず、

常にきれいに し て く だ さい。

 ソナーセンサー周辺にア クセサリ ー

を付けた り、 ステ ッ カー （透明な も

のを含む） などを貼った り し ないで

く だ さ い。

ソナーセンサー、 フ ロン ト バンパー、

フ ロン ト グ リルの脱着や交換が必要な

場合は、 最寄りの ト ヨ タ販売店にご相

談 く だ さ い。
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サスペンシ ョ ンの取り扱いについて

車高や車の傾きが変化する と、 ソナー

センサーが障害物を正し く 感知できな

く な り、 システムが作動し な く な った

り、 不要に作動し て し ま う 場合がある

ため、 サスペンシ ョ ンの改造はし ない

で く だ さ い。

! 注意

 ソナーセンサーの故障を防ぐために

高圧洗浄機を使用し て洗車する と き

は、 ソナーセンサー部に直接水をあ

てないで く だ さい。 強い水圧によ り

衝撃が加わり、 正常に作動し な く な

るおそれがあ り ます。

スチームを使用し た洗車機などで洗

車する と きは、 スチームを ソナーセ

ンサー部に近づけすぎないよ う に し

て く だ さ い。 スチームによ り、 正常

に作動し な く なるおそれがあ り ます。

不要な作動を防ぐために

次のと きは、 誤発進抑制機能システム

を OFF に し て く だ さ い。 衝突の可能性

がな く て も システムが作動する場合が

あ り ます。

点検などで、 シ ャ シローラー ・ シ ャ

シーダイナモ ・ フ リ ーローラーなど

を使用する場合

船舶 ・ ト ラ ッ ク などへ積載する際の

進入時

ローダウンサスペンシ ョ ンを取り付

けた場合

洗車機を使用する場合

マニ ュ アル車でのク ラ ッ チ接続状態

によ っ ては、 誤発進抑制機能による

ブレーキ作動では障害物を回避でき

ない可能性があ り ます。

エンス ト の可能性

MT 車において、 ク ラ ッ チの踏み込みの

有無にかかわらず誤発進抑制機能が作

動し、 エンス ト するおそれがあ り ます。

表示灯

ラ ンプ 詳細

（点灯）

誤発進抑制機能が

「OFF」 のと きに点灯し

ます。

誤発進抑制機能に異常

が発生する と点灯し ま

す。

誤発進抑制機能が作動

を一時停止し ている と

き点灯し ます。

誤発進抑制機能が作動

し車両停止する と点灯

し ます。

（消灯）

誤発進抑制機能が 「ON」

のと きに消灯し ます。

（点灯／点

滅）

誤発進抑制機能に異常

が発生する と点灯し ま

す。

誤発進抑制機能が作動

し ている と点滅し ます。

（消灯）

上記以外のと きに消灯し

ます。
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コーナーセンサー R

セン ターセンサー R

セン ターセンサー L

コーナーセンサー L

 ク リ アラ ンスソナースイ ッ チを

押すご とにク リ アラ ンス ソナー

の 「ON」 と 「OFF」 が切り替わ

り ます。

 ク リ アラ ンスソナーが 「ON」 の

と きは、 表示灯が点灯し ます。

＊ エンジンスイ ッ チを 「ON」 に し た時、

自動的にク リ ア ラ ンス ソナーは 「ON」 

にな り ます。

ソナーセンサーに著し く 汚れ、 水

滴、 雪などが付着した場合は、 取

り除いて く だ さい。 お手入れをす

る際は、 ソナーセンサーを傷付け

ないよ う、 やわらかい布を使って

く ださい。 汚れが落ちに く い場合

は、 ホース洗車などで付着物を取

り除いて く だ さい。

ク リ アラ ンスソナーが障害物を検

知する と、 障害物の方位に合わせ

て作動表示を行います。

ク リ アラ ンスソナーシステ
ム

この装置はメ ーターパネル内に

障害物との位置を表すラ ンプが

点灯し、 ブザー音と共に障害物

との接近を運転者に通知し ます。

センサーの位置 ・ 種類

ク リ アラ ンスソナーの設定変更

ク リ アラ ンス ソナーが正し く 作

動するために

ク リ アラ ンス ソナーの表示のし

かた
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セン ターセンサー作動表示

コーナーセンサー L 作動表示

コーナーセンサー R 作動表示

障害物を感知する と、 ブザーが鳴

り ます。

 障害物との距離が近づ く と、 ブ

ザーの断続時間が短 く な り ます。

障害物との距離が約 35 cm 以下

のと き、 ブザーは断続音 「ピピ

ピ」 から連続音 「ピー」 にな り

ます。

 複数のセンサーが同時に障害物

を感知し ている と きは、 最も近

い障害物との距離に合わせたブ

ザー音が鳴り ます。

 ク リ アラ ンスソナースイ ッ チに

よ り システムが 「ON」 の状態

 パーキングブレーキが 「OFF」

のと き

 自車速度約 10 km/h 以下のと き

 自車の進行方向に障害物がある

と き

 シフ ト レバー位置が 「P」 位置

以外のと き （AT 車）

 エンジンスイ ッ チが 「ON」 の状

態

 ク リ ア ラ ンス ソナースイ ッ チに

よ り システムが 「OFF」 の状態

 パーキングブレーキが 「ON」 の

と き

 車両の進行方向にあった障害物

が消失し た と き

距離表示について

ブザー吹鳴パターン
障害物までのおおよその距離

セン ターセンサー コーナーセンサー

断続音 約 100 ～ 60 cm ―

～ 約 60 ～ 45 cm 約 60 ～ 45 cm

約 45 ～ 35 cm 約 45 ～ 35 cm

連続音 約 35 cm 以下 約 35 cm 以下

ブザーについて

作動条件

作動解除条件
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 シフ ト レバー位置が 「P」 位置

のと き （AT 車）

衝突の可能性がな く て もシステム

が作動するおそれがある と き。

 狭い道路を走行する と き

 砂利道や草むらなどを走行する

と き

 垂れ幕や旗、 垂れ下がった枝、

遮断機 （踏切のバー、 ETC レー

ンのバー、 駐車場のバーなど）

に向かって走行する と き

 道路脇に障害物があった と き

（狭い ト ンネル、 狭い鉄橋、 狭い

道路などを走行する と き）

 縦列駐車を し た と き

 地面にわだちや穴がある場合

 排水溝などの金属のフ タ （グ

レーチング） を走行した と き

 急な登坂路を走行する と き

 冠水し ている道路でソナーセン

サーに水が被った と き

 ソナーセンサーに氷、 雪、 泥な

どが付着し た と き （取り除けば

正常に復帰し ます）

 ど し ゃぶりの雨や水しぶきがか

かった と き

 他車のホーン、 オー ト バイのエ

ンジン音、 大型車のエアブレー

キ音、 車両感知器、 他車のク リ

アラ ンスソナーなど超音波を発

生する ものが付近にいた と き

 ソナーセンサー付近に市販の電

装部品 （字光式ナンバープレー

ト ＜特に蛍光灯タ イプ＞ 、 フ ォ

グラ ンプ、 フ ェ ンダーポール、

無線アンテナなど） を取り付け

た と き

 車両姿勢が大き く 傾いた と き

 積載状況などによ り車高が著し

く 変化し た場合 （ノ ーズア ッ プ、

ノ ーズダウンなど）

 衝突など、 ソナーセンサーの方

向ズレが発生し た と き

 霧、 雪、 砂嵐などの悪天候の状

況

システムが正常に作動し ないお

それがある と き

 感知でき る障害物と車両のあい

だに、 感知できない障害物があ

る場合

 車、 二輪車、 自動車、 歩行者な

どの障害物が車両の横から割り

込んだ り、 飛び出し てきたと き

 炎天下や寒冷時でソナーセン

サー周辺部が著し く 高温または

低温の場合

 風が強いと き

 ソナーセンサーに氷、 雪、 泥な

どが付着し たと き （取り除けば

復帰し ます）

 ど し ゃぶりの雨や水しぶきがか

かった と き

 霧、 雪、 砂嵐などの悪天候の状

況

 他車のホーン、 オー ト バイのエ

ンジン音、 大型車のエアブレー

キ音、 車両感知器、 他車のク リ

アラ ンスソナーなど超音波を発

生する ものが付近にいた と き

作動条件以外で作動する場合、

し ない場合
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 ソナーセンサー付近に市販の電

装部品 （字光式ナンバープレー

ト ＜特に蛍光灯タ イプ＞ 、 フ ォ

グラ ンプ、 フ ェ ンダーポール、

無線アンテナなど） を取り付け

た と き

 車両姿勢が大き く 傾いた と き

 積載状況などによ り車高が著し

く 変化した場合 （ノ ーズア ッ プ、

ノ ーズダウンなど）

 衝突など、 ソナーセンサーの方

向ズレが発生した と き

ソナーセンサーが感知し ない障

害物について

次のよ う な障害物はソナーセン

サーが感知し ないおそれがあ り ま

す。

 人や綿、 雪などの音波を反射し

に く いもの （特に人は衣類の種

類によ って感知できない場合が

あ り ます）

 地面に対し て垂直でないもの、

車両進行方向に対し て直角でな

いもの、 凸凹なもの、 波打って

る もの

 背の低いもの

 針金、 フ ェ ンス、 ロープ、 標識

の支柱などの細いもの

 バンパーに非常に近いもの

表示灯が以下の状態のと き

 が消灯

• ソナーセンサーに氷、 雪、 泥な

どが付着し ている こ とが考えら

れます。 この場合はソナーセン

サーの氷、 雪、 泥などを取り除

けば正常に復帰し ます。 また、

低温時にはソナーセンサーの凍

結などによ り、 障害物があって

も感知し ないこ とがあ り ます。

氷が解ければ正常に復帰し ます。

 が点灯、 かつ が点灯

• ソナーセンサーの異常などによ

り装置が正常に作動し な く なっ

ているおそれがあ り ます。 最寄

りの ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備

を受けて く ださい。

! CAUTION! 警告

安全にお使いいただ く ために

ク リ ア ラ ンス ソナーシステムは認識性

能、 制御性能に限界があ り ます。 シス

テムを過信し ないで く だ さい。 システ

ムを過信する と思わぬ事故につながる

おそれがあ り危険です。

安全運転を行 う責任は運転者にあ り

ます。 常に周囲の状況を把握し、 安

全運転に努めて く だ さ い。 ク リ ア ラ

ンス ソナーシステムは、 状況によ っ

ては作動し ない場合があ り ます。

お客様ご自身で ク リ ア ラ ンス ソナー

システムの作動テス ト を行わないで

く だ さ い。 状況によ ってはシステム

が作動せず、 思わぬ事故につながる

おそれがあ り ます。

システムが故障し たまま走行を継続

する と システムが正常に機能し な く

なるばかりか、 意図せずク リ ア ラ ン

ス ソナーシステムが作動し、 事故に

つながるおそれがあ り ます。 ク リ ア

ラ ンス ソナーシステムが故障し た場

合は、 必ず最寄りの ト ヨ タ販売店に

ご連絡 く だ さい。
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システムを正し く 作動させるために

ソ ナーセンサーの故障や誤作動を防ぐ

ために次のこ と をお守り く だ さい。 お

守り いただかない と、 ソナーセンサー

が正し く 作動せず、 思わぬ事故につな

がるおそれがあ り危険です。

改造、 分解、 塗装などを行わないで

く だ さ い。

純正品以外に交換し ないで く だ さ い。

 ソナーセンサー周辺へ衝撃を与えな

いで く だ さ い。 ソナーセンサー、 フ

ロン ト バンパー、 フ ロン ト グ リルに

衝撃を受けた際は、 必ず最寄りの ト

ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く

だ さい。

 ソナーセンサーに傷をつけた りせず、

常にきれいに し て く だ さ い。

 ソナーセンサー周辺にア クセサリ ー

を付けた り、 ステ ッ カー （透明な も

のを含む） などを貼った り し ないで

く だ さ い。

 ソナーセンサー、 フ ロン ト バンパー、

フ ロン ト グ リルの脱着や交換がある

場合は、 最寄りの ト ヨ タ販売店にご

相談 く だ さ い。

サスペンシ ョ ンの取り扱いについて

車高や車の傾きが変化する と、 ソナー

センサーが障害物を正し く 感知できな

く な り、 システムが作動し な く な った

り、 不要に作動し て し ま う 場合がある

ため、 サスペンシ ョ ンの改造はし ない

で く だ さ い。

! 注意

 ソナーセンサーの故障を防ぐために

高圧洗浄機を使用し て洗車する と き

は、 ソナーセンサー部に直接水をあ

てないで く だ さい。 強い水圧によ り

衝撃が加わり、 正常に作動し な く な

るおそれがあ り ます。

スチームを使用し た洗車機などで洗

車する と きは、 スチームを ソナーセ

ンサー部に近づけすぎないよ う に し

て く だ さ い。 スチームによ り、 正常

に作動し な く なるおそれがあ り ます。

表示灯

ラ ンプ 詳細

（点灯）

ク リ ア ラ ンス ソナーが

「ON」 のと きに点灯し ま

す。

（消灯）

 ク リ ア ラ ンス ソナーが

「OFF」 のと きに消灯し

ます。

 ク リ ア ラ ンス ソナーシ

ステムに異常が発生す

る と消灯し ます。

 ク リ ア ラ ンス ソナーが

作動を一時停止し てい

る と き消灯し ます。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ヘ ッ ド ラ ンプ ク リ ーナースイ ッ チ

を押し ている間、 ヘ ッ ド ラ ンプ

ウォ ッ シャーが噴射されます。

＊ ウイ ン ド ウウォ ッ シ ャー液の補給

（P.13-55）

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 ス ターターキーが 「ON」 の位置

で、 スイ ッ チを押すと Stop ＆

Start の作動が停止し ます。 同時

に ラ ンプが点灯し ます。

 も う一度押すと作動が復帰し、

ラ ンプが消灯し ます。

自動停止のしかた

シ フ ト レバーが 「D」 の位置にある

と きにブレーキペダルを踏み続け

て く だ さい。

ヘ ッ ド ラ ンプ ク リーナース
イ ッ チ★

アドバイス

1 回の噴射は 15 秒以内に し て く だ さ

い。 また、 ウォ ッ シ ャー液がない と き

は、 ヘ ッ ド ラ ンプ ク リ ーナース イ ッ チ

を操作し ないで く だ さ い。 ウォ ッ

シ ャーモー ターが故障するおそれがあ

り ます。

Stop ＆ Start システム
（AT 車） ★

信号待ちなどの停車時に自動的

にエンジンを停止させ、 燃費向

上と排出ガス低減を図り、 発進

時には自動的にエンジンを始動

し ます。

Stop ＆ Start システムのエンジン

自動停止時に Stop ＆ Start 表示

灯 （ ） が点灯し ます。

Stop ＆ Start キャ ンセルスイ ッ

チ

Stop ＆ Start システムの作動
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＊ 自動停止時のブレーキ認識は道路勾配

の角度によ っ てブレーキペダルを踏む

踏力認識を変化させています。

自動始動のしかた （下記のいず

れかの条件で自動始動し ます）

 ブレーキペダルから足を離した

と き

 シフ ト レバーを 「D」 位置以外

に し た と き

 運転席シー ト ベル ト を外し た と

き

 運転席 ド アを開けた と き

 Stop ＆ Start キャ ンセルスイ ッ チ

を押し た と き

 アクセルペダルを踏んだ と き

 ブレーキを さ らに強 く 踏み込む、

またはポンピングブレーキを し

た と き

 バッ テ リ ーの充電量が低下した

と き

＊ ブレーキペダルを離し自動始動し たあ

と再度自動停止するには車速 15 km/h

以上の走行経験が必要です。
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Stop ＆ Start システムの作動の流れ

走行

エンジン自動停止 エンジン自動始動

ブレーキON

エンジン自動停止

発進

停車中

アクセルON

ブレーキ保持解除

エンジン自動始動

ランプ点灯

車両停止 ブレーキ保持作動

ブレーキOFF

知識

警告灯について

Stop ＆ Start におけるエンジン自動停

止の場合、 エンジン警告灯および充

電警告灯は点灯し ません。

Stop ＆ Start キャ ンセル表示灯が点滅

し たままのと き

システムに異常があるおそれがあ り

ます。 ト ヨ タ販売店で点検を受けて

く だ さ い。

ブレーキ保持機能

Stop ＆ Start によるエンジン停止後、

ブレーキペダルから足を離す と、 エ

ンジンが再始動し ます。

駆動力が発生する と、 保持し ていた

ブレーキ油圧 （ブレーキの効き） を

自動的に解除し ます。

! CAUTION! 警告

Stop ＆ Start システムが作動し ている

と き

換気が悪い場所では、 Stop ＆ Start シ

ステムを非作動に し て く だ さい。 エン

ジンが自動的に再始動する場合がある

ため、 排気ガスが充満し、 重大な健康

障害におよぶか、 最悪の場合死亡につ

ながるおそれがあ り ます。

Stop ＆ Start システムによるエンジン

停止中 （Stop ＆ Start 表示灯が点灯

中） は、 車から離れないで く だ さ い。

エンジンが自動的に始動する場合が

あるため、 思わぬ事故につながるお

それがあ り危険です。

Stop ＆ Start システムによるエンジン

停止中 （Stop ＆ Start 表示灯が点灯

中） は、 必要に応じ てブレーキペダ

ルを踏み、 パーキングブレーキをか

けて く だ さい。
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運転席を離れる と きは

ス タータキーを 「OFF」 の位置に し、

パーキングブレーキを確実にかけて く

だ さい。 車両が動き出し て思わぬ事故

につながるおそれがあ り ます。

エンジン停止中の走行はパワーステ

ア リ ングが効かない等、 非常に危険

です

自動停止中はブレーキペダルを し っか

り踏んで く だ さい。

! 注意

Stop ＆ Start が作動し ない と きは

バッ テ リ ー低下を検出し ている可能性

があ り ます。 一度ス ター ターキーを

「OFF」 に し、 20 秒ほど待ち、 再度エン

ジンを始動し て く だ さ い。

作動条件

次の条件がすべて満た された と き、

Stop ＆ Start システムが作動可能状

態にな り ます。

• 一度、 走行し たあ と

• ブレーキペダルを し っかり と踏んで
いる と き

• シ フ ト レバーが 「D」 のと き

• 運転席シー ト ベル ト を着用し ている
と き

• 運転席 ド アが閉ま っている と き

• ア ク セルペダルを踏んでいない と き

• エンジンが十分暖ま っている と き

• 外気温が－ 5 ℃以上のと き

次の状況では、Stop ＆ Start システム

によるエンジン停止が行われない場

合があ り ますが異常ではあ り ません。

• 定期的な充電中のと き

• バ ッ テ リ ーが十分に充電されていな

い と き （例 ： 長期間の駐車後など
バ ッ テ リ ーの充電量が低下、 電気負

荷が大きい、 バ ッ テ リ ー液温が低い、
バ ッ テ リ ーが劣化）

• ブレーキ倍力装置の負圧が低下し た

と き

• エンジン再始動後の経過時間が短い
と き

• 渋滞などで、 断続的に停車する と き

• エンジン冷却水温や ト ラ ンス ミ ッ

シ ョ ン油温が低い と き、 または高す
ぎる と き

• 勾配が急な坂道で停車し た と き

• ハン ド ル操作を し ている と き

• 標高が高い と き

• バ ッ テ リ ー液温が低い と き、 または
高すぎる と き

• バ ッ テ リ ーを脱着し た後、 しばら く
の期間

自動停止後、 すぐに自動始動を し よ

う とする と

始動が若干遅れる こ とがあ り ますが、

これは機構上、 エンジンが完全に停止

し てから始動するためであ り異常では

あ り ません。

Stop ＆ Start 作動中について

Stop ＆ Start 中に ド アが開 く と警報ブ

ザーが鳴り、 表示灯が点滅し ます。 ブ

ザーを止めるには ド アを閉めて く だ さ

い。

Stop ＆ Start キャ ンセル作動中につい

て

Stop ＆ Start キャ ンセル中にス ター

ターキーを｢ OFF ｣にする と、 キャ ンセ

ルは解除されます。
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長時間停車する と きは、 ス ターター

キーを 「OFF」 の位置に し て く だ さ

い

エンジン自動停止のまま放置する と、

バッ テ リ ーあがりの原因にな り ます。

Stop ＆ Start 作動時の発進について

エンジンが始動し てからア クセルペ

ダルを踏んで く だ さ い。

Stop ＆ Start システムを正常に作動さ

せるために

次のよ う な と きは Stop ＆ Start システ

ムが正常に作動し ないおそれがあ り ま

す。 ト ヨ タ販売店で点検を受けて く だ

さい。

運転席シー ト ベル ト を着用し ている

と きに、 メ ー ター内のシー ト ベル ト

非着用警告灯が点滅する と き

運転席シー ト ベル ト をはずし ている

と きに、 メ ー ター内のシー ト ベル ト

非着用警告灯が点灯し ない と き

Stop ＆ Start システムについて

ス ターター作動回数が規定値以上に

達し た場合、 エンジンス イ ッ チを

「ON」 の位置に し た と き、 または

Stop ＆ Start キャ ンセルスイ ッ チを

「ON」 に し た と きに ラ ンプが点

滅し、 その後、 常灯し て Stop ＆

Start システムが作動し な く な り ま

す。 Stop ＆ Start システムを作動さ

せるには、 ス ターターと ス ターター

リ レーを交換し、 ス ター ター作動回

数を ク リ アする必要があ り ます。 ス

ターター作動回数のク リ ア方法は ト

ヨ タ販売店へお問い合わせ く だ さ い。

Stop ＆ Start システムによるエンジン

停止中のエア コ ン作動について

Stop ＆ Start システムによ り エンジン

が停止し た場合は、 エア コ ンが OFF

にな り、 送風のみにな り ます。 空調

の効き をよ り よ く し たい場合は、

Stop ＆ Start キャ ンセルス イ ッ チを

押し、 Stop ＆ Start システムを非作

動に し て く だ さい。

Stop ＆ Start システムによるエンジン

停止中にフ ロン ト ウイ ン ド ウガラス

が曇った と き

Stop ＆ Start キャ ンセルス イ ッ チを押

し、 エンジンを再始動し て く だ さ い。

断続的にフ ロン ト ウイ ン ド ウガラス

が曇る場合は、 Stop ＆ Start キャ ン

セルス イ ッ チを押し、 Stop ＆ Start

システムを非作動に し て く だ さ い。

Stop ＆ Start システムによるエンジン

停止中、 エア コ ンふきだ し口から臭

いが発生し た と き

Stop ＆ Start キャ ンセルス イ ッ チを押

し て、 Stop ＆ Start システムの作動

を停止し て く だ さ い。

バッ テ リ ーを交換する と きは

バ ッ テ リ ーの劣化が進むと、 Stop ＆

Start システムが作動し ない場合があ り

ます。 （P.13-57）

ブレーキ保持機能について

ブレーキから音が発生する こ とがあ

り ますが、 異常ではあ り ません。

Stop ＆ Start によるエンジン停止中

に、 ブレーキペダルの踏み応えが変

わった り、 振動が発生し た り する場

合があ り ますが、 異常ではあ り ませ

ん。
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エンジンスイ ッ チが 「ON」 の位置

のと き、 スイ ッ チを 1 度押すと ス

イ ッ チ内の表示灯が点灯し、 車外

のバッ ク ブザーを小さい音量で鳴

らすこ とができます。

も う 1 度押すと表示灯が消灯し、

通常の音量に戻り ます。

表示灯

バッ ク ブザー減音スイ ッ チ

知識

バ ッ ク ブザー減音スイ ッ チについて

エンジンス イ ッ チが 「OFF」 から

「ON」 に し た と き、 スイ ッ チは表示灯

消灯の状態と な り、 車外のバ ッ ク ブ

ザーは通常の音量にな っています。

! 注意

バ ッ ク ブザー減音スイ ッ チの操作に

ついて

バ ッ ク ブザーは車両の後退を周囲に

知らせるための装置です。

車両後方の安全を十分に確認でき る

状況で、 かつ、 小さ い音量で も周囲

にブザーが鳴っ ている こ と を周知で

き る静かな環境下でのみ小さ な音量

で使用し て く だ さい。

安全が確認できない状況では必ず通

常音にて使用し て く だ さ い。
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本書の内容はお車の仕様によ り装着されていない場合があ り ます。

タ コ メ ーター 　 (P.6-3)

スピー ド メ ーター 　 (P.6-3)

マルチイン フ ォ メ ーシ ョ ンデ ィ スプレ イ 　 (P.6-4)

 燃料計

 水温計

 オ ド メ ーター ・ ト リ ッ プ メ ーター ・ 燃費表示

 シフ ト イ ンジケーター★

 スス堆積量計★

 尿素水残量計★

 時計

 後席シー ト ベル ト 警報★

オ ド メ ーター ・ ト リ ッ プ メ ーター切り替えボタ ン

日時設定ボタ ン

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

メーター類の配置
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レ ッ ド ゾーン

オーバーラ ンを示し ています。

＊ 車型によ り レ ッ ド ゾーンの範囲が異な

り ます。

スピー ド メーター

走行中の速度 （km/h） を示し ま

す。

タ コ メ ーター

１ 分間あた りのエンジン回転数

を示し ます。

知識

オーバーラ ン とは

エンジンの許容最高回転数を超えて回

転させる こ と をいい、 このよ う な状態

にする と各部に無理が生じ て、 エンジ

ンなどを破損させる こ とがあ り ます。

! 注意

下り坂やシ フ ト ダウン時、 レ ッ ド

ゾーンに入ら ないよ う に注意し て く

だ さ い

エンジンが破損するおそれがあ り ます。
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メ ーター ・ 警告灯 ・ 表示灯の見方6-4

燃料計

水温計

オ ド メ ーター ・ ト リ ッ プ メ ー

ター

スス堆積量計★

シフ ト インジケーター★

尿素水残量計★

時計

後席シー ト ベル ト 警報★

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

燃料残量を目盛り で示し ます。

満量 （F）

残り少ない （E）

 燃料が残り少な く なる と最下部

の目盛りが点滅し ます。 早めに

燃料を補給し て く ださい。

 エンジンの冷却水温度に応じ て

バーが移動し ます。

 運転中は中央付近にバーが位置

するのが正常です。

 バーが最上部で点滅し た と きは、

オーバーヒー ト 状態を示し ます。

 オーバーヒー ト し たと き

（P.15-14）

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ススの堆積量を目盛り で示し ます。

再生完了後は目盛りが消えま

す。

マルチイ ン フ ォ メーシ ョ ン

燃料計

km/L

水温計

スス堆積量計★
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目盛りが ４ 本のと きは自動的に

ススの燃焼 （再生） を行いま

す。

目盛りが 7 ～ ９ 本のと きは手動

再生が必要です。

目盛りがいっぱいになる と

ラ ンプが点灯し ます。

 手動再生については、 「排出ガス

浄化装置スイ ッ チ」 を参照し て

く だ さい。 （→ P.5-54）

 目盛りがいっぱいになる前に必

ず手動再生を行っ て く だ さい。

万一、 ラ ンプが点灯し た と

きは、 ただちに ト ヨ タ販売店で

点検を受けて く だ さい。

尿素水残量を目盛り で示し ます。

満量 （F）

残り少ない （E）

 残り ０ ％で E 枠が点灯し ます。

 残量警告については 「尿素水残

量警告灯」 を参照し て く だ さい。

( → P.6-19）

オ ド メ ーター ・ ト リ ッ プ メ ー

ター

切り替えボ タ ン

尿素水残量計

オ ド メ ーター ・ ト リ ッ プ メ ー

ター
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メ ーター ・ 警告灯 ・ 表示灯の見方6-6

オ ド メ ーター ・ ト リ ッ プ メ ーター切り替えボタ ン

押すご とに次のよ う に表示が切り替わり ます。

オ ド メ ーター

走行し た総距離を km の単位で表示

し ます。

 ト リ ッ プ メ ーター

2 種類の区間距離 （ ト リ ッ プ A、 ト

リ ッ プ B） を km の単位で表示し ま

す。

＊ ト リ ッ プ A、 ト リ ッ プ B のどち らかを

表示させ、 切り替えボタ ンを押し続け

る と 0 にも ど り ます。

燃費計

 瞬間燃費

走行中の燃費を km/L の単位で表

示し ます。

オドメーター トリップメーターA トリップメーターB 瞬間燃費

平均燃費デイモードカレンダー時計

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  6 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



メ ー ター ・ 警告灯 ・ 表示灯の見方 6-7

6

メ
ー

タ
ー

・
警

告
灯

・
表

示
灯

の
見

方

 平均燃費

平均燃費を km/L の単位で表示し

ます。

＊ 切り替えボタ ンを押し続ける と 0 にも

ど り ます。

＊ 表示される平均燃費は、 参考と し て利

用し て く だ さ い。

デイモー ド

照明減光キャ ンセル設定の ON/

OFF を表示し ます。

＊ メ ー ター盤面、 指針などの減光はキャ

ンセルできません。

＊ 切り替えボタ ンを押し続ける と ON/

OFF が切り替わり ます。

 カ レンダー （年 / 月 / 日） を表示

し ます。

 カ レンダー表示後、 切り替えボ

タ ンを長押しする と カ レンダー

の設定ができます。

＊ 設定画面では操作対象のセグ メ ン ト が

点滅状態にな り ます。

＊ 切り替えボタ ン を短押し し、 設定し た

いセグ メ ン ト を選択し ます。

＊ 日時設定ボタ ン を短押し し、 年 / 月 /

日を変更し ます。

＊ 切り替えボタ ン を長押しする と設定が

完了し ます。

 時刻 （24 時間表記） を表示し ま

す。

 切り替えボタ ンを長押しする と

時刻の設定ができます。

＊ 設定画面では操作対象のセグ メ ン ト が

点滅状態にな り ます。

＊ 切り替えボタ ン を短押し し、 設定し た

いセグ メ ン ト を選択し ます。

＊ 日時設定ボタ ン を短押し し、 時 / 分を

変更し ます。

＊ 切り替えボタ ン を長押しする と設定が

完了し ます。カ レンダー

時計

上記表示2秒後
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

エンジンスイ ッ チが 「ON」 の位置

のと き、 後席の乗員がシー ト ベル

ト を着用し ていないと該当の席が

点灯し ます。

＊ シー ト ベル ト を着用すれば消灯し ま

す。

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

シフ ト レバー位置、 またはシーケ

ンシャルスイ ッ チにて設定し た最

高変速ギヤ段数を表示し ます。

＊ オー ト マチ ッ ク ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン

( → P.5-11)

「S」 レンジ時

ギヤポジシ ョ ン ・ 最高変速ギヤ

段数

＊ イ ラ ス ト は説明のために表示し たもの

です。 実際の表示とは異な り ます。

後席シー ト ベル ト 警報★

シフ ト イ ンジケーター★

! CAUTION! 危険

冷却水が高温のと きは絶対にラ ジ

エー ターキャ ッ プを外さ ないで く だ

さい

熱湯や蒸気が噴き出し て、 やけどをす

るおそれがあ り危険です。

! 注意

水温計のバーが最上部で点滅し た と

きは

停車後、 すぐにエンジンを止めないで

く だ さ い。 エンジン焼き付きの原因に

な り ます。

指定燃料について

指定された以外の燃料は使用し ないで

く だ さ い。 エンジン ト ラ ブルの原因に

な り ます。 （→ P.1-2）
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本書の内容はお車の仕様によ り装着されていない場合があ り ます。

＊ イ ラ ス ト は説明のために表示し たものです。 実際の表示とは異な り ます。

警告灯 ・ 表示灯一覧表

警告灯 ・ 表示灯

表示 名称 地色 警報内容 ・ 表示内容
参照

ページ

オー ト マチ ッ ク ト ラ ン

ス ミ ッ シ ョ ン油温
橙

オー ト マチ ッ ク ト ラ ンス ミ ッ

シ ョ ン フルー ドの油温が高 く

な っ た と き

5-8

メ ンテナンス要求

橙

メ ンテナンス項目がある と き

－

エンジンオーバーラ ン
エンジンがオーバーラ ン し た と

き

ブレーキ 赤

• リザーバー タ ン ク内のブレー

キフルー ドが規定量以下に
な っ た と き

• ブレーキシステムに異常があ
る と き

6-13

バキューム 赤
バキュームタ ン ク内の負圧が低

下し た と き
6-13

パーキングブレーキ 赤 パーキングブレーキ作動時 5-15

オイルプレ ッ シ ャー 赤
エンジンの油圧が異常に低下し

た と き
6-15
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ABS 橙 ABS の異常 6-16

充電 赤 充電系統の故障 6-17

シー ト ベル ト 非着用

（前席）
赤

シー ト ベル ト （前席側） が未装

着のと き
6-17

SRS エアバッ グ 赤

SRS エアバッ グのシステムおよ

びプ リ テンシ ョ ナー付きシー ト

ベル ト システムの異常

6-18

エンジン 橙 システムの異常 6-18

キャ ブチル ト 赤 キャ ブチル ト ロ ッ クの異常 6-22

尿素 SCR システム★ 橙 尿素 SCR ★のシステム異常時 6-21

エンジンオイルレベル

低下
橙

エンジンオイル量の低下を検出

し た と き
－

オーバー ヒー ト 赤 冷却水の温度が高 く な った と き 6-13

予熱 橙 予熱 （始動補助装置） 作動時 6-22

ハイ ビーム

青

ヘ ッ ド ラ ンプ上向き点灯時 5-25

パッ シング ヘ ッ ド ラ ンプ上向き点灯時 5-25

非常点滅灯

緑

全方向指示灯の点滅時 5-32

方向指示灯 方向指示灯の点滅時 5-32

フ ロン ト フ ォグラ ンプ 緑 フ ォグラ ンプ点灯時 5-33

表示 名称 地色 警報内容 ・ 表示内容
参照

ページ
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排出ガス浄化装置★ 橙

[ 点滅 ]

排出ガス浄化装置★の手動によ

る再生が必要な と き

[ 点灯 ]

排出ガス浄化装置★が再生中の

と き

5-48

ス リ ッ プ 橙
VSC、 TRC の作動、 および異常

表示
5-51

VSC OFF 橙 VSC 作動停止時 5-51

PCS OFF 橙
PCS OFF 時およびシステム作動

停止時
5-57

車線逸脱警報装置 橙

車線逸脱警報装置が ON 時に車

線を越えた と きおよび車線逸脱

警報装置に異常が発生し た と き

5-53

車線逸脱警報装置 OFF 橙 車線逸脱警報装置の OFF 時 5-53

TRC OFF 橙 TRC 作動停止時 5-51

ク リ アラ ンス ソナー 緑
ク リ ア ラ ンス ソナーが ON の状

態
5-81

誤発進抑制機能 OFF 橙 誤発進抑制機能が OFF のと き 5-73

車幅灯 緑 車幅灯が点灯し ている と き 5-25

オー ト マチ ッ クハイ

ビーム
緑

オー ト マチ ッ クハイ ビームが

ON のと き
5-28

オー ト マチ ッ クハイ

ビーム異常
橙

オー ト マチ ッ クハイ ビームが故

障し た と き
5-28

PCS 橙
PCS 作動時およびシステムの異

常
5-57

表示 名称 地色 警報内容 ・ 表示内容
参照

ページ
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

尿素水残量★ 橙
AdBlue® （尿素水） ★の残量が少

な く な っている と き
6-19

誤発進抑制機能 橙

• 誤発進抑制機能に異常が発生
し た と きに点灯

• 誤発進抑制機能が作動し てい

る と きに点滅

5-73

エンジン停止 赤

• エンジンの油圧が異常に低下

し た と きに点滅

• 冷却水の温度が高 く な った と

きに点滅

－

燃料 ・ 水分離器水位★ 橙

• 燃料中に含まれている水が規

定レベル以上燃料フ ィ ルター
内にたま った と きに点滅

• 燃料フ ィ ルターが交換時期に
なる と点灯

6-15

ド ラ イ ブス ター ト コ ン

ト ロール / ブレーキ

オーバーラ イ ド システ

ム

橙

• ア クセルペダルと ブレーキペ
ダルが同時に踏み込まれた と

き

• ア クセルペダルを踏みこんだ
まま、 シ フ ト レバーを操作し

た と き

－

Stop ＆ Start 中 緑 Stop ＆ Start 自動停止中 5-86

Stop ＆ Start キャ ンセ

ル
橙 Stop ＆ Start の作動解除時 5-86

表示 名称 地色 警報内容 ・ 表示内容
参照

ページ
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 エンジンがオーバーヒー ト した

場合、 警告灯が点灯し、 同時に

ブザーが吹鳴し ます。

 水温計の目盛りが最上部を示し

た と きは、 ただちに安全な場所

に車両を停車させ、 エンジン回

転数をアイ ド リ ング回転数よ り

高めに し、 目盛りが中央付近を

示し たらエンジンを止めて く だ

さい。

 冷却水量および冷却系統の水漏

れがないかまた、 V ベル ト の張

り具合を点検し て く だ さい。 な

お、 冷却水量が適量で、 水漏れ

がないと きには、 最寄りの ト ヨ

タ販売店に連絡し て く だ さい。

＊ オーバーヒー ト し た と きは、 「オー

バー ヒー ト し た と き」 を参照 く だ さ

い。 （P.15-14）

ブレーキ警告灯

エンジンスイ ッ チを 「ON」 の位置

にする と警告灯 （ ） が点灯

し、 負圧に異常が無 く 、 ABS が正

常であれば数秒後に消灯し ます。

エンジンスイ ッ チが 「ON」 の位置

で次のよ う な場合に点灯し ます。

 リザーバータ ン ク内のブレーキ

フルー ドが規定量以下にな った

と き

 ブレーキシステムの異常がある

と き

バキューム警告灯

バキュームタ ン ク内の負圧が低下

し たと き警告灯 （ ） が点灯し

ます。

オーバーヒー ト 警告灯

アドバイス

オーバー ヒー ト し た場合

すぐにエンジン を止めないで く だ さ い。

エンジン焼き付きの原因にな り ます。

! CAUTION! 危険

冷却水が高温のと きは

冷却水が高温のと きは絶対にラ ジエー

ターキャ ッ プを開けないで く だ さい。

熱湯や蒸気が噴き出し て、 やけどをす

るおそれがあ り危険です。

ブレーキ警告灯 ・ バキュー
ム警告灯

知識

バキューム警告灯

 く り返し ブレーキペダルを踏むと警

告灯が点灯し、 ブザーが鳴る こ とが

あ り ますが数秒後に消えれば異常で

はあ り ません。

ABS 装着車は、 エンジン始動時や く り

返し ブレーキペダルを踏むと、 キャ

ブ後方または足元から “ ウ ィ ーン

”、 “ ト ン ” などの音がする こ とがあ

り ますが、 これはブレーキ装置のポ

ンプなどの作動音であ り、 異常では

あ り ません。
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ブレーキブース ター （ブレーキ倍

力装置） の負圧が低下する と、 警

告ブザーが鳴り ます。 なお、 ブ

ザーは車両を停止し てパーキング

ブレーキを効かせる と鳴りやみま

す。

! CAUTION! 警告

ブレーキ警告灯が消えない と きは

ブレーキ液を補給し て も点灯し たま

まのと きは、 ブレーキの効きが悪 く

な っ ているおそれがあ り ます。 ただ

ちに安全な場所に停車し、 ト ヨ タ販

売店に連絡し て く だ さ い。

ブレーキの効きが悪い と きは、 ブ

レーキペダルを強 く 踏んで く だ さ い。

バキューム警告ブザー

知識

ブザーについて

エンジンス イ ッ チが 「ON」 の位置で次

のよ う な場合は、 ブザーが鳴る こ とが

あ り ますが異常ではあ り ません。 この

場合、 エンジンをかける と鳴りやみま

す。

エンジン停止状態が続いた と き

エンス ト し た と き

! CAUTION! 警告

ブザーが鳴った と きは絶対に走行し

ないで く だ さい

ブレーキが十分に効かないため危険

です。

エンジン回転中にブザーが鳴った と

きは、 ただちに安全な場所に停車し、

パーキングブレーキを確実に効かせ、

エンジンをア イ ド リ ング回転に し て

く だ さ い。

パーキングブレーキ解除時にブザー

が鳴らな く なるまで負圧を上昇させ

て く だ さ い。 この場合、 ブレーキの

効きが悪 く な っ ているおそれがあ り

ます。 効きが悪い と きは、 ブレーキ

ペダルを強 く 踏んで く だ さい。

アイ ド リ ング回転を し て も ブザーが

鳴る と きは ト ヨ タ販売店に連絡し て

く だ さ い。
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 エンジンの油圧が異常に低下し

た と き、 警告灯 （ ） が点灯

し、 同時にブザーが吹鳴し ます。

ブザーは車両を停止させ、 パー

キングブレーキを効かせる と鳴

りやみます。

 警告灯 （ ） が点灯し た と き

は、 ただちに安全な場所に停車

させエンジンを止め、 エンジン

オイル量およびオイル漏れがな

いかを点検し ます。 オイル漏れ

が認められた と きは、 最寄りの

ト ヨ タ販売店に連絡し て く だ さ

い。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 燃料中に含まれている水が規定

レベル以上燃料フ ィ ルター内に

たまる と、 警告灯 （ ） が点

滅し ます。

 警告灯が点滅し た と きは、 すみ

やかに安全な場所に停車させ、

エンジンを止めた後、 燃料フ ィ

ルターの水抜き を行って く だ さ

い。

 燃料フ ィ ルターが交換時期にな

る と点灯し ます。 点灯し た場合、

すみやかに最寄りの ト ヨ タ販売

店で点検 ・ 整備を受けて く だ さ

い。

＊ 水抜き要領について （P.13-11）

油圧警告灯

! 注意

警告灯が点灯し た と きは

警告灯が点灯し た と きは、 走行し な

いで く だ さ い。 エンジン焼き付きの

原因にな り ます。

急ブレーキ時などに点灯する場合が

あ り ます。 停車後に消灯すれば異常

ではあ り ません。

燃料 ・ 水分離器水位警告灯
★

! 注意

警告灯 （ ） が点滅し た と きは

警告灯 （ ） を点滅させたまま走

行を続けないで く だ さ い。 噴射系部品

が焼き付き、 エンジンが損傷するおそ

れがあ り ます。 点灯し た と きは、 すみ

やかに排水し て く だ さ い。
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エンジンスイ ッ チを 「ON」 の位置

にする と警告灯 （ ） が点灯

し、 ABS が正常であれば数秒後に

消灯し ます。

ABS 警告灯

知識

ABS （アンチロ ッ ク ブレーキシステ

ム） とは

雪路などの滑りやすい路面で急ブ

レーキをかけて も車輪がロ ッ ク し な

いよ う に し、 車両の尻ふり などを抑

え車両を安定し た状態で停止しやす

く する装置です。

滑りやすい路面では乾いた路面よ り

も制動距離が長 く な り ます。

! CAUTION! 警告

ABS 警告灯について

警告灯が点灯中に次のよ う にな った と

きは、 ただちに安全な場所に停車させ、

ト ヨ タ販売店に連絡し て く だ さい。

警告灯 （ ） も点灯し たままの

と き

警告灯 （ ） の点灯と同時にバ

キューム警告ブザーも鳴った と き

この場合、 ブレーキの効きが悪 く なる

おそれがあ り ます。 効きが悪い と きは、

ブレーキペダルを強 く 踏んで く だ さ い。

! 注意

ABS 警告灯について

エンジンス イ ッ チを 「ON」 の位置に

し て も警告灯が点灯し ない と きは、

すみやかに ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整

備を受けて く だ さ い。

走行中、 ABS に異常がある と警告灯

が点灯し運転者に警報し ます。

警告灯が点灯し た と きは、 すみやか

に ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受け

て く だ さ い。

スピー ド メ ー ターテス ターを使用し

ている と きやエンジンを空ぶかしの

ままに し た と きに、 まれに警告灯が

点灯する こ とがあ り ますが、 異常で

はあ り ません。 いったんエンジンを

停止させ、 リ セ ッ ト し て く だ さ い。

警告灯が点灯し ている と きは、 急ブ

レーキ時や滑りやすい路面でのブ

レーキは、 タ イヤがロ ッ クする こ と

があ り ます。
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 充電系統に故障が起きた と き、

警告灯 （ ） が点灯し運転者

に警報し ます。

 エンジンスイ ッ チを 「ON」 の位

置にする と警告灯 （ ） が点

灯し、 オルタ ネーターが発電を

始める と消灯し ます。

 前席側

シー ト ベル ト を着用せずに、 エン

ジンスイ ッ チを 「ON」 の位置にす

る と警告灯 （ ） が点灯し ま

す。

＊ シー ト ベル ト を着用すれば消灯し ま

す。

＊ 荷物などをおいた場合にも点滅する場

合があ り ます。

 後席側★

エンジンスイ ッ チが 「ON」 の位置

のと き乗員がシー ト ベル ト を着用

し ていないと警告灯 （ ） の

該当の席が点灯し ます。

＊ シー ト ベル ト を着用すれば消灯し ま

す。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

充電警告灯

! 注意

警告灯が点灯し た と き

ただちに安全な場所に停車させ、 エン

ジンを止めて、 オルタ ネー ターのベル

ト の張り具合や損傷がないかを点検し

て く だ さ い。 異常がある と きは ト ヨ タ

販売店に連絡し て く だ さ い。

シー ト ベル ト 非着用警報灯
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

エンジンスイ ッ チを 「ON」 の位置

にする と SRS エアバッ グおよびプ

リ テンシ ョ ナー付きシー ト ベル ト

のシステム作動確認を行う ため、

警告灯 （ ） が約 6 秒間点灯し

異常がないと きは消灯し ます。

 システムに異常や故障が発生す

る と、 警告灯 （ ） が点灯し、

同時にブザーが吹鳴し ます。 ブ

ザーは車両を停止させパーキン

グブレーキレバーを引き、 パー

キングブレーキを効かせる と鳴

りやみます。

 エンジン回転中にエンジン電子

制御システムまたは電子制御ス

ロ ッ ト ルに異常がある と警告灯

（ ） が点灯し ます。

 エンジンの力不足やエンジンの

異常振動などの状態になっ てい

る場合は、 システムに異常や故

障が発生し ています。 このまま

走行を続ける こ とができますが、

すみやかに最寄りの ト ヨ タ販売

店で点検 ・ 整備を受けて く だ さ

い。

SRS エアバッ グ / プ リ テン
シ ョ ナー警告灯★

! CAUTION! 警告

警告灯が次のよ う な と きはシステム

の異常が考え られます

衝突し た と きなどに SRS エアバッ グが

正常に作動し ないおそれがあ り ます。

次の場合は、 ただちに ト ヨ タ販売店で

点検 ・ 整備を受けて く だ さ い。

エンジンス イ ッ チを 「ON」 の位置に

し て も点灯し ない と き、 または点灯

し たままのと き

走行中に点灯し た と き

エンジン警告灯
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

タ ン ク内の AdBlue® （尿素水） の残量が 16% 以下になる と、 警告灯が点滅

し ます。 また、 残量が 0% になる と、 警告灯 （ ） が点灯し ます。

1. AdBlue® （尿素水） を 5L 以上補

給し て く だ さい。

2. エンジンスイ ッ チを 「ON」 の

位置にし て、 尿素水計の目盛り

が表示され、 警告灯が点灯から

点滅または消灯し ている こ と を

確認し て く だ さい。

3. エンジンを再始動させて く だ さ

い。

尿素水残量警告灯★

状態 AdBlue® （尿素水） 警告灯 車両制限

第 1 段階

（注意喚起）

残り 16% 未満
点滅

─

第 2 段階

（使用制限）

残り 0%

（E 枠点灯）

点灯

エンジンス イ ッ チを 「Ｏ Ｎ」 以外

の位置にする と、 再始動不可

タ ン クが空にな った場合の処置
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! 注意

 タ ン クが空の状態で、 エンジンス

イ ッ チを 「ON」 以外の位置にする

と、 エンジンの再始動ができな く な

り ます。 警告灯が点灯し たら、 早め

に AdBlue® （尿素水） を補給し て く

だ さい。

AdBlue® （尿素水） を満量補充後の走

行可能距離は、 車両の使われ方に

よ っ て変化し ます。

AdBlue® （尿素水） を補充する際は、

こぼさ ないよ う に し て く だ さい。

車両が傾いた状態では残量が正し く

検知されないため、 水平な場所で作

業し て く だ さい。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

不適切な尿素水の使用や尿素水噴射装置に故障が発生する と、 警告灯

（ 、 ） が点滅し ます。 警告灯が点滅後、 300km 走行を続ける と点

灯に変わり ます。 警告灯が点灯し た場合は、 すみやかに最寄りの ト ヨ タ販

売店で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

尿素 SCR システム警告灯★

状態 警告灯 車両制限

正常時 ─ ─

第 1 段階

（故障検出）

点滅

─

第 2 段階

（故障検出後、 300km 走行）

点灯

エンジンス イ ッ チを 「ON」 以外の位置にす

る と、 再始動不可

! 注意

尿素水噴射装置の故障を検出後、 エン

ジンスイ ッ チを 「ON」 以外の位置にす

る と エンジンの再始動ができな く な り

ます。 警告灯が点灯し た場合は、 すみ

やかに最寄りの ト ヨ タ販売店で点検 ・

整備を受けて く だ さい。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

予熱異常

エンジン始動時の自動予熱中に、

システムに異常が発生する と表示

灯 （ ） が点滅し ます。 なお、

この場合には、 すみやかに最寄り

の ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受

けて く ださい。

予熱中

エンジン始動時、 自動予熱が正常

に行われている場合、 表示灯

（ ） が点灯し ます。

＊ 再予熱をする際は、 エンジンス イ ッ チ

を 「LOCK」 の位置に戻し てから

「ON」 の位置に し て く だ さ い。

「START」 の位置から 「ON」 の位置に

し ただけでは再予熱されません。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 エンジンスイ ッ チが 「ON」 の位

置にある と き、 キャ ブのチル ト

ロ ッ クに異常がある と警告灯

（ ） が点灯し、 ブザーが鳴

り ます。

 警告灯 （ ） が点灯し た と き

は、 ただちに安全な場所に停車

させキャ ブを確実にロ ッ ク し な

おし て く だ さい。

＊ 警告灯が消灯すればそのまま走行でき

ます。

＊ 消灯し ない場合は、 ト ヨ タ販売店に連

絡し て く だ さ い。

予熱装置異常警告灯★ キャ ブチル ト 警告灯★

! CAUTION! 警告

走行する前に警告灯が消灯し ている

こ と を必ず確認し て く だ さい

点灯し たままだ とキャ ブがロ ッ ク され

ていないため、 走行中にキャ ブが上が

るなど し て思わぬ事故につながるおそ

れがあ り危険です。
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吹き出し口の調整................P.7-2

エアコ ン ....................................P.7-3

リヤクーラー ..........................P.7-8

リヤヒーター ..........................P.7-8
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助手席側吹き出し口

中央吹き出し口

運転席側吹き出し口

1. フ ィ ンの く ぼみを押し て、 吹き

出し口を開ける。

く ぼみ

フ ィ ン

2. フ ィ ンを動かし て、 風向きを調

整する。

＊ 閉める と きはフ ィ ンを押し下げます。

吹き出し口の調整

調整方法
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内外気切り替えレバー

吹き出し口切り替えダイヤル

風量切り替えダイヤル

エア コ ンスイ ッ チ

温度コ ン ト ロールダイヤル

風量の調節

を右 ( 増 ) または左 ( 減 ) へ回し

ます。

＊ ｢ 0 ｣に回す と送風が止ま り ます。

エア コ ンの ON/OFF

を押すたびにエア コ ンの作動 ・

停止が切り替わり ます。

＊ エア コ ン作動中は、 スイ ッ チ内蔵の表

示灯が点灯し ます。

＊ が 「0」 のと きは、 が 「ON」 で

も エア コ ンは作動し ません。

温度の調節

を右 ( 暖 ) または左 ( 冷 ) へ回し

ます。

＊ が押されていない場合は、 送風ま

たは暖房で使用できます。

のダイヤルを回し て吹き出し口

を切り替えます。

＊ ダイヤルの位置を各吹き出し口の中間

に合わせる と、 吹き出し口を細か く 選

択できます。

＊ 矢印の大き さは風量を現し ています。

エアコ ン

USE
WITH

基本設定

吹き出し口の切り替え
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上半身へ送風

上半身と足元へ送風

足元へ送風

足元へ送風、 窓ガラ スの く も り

を取る

のレバーを の位置にし て使

用し ます。

＊ を押し てエア コ ンを ON にする と、

曇りが早 く 取れます。

足元へ送風、 窓ガラ スの く も り

を取る

のレバーを の位置に し て使

用し ます。

＊ を押し てエア コ ンを ON にする と、

曇りが早 く 取れます。

窓ガラ スの く も り を取る

のレバーを の位置に し て使

用し ます。

＊ を押し てエア コ ンを ON にする と、

曇りが早 く 取れます。
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外気導入 ・ 内気循環の切り替え

のレバーをを左右に動かし ま

す。

 外気導入にするには の位置

に し ます。

 内気循環にするには の位置

に し ます。

普通冷房およびおだやかな冷房

1. を の位置にする。

2. を押す。

3. および で風量と温度を調

整する。

強力冷房 （急速に冷房したいと

き） および外気温が高いと き

1. を の位置にする。

2. を の位置 （内気循環）

にする。

3. を押す。

4. を一番右に を一番左にす

る。

1. を の位置にする。

2. および で風量と温度を調

整する。

走行中の自然換気および による

強制換気する こ とができます。

 を の位置 （外気導入）

にする。

 強制換気する と きは を操作し

て送風量を調整し ます。

1. を の位置にする。

足元への暖房も同時に行いたい と きは、

を または の位置にする。

2. を の位置 （外気導入）

にする。

吸入口の切り替え

冷房 ・ 除湿

暖房

換気

く も り取り
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3. を押す。

4. および で風量と温度を調

整する。

暖房時、 顔がほてる と きなど、 暖

かい風を足元へ、 比較的温度の低

い風を上半身に送風し ます。

1. を の位置にする。

2. を の位置 （外気導入）

にする。

3. でお好みの風量に調整する。

4. を中間の位置にする。

1. を の位置にする。

2. を の位置 （内気循環）

にする。

3. を右端の位置にする。

4. を右端または右から 2 番目の

位置にする。

バイ レベル

エンジンを暖機運転し ながらの

暖房

アドバイス

冷房 ・ 除湿について

炎天下、 ア イ ド リ ング状態でエア コ

ンを使用する場合は、 を の

位置 （内気循環） に し て使用し て く

だ さい。

 ド アガラスが凍るよ う な と きは、

を または し、 運転席

側および助手席側の吹き出し口が ド

アガラスに当たるよ う に操作し て く

だ さ い。

知識

内外気切り替えについて

 ト ンネル内や渋滞などで汚れた外気

を車内に入れた く ない と きや早 く 冷

暖房し たい と き、 外気温度が高い と

きの冷房効果を早めたい と きに、 

で内気循環にする と効果的です。

長時間、 内気循環にする と ガラスが

曇りやす く な り ます。

吹き出し口について

を の位置に し、 を中間位

置で使用すれば、 暖められた風が足元

から、 比較的温度の低い風が中央およ

び運転席側、 助手席側吹き出し口から

送風されます。

よ り早 く ガラ スの曇り を取るには

ガラ スの曇り を取る （前ページ参照）

の操作と併せて、 次の操作を行います。

風量を増す （ を操作する）

設定温度を上げる （ を操作する）

窓ガラスの曇り を取る と きに

吹き出し口を 、 または

に し て窓ガラ スの曇り を取る と

きは内外切り替えダイヤルで外気導入

に し て使用し て く だ さ い。
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＊ ア イ ドルア ッ プスイ ッ チの取り扱い。

（P.5-50）

外気導入 （ ） に切り替え

る こ と を示すマークです。

エア コ ンの臭いについて

エア コ ン使用中に、 車室内外のさ ま

ざまな臭いがエア コ ン装置内に取り

込まれて混ざ り合 う こ と によ り、 吹

き出し口からの風に臭いがする こ と

があ り ます。

エア コ ン始動時に発生する臭いを抑

えるために、 駐車時は外気導入に し

てお く こ と をおすすめし ます。

車内の温度が高い と きは

駐車のあ と車内温度が高い と きは、 窓

を開けて熱気を逃がし てからエア コ ン

を作動させて く だ さい。

内気循環の状態で長時間使用する

室内の空気が汚れた り ガラスが く も る

こ とがあ り ますので、 外気導入にする

か窓を開けるなど し て空気を入れ替え

て く だ さ い。

冷房 ・ 除湿について

外気温が 0 ℃以下のと きは、 を

「ON」 に し て も、 エア コ ンの圧力ス

イ ッ チが働き コ ンプレ ッサーが停止

し ますので を外気導入に し て使用

し て く だ さ い。

USE
WITH

炎天下に長時間駐車し た と きは、 

を 「4」 の位置に し て窓を開け、

換気を行った後に、 エア コ ンを作動

させる と効果的です。

冷房時湿った空気が急に冷やされて、

吹き出し口から霧が吹き出し たよ う

に見える こ とがあ り ますが、 異常で

はあ り ません。

暖房について

暖機運転中や長時間停車中にアイ ド ル

ア ッ プス イ ッ チを 「ON」 にする と暖房

の効果を高められます。

! CAUTION! 警告

吹き出し口の切り替えについて

温度が非常に高い と きにエア コ ンを作

動させている場合は、 を の位

置に し ないで く だ さ い。 外気と窓の温

度差で窓外側表面が曇り視界を さ また

げる場合があ り ます。

運転席での仮眠について

運転席での仮眠はし ないで く だ さ い。

眠っ ている と きに無意識にア クセルペ

ダルを踏み込んだ り シ フ ト レバーを動

かし た り し て、 思わぬ事故につながる

おそれがあ り危険です。

! 注意

エア コ ンの作動について

バ ッ テ リ ーあがり を防ぐために、 エン

ジン停止中に作動させないで く だ さ い。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

フ ロン ト エア コ ンが 「OFF」 のと

きは、 冷房、 除湿機能は作動せず

送風のみと な り ます。 スイ ッ チで

クーラーの 「ON」、 「OFF」 および

風量の調整ができます。

フ ァ ンスイ ッ チ

停止

微風

弱風

強風

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

リヤシー ト 下に リヤシー ト 専用

ヒーターが装備されています。

 ダブルキャ ブ車

フ ァ ンスイ ッ チ

スイ ッ チを押すご と に ヒーターの作動と

停止の切り替えができます。

温度調整レバー

低めから高めまで無段階に暖房温度を調

整できます。

リヤクーラー★

������	��

 

リヤヒーター★

����


���

 

OFF

REAR  HEATER

HI 

������	��
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オーデ ィ オを上手にお使い
いただ く ために .................P.8-2

アンテナ....................................P.8-2

オーデ ィ オの種類................P.8-3

ラ ジオの使い方.....................P.8-5

機能設定モー ド .....................P.8-7

Bluetooth® 対応機器登録の
しかた......................................P.8-9

選局操作.................................P.8-11

USB の操作 ...........................P.8-12

エラー表示について ........P.8-17

Bluetooth® オーデ ィ オの
操作........................................P.8-18

AUX 端子の使い方 ............P.8-22

Bluetooth® 電話の使い方
..................................................P.8-24

オーデ ィ オシステムに
ついて...................................P.8-29

ルームラ ンプ .......................P.8-32

リヤルームラ ンプ .............P.8-33

室内 LED 灯...........................P.8-33

バッ クモニ ター付き
インナー ミ ラー ...............P.8-34

サンバイザー .......................P.8-39

アクセサリ ーソケ ッ ト ...P.8-40

灰皿...........................................P.8-41

コ ン ソールボ ッ ク ス類 ...P.8-42
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車両の移動に と もないアンテナの

位置も変わるため電波の強さが変

わった り、 障害物や電車、 信号機

などの影響によ り最良な受信状態

を維持する こ とができないこ とが

あ り ます。

ラ ジオを聞 く と きに、 いっぱいに

引き出し ます。

オーデ ィ オを上手にお使い
いただ く ために

ラジオの受信について

アンテナ

伸縮タ イプ

知識

アンテナについて

伸縮タ イ プはアンテナをいっぱいに引

き出さ ない と、 ラ ジオの性能が十分に

発揮されません。

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  2 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



ア クセサリ ー ・ 装備品 の取り扱い 8-3

8

ア
ク

セ
サ

リ
ー

・
装

備
品

 の
取

り
扱

い

 Bluetooth® 対応のラ ジオ /USB プレーヤー

オーデ ィ オシステムの基本的な機

能について説明し ます。 お使いの

システムには当てはま らない場合

があ り ます。

 キーを 「ACC」 または 「ON」 に

する と、 オーデ ィ オシステムが

動作し ます。

 システムのオン/オフ を切り替え

る場合

ロータ リー ノ ブを押すと、 オー

デ ィ オシステムのオン / オフが切

り替わり ます。 以前に別の機能が

有効にな っていた場合は、 元の機

能に戻り ます。

 機能を切り替える場合

電源が入っている状態で機能を切

り替える場合は、 ロータ リー ノ ブ

を押し ます。

音色とバラ ンス

音色とバラ ンスについて、 詳し く

はお使いのオーデ ィ オシステムの

説明書をご覧 く だ さい。

 音色

オーデ ィ オプログラムの音質は、

主に高音部と低音部の調整によ っ

て決ま り ます。

 バラ ンス

左右のステレオチャ ンネルのバラ

ンス も音質に と って重要です。 ス

テレオ録音した音楽や放送を聴 く

場合は、 左右のバラ ンスを変える

と片方の音量が大き く な り、 も う

片方の音量が小さ く な り ます。

オーデ ィ オの種類

基本的な使い方
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知識

携帯電話の使用について

オーデ ィ オを聴いている と きに、 車内

または車外の近 く で携帯電話を使用し

た場合、 オーデ ィ オのスピーカーから

雑音が聞こ える こ とがあ り ます。

USB スロ ッ ト の使用について

充電用の USB スロ ッ ト ではあ り ませ

ん。

! CAUTION! 警告

プレーヤーは、 必ず車両の停止中に

操作し て く だ さい。 走行中に操作す

る と事故の原因にな り ます。

音量は、 車外の音が聞こ えるよ う に

調節し て く だ さい。 車外の音が聞こ

えない と、 事故を防ぐ こ とが難し く

な り ます。

車の無線アンテナの近 く に無線機の

アンテナを設置し ないで く だ さい。

ラ ジオに不要な ノ イズが発生する可

能性があ り ます。

! 注意

プレーヤーに水がかからないよ う に し

て く だ さ い。 プレーヤーが損傷する可

能性があ り ます。

バッ テ リ ー上がり を防止するために

エンジン停止中にオーデ ィ オを長時間

使用し ないで く だ さ い。

オーデ ィ オの取り扱いについて

オーデ ィ オに飲み物などを こぼさ ない

よ う に注意し て く だ さ い。
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ロータ リー ノ ブ

• MODE スイ ッ チ

• POWER/ENTER ボタ ン

• 音量調節ノ ブ

Tune/Track ボタ ン

Back ボタ ン

FUNC ボタ ン

LIST ボタ ン

Preset ボタ ン

ミ ニジ ャ ッ ク

USB 端子

ロータ リー ノ ブを押し て電源を入

れます。 1 秒以上押すと電源が切

れます。

ラジオの使い方

電源を入れる

! 注意

オーデ ィ オモー ド で音楽を聴いている

と きにロー タ リ ー ノ ブを押す と、 電源

が切れます。 も う一度ロー タ リ ー ノ ブ

を押す と、 直前のオーデ ィ オモー ド に

戻り ます。
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1. ロータ リー ノ ブを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し てオー

デ ィ オモー ド を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。 オーデ ィ

オモー ドは次の順序で切り替わ

り ます。

FM1 → FM2 → FM3 → USB ※1 →

BT-AUDIO → AUX ※2 → AM1 →

AM2 → FM1 ･･･
※1 USB 未接続時はスキ ッ プ し ます。

※2 AUX プレーヤー未接続時はスキ ッ プ し

ます。

ロータ リー ノ ブを右または左に回

し て音量を調節し ます。

右に回す : 音量を上げます。

左に回す : 音量を下げます。

オーデ ィ オモー ド を切り替える

音量の調節

! 注意

ロー タ リ ー ノ ブは止まるまで回り続

けます。 ただ し、 音量自体には制限

があ り、 ロー タ リ ー ノ ブを右回り ま

たは左回り に回し続けて も音量は一

定に保たれます。

音量が最大の状態で電源を入れた り

切った り する と、 機器や聴覚を損な

う おそれがあ り ます。 適度な音量に

設定し て く だ さい。
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1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「SOUND」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て

「BASS」 を選択し、 ロータ リー

ノ ブを押し ます。

4. ロータ リー ノ ブを回し てレベル

を調整し、 ロータ リー ノ ブのス

イ ッ チを押し ます。

右に回す : 低音域が強調されます。

左に回す : 低音域が弱 く な り ます。

1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「SOUND」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て

「TREBLE」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

4. ロータ リー ノ ブを回し てレベル

を調整し、 ロータ リ ー ノ ブのス

イ ッ チを押し ます。

右に回す : 高音域が強調されます。

左に回す : 高音域が弱 く な り ます。

1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「SOUND」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て

「FADER」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

4. ロータ リー ノ ブを回し てレベル

を調整し、 ロータ リ ー ノ ブのス

イ ッ チを押し ます。

右回り : フ ロン ト スピーカーが強調

されます。

左回り : リ アスピーカーが強調され

ます。

1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「SOUND」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

機能設定モー ド

操作によ り、 サウン ド を微調整

できます。

低音の調整

高音の調整

フ ェーダーの調整

バラ ンスの調整
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3. ロータ リー ノ ブを回し て

「BALANCE」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

4. ロータ リー ノ ブを回し てレベル

を調整し、 ロータ リー ノ ブのス

イ ッ チを押し ます。

右に回す : 右スピーカーを強調し ま

す。

左に回す : 左スピーカーを強調し ま

す。

1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「CLOCK」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを右または左に

回し て下記からモー ド を選択

し、 ロータ リー ノ ブを押し ま

す。

選択できるモー ド :

OFF ( 時計表示 OFF) ⇔ ON ( 時計表

示 ON) ⇔ SET ( 時刻設定 )

1. 時計モー ドの時に 「SET」 を選

択し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て時刻 (

時 ) を設定し、 ロータ リ ー ノ ブ

を押し ます。

右に回す :1 時間進みます。

左に回す :1 時間戻り ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て時刻 (

分 ) を設定し、 ロータ リ ー ノ ブ

を押し ます。

右に回す :1 分進めます。

左に回す :1 分戻し ます。

時計モー ド

! 注意

時計モー ド をオフにする と、 時刻はリ

セ ッ ト されません。

時刻を設定する

! 注意

時計 ( 分 ) を設定中に 「Back」 ボ タ ンを

押すと、 時計 ( 時 ) 設定モー ド に戻り ま

す。
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1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「BLUETOOTH」 を選択し、 ロー

タ リ ー ノ ブを押し ます。

3. デ ィ スプレ イに 「PAIRING」 が

表示されている と きは、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

すでに Bluetooth® 機器が本機に

登録されている場合は、 ロータ

リー ノ ブを回し て 「PAIRING」

を選択し て く だ さい。

4. 「CAR AUDIO」 と表示された後、

デ ィ スプレ イに 4 桁のパスキー

が表示されたら、 Bluetooth® 機

器を操作し てパスキーを入力し

ます。

操作方法については、 携帯機器

に付属の取扱説明書をご覧 く だ

さい。

Bluetooth® 機器の登録が完了す

る と、 デ ィ スプレ イに

「CONNECTED」 と表示されま

す。 パスキーを入力し てもデ ィ

スプレ イに 「FAILED」 と表示さ

れた場合は、 再度登録し て く だ

さい。

Bluetooth® 対応機器登録の
しかた

はじめて Bluetooth® 対応機器を

利用する と きは、 オーデ ィ オに

登録 （ペア リ ング） する必要が

あ り ます。 Bluetooth® 機器 ( 携

帯電話や Bluetooth® 対応オー

デ ィ オプレーヤー ) を本機に接

続する と、 Bluetooth® 機器の操

作やハンズフ リ ーでの通話、 音

楽を聴 く こ とができます。

Bluetooth® 接続が確立する と、

デ ィ スプレ イに 「 」 が表示

されます。

Bluetooth® 対応機器を登録する

! 注意

運転中に Bluetooth® 機器を登録し ない

で く だ さ い。 安全な場所に駐車し てか

ら登録し て く だ さい。
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1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「BLUETOOTH」 を選択し、 ロー

タ リ ー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て

「A.CONNECT」 を選択し、 ロー

タ リ ー ノ ブを押し ます。

4. ロータ リー ノ ブを回し て ON/

OFF を切り替え、 ロータ リ ー ノ

ブを押し ます。

CONNECT ON: 自動接続をオンに し

ます。

CONNECT OFF: 自動接続をオフに

し ます。

本機に保存されている Bluetooth®

設定や履歴を初期化できます。

1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「BLUETOOTH」 を選択し、 ロー

タ リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て

「RESET DATA」 を選択し、 ロー

タ リー ノ ブを押し ます。

4. デ ィ スプレ イに 「RESET 

DATA?」 と表示されたら、 ロー

タ リー ノ ブを押し ます。

初期化が始まる と、 デ ィ スプレ

イに 「PLEASE WAIT」 と表示さ

れます。

初期化が完了する と、 デ ィ スプ

レ イに 「COMPLETED」 と表示

されます。

知識

本機に登録でき る Bluetooth® 機器は 5

台までです。 登録数を超えた場合は

「DEL DEVICE?」 と表示されますので、

登録し た Bluetooth® 機器を削除し て く

だ さい。

Bluetooth® 機器と自動接続する

Bluetooth® 設定の初期化

! 注意

運転中に Bluetooth® 機器を登録し ない

で く だ さ い。 安全な場所に駐車し てか

ら登録し て く だ さい。

知識

初期化し た Bluetooth® の設定や履歴は

復元できません。 初期化の際はご注

意 く だ さ い。

廃車の際は、 オーデ ィ オシステムに

登録されている個人情報をすべて削

除し て く だ さい。 次のハンズフ リ ー /

Bluetooth® オーデ ィ オデー タ を削除し

て く だ さ い。

発信 / 着信 / 不在着信の履歴

ハンズフ リ ー設定

Bluetooth® 電話

携帯機器

携帯機器の接続設定
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ラ ジオの電源を入れる。

1. ロータ リー ノ ブを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「FM1」、 「FM2」、 「FM3」、

「AM1」、 「AM2」 のいずれかを選

択し、 ロータ リー ノ ブを押し ま

す。

3. 次のいずれかの方法で選局し ま

す。

「Tune/Track」 ボタ ンを押し ま

す。

「Preset」 ボタ ンを押し ます。

ラ ジオの電源を入れる。

ロータ リー ノ ブを 1 秒以上押し ま

す。 ラジオの電源を入れるには、

も う一度ロータ リー ノ ブを押し ま

す。

 手動選局

「Tune/Track」 ボタ ンを 1 秒未満押

し ます。

ボタ ンを押すたびに周波数が上が

り ( または下がり )、 お好みの放送

局が選択されます。

 自動選局

「Tune/Track」 ボタ ンを 2 秒未満 1

秒以上押し ます。

ラ ジオ局の検索が始ま り、 ラ ジオ

局が見つかる と停止し ます。

「Tune/Track」 ボタ ンを 2 秒以上押

し ます。 ラ ジオ局は周波数帯域内

のラ ジオ局を検索し続けます。

キャ ンセルする場合は、 も う一度

ボタ ンを押し て く だ さい。

選局操作

選局
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お気に入りのラ ジオ局を 「Preset」

ボタ ンに登録する と、 ワン タ ッ チ

で ラジオ局を登録できます。

最大 30 局まで登録できます。

AM:12 局 (AM1 と AM2 に 6 個ずつ

)、 FM:18 局 (FM1、 FM2、 FM3 に各

6 個 )

1. 登録する ラジオモー ド を

「FM1」、 「FM2」、 「FM3」、

「AM1」、 「AM2」 から選択し ま

す。

2. お好みのラジオ局に合わせて く

ださい。

3. 登録し たい 「Preset」 ボ タ ンを 2

秒以上押し続けます。

ステーシ ョ ンが登録される と、

デ ィ スプレ イに 「Preset」 ボタ

ン番号と登録された周波数が表

示されます。

USB メ モ リーを USB 端子に接続す

る と、 USB メ モ リー内の音楽を聴

く こ とができます。

1. USB メ モ リーを USB 端子に接続

し ます。

2. ロータ リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て

「USB」 を選択し、 ロータ リー

ノ ブを押し ます。

音楽フ ァ イルが再生されます。

知識

 「Tune/Track」 ボ タ ン ( ) を押すと

高い周波数に、 「Tune/Track」 ボタ ン 

( ) を押す と低い周波数に選択され

ます。

いずれの場合も、 ラ ジオ局が見つか

ら ない場合は検索を続けます。

ラジオ局を登録する (PRESET)

USB の操作

音楽データ （MP3/WMA フ ァ イ

ル） が収録されている USB 機器

を接続する と音楽を再生できま

す。

USB メ モ リー内の音楽フ ァ イル

を再生する (USB メ モ リ ーを接

続し ていない場合 )
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1. ロータ リー ノ ブを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「USB」 を選択し、 ロータ リ ー

ノ ブを押し ます。

音楽フ ァ イルの再生が始ま り ま

す。
「Tune/Track」 ボタ ン ( 、 ) を

押し て、 好きな音楽フ ァ イルを選

びます。

: 次のフ ァ イルに進みます。

: 再生中のフ ァ イルの先頭に戻

り ます。

前のフ ァ イルに戻るには、 も う一

度ボタ ンを押し ます。

「5」 または 「6」 ボタ ンを押し て、

MP3/WMA フ ォルダを選択し ます。

: 次のフ ォルダに進みます。

: 前のフ ォルダに戻り ます。

USB メ モ リー内の音楽フ ァ イル

を再生する (USB メ モ リ ーを接

続し ている場合 )

! 注意

運転中に USB メ モ リ ーを抜き差し し な

いで く だ さ い。 安全な場所に駐車し て

から登録し て く だ さい。

知識

USB メ モ リ ーにア クセス中 ( 再生中 ) 

は、 USB メ モ リ ーを抜いた り、 ス

タータース イ ッ チを 「LOCK」 に し た

り し ないで く だ さい。 デー タが破損

するおそれがあ り ます。 誤っ て消去

し て し ま った場合に備えて、 データ

のバ ッ ク ア ッ プをお勧めし ます。

USB メ モ リ ーの種類 ( ノ ーブ ラ ン ド 製

品、 外部要因によ り破損し た USB メ

モ リ ) によ っ ては、 接続できない場合

や動作が不安定になる場合があ り ま

す。

USBモー ド を他のモー ド に切り替えて

から再度切り替える と、 本体は最後

に再生し た音楽フ ァ イルに戻り ます。

フ ァ イル選択

フ ォルダ選択

早送り / 早戻しする
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「Tune/Track」 ボタ ン ( 、 ) を

押し続ける と、 早送り / 早戻しが

できます。

: 早送り し ます。

: 早戻し し ます。

早送り / 早戻し を止める と きは、

ボタ ンから指を離し ます。

「1」 ボタ ンを押すと、 同じ フ ァ イ

ルを繰り返し再生し ます。

デ ィ スプレ イに 「 」 が表示され

ます。

キャ ンセルする場合はボタ ンを 2

回押すと 「 」 が消えます。

「1」 ボタ ンを 2 回押すと、 同じ

フ ォルダを繰り返し再生し ます。

最後のフ ァ イルを再生する と、 同

じ フ ォルダの最初のフ ァ イルを再

生し ます。

デ ィ スプレ イに 「FLD 」 と表示

されます。 キャ ンセルする場合は、

も う一度ボ タ ンを押し ます。 「FLD 

」 が消えます。

「2」 ボタ ンを押すと、 USB メ モ

リー内のすべてのフ ァ イルがラ ン

ダムに再生されます。

「 」 が表示されます。

キャ ンセルする場合は、 ボタ ンを

2 回押し ます。 「 」 が消えます。

「2」 ボタ ンを 2 回押すと、 USB メ

モ リー内の再生中のフ ォルダーの

フ ァ イルがラ ンダムに再生されま

す。

最後のフ ァ イルが再生される と、

同じ フ ォルダーの最初のフ ァ イル

が再生されます。

デ ィ スプレ イに 「FLD 」 が表示

されます。 キャ ンセルする場合は、

も う一度ボ タ ンを押し ます。 「FLD 

」 が消えます。

繰り返し再生

ラ ンダム再生
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1. 「LIST」 ボタ ンを 1 秒未満押し ま

す。 デ ィ スプレ イに 「LIST」 が

表示されます。

カテゴ リー選択を解除するに

は、 も う一度 「LIST」 ボタ ンを

押すか、 「Back」 ボタ ンを押し

ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し てカテゴ

リーを選択し、 ロータ リ ー ノ ブ

を押し ます。 カテゴ リーは次の

順で切り替わり ます。

PLAYING ⇔ FOLDER ⇔ FILE ⇔

PLAYING ...

3. ロータ リー ノ ブを回し て、 リ ス

ト から フ ォルダーまたはフ ァ イ

ルを選択し、 ロータ リー ノ ブを

押し ます。

フ ァ イルが選択される と、 プ

レーヤーはフ ァ イルの再生を開

始し ます。

「FOLDER」 が選択されている場

合は、 フ ォルダー内のフ ァ イル

を選択し て再生を開始し ます。

リ ス ト またはカテゴ リー選択

モー ド に戻るには、 「Back」 ボ

タ ンを 1 秒未満押し ます。 カテ

ゴ リー選択モー ド を解除するに

は、 「Back」 ボタ ンを 1 秒以上

押し ます。

USB メ モ リーのどの位置からで も、

再生中の最初のフ ォルダーの最初

のフ ァ イルに戻る こ とができます。

この機能を 「ホームジ ャ ンプ」 と

呼びます。

例 : フ ォルダー 4 のフ ァ イル 5 を再

生中に 「ホームジャ ンプ」 を使 う

と、 フ ォルダー 1 のフ ァ イル 1 に

戻って再生を開始し ます。

「5」 ボタ ンを 1 秒以上押し ます。

1. 「LIST」 ボ タ ンを 1 秒以上押し続

けます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て表示項

目を選び、 ロータ リ ー ノ ブを押

し ます。

カテゴ リ ー一覧から音楽フ ァ イ

ルを選ぶ

最初の位置に戻る ( ホームジ ャ

ンプ )

文字情報を表示する

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  15 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



アクセサリ ー ・ 装備品 の取り扱い8-16

表示項目は次の順序で切り替わ

り ます。

FL/TR NO ( フ ォルダー番号 /

フ ァ イル番号 ) ⇔ TIME ( 再生時

間 ) ⇔ FOLDER ( フ ォルダー名 ) 

⇔ FILE ( フ ァ イル名) ⇔ ALBUM 

( アルバムタ イ ト ル ) ⇔ *TRACK 

( ト ラ ッ ク タ イ ト ル ) ⇔ ARTIST 

( アーテ ィ ス ト 名 ) ⇔ FL/TR NO 

...

＊ WMA フ ァ イル再生中は表示されませ

ん。

知識

文字情報が大きすぎてデ ィ スプレ イ

に収ま ら ない場合は、 「FUNC」 ボタ

ンを 1 秒以上押し て次のページに切

り替えて く だ さい。

英数字と記号以外の文字が録音され

ている場合は、 「*」 が表示されます。

文字情報が保存されていない場合は、

「NO TITLE」 と表示されます。
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オーデ ィ オには、 システム保護のため、 各種の自己診断機能を備えていま

す。 障害が発生し た と きは、 各種のエ ラーが表示されますので、 対処方法

にし たがって障害を取り除いて く ださい。

状態に応じ て以下のメ ッ セージが表示 ( 点滅 ) されます。

上記以外のエ ラーが表示された と きは、 本体の電源を切り、 ト ヨ タ販売店

にご相談 く だ さい。

エラー表示について

エ ラーが表示された場合

エ ラー表示 説明

READING
USB 機器のフ ァ イルフ ォーマ ッ ト を読み込み中に表示されま

す。

USB ERROR 1
プレーヤーが何らかの理由で操作できない場合に表示されま

す。 オーデ ィ オシステムから USB 機器を外し て く だ さい。

USB ERROR 2
接続し た USB 機器が無効の場合に表示されます。 別の USB 機

器を接続し て く だ さい。

USB ERROR 3
USB ハブが接続されている場合に表示されます。 オーデ ィ オシ

ステムから USB ハブを取り外し ます。

NO MUSIC 

( 音楽な し )

何も入っていない USB 機器や拡張子の付いたフ ァ イルが入って

いない USB 機器を接続し た と きに表示されます。

READ ERROR 

( 読み込みエ ラー )

USB 機器に異常が検出された と きに表示されます。 USB 機器を

取り外し、 USB 機器を確認し て く だ さ い。

NO SUPPORT

 ( サポー ト な し )

USB 機器に MP3/WMA データ ( 拡張子 MP3/WMA を含む ) がな

い場合、 または SKIP FILE のみの場合に表示されます。
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Bluetooth® 対応のオーデ ィ オプ

レーヤーや携帯電話 ( 以下、 携帯

機器 ) を本機に接続する と、 本機

で操作し た り、 音楽を聴いた り で

きます。

また、 本機と携帯機器は無線接続

のため、 ケーブル接続の必要はあ

り ません。

本機は Bluetooth® に対応し ていま

す。 Bluetooth® とは、 携帯機器を

有線接続せずに音楽を聴 く こ とが

でき る無線通信のこ と です。

携帯機器が Bluetooth® に対応し て

いない場合は、 この機能を利用で

きません。

1. ロータ リー ノ ブを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て 「BT-

AUDIO」 を選択し、 ロータ リ ー

ノ ブを押し ます。

接続し ている Bluetooth® 対応機

器の音楽が再生されます。

登録した機器が接続されていな

い場合は、 デ ィ スプレ イに

「NO CONNECT」 と表示されま

す。

Bluetooth® オーデ ィ オの操
作

! 注意

運転中は携帯機器を接続し ないで く だ

さい。 安全な場所に駐車し てから接続

し て く だ さ い。

知識

携帯機器を車内に放置し ないで く だ

さい。 ( 猛暑の場合、 車内が高温にな

る こ とがあ り ます )

機器を本機に近づけすぎないで く だ

さい。 機器と本機が近すぎる と、 音

質の劣化や接続不良の原因と な り ま

す。

音楽を再生する

! 注意

以下の操作を行 う前に、 携帯機器を本

機に接続し て く だ さ い。

 「Bluetooth® 機器を登録する」

( → P.8-9)

Bluetooth® オーデ ィ オの操作は、 携

帯機器の対応状況によ り ます。

本機を介し た携帯機器の操作は、 携

帯機器の仕様によ って異な り ます。

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  18 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



ア クセサリ ー ・ 装備品 の取り扱い 8-19

8

ア
ク

セ
サ

リ
ー

・
装

備
品

 の
取

り
扱

い

他のオーデ ィ オモー ド に切り替え

る。

「3」 ボタ ンを押し て音楽を一時停

止し ます。

「Tune/Track」 ボタ ン ( 、 ) を

押し て、 好きな ト ラ ッ ク を選びま

す。

: 次の ト ラ ッ クに進みます。

: 再生中の ト ラ ッ クの先頭に戻

り ます。

前の ト ラ ッ クに戻るには、 も う一

度ボタ ンを押し ます。

「Tune/Track」 ボタ ン ( 、 ) を

押し続ける と、 早送り / 早戻しが

できます。

: 早送り し ます。

: 早戻し し ます。

早送り / 早戻し を止める と きは、

ボタ ンから指を離し ます。

「5」 または 「6」 ボタ ンを押し て、

アルバムを選択し ます。

本機に接続し た Bluetooth® 対応携帯

機器によ っ ては、 音楽が再生されず、

一時停止する こ とがあ り ます。

AVRCP Ver.1.0 対応携帯機器と接続し

た場合、 デ ィ スプレ イに

「STREAMING」 と表示され、 一部機

能が制限される こ とがあ り ます。

再生を停止する

音楽を一時停止する

ト ラ ッ ク選択

知識

本機での操作は、 携帯機器の仕様に

よ っ て異な り ます。

早送り / 早戻しする

知識

本機での操作は、 携帯機器の仕様に

よ っ て異な り ます。

アルバムの選択

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  19 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



アクセサリ ー ・ 装備品 の取り扱い8-20

: 次のアルバムに進みます。

: 前のアルバムに戻り ます。

「1」 ボタ ンを押すと、 同じ フ ァ イ

ルを繰り返し再生し ます。

デ ィ スプレ イに 「 」 が表示され

ます。

キャ ンセルする場合はボタ ンを 2

回押すと 「 」 が消えます。

「1」 ボタ ンを 2 回押すと、 同じ ア

ルバムを繰り返し再生し ます。 最

後のフ ァ イルを再生する と、 同じ

アルバムの最初のフ ァ イルを再生

し ます。

デ ィ スプレ イに 「FLD 」 と表示

されます。 キャ ンセルする場合は、

も う一度ボタ ンを押し ます。 「FLD 

」 が消えます。

「2」 ボタ ンを押すと、 Bluetooth® 

オーデ ィ オの全 ト ラ ッ クがラ ンダ

ム再生されます。

デ ィ スプレ イに 「 」 が表示され

ます。

キャ ンセルする場合は、 ボタ ンを

2 回押し ます。 「 」 が消えます。

「2」 ボタ ンを 2 回押すと、 再生中

のアルバムの曲がラ ンダムに再生

されます。

最後の曲を再生する と、 同じ アル

バムの最初の曲が再生されます。

デ ィ スプレ イに 「FLD 」 と表示

されます。

キャ ンセルする場合は、 も う一度

ボタ ンを押し ます。 「FLD 」 が

消えます。

知識

本機を介し た携帯機器の操作は、 携帯

機器の仕様によ っ て異な り ます。

繰り返し再生

知識

本機を介し た携帯機器の操作は、 携帯

機器の仕様によ っ て異な り ます。

ラ ンダム再生
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1. 「LIST」 ボタ ンを 1 秒以上押し続

けます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て表示項

目を選び、 ロータ リー ノ ブを押

し ます。

表示項目は次の順序で切り替わ

り ます。

TR NO/TIME ( ト ラ ッ ク番号 / 再

生時間 ) ⇔ ALBUM ( アルバムタ

イ ト ル ) ⇔ TRACK ( ト ラ ッ ク タ

イ ト ル ) ⇔ ARTIST ( アーテ ィ ス

ト 名 ) ⇔ TR NO/TIME ...

1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「BLUETOOTH」 を選択し、 ロー

タ リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て 「LIST 

AUDIO」 を選択し、 ロータ リ ー

ノ ブを押し ます。

4. ロータ リー ノ ブを回し て機器名

を選択し、 ロータ リ ー ノ ブを押

し ます。

5. ロータ リー ノ ブを回し て任意の

表示項目を選択し、 ロータ リー

ノ ブを押し ます。

 選択 :

登録し た携帯機器を接続し ます。

デ ィ スプレ イに 「SEARCHING」

が表示されます。

知識

本機を介し た携帯機器の操作は、 携帯

機器の仕様によ っ て異な り ます。

文字情報を表示する

知識

文字情報が大きすぎてデ ィ スプレ イ

に収ま らない場合は、 「FUNC」 ボ タ

ンを 1 秒以上押し て次のページに切

り替えて く だ さい。

英数字と記号以外の文字を録音し た

場合は、 「*」 ( アス タ リ ス ク ) が表示

されます。

文字情報が保存されていない場合は、

「NO TITLE」 と表示されます。

登録し た携帯機器を表示する
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 切断 :

登録し た携帯機器の接続を解除

し ます。

デ ィ スプレ イに

「DISCONNECT?」 と表示された

ら、 ロータ リー ノ ブを押し ます。

 削除 :

登録し た携帯機器を削除し ます。

デ ィ スプレ イに 「Delete?」 と表

示されたら、 ロータ リ ー ノ ブを

押し ます。

 方法 :

接続方法を切り替えます。 本機

から操作し て接続する場合は、

「FROM VEHICLE」 を選びます。

本機から接続する場合は、

「FROM AUDIO」 を選びます。

デ ィ スプレ イには、 状態に応じ て

以下のメ ッ セージが表示 ( 点滅 ) さ

れます。

1. ミ ニプ ラグケーブルを使って、

ポータ ブルオーデ ィ オ機器を

「 ミ ニジャ ッ ク」 に接続し ます。

2. ロータ リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て

「AUX」 を選択し、 ロータ リー

ノ ブを押し ます。

ミ ニプ ラグケーブルを 「 ミ ニ

ジ ャ ッ ク」 に接続する と、 AUX

モー ド にな り、 ポータ ブルオー

デ ィ オ機器が使用できるよ う に

な り ます。

デ ィ スプレ イに 「ERROR」 と表

示された場合

メ ッ セージ 説明

NO CONNECT

本機と携帯機器が接

続されていない と き

に表示されます。

AUX 端子の使い方

お手持ちのポータ ブルオーデ ィ

オ機器の 3.5 mm ヘ ッ ド フ ォ ン

ジャ ッ ク を ミ ニジャ ッ クに接続

し て、 お手持ちの音楽を聴 く こ

とができます。

AUX の操作
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ミ ニプ ラグケーブルを本体から

抜 く と、 AUX モー ドは解除され

ます。

ロータ リー ノ ブを右または左に回

し て音量を調節し ます。

右に回す : 音量を上げます。

左に回す : 音量を下げます。

音量の調節

! 注意

ポータ ブルオーデ ィ オ機器と ミ ニプ

ラグケーブルは、 運転の妨げにな ら

ない場所に置 く か、 一時的に固定し

て く だ さ い。 運転の妨げと な り、 交

通事故の原因と な り ます。

 ミ ニプ ラグケーブルの端子には触れ

ないで く だ さい。

運転中にポー タ ブルオーデ ィ オ機器

を接続、 操作、 取り外し を し ないで

く だ さ い。

知識

AUX モー ド で調整し た音量は、 AUX

モー ド でのみ有効です。

本体からAUX機器を コ ン ト ロールする

こ とはできません。

スピーカーの損傷を防ぐため、AUX の

音量を下げて く だ さ い。
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ロータ リー ノ ブ

• MODE スイ ッ チ

• POWER/ENTER ボタ ン

• 音量調節ノ ブ

FUNC ボタ ン

オフ フ ッ クボタ ン

オン フ ッ クボタ ン

レベル調整ボタ ン

Bluetooth® 電話の使い方

本機は Bluetooth® に対応し ています。 Bluetooth® とは、 携帯電話を接続

し な く ても電話をかける こ とができ る無線通信システムです。

お使いの携帯電話が Bluetooth® に対応し ていない場合、 本機は動作し ま

せん。

! 注意

以下の操作を行 う前に、 携帯機器を

本機に接続し て く だ さ い。

「Bluetooth® 機器を登録する」

( → P.8-9)

携帯電話を車内に放置し ないで く だ

さい。 車内が高温になる と、 携帯電

話が故障するおそれがあ り ます。

次のよ う な場合は、 正常に動作し な

いこ とがあ り ます。

• 携帯電話の電源が入っていない。

• 通信エ リ ア外である。

• 携帯電話が接続されていない。
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1. 「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを押し ま

す。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「ENTER NUMBER」 を選択し、

ロータ リー ノ ブを押し ます。

デ ィ スプレ イに 「INPUT 

NUMBER」 が表示されます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て電話番

号を選択し ます。 電話番号は 1

桁ずつ入力できます。

数字 (0 ～ 9) と記号 (*、 #、 +) が

使用できます。 記号 (+) は 1 桁

目にのみ使用できます。

「レベル調整」 ボタ ン ( ) : 次の桁

に進みます。

「レベル調整」 ボタ ン ( ) : 入力し

た桁を削除し ます。

4. 電話番号を入力し たら、 「オフ

フ ッ ク」 ボ タ ンまたはロータ

リー ノ ブを押し ます。

デ ィ スプレ イに 「CALLING」 と

表示され、 選択し た電話番号に

電話がかかり ます。

相手が電話を受ける と、 ハンズ

フ リーで通話できます。

1. 「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを押し ま

す。

電話番号を入力し て電話をかけ

る

不在着信履歴を使っ て電話をか

ける
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2. ロータ リー ノ ブを回し て

「MISSED」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

直前の不在着信の電話番号が表

示されます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て電話番

号を選び、 ロータ リー ノ ブを押

し ます。

デ ィ スプレ イに 「CALLING」 と

表示され、 選んだ電話番号に電

話がかかり ます。

「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを押し て

電話をかける こ と もできます。

相手が電話を受ける と、 ハンズ

フ リ ーで通話できます。

1. 「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを押し ま

す。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「INCOMING」 を選択し、 ロータ

リー ノ ブを押し ます。

前回の着信者 ( 電話番号 ) が表

示されます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て相手 (

電話番号 ) を選び、 ロータ リ ー

ノ ブを押し ます。

デ ィ スプレ イに 「CALLING」 と

表示され、 選択し た電話番号に

電話がかかり ます。

「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを押し て

電話をかける こ と もできます。

相手が電話を受ける と、 ハンズ

フ リ ーで通話できます。

1. 「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを押し ま

す。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「OUTGOING」 を選択し、 ロー

タ リー ノ ブを押し ます。

呼び出し た相手 ( 電話番号 ) が

表示されます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て相手 (

電話番号 ) を選び、 ロータ リー

ノ ブを押し ます。

デ ィ スプレ イに 「CALLING」 と

表示され、 選んだ電話番号に電

話がかかり ます。

「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを押し て

電話をかける こ と もできます。

相手が電話を受ける と、 ハンズ

フ リーで通話できます。

本機に電話がかかって く る と、

デ ィ スプレ イに 「INCOMING」 に続

いて相手 ( 電話番号 ) が表示されま

す。

 プ ラ イベー ト コールの場合は、

デ ィ スプレ イに

「UNAVAILABLE」 が表示されま

す。

 着信中に 「オン フ ッ ク」 ボタ ン

を押すと、 着信を拒否できます。

「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを押し、 ハン

ズフ リ ーで通話し ます。

通話が終わったら、 「オン フ ッ ク」

ボタ ンを押し ます。

通話音量

着信履歴を使って電話をかける

発信履歴を使って電話をかける

電話に出る

音量を調整する
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通話中にロータ リ ー ノ ブを回し ま

す。

右に回す : 音量を上げます。

左に回す : 音量を下げます。

調整し た音量値が保存されます。

着信音の音量

通話中にロータ リ ー ノ ブを回し ま

す。

右に回す : 音量を上げます。

左に回す : 音量を下げます。

調整し た音量値が保存されます。

自分の声が小さすぎた り、 相手に

聞こ えに く かった り、 エ コーやハ

ウ リ ングがあった り する場合は、

マイ クの感度で調整できます。

通話中に 「レベル調整」 ボタ ンを

押し ます。

「レベル調整」 ボタ ン ( ) : 感度を

上げます。 ( 音の伝わりが良 く な り

ます )

「レベル調整」 ボタ ン ( ) : 感度を

下げます。 ( 音の伝わりが悪 く な り

ます )

0 ～ MAX (10) の範囲で調整できま

す。 ( デフ ォル ト :5)

本機 ( ハンズフ リ ーモー ド ) から携

帯電話への通話を切り替える こ と

ができます。

通話中に 「オフ フ ッ ク」 ボタ ンを

1 秒以上押し ます。

知識

携帯電話の仕様によ り、 音量やマイ ク

のゲイ ンの設定が異な り ます。

内蔵マイ クの感度を設定する

! 注意

ボ タ ン操作中は、 「MIC LEVEL」 が表示

されます。 操作終了後、 2 秒で 「MIC 

LEVEL」 の表示が消え、 元の表示に戻

り ます。

携帯電話で通話中 ( プ ラ イベー

ト モー ド )

電話番号を入力する
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1. 通話中に 「FUNC」 ボタ ンを押

し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て、 電話

番号を選択し ます。 電話番号は

1 桁ずつ入力できます。

数字 (0 ～ 9) と記号 (*、 #、 +) が

使用できます。 記号 (+) は 1 桁

目にのみ使用できます。

3. 「レベル調整」 ボタ ン ( ) を押

し ます。 選択し た音色番号が送

信されます。 次の手順に進み、

必要に応じ て音色番号を選び直

し ます。

デ ィ スプレ イに通話中と表示され

ている と きは、 最初の通話を保留

にし たまま次の通話を受けた り応

答し た り できます。

通話中に着信音が鳴ったら、 「オフ

フ ッ ク」 ボタ ンを押し ます。

 通話中の通話を保留に し ている

間は、 次の通話相手に接続され

ます。

 通話中着信をオフに したいと き

は、 「オン フ ッ ク」 ボタ ンを押し

ます。

 通話中着信をオフにする と、 保

留中の最初の通話相手に接続さ

れます。

 も う一度 「オフ フ ッ ク」 ボタ ン

を押すと、 通話中着信の通話相

手を切り替える こ とができます。

1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「BLUETOOTH」 を選択し、 ロー

タ リー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て 「LIST 

PHONE」 を選択し、 ロータ リー

ノ ブを押し ます。

4. ロータ リー ノ ブを回し て携帯電

話名を選び、 ロータ リー ノ ブを

押し ます。

5. ロータ リー ノ ブを回し て表示項

目を選び、 ロータ リ ー ノ ブを押

し ます。

 選択 : 登録した携帯電話を接続し

ます。

デ ィ スプレ イに 「SEARCHING」

が表示されます。

 切断 : 登録した携帯電話を切断し

ます。 デ ィ スプレ イに

「DISCONNECT?」 と表示された

ら、 ロータ リー ノ ブを押し ます。

 削除 : 登録した携帯電話を削除し

ます。

デ ィ スプレ イに 「DELETE?」 と

通話中着信時の通話

知識

この機能は、 電話機が通話中着信機能

に対応し ている場合のみ使用できます。

登録済み携帯電話の接続状態の

切り替え
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表示されたら、 ロータ リー ノ ブ

を押し ます。

1. 「FUNC」 ボタ ンを押し ます。

2. ロータ リー ノ ブを回し て

「BLUETOOTH」 を選択し、 ロー

タ リ ー ノ ブを押し ます。

3. ロータ リー ノ ブを回し て 「HF 

SOUND」 を選択し、 ロータ リー

ノ ブを押し ます。

4. ロータ リー ノ ブを回し て調整項

目を選択し、 ロータ リー ノ ブを

押し ます。

5. ロータ リー ノ ブを回し ます。

右に回す : 音量を上げます。

左に回す : 音量を下げます。 調節し

た音量が保存されます。

着信中や通話中に音量を調節する

場合は、 「音量を設定する」 ( →

P.8-6)

 対応フ ァ イルシステム:FAT16/32

 再生可能なオーデ ィ オフ ォー

マ ッ ト :MP3/WMA

 対応機器:USB2.0 ( フルスピー ド )

 対応機器 :USB マスス ト レージ ク

ラス

 本機は外付けハー ド デ ィ ス ク (ポ

ケ ッ ト ハー ド デ ィ ス ク ド ラ イブ) 

には対応し ていません。

 HUB などを使った接続には対応

し ていません。

 対応規格:MPEG-1 Audio Layer III、

MPEG-2 Audio Layer III

 対応サンプ リ ング周波数 :MPEG-

1:32, 44.1, 48 (kHz)、 MPEG-2:16, 

22.05, 24 (kHz)

 対応ビ ッ ト レー ト :

MPEG1:32, 40, 48, 56, 64, 80, 

96,112,128,160,192,224,256,320 

(kbps)

MPEG2:8, 16, 24, 32, 40, 48, 56, 64, 

80, 96,112,128,160 (kbps)

 可変ビ ッ ト レー ト  (VBR) がサ

ポー ト されています。

 フ リ ーフ ォーマ ッ ト はサポー ト

されていません。

 デジ タル著作権管理 (DRM) はサ

ポー ト されていません。

ハンズフ リー音量を調節する

オーデ ィ オシステムについ
て

USB メ モ リの規格

再生可能な MP3 フ ァ イルの規格
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 対応チャ ンネルモー ド : ステレ

オ、 ジ ョ イ ン ト ステレオ、 デュ

アルチャ ンネル、 モ ノ ラル

 対応チャ ンネルモー ド :

WMA Ver. 7, WMA Ver. 8, WMA 

Ver. 9

 対応サンプ リ ング周波数 :

32, 44.1, 48 (kHz)

 対応ビ ッ ト レー ト :

Ver. 7, 8: CBR 48, 64, 80, 96, 

128,160, 192 (kbps)

Ver. 9 (9.1/9.2): CBR 48, 64, 80, 

96,128, 160, 192, 256, 320 (kbps)

2 チャ ンネル再生のみ対応

 可変ビ ッ ト レー ト  (VBR) に対応

し ています。

 可逆圧縮には対応し ていません。

 MP3/WMA フ ァ イルには、 曲名や

アーテ ィ ス ト などのデータ を保

存するための情報を入力でき る

「ID3 タグ /WMA タグ」 があ り ま

す。

 本デ ッキは ID3 Ver.1.0、 1.1、 2.2、

2.3、 WMA タグに対応し ていま

す。

同階層内の MP3/WMA フ ォルダー /

フ ァ イル名は以下の順序で表示さ

れます。

1. 「MP3/WMA」 フ ォルダを数字、

アルフ ァ ベ ッ ト の昇順で表示し

ます。 USB メ デ ィ アのルー ト 直

下に保存されている フ ァ イルは

「ROOT FOLDER」 に保存されま

す。

2. 次にフ ァ イルを数字、 アルフ ァ

ベ ッ ト の昇順で表示し ます。

USB メ デ ィ アはすでに本機に

セ ッ ト されている ものと し ま

す。

再生可能な WMA フ ァ イル規格

ID3 タグ /WMA タグ

MP3/WMA フ ァ イル / フ ォル

ダー名の表示順序
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ユーザーが作成し たフ ォルダを以下のよ う に再構成し ます。

Bluetooth® のワー ド マークおよび

ロゴは、 Bluetooth SIG, Inc. が所有

する登録商標であ り、 株式会社デ

ン ソーテンはこれらのマーク を ラ

イセンスに基づいて使用し ていま

す。 その他の商標および商号は、

それぞれの所有者に帰属し ます。

対応する Bluetooth® の仕様

:Bluetooth® 仕様 Ver.5.1+EDR

対応プロ フ ァ イル :

 ハンズフ リ ープロ フ ァ イル 

(HFP) Ver.1.5

 Advanced Audio Distribution 

Profile (A2DP) Ver.1.2

 オーデ ィ オ/ビデオ リ モー ト コ ン

ト ロールプロ フ ァ イル (AVRCP) 

Ver.1.3

Bluetooth® ハンズフ リ ー / オー

デ ィ オの動作は、 携帯電話との互

換性に依存し ます。

MP3/WMA フ ァ イル構成例

知識

 こ こ では、 上記の MP3/WMA フ ァ イル

の構成例に基づいて説明し ます。

通常は、 フ ァ イルの先頭から順に再

生されます。

Bluetooth® について
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Bluetooth® ハンズフ リ ーの動作は、

携帯電話のネ ッ ト ワークや端末、

運転状況によ っ て影響を受ける場

合があ り ます。

携帯電話の機種によ っ ては、 シス

テムの機能が一部制限される場合

があ り ます。

本機を介し た携帯機器の動作は、

携帯機器の仕様によ っ て異な り ま

す。

ON

ド アの開閉にかかわらずラ ンプが点灯し

ます。

OFF

ド アの開閉にかかわらずラ ンプが消灯し

ます。

DOOR

ド アを開ける と点灯し、 閉じ る と消灯し

ます。

ルームラ ンプ

アドバイス

ルームラ ンプについて

エンジンを止めた状態で長時間点灯

させる と、 バ ッ テ リ ーあがり を起こ

す原因にな り ます。

ダブルキャ ブ車は、 リヤ ド ア開閉に

よる ラ ンプ点灯消灯切り替えは行え

ません。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ON

ド アの開閉にかかわらずラ ンプが点灯し

ます。

OFF

フ ロン ト ド アの開閉にかかわらずラ ンプ

が消灯し ます。

DOOR

フ ロン ト ド アを開ける と点灯し、 閉じ る

と消灯し ます。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

ON/OFF

室内 LED 灯

＊ エンジンス イ ッ チの位置に関係な く 使

用できます。

リヤルームラ ンプ★

アドバイス

 リ ヤルームラ ンプについて

エンジンを止めた状態で長時間点灯

させる と、 バッ テ リ ーあがり を起こ

す原因にな り ます。

 リ ヤ ド ア開閉による ラ ンプ点灯消灯

切り替えは行えません。

TH20-001A

室内 LED 灯★

アドバイス

室内 LED 灯について

エンジンを止めた状態で長時間点灯さ

せる と、 バッ テ リ ーあがり を起こす原

因にな り ます。

! CAUTION! 警告

室内 LED 灯について

走行中使用し ないで く だ さい。 明る く

な った室内がガラ スに写るため、 外の

道路状況が判断しに く く な り事故の原

因にな り ます。

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  33 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



アクセサリ ー ・ 装備品 の取り扱い8-34

車両後方カ メ ラの映像を ミ ラー内

のデ ィ スプレ イに表示する運転補

助装置です。

荷物や架装などで視界を さ えぎ ら

れずに後方を確認する こ とができ

るため、 優れた後方視認性を確保

できます。

輝度スイ ッ チ

デ ィ スプレ イの明る さ を調整し ま

す。

温度異常ウォーニング

バッ クモニ ター付き イ ンナー ミ

ラーの温度が非常に高いと きに表

示されます。

バッ ク モニ ター付き
イ ンナー ミ ラー

! CAUTION! 警告

次のこ と をお守り く だ さ い。 お守り い

ただかない と、 重大な傷害におよぶか、

最悪の場合死亡事故につながるおそれ

があ り ます。

バ ッ ク モニ ター付き イ ンナー ミ ラー

をお使いになる前に

走行前に必ず ミ ラーの調整を行って

く だ さ い。

デ ィ スプレ イに表示される映像と鏡

面 ミ ラーに映る範囲は異な り ますの

で、 あらかじめ、 それぞれの違いを

認識し た上で安全運転を心がけて く

だ さい。

各部の名称

モー ド を切り替えるには

知識

デジ タル ミ ラーモー ド 「近接後方

（小画面）」

シ フ ト レバーを 「R」 位置にする と イ

ンナー ミ ラーの左側に 「近接後方」 が

小さ く 表示されます。

デジ タル ミ ラーモー ド について

夜間など暗い と こ ろでは、 次のよ う

な現象が発生する こ とがあ り ますが、

異常ではあ り ません。

• 映像の色と実際の色が異な っ て見え
る。

• 後続車のラ イ ト の高さ などによ って

は、 後続車の周囲が白 く ぼやけて見
える。

• 周辺を明る く 見せるために映像が自

動的に調整される こ と によ り、 特有
のち らつきが発生する。

バ ッ ク モニ ター付き イ ンナー ミ ラー

本体が発熱する こ とがあ り ますが、

異常ではあ り ません。

体調、 年齢などによ り、 デ ィ スプレ

イに表示される映像に焦点が合う ま

で時間が掛かる場合があ り ます。

主に同乗者がデ ィ スプレ イ を凝視す

る と、 車酔いを起こすおそれがあ り

ます。
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 ミ ラー本体の調整

インナー ミ ラー本体を持ち、 運転

姿勢にあわせてイ ンナー ミ ラーを

調整し ます。

モニ ターの調整 （デジ タル ミ

ラーモー ド）

輝度スイ ッ チを押し て、 モニ ター

の明る さ を調整し ます。

調整をするには

知識

明る さは尾灯が ON、 OFF それぞれの

状態で調整できます。

明る さは 8 段階で調整する こ とがで

き、 エンジンス イ ッ チを 「ON」 から

「OFF」 に し て も明る さのレベルは記

憶されます。

初期設定は、 尾灯 ON 時はレベル 3、

OFF 時はレベル 8 と な り ます。

デ ィ スプレ イ表示が明るすぎる と、

目が疲れる こ とがあ り ます。 適度な

明る さ に調整し て く だ さい。

! CAUTION! 警告

次のこ と をお守り く だ さ い。 お守り い

ただかない と、 重大な障害に及ぶか、

最悪の場合、 死亡事故につながるおそ

れがあ り ます。

バッ クモニ ター付き イ ンナー ミ ラー

をお使いになる前に

走行前に ミ ラーの調整を行っ て く だ

さい。

モニ ターに表示される映像と鏡面 ミ

ラーに映る範囲は異な り ますので、

あらかじめ違いを確認し て く だ さ い。

走行中の注意事項

走行中は ミ ラーの位置やス イ ッ チ操

作を し ないで く だ さ い。 バ ッ ク モニ

ター付き イ ンナー ミ ラーの操作ス

イ ッ チは安全な場所に停車し て操作

し て く だ さい。 走行中に操作する と

ハン ド ル操作を誤るなど、 思わぬ事

故につながるおそれがあ り ます。

必ず車両周辺の状況を直接確認し て

く だ さ い。 デジ タル ミ ラーモー ド 使

用時は、 モニ ター上に映る車両や障

害物が実際の大き さ と異なる場合が

あ り ます。 夜間など暗い と こ ろで後

続車が接近し た場合は、 周囲が暗 く

映る場合があ り ます。

シ フ ト レバーを 「R」 位置に操作し

て も映像が切り替わらなかった り、

ミ ラーのス イ ッ チで操作ができない

場合、 配線や ミ ラー本体の故障の恐

れがあ り ます。 車両後方の映像が表

示されず危険なため ト ヨ タ販売店の

整備工場で点検を受けて く だ さ い。
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バッ クモニ ター付き イ ンナー ミ

ラーのお手入れについて

ミ ラー表面が汚れている と、 映像

が見に く く なる こ とがり ます。 あ

らかじめ、 乾いたやわらかい布な

どで汚れをそっ とふき取って く だ

さい。

カ メ ラのお手入れについて

カ メ ラのレンズが汚れている と、

鮮明な画像が得られません。 水滴、

雪、 泥などの異物や汚れが付着し

たと きは、 大量の水でカ メ ラの汚

れを流し、 水で湿らせたやわらか

い布でカ メ ラ レンズを清掃し て く

ださい。

お手入れについて

! 注意

バ ッ ク モニ ター付き イ ンナー ミ ラー

の故障や誤作動を防ぐ ために

ミ ラー本体の取り外し ・ 分解 ・ 改造は

し ないで く だ さい。

 カ メ ラの故障や誤作動を防ぐために

バッ ク モニ ター付き イ ンナー ミ ラーが

正常に作動し な く なるおそれがあ り ま

すので、 次のこ とにご注意 く だ さい。

 カ メ ラ部を強 く たたいた り、 ものを

ぶつけるなど、 強い衝撃を与えない

で く だ さ い。 カ メ ラの位置、 取り付

け角度がずれるおそれがあ り ます。

 カ メ ラ部は取り外し ・ 分解 ・ 改造を

し ないで く だ さい。

 カ メ ラ レンズを水で洗 う と きは大量

の水で カ メ ラの汚れを流し た後、 水

で湿らせたやわらかい布をふき取っ

て く だ さ い。 カ メ ラ レンズを強 く こ

する と レンズが傷ついて、 鮮明な画

像を見る こ とができな く なるおそれ

があ り ます。

 カ メ ラのカバーは樹脂ですので、 有

機溶剤 ・ ボデ ィ ワ ッ クス ・ 油膜取

剤 ・ ガラス コー ト 剤などを付着させ

ないで く だ さい。 付着し た と きは、

すぐにふき取っ て く だ さい。

寒い と きにお湯をかけるなど、 急激

な温度変化を与えないで く だ さ い。

洗車時に高圧洗浄機で カ メ ラやカ メ

ラ周辺に直接水を当てないで く だ さ

い。 強い水圧によ り衝撃が加わり、

装置が正常に作動し な く なるおそれ

があ り ます。

 カ メ ラ部をぶつけた と きは、 カ メ ラ

の故障などのおそれがあ り ます。 早

めに ト ヨ タ販売店で点検を受けて く

だ さ い。
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デジ タル ミ ラーモー ド 使用時に下記のよ う な症状で気になった り お困り に

な った と きは、 考えられる原因と処置を参考に、 も う一度確認し て く だ さ

い。

処置を し ても直らないと きは、 ト ヨ タ販売店で点検を受けて く だ さい。

故障とお考えになる前に

症状 考え られる原因 処置

デ ィ スプレ イに表示される

映像が見に く い。

ミ ラー表面が汚れている。

乾いたやわらかい布などで

汚れをそっ とふき取って く

だ さ い。

• 強い光 （太陽やヘ ッ ド ラ

ンプの光） がバッ クモニ
ター付き イ ンナー ミ ラー

に当たった。

• 夜間暗い と こ ろで使用し

た。

• テレビ局、 放送局、 発電
所、 漁港など強い電波や

ノ イズが発生する場所の
近 く で使用し た。

• カ メ ラの付近温度が高い
または低い。

• 外気温が低い。

• 太陽光やヘ ッ ド ラ ンプの
光が直接カ メ ラ レンズに

当たった。

• 蛍光灯、 ナ ト リ ウム灯、
水銀灯などの照明の下で

使用し た。

• 排気ガスが映り こんでい

る。

カ メ ラおよびその周辺環境

が改善されてから、 再びデ

ジ タル ミ ラーモー ド をご使

用 く だ さ い。

カ メ ラのレンズに水滴、

雪、 泥などの異物が付着し

ている。

大量の水で カ メ ラの汚れを

流し た後、 水で湿らせたや

わらかい布でカ メ ラ レンズ

をふき取っ てから、 再びデ

ジ タル ミ ラーモー ド をご使

用 く だ さ い。

デ ィ スプレ イに表示される

映像が見えない。

荷台のあお りが下がっ てい

る。

荷台のあお り を閉めて く だ

さ い。
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バッ ク カ メ ラの接続不良や電源供

給に不具合が発生し たと き、 モニ

ターに警告 メ ッ セージを表示し ま

す。 バッ クモニ ター付き イ ンナー

ミ ラーは不具合を検知し て 7 秒後

にシステムを OFF にし、 鏡面 ミ

ラーへ移行し ます。

バッ クモニ ター付き イ ンナー ミ

ラーは不具合を検知する と、 カ メ

ラスイ ッ チを点滅させ、 運転者に

通知し ます。

LCD パネルモジュールのオー

バーヒー ト

 カ メ ラ スイ ッ チ部が3回点滅し ま

す。

 LCD パネルが非常に高温と な

り、 異常が発生し ています。

LED ド ラ イバーおよびバッ ク ラ

イ ト エラー

 カ メ ラ スイ ッ チ部が4回点滅し ま

す。

 LED ド ラ イバーに異常が発生し

ています。

デ ィ スプレ イに表示される

映像がずれている。

カ メ ラ部に強い衝撃が与え

られた。

ト ヨ タ販売店で点検を受け

て く だ さ い。

カ メ ラ スイ ッ チが点滅す

る。

システムに異常が発生し

た。

ト ヨ タ販売店で点検を受け

て く だ さ い。

デ ィ スプレ イに 「 」

が表示されている。

バッ クモニ ター付き イ ン

ナー ミ ラーの温度が非常に

高い。

ミ ラーの温度下げるために

車室内の温度を下げる こ と

を推奨し ます。 ミ ラーの温

度が下がる と 「 」 が

消えます。 ミ ラーの温度が

下がって も 「 」 が消

えない場合は、 ト ヨ タ販売

店で点検を受けて く だ さ

い。

症状 考え られる原因 処置

警告メ ッ セージについて 自己診断機能について

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  38 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



ア クセサリ ー ・ 装備品 の取り扱い 8-39

8

ア
ク

セ
サ

リ
ー

・
装

備
品

 の
取

り
扱

い

LCD パネルモジュール故障

 カ メ ラ スイ ッ チ部が5回点滅し ま

す。

 LCD パネルに異常が発生し てい

ます。

バッ ク カ メ ラ入力信号異常

 カ メ ラ スイ ッ チ部が6回点滅し ま

す。

 バッ ク カ メ ラからの映像に異常

またはケーブルの断線が発生し

ています。

バッ ク カ メ ラ電源供給異常

 カ メ ラ スイ ッ チ部が7回点滅し ま

す。

 バッ ク カ メ ラへの電源供給が過

負荷またはケーブルのシ ョ ー ト

が発生し ています。

システム異常

 カ メ ラ スイ ッ チ部が8回点滅し ま

す。

 LCD パネル内部の通信異常が発

生し ています。

サンバイザー

フ ッ ク

＊ フ ロン ト ガラ スでサンバイザーを使用

する と きは、 必ずフ ッ クに掛けて く だ

さい。

サンバイザー

直射日光から目を保護し ます。

角度を自由に変えて使用し ます。

ド アガラ ス側に回すこ と によ り

サイ ドバイザーと し て も使用で

きます。
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 12V 電気器具のプ ラグを接続し、

使用する こ とができます。

 使用する と きは 12V ソケ ッ ト の

キャ ッ プを開けて、 電気器具の

プ ラグを接続し ます。

＊ 24V 電気器具は使用し ないで く だ さ

い。

アクセサリーソケ ッ ト

エンジンスイ ッ チが 「ACC」 ま

たは 「ON」 位置のと き、 市販さ

れている 12V の電気器具を接続

し使用する こ とができます。

! CAUTION! 警告

許容負荷は 12V ソケ ッ ト が 10A

（12V-120W） です。 許容負荷以上で

使用する と ヒ ューズの早期切れまた

はソ ケ ッ ト および配線が過熱し て火

災の原因にな り ます。

 ソ ケ ッ ト 、 コネク ターの電源は 12V 

です。 電源の合っ ていない電気器具

を使用する と器具が過熱し、 故障や

火災の原因にな り ます。

 ソ ケ ッ ト の金属部分に触れないで く

だ さい。 過熱し、 やけどをするおそ

れがあ り ます。

 ヒ ューズ類は必ず既定のアンペア

（15A） のものを使用し て く だ さい。

また、 ヒ ューズの代わり に針金や銅

線を使わないで く だ さ い。 規定アン

ペア以上のものを使用する と、 配線

の過熱などによる火災の原因にな り

ます。

故障やシ ョ ー ト の原因と な り ますの

で ソケ ッ ト 部に異物をいれた り、 水

や液体をかけないで く だ さい。 また、

使用し ない と きはフ タ を必ず閉じ て

く だ さ い。

エンジン停止し た状態で電気器具を

使用する とバ ッ テ リ ーあがり を起こ

す原因と な り ます。
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★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 前部席のド ア側

灰皿

灰皿★

! CAUTION! 警告

火災を防ぐために以下のこ と を必ず

守っ て く だ さい。

マ ッ チ ・ タバコ などの火は完全に消

し てから灰皿に入れて く だ さい。 吸

いがらに延焼し て火災の原因にな り

ます。

使用後は必ずふたを閉めて く だ さ い。

灰皿の中には吸いがら以外の物 （特

に紙 く ずや空箱などの燃えやすいも

の） を入れないで く だ さ い。

灰皿の中には吸いがら をためすぎな

いで く だ さ い。

火のついた タバコや吸いがら などは

絶対に窓の外に投げ捨てないで く だ

さい。 道路を汚すばかり でな く 、 火

災の原因にな り ます。

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  41 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



アクセサリ ー ・ 装備品 の取り扱い8-42

シー ト バッ ク ト レ イ★

ド アポケ ッ ト

オープン ト レ イ

ボ ト ルホルダー

ア ッパーボ ッ クス

物入れ

フ ッ ク

シー ト バッ クポケ ッ ト
★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

＊ コ ン ソールボ ッ ク ス類はお車の仕様によ り異な り ます。

＊ ボ ッ ク ス類の ド アを開けた状態で走行し ないで く だ さ い。

＊ ボ ッ ク ス類の中に高温で危険になる もの （ラ イ ター、 強燃性スプレー缶、 ペ ッ ト ボ

ト ルなど） や、 変形するおそれがある ものは入れないで く だ さい。

 ペ ッ ト ボ ト ルなどのボ ト ル類を

入れて使用し ます。

 キャ ッ プ付きボ ト ル以外は置か

ないで く だ さい。

コ ン ソールボ ッ クス類

ボ ト ルホルダー
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 リヤクーラー付き車 （ダブル

キャ ブ車）

ボタ ンを押すと、 ボ ト ルホルダー

が展開し ます。 使用し ないと きは

収納し て く だ さい。

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

使用する と きは、 ロ ッ ク解除レ

バーまたはロ ッ ク解除ス ト ラ ッ プ

を引いて、 背もたれを前に倒し ま

す。

 標準キャ ブ車

ロ ッ ク解除レバー

ロ ッ ク解除ス ト ラ ッ プ

コ ンビニ袋やゴ ミ 袋などをかけて

使用し ます。

＊ 買い物フ ッ ク （2 カ所） の耐荷重は各

1kg 以下です。

雑誌などを入れて使用し ます。

シー ト バッ ク ト レ イ★

��	������

買い物フ ッ ク

シー ト バッ クポケ ッ ト

��	������
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! CAUTION! 警告

 コ ン ソールボ ッ ク スについて

走行する前にシー ト バッ ク ト レ イが確

実に固定されている こ と を確認し て く

だ さい。 確実に固定し ていない と急ブ

レーキをかけた と きなどにシー ト バッ

ク ト レ イが飛び出し、 思わぬ事故につ

ながるおそれがあ り ます。

ボ ト ルホルダーについて

ボ ト ルホルダーには、 キャ ッ プ付き

ボ ト ル以外のものを入れないで く だ

さい。 急ブレーキをかけた と きや衝

突時に収納し ていたものが飛び出し、

けがをするおそれがあ り ます。

急ブレーキをかけた と きや衝突時に、

ボ ト ルホルダーに体があたるなど し

て、 思わぬけがをするおそれがあ り

危険です。 ボ ト ルホルダーを使用し

ない と きは収納し ておいて く だ さ い。

キャ ブチル ト 操作をする と きは、 ボ

ト ルホルダーに飲料などがないこ と

を確認し て く だ さい。 電気部品など

にかかる と故障の原因と な った り、

車両火災につながるおそれがあ り危

険です。

! 注意

シー ト バッ ク ト レ イについて

シー ト バッ ク ト レ イの上に乗った り、

大きな力を加えないで く だ さい。 損傷

するおそれがあ り ます。

ボ ト ルホルダーについて

破損するおそれがあるため、 ボ ト ルホ

ルダーに手をついた り、 足で踏んだ り

し ないで く だ さい。
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発進前の準備..........................P.9-2

走行時の注意..........................P.9-4

駐 ・ 停車時の注意.............P.9-11

積荷...........................................P.9-12
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1. 乗車する前に、 車の周り に人や

障害物がないこ と を確認する。

2. パーキングブレーキが確実に効

いている こ と を確認する。

3. タ イヤの前後に輪止めが掛けて

ある場合には外す。

4. 正しい運転姿勢がとれるよ う に

ド ラ イバーシー ト 、 ハン ドルを

調整する。

5. 後方や側方および直前 ・ 直左の

状況が十分に確認できるよ う

に、 各 ミ ラーを調整する。

6. シー ト ベル ト を正し く 着用す

る。

7. 不要なラ ンプやアクセサリ ー類

のスイ ッ チを切る。

発進前の準備

エンジン始動前の準備
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8. シフ ト レバーを 「N」 （AT 車は

「P」） の位置にある こ と を確認

する。

＊ エンジンの始動方法には、 「通常また

はエンジンが暖ま っ ている と き」 と

「寒冷時にエンジンをかける と き」 が

あ り ます。 （P.5-3）

＊ エンジンの暖機運転 （P.5-50）

以下の条件で発進し て く だ さい。

1. 水温計の針が適正温度域内を指

示

2. 警告灯消灯

3. パーキングブレーキレバーは完

全に戻す

4. ク ラ ッ チの損傷を防ぐため 1 速

で発進し て く ださい。 また、 必

要以上に長い時間、 半ク ラ ッ チ

操作を行わないで く だ さい。

エンジンの始動 ・ 暖機

メ ーターパネル内の確認、 レ

バー操作

! CAUTION! 警告

ス ター ターキーについて

ス ター ターキーを抜いたまま、 または

「LOCK」 の位置に し たままで絶対に走

行し ないで く だ さい。 ハン ドルがロ ッ

ク され操作ができな く な り危険です。

エンジン始動について

万一の急発進にそなえ必ず ド ラ イバー

シー ト に座り エンジンをかけて く だ さ

い。 （P.9-2）
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走行中は次の点に注意するほか、

異常が認められたら、 ただちに安

全な場所に停車させて、 点検し て

く だ さい。 なお、 原因が不明な と

きや整備が困難な と きは、 ト ヨ タ

販売店にご連絡 く だ さい。

 エンジンスイ ッ チは 「ON」 の位

置以外に し ないで く だ さい

警告灯類 ・ メ ーター類の電気回路が作動

し ないだけでな く 、 電気部品を こわすお

それがあ り ます。

 各警告灯 （赤ラ ンプ） が消えて

いるのが正常です

点灯またはブザーが鳴ったら、 ただちに

安全な場所に停車させて、 点検し て く だ

さい。

 シフ ト レバーの操作は、 ゆっ く

り行って く だ さい

急発進 ・ 急停車は、 緊急のと き以外はで

き るだけ避けて く だ さ い。

 各 ミ ラーは、 常に車両の直前 ・

直左 ・ 側方 ・ 後方の状況が十分

に確認できる位置に調整し てお

いて く だ さい

 異音 ・ 異常振動 ・ 異臭に注意し

て く だ さい

異常を認めた と きはただちに安全な場所

に停車させて点検し て く だ さい。

 過負荷運転はし ないで く だ さい

過負荷状態で長時間運転する と、 車両各

部に悪影響をおよぼし ます。

 エンジン出力の抑制について

（ブレーキオーバーラ イ ド システ

ム）

• ア クセルペダルと ブレーキペダルが同
時に踏まれた と き、 エンジン出力を抑

制する場合があ り ます。

• ブレーキオーバーラ イ ド システム作動
中は、 コ ンビネーシ ョ ン メ ー ター内の

イ ンジケーターが点灯し ます。

 急発進の抑制について （ド ラ イ

ブス ター ト コ ン ト ロール） ( 装着

車のみ )

次のよ う な通常と異なる操作が行われた

場合、 エンジン出力を抑制する場合があ

り ます。

• ア クセルペダルを踏み込んだまま、 シ
フ ト レバーを操作し た （R から D、 D 

から R、 N から R、 P から D、 P から
R） と き。 （D は S ポジシ ョ ン を含む）

この場合、 コ ンビネーシ ョ ン メ ー ター
内のイ ンジケー ターが点灯し ます。

• 後退時にア クセルペダルを踏みすぎた

と き。

＊ 状況によ って操作できない場合があ り

ます。

ド ラ イ ブス ター ト コ ン ト ロールが作動し

ている と、 ぬかるみや新設などからの脱

出が困難な場合があ り ます。 そのよ う な

と きは、 TRC の作動を停止する こ と によ

り、 ド ラ イブス ター ト コ ン ト ロールが停

止し、 脱出しやす く な り ます。

 最大積載量を守って く だ さい

過積載は法律で禁じ られているだけでな

く 、 車両各部に悪影響をおよぼし た り、

事故の原因にもな り ます。

 走行中は絶対にエンジンを止め

ないで く だ さい

• ブレーキが効かな く なるおそれがあ り

ます。

• パワーステア リ ングが作動し ない状態
と な り、 ハン ド ルが急に重 く な り ます。

走行時の注意

走行中の注意
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 ク ラ ッ チペダルを踏んだまま、

またニュー ト ラルのまま走行し

ないで く だ さい

• エンジンブレーキが効かな く な り ます。

• ク ラ ッ チペダルに足を乗せたまま運転
し ないで く だ さ い。

 半ク ラ ッ チは、 できるだけ使わ

ないで く だ さい

ク ラ ッ チを摩耗させる大きな原因にな り

ます。

 カーブを曲がる と きは、 あらか

じめ減速し て く だ さい

• 内輪差に注意し、 狭い街中などではア

ウ ター ミ ラーによ り十分後方 ・ 側方を
確認し て く だ さ い。

• ハン ド ルを切り ながら強 く ブレーキを
かける と、 タ イヤがス リ ッ プ し、 車両

の最後部が流れた り する こ とがあ り ま
す。

• 滑りやすい路面 （ぬれた路面 ・ 凍結路

面 ・ 雪路など） では、 ス リ ッ プ し て方
向を失いやす く な り ますので、 ブレー

キのかけ方には注意し て く だ さ い。

• 急ハン ドルはタ イヤを摩耗させるばか

り でな く 、 車両の横転やスピンの原因
になる こ とがあ り ます。

• ハン ド ルが急に重 く なるなど、 異常を

認めた と きは、 ただちに安全な場所に
停車させて、 点検し て く だ さ い。

急ブレーキ

＊ 緊急時はブレーキペダルをいっぱいに

踏み込んで く だ さい。 急ブレーキがか

かり急停車し ます。

下り坂

 急勾配や長い坂道を下る と きは、

あらかじめブレーキをかけ、 ブ

レーキが正常に作動する こ と を

確認し て く ださい。

 下り坂では上り坂と同じ変速段

を使用し、 エンジンブレーキを

有効活用し、 必要に応じ て フ ッ

ト ブレーキを併用し て、 スピー

ドの出しすぎに注意し て く だ さ

い。 また、 これによ り フ ッ ト ブ

レーキの負担を少な く する こ と

ができます。

 下り坂ではエンジンをオーバー

ラ ン させないよ う に注意し て く

だ さい。

 シフ ト ダウンする と きは、 十分

減速し てからギヤチ ェ ンジを

行って く だ さい。

高速道路では、 一般道路と比較し

て、 ほとんど支障のないよ う な小

さ な原因でも大事にいたるおそれ

があ り ます。

安全運転を心掛ける と と もに、 次

のこ と を守って走行し て く だ さい。

下り坂の走行

高速道路の走行

TI03-015A
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 日常 （運行前） 点検を確実に

行っ て く だ さい。 燃料、 冷却水、

エンジンオイル、 V ベル ト 、 タ

イヤは念入り に点検し て く だ さ

い。 （P.12-1）

 シー ト ベル ト は必ず着用し て く

だ さい。

 本線へ進入する と きは、 方向指

示灯で早めに合図し、 加速車線

で十分加速し ながら、 後方およ

び本線上の車の流れを十分確認

し て く だ さい。

 高速走行は、 速度に対するス

ピー ド感が大幅に鈍 く な り ます。

速度は常にスピー ド メ ーターに

よ り確認し て く だ さい。

 高速では、 わずかなハン ドル操

作で も車は大き く 移動し ます。

ハン ドルは徐々に操作し て く だ

さい。

 車間距離は十分と って く だ さい。

 車間距離は少な く と も速度

（km/h） を距離 （m） におきかえ

た数値をあけて く だ さい。 80 

km/h で走行し ている と きは 80 

m の車間距離を と るよ う にし ま

す。 また、 レーンを変更する と

きは、 特に後続車に注意し早め

に合図し て く だ さい。

 雨天時はスピー ド を控えめに し

て く だ さい。 ス リ ッ プを起こ し

た り タ イヤが浮いてハン ド ルや

ブレーキがきかな く なるハイ ド

ロプレーニング現象が発生する

こ とがあ り ます。

 急ブレーキはスピンやス リ ッ プ

を起こ しやす く 非常に危険です。

 急ブレーキをかける必要のない

運転を心掛けて く ださい。

 フ ッ ト ブレーキを使いすぎる と

ブレーキが過熱し、 フ ェー ド現

象、 ベーパーロ ッ ク現象の発生

やブレーキ ド ラムまたはデ ィ ス

ク ローターおよびラ イニングま

たはパッ ド そのほかの部品の早

期摩耗 ・ 寿命短縮を招きます。

 エンジンブレーキを効果的に使

い、 必要に応じ てフ ッ ト ブレー

キを使用するよ う に心掛けて く

だ さい。

 横風に注意し て く ださい。 特に

ト ンネルの出口付近や切り通し

を出た と き、 横風を受けて車体

が流される こ とがあ り ますが、

あわてずに速度を下げながら

徐々に進路を修正し て く ださい。

 本線から出る と きは、 合図を早

めに行いエンジンブレーキを有

効活用し、 必要に応じ てフ ッ ト
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ブレーキなどを併用し、 適切に

シフ ト ダウンを し ながら減速し

て、 減速車線に移動し て く だ さ

い。

砂利道、 泥道などは低速ギヤで

ゆっ く り走行し て く ださい。

 雨の降りはじめは、 特にス リ ッ

プ しやす く 危険です。 車速を落

と し、 急ブレーキを避けて、 十

分注意し ながら走行し て く だ さ

い。

 水たま り を走行する と、 ブレー

キの効きが低下する こ とがあ り

ますので、 注意し て く だ さい。

 霧のと きは、 フ ォグラ ンプを点

灯させ、 セン ターラ イ ンや前方

をよ く 確認し、 低速で走行し て

く だ さい。

 雪路または凍結路を走行する と

きは、 タ イヤチ ェーン、 ス ノ ー

タ イヤ、 ス タ ッ ド レス タ イヤな

どを装着し、 スピー ド を控えめ

に し て く だ さい。

 雪路または凍結路では、 ス リ ッ

プ しやす く 危険です。 急ブレー

キや急ハン ド ル操作は避け、 車

間距離を大き く と り、 十分注意

し ながら走行し て く だ さい。

ABS は決し て万能な装置ではな く 、

限界を超えた走行 ・ 停止を可能と

する ものではあ り ません。

運転する場合は、 次の注意事項に

留意の上、 安全運転を行って く だ

さい。

 ABS は、 滑りやすい路面上での

制動距離を短 く する装置ではな

いため、 ABS 付き車であって も

滑りやすい路面上では通常の乾

燥舗装路に比べ制動距離は長 く

な り ます。 深い雪 ・ 砂利道など

では ABS が作動する と、 ABS が

付いていない車よ り も制動距離

が若干延びる こ と もあ り ます。

 路面の状態と タ イヤの状態 （タ

イヤの種類 ・ 摩耗状態など） を

常に考慮し、 安全運転を守り、

悪路の走行

悪天候時の走行

ABS 付き車の運転上の注意
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車間距離を適正に保って走行し

て く だ さい。

 ABS は車両の発進、 加速、 旋回

など制動時以外で生じ る車輪の

ス リ ッ プには働きません。 また、

非常に滑りやすい凍結し た路面

などでは、 タ イヤのグ リ ッ プ力

が低下し、 ハン ドルが適正に切

れず、 車両が不安定と なる こ と

があ り ます。 常に、 路面および

タ イヤの状態に合った安全速度

を守って走行し、 急ブレーキを

避けるよ う に し て く だ さい。

 非常に滑りやすい凍結し た路面

などでは、 強いエンジンブレー

キを働かせる と、 駆動輪がロ ッ

ク し、 車両が不安定と なる こ と

があ り ます。 （この場合には、

ABS は作動し ません） このよ う

な と きは、 ク ラ ッ チを切るか、

シフ ト レバーを 「N」 の位置に

し、 駆動輪へのエンジンブレー

キの作用を一度断った後、 適正

なレバー位置に し て走行し て く

だ さい。

 ABS が作動する と、 ハン ドルに

若干の振動 （特に、 左右輪の路

面状態が異なる場合） および取

られを感じ る こ とがあ り ます。

また、 ABS 機器から作動音が発

生し ます。 これらは、 異常では

あ り ません。 あわてずに、 適切

なハン ドル操作を行って く だ さ

い。

 ブレーキペダルを踏んだ と き、

作動音と と もにペダルが小刻み

に動 く こ とがあ り ます。 これは

ABS が正常に作動し ている と き

の現象で異常ではあ り ません。

さ らにブレーキペダルを強 く 踏

み続けて く ださい。

 ABS が装着されていない車両と

同様、 タ イヤの状態と路面の状

態を常に考慮し、 安全速度を守

り、 急ブレーキ、 急加速、 急ハ

ン ドルを避け、 安全運転を心掛

けて く だ さい。

 指定サイズ以外のタ イヤを装着

する と きは、 ト ヨ タ販売店にご

相談 く だ さい。

TRC は決し て万能な装置ではな く 、

限界を超えた走行を可能とする も

のではあ り ません。

運転する場合は、 次の注意事項に

留意の上、 安全運転を行って く だ

さい。

 TRC 付き車は、 滑りやすい路面

において発進 ・ 加速時のタ イヤ

の空転を抑え、 駆動の確保を補

助し ますが、 タ イヤのグ リ ッ プ

力が上がるわけではあ り ません。

 TRC が作動する と、 アクセルペ

ダルを踏み込んでいても エンジ

ン回転数が低下する こ とがあ り

ますが、 TRC のエンジン コ ン ト

ロールが作動するためで、 異常

ではあ り ません。

 タ イヤの状態がシステムに大き

く 影響し ますので、 タ イヤの状

態には細心の注意を し て く だ さ

い。

 指定サイズ以外のタ イヤを装着

する と きは、 ト ヨ タ販売店にご

相談 く だ さい。

TRC 付き車の運転上の注意
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アドバイス

TRC を装着し ていて も ア クセル、 ク

ラ ッ チの急な操作は避けて く だ さ い

特に、 滑りやすい路面での発進は TRC 

を装着し ていない車と同様に半ク ラ ッ

チを効果的に使い、 静かに発進し て く

だ さい。

知識

エンジンブレーキとは

走行中、 ア ク セルペダルから足を離し

た と きにかかるブレーキ力です。

＊ 低速ギヤほどよ く 効きます。

 フ ェ ー ド 現象とは

ブレーキの摩擦面が過熱する と摩擦力

が減少するため、 同じ力でブレーキペ

ダルを踏んで も ブレーキの効きが悪 く

なる現象です。

ベーパーロ ッ ク現象とは

ブレーキの摩擦熱によ り ブレーキ液が

過熱されて沸騰し、 気泡が発生し て、

ブレーキペダルを踏み込んで も気泡を

圧縮するだけでブレーキ力にな ら ない

現象です。

オーバーラ ン とは

エンジンの許容最高回転数を超えて回

転させる こ と です。

＊ 各部に無理が生じ てエンジンなどを

破損させる こ と にな り ます。

ブレーキアシス ト とは

急ブレーキ時などに、 よ り大きなブ

レーキ力を発生させます。

ハイ ド ロプレーニング現象とは

路面が水でおおわれている と きに高速

で走行する と、 ある速度以上になる と

水上スキーのよ う に タ イヤが水の膜の

上を滑走する状態にな り、 操縦不能に

なる こ と をいいます。

ABS （アンチロ ッ ク ブレーキシステ

ム） とは

雪路などの滑りやすい路面で急ブレー

キをかけて も車輪がロ ッ ク し ないよ う

に し、 車両の尻ふり などを抑え車両を

安定し た状態で停止しやす く する装置

です。

TRC （ ト ラ クシ ョ ン コ ン ト ロール） と

は

雪路 ・ 氷結路などの滑りやすい路面で、

駆動輪の空転を減少させ、 発進 ・ 加速

性、 直進性、 登坂性の向上によ り ド ラ

イバーの負担を減ら し、 走行安定性を

確保し よ う とする装置です。

VSC （ビークルス タ ビ リ テ ィ コ ン ト

ロール） とは

急なハン ド ル操作や旋回時に発生する

車両の横滑りやロール現象を軽減する

装置です。

! CAUTION! 警告

エンジンブレーキを併用し て く だ さ

い

フ ッ ト ブレーキを使いすぎる と ブレー

キが過熱し て 「フ ェ ー ド 現象」 や

「ベーパーロ ッ ク現象」 を起こ し、 ブ

レーキの効きが悪 く なるおそれがあ り

危険です。

シ フ ト レバーを 「N」 位置で走行し

ないで く だ さい

エンジンブレーキが働かないので フ ッ

ト ブレーキの効きが悪 く な り ます。

急ブレーキをかける と きは十分注意

し て く だ さい

停車時強いシ ョ ッ ク を伴います。
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緊急時以外は急ブレーキをかけない

よ う心掛けて く だ さ い

急ブレーキを使いすぎる と、 タ イヤ、

ブレーキ ド ラム、 デ ィ ス ク ロー ター、

ラ イニング、 パッ ド等の部品の早期摩

耗を起こ し、 寿命を非常に短 く し ます。

ハン ド ルの切り方に応じ たブレーキ

をかけるよ う に し て く だ さい

旋回中の急ブレーキはスピンなどの原

因にな り ます。

ペダルを踏み続けて く だ さい

ブレーキアシス ト が作動し てブレーキ

ペダルが大き く 動いて床まで達する こ

とがあ り ますが、 そのままペダルを踏

み続けて く だ さい。

オーバーラ ン を起こ さ ないよ う に注

意し て く だ さい

下り坂を走行する と きは、 シ フ ト ダウ

ン を 1 段ずつ行っ て く だ さい。

TRC を過信し ないで く だ さ い

TRC が作動し た状態で も車両の方向安

定性の確保には限界があ り ます。 無理

な運転は思わぬ事故につながり、 生命

にかかわる重大な傷害を受けるおそれ

があ り危険です。 常に安全運転に心が

け、 ラ ンプが点滅し た と きは、 と

く に慎重に運転し て く だ さ い。

ABS を過信し ないで く だ さい

ABS が作動し た状態で も、 ス リ ッ プ

の抑制やハン ドルの効き方には限界

があ り ます。 無理な運転は思わぬ事

故につながり、 生命にかかわる重大

な傷害を受けるおそれがあ り危険で

す。 ABS は過信せず速度を抑え、 車

間距離を十分に と って安全運転に心

がけて く だ さい。

ABS はタ イヤのグ リ ッ プ限界を こ え

た り、 ハイ ド ロプレーニング現象が

起こ った場合は効果を発揮できませ

ん。

ABS は制動距離を短 く するための装

置ではあ り ません

次の場合などは ABS の付いていない車

両に比べて制動距離が長 く なる こ とが

あ り ます。 速度を控えめに し て車間距

離を十分と っ て く だ さ い。

• 砂利道、 新雪路を走行し ている と き

• タ イヤチ ェ ーンを装着し ている と き

• 道路の継ぎ目などの段差を乗り こ え
る と き

• 凸凹のある路面や石だたみなどの悪

路を走行し ている と き
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 駐停車が許されている場所で、

かつほかの交通に迷惑をかけな

い安全な場所を選んで く だ さい。

 坂道の駐車は避け、 平ら な場所

を選んで く だ さい。 坂道に駐車

する と、 駐車中に車が動き、 事

故につながるおそれがあ り ます。

 やむを得ず、 坂道で駐車する と

きはパーキングブレーキを確実

に効かせ、 車が動かないこ と を

確認し てから タ イヤの前後に輪

止めをかけて く だ さい。

 盗難防止のため、 車内には貴重

品を置かず、 窓を確実に閉め、

ス ターターキーを抜き取り、 ド

アロ ッ ク し て く だ さい。

 ほかの交通から駐停車し ている

こ とが良 く 分かるよ う に、 各ラ

ンプのレンズや反射器の汚れを

良 く 拭き取って く だ さい。

 レバーをいっぱいに引いた際、

最後に 「カチ ッ」 とい う ノ ッ チ

音を確認し て く だ さい。

 フ ラ ッ ト スポ ッ ト を少な く する

ために駐車時は次の点に注意し

て く だ さい。

• 適正空気圧、 適正荷重の励行

• 荷物を積んだままでの長時間駐車を避
ける駐 ・ 停車時の注意

�������	�

フ ラ ッ ト スポ ッ ト

が発生しやすい

フ ラ ッ ト スポ ッ ト

が発生し に く い

バイアス タ イヤ ラ ジアルタ イヤ

新品のタ イヤ 摩耗し た タ イヤ

アドバイス

万一のために

縁石など障害物のある方にハン ド ルを

回し てお く と よ り安全です。

知識

 フ ラ ッ ト スポ ッ ト とは

特に冬期、 長時間駐車し て、 タ イヤ接

地部の変形がしばら く 元に戻ら ない現

象をいいます。 走り始めはゴ ト ゴ ト 振

動し ますが、 5 ～ 30 分の走行で元の状

態に戻り ます。

! CAUTION! 警告

仮眠する と きは必ずエンジンを止め

て く だ さ い

眠っ ている と きに無意識にア クセルペ

ダルを踏み込んだ り、 シ フ ト レバーを

動かし た り する と事故やエンジン ・ 排

気管などの異常過熱による火災の原因

にな り危険です。

風通しの悪い所で駐停車し ないで く

だ さ い

周囲の状況によ っ ては、 排出ガスが車

内に侵入し一酸化炭素中毒になるおそ

れがあ り危険です。
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積荷は最大積載量以上に積まない

で く だ さい。

 積荷の下にウマを用いる と きは、

ウマの位置に注意し均等に支え

て く だ さい。

 積荷は均等に積んで く だ さい。

均等に積めない場合は極力荷台

の中心付近に積んで く だ さい。

パーキングブレーキはいっぱいに引

いて く だ さ い

パーキングブレーキレバーの引きが

不足し ている と駐車中に車が動き、

事故につながるおそれがあ り ます。

パーキングブレーキレバーを引いた

際にレバーが正し く 噛み合っ ていな

い と、 レバーがずれて車が動き事故

につながるおそれがあ り ます。 レ

バーをいっぱいに引き、 最後に 「カ

チ ッ」 と い う ノ ッ チ音がする こ と を

確認し て く だ さい。

警告灯 （ ） の点灯は、 パーキ

ングブレーキレバーの引きが十分で

ある こ と を示すものではあ り ません。

レバーは常にいっぱいに引いて く だ

さい。

駐車する と きは

坂道に駐車する と きや、 長時間の駐車

および車両の点検 ・ 整備などの作業を

する と きは、 危険防止のため必ずタ イ

ヤの前後に輪止めを掛けて く だ さい。

ギヤ入れ駐車について

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンのギヤを入れた状

態で駐車する必要がある と きは、 パー

キングブレーキを使用し エンジンが回

されて も始動し ないよ う に、 ス ター

ターキーを抜き、 さ らに タ イヤの前後

に輪止めを掛けて く だ さ い。

枯草や紙 く ずなど燃えやすい物があ

る場所に車を止めないで く だ さい

走行直後は排気管やマ フ ラー付近が高

温にな っ ています。 燃えやすい物が近

く にある と火災の原因にな り ます。

積荷

荷の積み方

���������
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 長尺物は極力荷台後端よ り出さ

ずウマを使用し て く だ さい。 な

お、 ガー ド フ レームと荷台後端

部の 2 点で支持するのは危険で

すので避けて く だ さい。

 ロープ ・ シー ト 掛けは確実に

行っ て く だ さい。

＊ 積荷が重量物の場合は荷台に確実に固

定し て く だ さ い。

 シー ト 、 幌などは、 バタつかな

いよ う にロープなどで確実に固

定し て く だ さい。

＊ 排気管に接触し ないよ う に気をつけて

く だ さい。

＊ 空気取り入れ口をふさがないよ う に気

をつけて く だ さ い。 シー ト 、 幌などが

空気取り入れ口で吸われた と きは、 出

力不足などが発生し、 エンジン不調の

原因にな り ます。

! CAUTION! 警告

過積載は法律で禁止されています

過積載をする と、 通常よ り制動距離が

延びるなど、 思わぬ事故や故障の原因

にな り ます。 また車両各部の損傷を早

めます。

積荷が滑りやす く 、 あるいはバラ ン

スを く ずしやすい と きは

積荷の滑り止めを行い、 その上にワイ

ヤーやロープで確実に荷台に固定し て

く だ さ い。 固定し ない と制動時 ・ 旋回

時に荷 く ずれを起こすおそれがあ り ま

す。

シー ト 端やロープをキャ ブ と荷台の

間に垂れ下げないで く だ さい

走行中、 キャ ブ と荷台の間に燃えやす

いものがある と、 エンジンの熱によ り

火災の原因にな り ます。

シー ト やロープを排気管に接触し な

いよ う に し て く だ さ い

排気管の熱によ り火災の原因にな り ま

す。

荷は高 く 積まないで く だ さい

横風を受けた と きや旋回時に車両が横

転するおそれがあ り ます。
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荷を積むと きは誤った積み方を し な

いで く だ さ い

積荷が不安定と な り、 荷 く ずれによる

重大な事故の原因と なるばかり でな く 、

集中的に荷重がかかり、 荷台やフ レー

ム周り を傷めるおそれがあ り ます。
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冬期の取り扱い ..................P.10-2

夏期の取り扱い ..................P.10-6
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冷却水の濃度を予想される最低外

気温に合った混合割合に調整し ま

す。

＊ 冷却水の混合割合 （P.13-17）

外気温が低下する と エンジンオイ

ルの粘度が高 く （硬 く ） な り、 エ

ンジンがまわり に く く な り ます。

冬期に入る前に外気温に合ったオ

イルに交換し ます。

＊ エンジンオイルの交換 （P.14-4）

エンジンオイルの粘度 （SAE 粘

度）

軽油の凍結温度

 デ ィ ーゼル車の場合、 冬期や寒

冷地では燃料が凍結し てエンジ

ンが始動しに く く なる こ とがあ

り ます。

 通常の軽油 （JIS 2 号軽油） では

約－ 7.5 ℃以下になる と凍結し

ます。

 寒冷地にでかける と きは、 あら

かじめ現地の外気温に合ったも

のを補給し て く だ さい。

 上記の表は一つの目安です。 バ

ラ ツキもあ り ますので、 表にあ

る温度よ り高い温度でも凍結す

る こ とがあ り ます。

 特 1 号、 1 号、 2 号軽油を使用し

て冬期に寒冷地に行 く と、 燃料

タ ン ク内や燃料パイプ内で軽油

が凍結する場合があ り、 エンジ

ンの始動が困難にな った り停止

し た りするなどの異常を生じ ま

す。

 寒波に襲われタ ン クの燃料がそ

れに対処できるかど うか不明で

ある場合、 暖かいガレージに駐

車し て く だ さい。 緊急用対策と

し てはエンジンを切らないこ と。

 適切な燃料を使用し なかった場

合は、 エンジン警告灯が点灯す

る こ とがあ り ます。

冬期の取り扱い

冷却水

エンジンオイル

燃料

外気温℃

燃料 凍結温度の目安

JIS 特 1 号軽油 +5 ℃以下

JIS 　 1 号軽油 -2.5 ℃以下

JIS 　 2 号軽油 -7.5 ℃以下

JIS 　 3 号軽油 -20 ℃以下

JIS 特 3 号軽油 -30 ℃以下
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雪路や凍結し た路面またはぬかる

みでは、 安全に走行するために タ

イヤチ ェーンを装着し ます。

1. タ イヤチ ェ ーンを取り付ける前

にチ ェーンの傷 ・ 摩耗を点検す

る。

2. タ イヤチ ェ ーンを駆動輪に装着

する。

＊ タ イヤチ ェ ーンは必ずタ イヤと同じサ

イズのものを使用し て く だ さ い。

＊ フ ロン ト タ イヤにはタ イヤチ ェ ーンを

使用し ないで く だ さい。

＊ タ イヤチ ェ ーンは、 コ ネク ターの折り

曲げ部がタ イヤの外側に向 く よ う取り

付けます。

3. 内側フ ッ クはチ ェ ーンの輪があ

ま らないよ う に掛け、 外側に

引っ張り内側チ ェ ーンのたるみ

をな く し てから外側フ ッ ク を掛

ける。

＊ フ ッ クはタ イヤ側面に対し平らになる

よ う に掛け、 また、 チ ェ ーンのねじれ

や曲がりがないこ と を確認し て く だ さ

い。

4. チ ェーンがあま った と きは、 末

端をワイヤーなどで固定し、 ほ

かの部位と接触するのを防ぐ。

5. スプ リ ングバン ドは、 外側

チ ェーンに対し 3 カ所以上バラ

ンスが取れるよ う に掛ける。

＊ ダブルタ イヤに使用する場合は、 ダブ

ルタ イヤ用のタ イヤチ ェ ーン を使用し

て く だ さ い。

＊ タ イヤチ ェ ーンはゆるみのないよ う に

取り付け、 5 ～ 10 分走行後に点検し、

その後も常に タ イヤチ ェ ーンの取り付

け状態に注意し て く だ さ い。

＊ タ イヤチ ェ ーン を着脱する と きは、 タ

イヤ内側のハーネス ・ ホース ・ 配管類

に損傷を与えないよ う に注意し て く だ

さい。

タ イヤチ ェーンを取り付ける と

き

TJ01-010A

アドバイス

燃料について

軽油を補給する と きは、 燃料タ ン ク

いっぱいに給油し て く だ さい。
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! CAUTION! 警告

雪路 ・ 凍結路ではス リ ッ プに注意し

て く だ さ い

ス ター ト はゆっ く り ス ター ト し、 走

行中は速度をひかえて く だ さい。

急ブレーキ ・ 急ハン ド ルなど急のつ

く 動作は厳禁です。

橋の上や日陰など路面が凍結しやす

い場所では手前で十分に減速し て通

過するよ う 心掛けて く だ さい。

シ フ ト ア ッ プ、 シ フ ト ダウンによる

エンジンブレーキやエンジン回転数

の急激な変化は、 車が横滑り するな

ど し て、 思わぬ事故につながるおそ

れがあ り危険です。

雪が積も った場所や降雪時に駐車す

る と きは、 エンジンをかけたままに

し ないで く だ さい。 エンジンをかけ

たままの状態で車の周り に雪が積も

る と排出ガスが車内に侵入し て、 重

大な健康障害におよぶか最悪の場合

死亡につながるおそれがあ り ます。

駐車する と きは、 風や雪がかからな

い場所を選んで く だ さ い

車両前側がなるべ く 風下を向 く よ う

に駐車し て く だ さい。

ブレーキ装置が凍結し、 パーキング

ブレーキが解放できな く なるおそれ

がある と きは、 次の順序で駐車し て

く だ さ い。

１ ． 平坦な場所に停車する。

２ ． パーキングブレーキを確実に効か

せる。

３ ． エンジンを止め、 シ フ ト レバーを

「1」 または 「R」 の位置にする。

（AT 車は 「P」 の位置に し ます）

４ ． 車両が動かないよ う に タ イヤの前

後に輪止めを掛ける。

５ ． パーキングブレーキレバーを戻す。

 タ イヤチ ェ ーン装着時は必ず慎重に

運転し て く だ さい

 タ イヤチ ェ ーン装着時は、30 km/h ま

たはチ ェ ーン メ ーカー推奨の制限速

度以下で走行し て く だ さい。 タ イヤ

チ ェ ーンにかかる負荷が大き く な り、

チ ェ ーンが切れやす く な り ます。 ま

た、 走行性に影響を与えるため必ず

慎重に走行し て く だ さ い。

 タ イヤチ ェ ーンを装着し て走行する

と きは、 突起や穴を乗り こ えた り、

急ハン ド ルや車輪がロ ッ クするよ う

なブレーキ操作などを し ないで く だ

さい。 車両が思わぬ動き を し て事故

につながるおそれがあ り ます。 また、

ABS 作動時で も制動距離が長 く なる

場合があ り ますので慎重に運転し て

く だ さ い。

ダブルタ イヤの外側タ イヤのみシン

グルチ ェ ーンを取り付けないで く だ

さい。 チ ェ ーンが車体側にあた り走

行に悪影響をおよぼし危険です。

! 注意

冷却水

冷却水の混合割合を誤る と、 冷却水が

凍結し てエンジンやラジエー ターなど

を破損させるおそれがあ り ます。

燃料について

燃料タ ン クに雪や水が入ら ないよ う に

キャ ッ プを確実に締めて く だ さい。 燃

料に水が混じ る と エンジン故障の原因

にな り ます。
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 タ イヤチ ェ ーンの装着は確実に行っ

て く だ さ い

確実に装着し ない と機能低下はも と よ

り走行中に接触 ・ 脱落し て思わぬ事故

につながるおそれがあ り ます。

 タ イヤチ ェ ーンを取り付ける と きは、

タ イヤサイズに合ったものを使用し

て く だ さ い

 タ イヤサイズに合っていない タ イヤ

チ ェ ーンを使用する と、 車体側にあ

た り走行に悪影響をおよぼすおそれ

があ り ます。 詳し く は ト ヨ タ販売店

にご相談 く だ さい。

 ト ヨ タ純正品以外のタ イヤチ ェ ーン

を使用する と車体側にあた り、 走行

に悪影響をおよぼすおそれがあ り ま

す。

外気温が低下する とバッ テ リ ーの性

能が低下し ます

バ ッ テ リ ー液量を点検し、 完全に充

電し た状態で使用し て く だ さい。

バ ッ テ リ ーの点検 （P.13-57）

バ ッ テ リ ー液の比重が低 く なる と

バ ッ テ リ ー液が凍結しやす く な り ま

す

バ ッ テ リ ー液の比重を点検し、 完全

に充電し た状態で使用し て く だ さ い。

バ ッ テ リ ーの点検 （P.13-57）

バ ッ テ リ ー液を補充し た と きは、 必

ず充電 （走行） し て く だ さい

バッ テ リ ー液が凍結し、 ケースを破損

させるおそれがあ り ます。

ウイ ン ド ウォ ッ シ ャー液の濃度を冬

用に し て く だ さい

ウォ ッ シ ャー液の凍結は、 ポンプの

作動不良や故障を起こ し ます。

ウォ ッ シ ャー液の混合割合 （P.13-

55）

 ド アが凍結し た と きは、 お湯をかけ、

氷を とかし て く だ さ い

無理に開けよ う とする と ド アまわり

のゴムがはがれた り損傷し た り する

おそれがあ り ます。

 ド アが開いたらすぐに水分を十分拭

いて く だ さい。

ワイパー、 電動格納式アウ ター ミ

ラーなどが凍結し た と きは、 お湯を

かけ、 氷を とかし て く だ さい

無理に動かそ う と スイ ッ チを押し続け

る と装置を損傷し た りバッ テ リ ーあが

り を起こす原因にな り ます。

予熱付き車のエンジンを始動する と

きは、 予熱を行っ て く だ さい

寒冷時のエンジンのかけ方 （P.5-3）

走行中にはね上げた雪や水は、 車に

付着し氷にな り ます

 タ イヤハウスおよび リ ン ク部やホー

ス ・ パイ プ類に付着し た雪や氷で部

品を傷つけないよ う に取り除いて く

だ さ い。

ブレーキ装置に付着する と ブレーキ

の効きが悪 く なる こ とがあ り ますの

で、 時々直線路で軽 く ブレーキペダ

ルを踏んで、 ブレーキの効き具合を

確認し て く だ さい。
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 夏期は特に冷却水の不足やラジ

エーターの汚れなどによるオー

バーヒー ト を起こ しやす く な り

ます。

 井戸水や河川の水などの硬水は

水あかが生じやす く 、 冷却水路

を詰ま らせて冷却効率を低下さ

せるので使用し ないで く だ さい。

＊ 使用する冷却水 （P.13-17）

 ラジエーター前面が泥やほこ り

で詰ま っている と冷却効率が低

下するので点検 ・ 洗浄し ます。

＊ 冷却水の混合割合 （P.13-17）

＊ ラジエーターコ アの洗浄 （P.13-18）

外気温が上昇する と、 エンジンオ

イルの粘度が低 く （やわらか く ）

な り、 エンジンを十分に潤滑し な

く な り ます。 夏期に入る前に外気

温に合ったオイルに交換し て く だ

さい。

＊ エンジンオイルの交換 （P.14-4）

エンジンオイルの粘度 （SAE 粘

度）

夏期の取り扱い

冷却水

エンジンオイル

! 注意

外気温度が上昇する とバッ テ リ ー液

の水分蒸発が多 く な り ます

バ ッ テ リ ーの液量が減少しやす く な

り ますので、 液量を点検し て く だ さ

い。

バ ッ テ リ ーの点検 （P.13-57）

エア コ ン用コ ンプレ ッサーベル ト の

ゆるみ

滑りが生じ て冷房能力が低下し ますの

で、 ゆるみがないよ う に調整し て く だ

さい。

冷媒 （ガス） が不足し ている と冷房

能力が低下するだけでな く 、 エア コ

ン故障の原因と な り ます

不足し ていないか点検し て く だ さ い。

冷媒 （ガス） 充てん量の点検

（P.13-53）

冷媒 （ガス） は HFC134a を使用し て

います

地球環境を守るため、 大気放出し ない

よ う修理 ・ 廃車時の処理は ト ヨ タ販売

店にご相談 く だ さい。

外気温℃
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エア コ ン用コ ンデンサーユニ ッ ト 前

面の泥やほこ り

ユニ ッ ト 前面が詰ま っている と冷却

効率が低下し ますので点検 ・ 洗浄し

て く だ さ い。

 コ ンデンサーユニ ッ ト の洗浄

（P.13-54）
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キャ ブを上げる前の
準備........................................P.11-2

手動キャ ブチル ト .............P.11-2
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

1. レバーを手前に引いたままでハ

ン ドル を上げる。

レバー

ハン ドル

2. グ リ ッ プを持っ てキャ ブを保持

し、 ラ ッ チを手前に引 く 。

＊ キャ ブが少し浮き上がり ます。

グ リ ッ プ

ラ ッ チ

3. ロ ッ クが確実にかかるまで、 グ

リ ッ プを持ってキャ ブを上げ

る。

キャ ブを上げる前の準備

! CAUTION! 警告

死亡、 重大な傷害または財産損害に

つながるおそれがあ り ますので、

キャ ブを上げ下げする と きは、 必ず

以下の内容を守っ て く だ さい

平坦でキャ ブの周り に充分なスペー

スがある場所に停車し て く だ さい。

シ フ ト レバーを 「N」 （AT 車は 「P」）

の位置に し、 パーキングブレーキを

確実に効かせてから エンジンを止め、

タ イヤの前後に輪止めをかけて く だ

さい。

走行直後は、 ロ ッ ク、 ス ト ッパー、

ステーや、 ラ ジエーター、 エキゾー

ス ト パイ プ、 その他エンジン周辺部

品が熱 く な っ ている可能性があ り ま

す。 これらの部分が冷めた こ と を確

認し てから作業を行って く だ さい。

キャ ブ内やルーフ上の物品を取り除

き、 ド アを確実に閉めて く だ さい。

ルーフ上に重量物が取り付けられて

いる場合は、 一人で作業を行わない

で く だ さ い。

キャ ブ内やキャ ブ周り に人や障害物

がないこ と を確認し て く だ さい。

キャ ブ内に缶飲料、 カ ッ プ飲料、 ボ

ト ル飲料がないこ と を確認し て く だ

さい。

手動キャ ブチル ト ★

キャ ブの上げ方
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4. ステーにス ト ッパーを確実にか

ける。

1. ス ト ッパーを外す。

2. ロ ッ ク を外す。

3. ラ ッ チが確実にかかるまで、 グ

リ ッ プを持ってゆっ く り とキャ

ブを下げる。

グ リ ッ プ

ラ ッ チ

4. ハン ドルを確実にロ ッ クするま

で下げる。

キャ ブの降ろ し方

アドバイス

 ラベルが貼っ てあ り ます

記載事項をよ く 理解し てから操作し て

く だ さ い。

! CAUTION! 警告

死亡、 重大な傷害または財産損害に

つながるおそれがあ り ますので、

キャ ブを上げ下げする際には、 必ず

下記を守っ て く だ さ い

走行直後は、 ロ ッ ク、 ス ト ッパー、

ステーや、 ラ ジエー ター、 エキゾー

ス ト パイ プ、 その他エンジン周辺部

品が熱 く な っ ている可能性があ り ま

す。 これらの部分が冷めたこ と を確

認し てから作業を行っ て く だ さ い。
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キャ ブチル ト11-4

ルーフ上に重量物が取り付けられて

いる場合は、 一人でキャ ブの上げ下

げを行わないで く だ さ い。

キャ ブを上げ下げし ている最中は、

キャ ブの下に体を入れないで く だ さ

い。

キャ ブを上げたあ とは、 ロ ッ クが確

実にかかっ ている こ と を確認し、 ス

ト ッパーを倒し、 ロ ッ クに必ずかけ

て く だ さ い。

キャ ブチル ト し た状態でキャ ブの ド

アを開けないで く だ さ い。

キャ ブチル ト し た状態でキャ ブ内に

乗り込まないで く だ さ い。

ハン ドルを持っ てキャ ブを下げない

で く だ さ い。

キャ ブを下げる前に、 キャ ブの下に

工具やグローブなどの置き忘れがな

いこ と を確認し て く だ さ い。

キャ ブを下げたあ とは、 ハン ドルを

確実にロ ッ クするまで下げて く だ さ

い。

キャ ブチル ト 警告灯が点灯し た場合

は、 ただちに車を安全な場所に止め

てから、 キャ ブを確実にロ ッ ク し な

お し て く だ さい。

キャ ブを ロ ッ ク し て消灯すればその

まま走行できます。 消灯し ない場合

は、 そのまま使用せず ト ヨ タ販売店

へご連絡 く だ さい。
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12-1

12日常 （運行前） 点検

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

点検にあたっての注意 ...P.12-2

前日または前回運行中の
異状箇所..............................P.12-3

ラ ンプの汚れ ・ 損傷 ........P.12-3

※ エンジンオイルの量..P.12-4

※ 冷却水の量......................P.12-5

※V ベル ト の
緩み ・ 損傷.........................P.12-7

※ バッ テ リ ー液の量.......P.12-7

タ イヤの空気圧..................P.12-8

タ イヤの亀裂 ・ 損傷 ........P.12-9

タ イヤの異常な摩耗 ........P.12-9

タ イヤの溝の深さ ...........P.12-10

ブレーキ液の量................P.12-11

パーキングブレーキの
引き し ろ ............................P.12-11

※ エンジンの
かかり具合 ・ 異音 ........P.12-12

※ ウイン ド ウォ ッ シャーの
液量 ・ 噴射状態.............P.12-12

※ ワイパーの
拭き取り状態..................P.12-13

ラ ンプ類の作用点検 ......P.12-15

ブレーキペダルの
踏みし ろ ............................P.12-16

ブレーキのき き具合 ......P.12-17

※ 低速 ・ 加速の状態.....P.12-18

いつも安全で快適にご使用し ていただ

く ため、 運転する前に必ず日常 （運行

前） 点検を行い、 異状がないこ と を確

認し て く だ さい。

点検時、 異状がある と きはご自身で整

備するか、 あるいは ト ヨ タ販売店で整

備を受けてから ご使用 く だ さ い。

なお、 道路運送車両法によ り使用者ま

たは運行する人は、 この日常 （運行前）

点検が義務づけられています。

※ の点検項目は、 走行距離、 運行時の

状態から判断し た適切な時期に行って

く だ さ い。

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  1 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



日常 （運行前） 点検12-2

点検にあたっての注意

知識

交換後のオイル ・ 冷却水 ・ 各種部品

類の廃棄処理は

環境に留意し た方法で行って く だ さ い。

処理方法を誤る と法律違反にな り ます。

! CAUTION! 危険

点検にあたっ て

バ ッ テ リ ーの点検取り扱い時には、

端子部との接触によるシ ョ ー ト が起

きないよ う に十分注意し て く だ さ い。

感電、 爆発などのおそれがあ り危険

です。

バ ッ テ リ ーからは引火性の水素ガス

が発生し ていますので、 バッ テ リ ー

の近 く で火花を飛ばし た り タバコの

火などの火気を近づけた り し ないで

く だ さ い。 引火する と爆発するおそ

れがあ り危険です。

! CAUTION! 警告

点検にあたっ て

人や交通のさ またげと なる場所や傾

斜地での点検は行わないで く だ さ い。

パーキングブレーキは確実に効かせ、

シ フ ト レバーを 「N」 （AT 車は 「P」） 

の位置に し、 さ らに タ イヤの前後に

輪止めを掛けて く だ さ い。 パーキン

グブレーキが確実に効いていなかっ

た り、 タ イヤの前後に輪止めを し て

いない と車両が動き出し思わぬ事故

の原因にな り ます。

ボデーの端部などでケガなど し ない

よ う に軍手などを使用し て く だ さ い。

キャ ブチル ト やエンジン点検口を開

けて点検する と きは、 安全に十分注

意し て く だ さい。 （P.11-1、 3-10）

車をジ ャ ッ キア ッ プする と きは、 適

切なジ ャ ッ キを使用し て く だ さ い。

車載工具のジ ャ ッキはタ イヤ交換や

タ イヤチ ェ ーン脱着以外に使用し な

いで く だ さい。

換気の不十分な車庫や屋内ではエン

ジンをかけたままに し ないで く だ さ

い。 排出ガスによ り、 一酸化炭素中

毒になるおそれがあ り危険です。

エンジン停止直後は、 排気管 ・ ラジ

エー ターなど高温部に触れないで く

だ さ い。 やけどをするおそれがあ り

ます。

キャ ブチル ト やエンジン点検口を開

けて点検する と きは

必ずエンジンを止めて く だ さい。 エ

ンジン回転中にベル ト やフ ァ ンなど

の回転部分に触れた り近づいた り す

る と手や衣服などが巻き込まれた り

し て、 思わぬケガをするおそれがあ

り ます。

エンジンルーム内に布や手袋、 工具

類などの置き忘れがないこ と を確認

し て く だ さい。 布などの燃えやすい

物は火災の原因にな り ます。 また工

具類は振動などで飛びはね、 部品を

損傷させるおそれがあ り ます。

キャ ブチル ト し た状態でキャ ブ内に

乗り込まないで く だ さ い。
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日常 （運行前） 点検 12-3

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

前日までの異状が使用時に引き続

きあ り、 ご自分で整備できないと

きは、 すみやかに ト ヨ タ販売店で

点検を受けて く だ さい。

 各ラ ンプ類、 レンズ、 および反

射器 （リ フ レ ク ター） に汚れや

変色または損傷などがないかを

点検し ます。

 汚れている と きは清掃し、 損傷

し ている と きは交換し て く だ さ

い。 （P.15-16）

前日または前回運行中の異
状箇所

ラ ンプの汚れ ・ 損傷
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日常 （運行前） 点検12-4

1. オイルレベルゲージを抜き取

り、 付着し ているオイルを布で

拭き取る。

 デ ィ ーゼル車

オイルレベルゲージ

 ガソ リ ン車

オイルレベルゲージ

2. 再びいっぱいに差し込み、 静か

に抜き取り、 油量を点検する。

フルレベル

ローレベル

＊ フルレベルと ローレベルの範囲内に付

着すれば良好です。

＊ 不足し ている と きは、 補給し ます。

（P.14-4）

＊ オイルが著し く 汚れている場合は、 オ

イル交換し て く だ さい。

＊ オイルレベルゲージが差し込みづらい

場合は、 グ リ ッ プを回し ながらねじ込

むよ う に差し て く だ さ い。

＊ 差し込み後は、 ゲージが浮いていない

こ と を確認し て く だ さ い。 （浮いてい

る場合は、 少し引き抜き、 再びいっぱ

いに差し込んで く だ さ い。）

3. 点検後は、 オイルレベルゲージ

をいっぱいに差し込む。

エンジンオイルの量

TL06-065A

適量範囲

知識

点検は、 エンジン始動前に行って く

だ さ い

始動し た と きは、 エンジン を停止させ

て 30 分以上たってからオイル量を測っ

て く だ さ い。

! CAUTION! 警告

補給時にオイルを こぼさ ないよ う に

し て く だ さい

排気管などにオイルが付着する と、

火災の原因にな り ます。 こぼし た と

きは、 完全に拭き取っ て く だ さ い。

オイル点検の際に、 エンジンルーム

内に布などの置き忘れがないこ と を

確認し て く だ さい。 布などの燃えや

すい物は火災の原因にな り ます。

運転直後はエンジンが高温にな って

います

やけどを し ないよ う に注意し て く だ さ

い。
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日常 （運行前） 点検 12-5

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

 点検はエンジン始動前の冷却水

が冷えている と きに行います。

 リザーバータ ン ク内の水量が規

定の範囲内にあるかを点検し ま

す。

• 「FULL」 と 「LOW」 の線の間にあれば
良好です。

• 「LOW」 よ り下の場合は、 「FULL」 の線
まで補給し て く だ さい。 （P.13-17）

＊ ダブルキャ ブ車はマ ッ ト をめ く り、 カ

バーを手前にひいてはずし て く だ さ

い。 カバーを取り付ける と きは、 カ

バー下部のツ メ をはめ込み、 カバー上

部のツ メ をはめ込みます。

 デ ィ ーゼル車

キャ ッ プ

リザーバータ ン ク

キャ ッ プ （イ ン タークーラー冷

却用）

 ガソ リ ン車 （シングルキャ ブ）

! 注意

オイルレベルゲージの 「フルレベル」

の位置以上にエンジンオイルを入れ

ないで く だ さい

エンジン故障の原因にな り ます。

オイル量がオイルレベルゲージの

「ローレベル」 の位置以下の場合、 必

ずエンジンオイルを補給し て く だ さ

い

エンジンオイルが少ない と、 潤滑不良

と な り エンジンが故障するおそれがあ

り ます。

冷却水の量
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日常 （運行前） 点検12-6

キャ ッ プ

リザーバータ ン ク

 ガソ リ ン車 （ダブルキャ ブ）

キャ ッ プ

リザーバータ ン ク

アドバイス

水温が高い と きは正確な水量が測れ

ません

水温が高い と きに冷却水の点検を行 う

と温度による水の膨張で水量が正確に

測れません。

 リザーバー タ ン ク内が空のと きは、

ラ ジエー ター本体の水量が不足し て

います

ラ ジエー ターキャ ッ プを開けて給水し

て く だ さ い。

! CAUTION! 危険

高温時は絶対にラ ジエー ターキャ ッ

プを外さ ないで く だ さ い

熱湯や蒸気が噴き出し て、 やけどをす

るおそれがあ り危険です。

! 注意

冷却水が異常に減少し ている と きは

冷却水が異常に減少し ていた り、 補給

し て も短期間で再び減少する と きは、

水漏れのおそれがあ り ますので、 ト ヨ

タ販売店で点検を受けて く だ さい。
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日常 （運行前） 点検 12-7

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

オー ト テンシ ョ ナーを採用し てい

ますので、 ベル ト のたわみ量の調

整は不要です。

 バッ テ リ ーカバーを外し、 バッ

テ リ ーケース内の液面が適正範

囲内にあるかを点検し ます。

 液面がケース側面の 「UPPER」

と 「LOWER」 の線の間にあれば

良好です。

 液面が 「LOWER」 の線よ り下の

場合、 補充液または蒸留水を補

給し て く だ さい。

＊ レベルラ イ ン表示のないものは、 液面

が極板上 10 mm あれば良好です。

適正範囲

極版

V ベル ト の緩み ・ 損傷

たわみ量の測定方法

バッ テ リー液の量

アドバイス

 「UPPER」 を超えないよ う に補充し て

く だ さ い

「UPPER」 以上に入れる とバッ テ リ ー液

があふれ、 バッ テ リ ー端子などの腐食

の原因にな り ます。

補充し た と きは、 必ず充電 （走行）

し て く だ さい

冬期はバッ テ リ ー液が凍結し、 バッ テ

リ ーケースが破損するおそれがあ り ま

す。

TL09-001ALOWER

10mm

UPPER
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日常 （運行前） 点検12-8

エアゲージで タ イヤの空気圧を点

検し ます。

＊ 空気圧が不良のと きは、 標準空気圧に

調整し て く だ さい。

＊ タ イヤ標準空気圧を示し たラベルが

キャ ブの右側 ド ア部にあ り ます。

＊ 外し たバルブキャ ッ プは、 必ず取り付

けて く だ さ い。

＊ 点検は、 必ずタ イヤが冷えている と き

に行っ て く だ さい。

! CAUTION! 危険

水素ガスに引火する と爆発するおそ

れがあ り危険です

バッ テ リ ーから引火性の水素ガスが発

生し ていますので、 バッ テ リ ーの近 く

で火気を近づけないで く だ さい。

バ ッ テ リ ー液は皮膚や衣服に付着し

ないよ う に注意し て く だ さい

バ ッ テ リ ー液は希硫酸ですから、 皮

膚や衣服に付着する と その部分が侵

されますので、 十分注意し て く だ さ

い。 も し、 衣服に付着し た と きは石

けんで十分洗い、 また、 万一皮膚に

付着し た り眼に入った と きはただち

に清水で十分洗い流し医師の治療を

受けて く だ さい。

誤っ てバッ テ リ ー液を飲んだ場合は、

多量の水を飲んで、 すぐに医師の診

察を受けて く だ さい。

バ ッ テ リ ー液量が 「LOWER」 レベル

以下のまま使わないで く だ さい

劣化を早めた り、 発熱や爆発するおそ

れがあ り ます。

タ イヤの空気圧

アドバイス

ダブルタ イヤの場合、 適合するバルブ

キャ ッ プレンチやエアゲージを使用す

る と点検が容易に行えます。

! CAUTION! 警告

標準空気圧に し て く だ さい

空気圧が低すぎる と フ ラ ッ ト スポ ッ

ト が発生し た り過熱しやす く 、 バー

ス ト の原因にな り ます。

空気圧が低すぎた り高すぎた り する

と、 乗り心地が悪 く な った り、 積荷

が傷みやす く な り ます。 また、 タ イ

ヤの異状摩耗の原因にな り ます。

TL10-001A
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日常 （運行前） 点検 12-9

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

タ イヤの接地面全周や側面に亀裂

や損傷がないかを点検し ます。 ま

た釘 ・ 石などの異物が刺さ った り

かみ込んだ り し ていないかを タ イ

ヤ全周にわた り点検し ます。

＊ タ イヤに亀裂 ・ 損傷などがある と き

は、 新品のタ イヤに交換し て く だ さ

い。 （P.13-32）

タ イヤの接地面に異常な摩耗がな

いかを点検し ます。

＊ 異常な摩耗がある と きは、 ト ヨ タ販売

店で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

タ イヤの亀裂 ・ 損傷

! CAUTION! 警告

傷がコー ド に達し た り、 コー ドが露

出し た と きは使用し ないで く だ さ い

本来のタ イヤ強度がたもたれず

破損し、 事故につながるおそれ

があ り危険です。

TL11-001A

タ イヤの異常な摩耗

TL12-001A
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日常 （運行前） 点検12-10

タ イヤの溝が十分に残っているか

を点検し ます。

＊ 残り溝が 1.6 mm になる と、 タ イヤの

▲位置にス リ ッ プサイ ンが現れますの

で、 新品のタ イヤに交換し て く だ さ

い。 （P.13-32）

ス リ ッ プサイ ン表示位置マーク

ス リ ッ プサイ ン

 タ イヤパターン別ス リ ッ プサイ

ン

リ ブパターン

ラグパターン

リ ブ ラグパターン

タ イヤの溝の深さ

TL13-005A

TL13-009A

タ イヤサイズ

溝の深さ限度

高速

道路
一般道

175/75R15

2.4 mm 1.6 mm145/80R13

165/80R13

! CAUTION! 警告

ス リ ッ プサイ ン （摩耗限度表示） が

現れた と きは、 走行し ないで く だ さ

い

ス リ ッ プ し、 制動距離が長 く な った り、

タ イヤがバース ト し た り しやす く な り

非常に危険です。

高速道路を走行する と きは、 溝の深

さ を確認し て く だ さ い

溝の深さが規定以下のと きは、 危険な

ため走行し ないで く だ さ い。
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日常 （運行前） 点検 12-11

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

リザーバータ ン ク内の液量が規定

の範囲内にあるかを点検し ます。

＊ 液面が 「MAX」 と 「MIN」 の線の間に

あれば良好です。

＊ 「MIN」 の線よ り下の場合、 配管系に液

漏れのないこ と を確認し、 ブレーキフ

ルー ド を 「MAX」 の線まで補給し て く

だ さい。 （P.14-15）

引き し ろが多すぎた り少なすぎた

り し ないかを、 ノ ッ チ音を聞いて

点検し ます。

＊ パーキングブレーキレバーを戻し た状

態から約 245 N {25 kgf} の操作力で静か

に引きます。

＊ レバーの引き し ろが規定範囲外のと き

は、 調整し て く だ さい。 （P.13-31）

 レバーを引いた と きに、 ラ

チ ェ ッ ト が確実にかんでいるか

も点検し て く だ さい。

 レバーを引いた後、 エンジンス

イ ッ チを 「ON」 の位置に し、 

ラ ンプが点灯するかを点検

し て く だ さい。

ブレーキ液の量

アドバイス

ブレーキ液の量を点検する と きは、

キャ ッ プを開けないで く だ さい

吸湿性が強いため、 空気に触れる と水

分を吸収し性能が低下し ます。

知識

パ ッ ド の摩耗に伴いブレーキ液面が

低下し ます

液漏れではあ り ません。

必要に応じ てブレーキフルー ドの補

給を行っ て く だ さい。

! CAUTION! 警告

液面が異常に低下し ている と きは、

液漏れのおそれがあ り ます

ブレーキが効かな く なるおそれがあ り

ますので、 ただちに ト ヨ タ販売店で点

検 ・ 整備を受けて く だ さ い。

パーキングブレーキの引き
し ろ

レバーの引き し ろ

6 ～ 10 ノ ッ チ

! CAUTION! 警告

点検は、 ブレーキペダルを踏んだ状

態で行って く だ さ い

車両が動き出すおそれがあ り ます。

TA01-013B
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日常 （運行前） 点検12-12

エンジンのかかり具合に異常はな

いか、 またアイ ド リ ング回転で異

音がないか点検し ます。

＊ エンジンが正常にかからなかった り、

異音が発生し ている と きは、 ト ヨ タ販

売店で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

＊ 寒冷時のエンジンのかけ方 （P.5-3）

 ウイ ン ド ウォ ッ シャーの液量が

不足し ていないかをキャ ッ プに

付いているレベルゲージで点検

し ます。

＊ ウォ ッ シ ャー液の補給 （P.13-55）

キャ ッ プ

満水確認窓

FULL

LOW

 ウォ ッ シャー液が窓ガラスに噴

射するかを点検し ます。

＊ ノ ズルが詰まっ て噴射し ない と きは、

細い針で清掃し て く だ さ い。

＊ 清掃後も噴射し ない と きは、 ト ヨ タ販

売店で点検を受けて く だ さ い。

エンジンのかかり具合 ・ 異
音

アドバイス

始動時にア クセルペダルを必要以上

に踏まないで く だ さ い

黒煙の発生につながり ます。

エンジンを始動する と きは、 エンジ

ンが完全に停止し ている状態でエン

ジンスイ ッ チの操作を し て く だ さ い

! 注意

ス ター ターを 30 秒以上連続し て回さ

ないで く だ さい

ス ターターが故障し た り、 バ ッ テ

リ ーあがり を起こす原因にな り ます。

 １ 度でエンジンがかからない と きは、

バ ッ テ リ ーの機能回復のためエンジ

ンスイ ッ チを 「ACC」 の位置に戻し、

20 秒以上待っ てからかけなお し て く

だ さい。

TE02-012A

ウイ ン ド ウォ ッ シャーの液
量 ・ 噴射状態
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日常 （運行前） 点検 12-13

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

 ウイ ン ド ウォ ッ シャーを噴射さ

せてからワイパーの払拭状態を

点検し ます。

 「INT」 ・ 「LO」 ・ 「HI」 各位置に し

て正し く 作動するか点検し ます。

 払拭動作にむらやビビ リがある

と きはワイパーブレー ド を点検

し、 劣化し ている場合は新品と

交換し て く ださい。

＊ ワイパーのから拭きはガラス面を傷つ

けますので、 必ずウォ ッ シ ャー液を噴

射し てから動かし て く だ さ い。

＊ 作動状態が悪い と きは、 ト ヨ タ販売店

で点検を受けて く だ さ い。

＊ ワイパーの交換 （P.13-56）

ワイパーの拭き取り状態

! CAUTION! 警告

ウォ ッ シ ャー液に、 冷却液を使用し

ないで く だ さい

ガラ ス面に冷却液をかける と視界が大

幅に妨げられ大変危険です。
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日常 （運行前） 点検12-14

! 注意

ワイパーブレー ドのゴムがガラ スに

張り付いている こ とがあ り ます

寒冷時や長期間使用し ていなかった

と きは、 点検または作動前に確認し

て く だ さ い。

凍結し た と きは、 お湯をかけ氷を と

かし ます。

ガラ スに張り付いたまま作動させる

とワイパーブレー ドの損傷やモー

ター故障のおそれがあ り ます。
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日常 （運行前） 点検 12-15

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

 各スイ ッ チを 「ON」 に し て各ラ ンプが点灯または点滅するかを点検し

ます。

 ブレーキペダルを踏んだ と き、 制動灯が点灯するかを点検し ます。

 照射方向や明る さに異常がないかを点検し ます。

ヘ ッ ド ラ ンプ

フ ォグラ ンプ

車幅灯

方向指示灯 （フ ロン ト サイ ド）

方向指示灯 （フ ロン ト ）

後退灯

制動灯 / 尾灯

方向指示灯 （リヤ）

番号灯

デイ タ イムラ ンニングラ ンプ

 シフ ト レバーを 「R」 の位置に

した と き、 後退灯が点灯し ブ

ザーが鳴るかを点検し ます。

＊ バッ ク ブザー減音スイ ッ チが操作され

ている ( 表示灯が点灯し ている ) と き

は、 車外のバッ ク ブザーは通常よ り小

さ い音で鳴り ます。

 各警告灯および表示灯の作動は

正常かを点検し ます。 エンジン

始動後、 各警告灯が消えていれ

ば正常です。

＊ 点検時、 点灯や点滅し ない と きは、 球

切れやヒ ューズ切れなどが考え られま

すので、 点検し、 不具合部品を交換し

て く だ さ い。

＊ 交換後も点灯や点滅し ない と きは、 ト

ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く だ

さい。

ラ ンプ類の作用点検
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日常 （運行前） 点検12-16

＊ 交換は下記を参照し て く だ さ い。

• ラ ンプ （P.15-16）

• ヒ ューズ （P.15-23）
ブレーキペダルをいっぱいに踏み

込んで、 床板とのすきまが基準値

よ り少な く なっ ていないかを点検

し ます。

すきま

＊ 点検時、 異常が認められた と きは、 ト

ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く だ

さい。

ブレーキペダルの踏みし ろ

基準値

50 mm

! CAUTION! 警告

ブレーキの点検時は

坂道での点検は行わないで く だ さ い。

車両が動き出すおそれがあ り危険で

す。 必ず車を平坦な場所に停車し、

タ イヤの前後に輪止めを掛けてから

点検し て く だ さい。

周囲の交通状況に十分注意し、 安全

な場所で点検し て く だ さい。

踏みし ろについて

ペダルを踏み続けた と きに、 ペダル

がさ らに入り込むこ とがないこ と を

確認し て く だ さい。
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日常 （運行前） 点検 12-17

12

日
常

（
運

行
前

）
点

検

走り始める前に、 安全な場所で徐

行し、 ブレーキをかけ、 効き具合

は十分か、 片効きはし ていないか

を点検し ます。 不具合がある場合

はブレーキの調整を し て く だ さい。

＊ お車の仕様によ り調整方法が異な り ま

す。 調整は下記を参照し て く だ さい。

• ド ラムブレーキ （ P.13-27）

• デ ィ ス ク ブレーキ （P.13-28）

踏み残り し ろが少な く な っている と

きやペダルをいっぱいに踏み込んだ

と きの踏みごたえがやわらか く 感じ

る と きは、 ブレーキ液の漏れ、 空気

の混入によるブレーキの効き不良や

片効きのおそれがあ り ますので ト ヨ

タ販売店で点検を受けて く だ さい。

ブレーキのき き具合

! 注意

点検する と きは

周囲の交通状況に十分注意し、 安全な

場所で点検し て く だ さ い。

TI03-015A
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日常 （運行前） 点検12-18

 エンジンを暖機させた状態で、

アイ ド リ ングにむらがないかを

点検し ます。

 運行前に、 安全な場所で徐行し、

走行状態がスムーズか、 またア

クセルペダルを徐々に踏み込ん

でいった と き、 ペダルに引っか

かりがな く スムーズに加速する

かを点検し ます。

 低速走行が不安定だった り、 ア

クセルペダルの踏み込み量に対

し スピー ドが追従し ないと きは、

ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受

けて く だ さい。

低速 ・ 加速の状態
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13-1

13点検 ・ 手入れ

13

点
検

・
手

入
れ

点検 ・ 調整作業にあたっての
注意........................................P.13-3

車載工具.................................P.13-5

エンジンオイル
フ ィ ルター .........................P.13-8

燃料フ ィ ルターの
水抜き .................................P.13-11

イ ン タークーラー ...........P.13-12

エアク リ ーナー ................P.13-13

エアフ ィ ルター ................P.13-15

冷却水....................................P.13-17

ラ ジエーター
キャ ッ プ ............................P.13-23

V ベル ト ................................P.13-24

フ ッ ト ブレーキ ................P.13-25

ド ラムブレーキ ................P.13-27

デ ィ スク ブレーキ ...........P.13-28

ブレーキのき き具合 ......P.13-29

ク ラ ッ チ...............................P.13-29

パーキングブレーキ ......P.13-31

ジャ ッ キア ッ プ ................P.13-31

タ イヤの取り扱い ...........P.13-32

タ イヤ
ローテーシ ョ ン .............P.13-39

スペア タ イヤ.....................P.13-42

ホイール...............................P.13-48

ステア リ ング .....................P.13-50

シャ シスプ リ ング ...........P.13-52

エアコ ン ...............................P.13-53

ウイン ド
ウォ ッ シャー ..................P.13-55

ワイパー...............................P.13-56

バッ テ リ ー..........................P.13-57

配線関係 .............................. P.13-61

車外騒音に
関わる部品....................... P.13-61

車のお手入れ.....................P.13-62

尿素 SCR
（尿素選択式還元触媒）
システム............................ P.13-66

エアフ ロー メ ーター...... P.13-69

低速 ・ 加速の状態........... P.13-69

計器類の点検.....................P.13-70
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点検 ・ 手入れ13-2

本文中の★印の装置は、 お車の仕

様によ り装着されない場合があ り

ます。

定期点検には、 法律で定められた

法定点検項目 （距離項目を含む）

と、 弊社が指定する メ ーカー指定

点検項目 〔シビアコ ンデ ィ シ ョ ン

（厳しい使われ方） 項目および定期

交換部品を含む〕 があ り、 法令で

定められた期間での実施が義務づ

けられています。

別冊の 「メ ンテナンス ノ ー ト 」 に

し たがい ト ヨ タ販売店にお申し付

け く だ さい。 こ こ では皆様にも簡

単に行える点検 ・ 手入れについて

ま とめま し たので、 お車を快適に

ご使用いただ く ために実施される

よ う推奨し ます。

例

新車時から 1,000 km または

5,000 km 走行時に点検 ・ 補給を

勧めている項目である こ と を意

味し ています。

事業用自動車の点検が 3 カ月ご

と である こ と と、 ※1 距離項目

である こ と を表し ています。 初

回登録および前回の点検よ り

2,000 km に満たない場合は、 こ

の項目の点検を省略する こ とが

できます。 ただ し、 次回の点検

で、 前回の点検からの走行距離

が 2,000 km に満たな く て も、 2 

回続けての省略はできません。

自家用貨物車の点検が 6 カ月ご

と である こ と と、 ※1 距離項目

である こ と を表し ています。 初

回登録および前回の点検よ り

4,000 km に満たない場合は、 こ

の項目の点検を省略する こ とが

できます。 ただ し、 次回の点検

で、 前回の点検からの走行距離

が 4,000 km に満たな く て も、 2

回続けての省略はできません。

この項目が ※2 シビア コ ンデ ィ

シ ョ ン項目である こ と を表し、

使用条件の厳しい車両は 1 カ月

ご との点検を ト ヨ タ自動車が指

定し ている項目である こ と を意

味し ています。

※1 距離項目

• 自家用貨物車、 事業用自動車の定期点

検整備項目が法律で設定され、 点検期
間内の走行距離が短い場合、 その点検

を省略する こ とができます。

• 事業用自動車では、 登録日または前回

の定期点検からの走行距離が 2,000 km
以下の場合に、 その項目を １ 回に限り

省略する こ とができ る点検項目です。

• 自家用貨物自動車では、 登録日または
前回の定期点検時からの走行距離が 6 

アドバイス

点検および交換時期に関し、 使用期間

と走行距離を併記し てある ものは、 い

ずれか早 く 到達し た時点で点検または

交換などを行っ て く だ さ い。

知識

こ こ では本文中の点検時期表記の見方

について説明し ています。

点検時期

新車 1,000 km 走行時

その後、事業用 3ヵ月ごと
（距離項目）

自家用 6ヵ月ごと（距離項目）

［シビアコンディション項目］
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カ月の時点で 4,000 km 以下、 12 カ月の
時点で 8,000 km 以下の場合に、 その項

目を １ 回に限り省略する こ とができ る
点検項目です。

※2 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン （厳し い使われ

方） 項目

定期点検整備は 1 カ月 5,000 km 程度を走

行する場合を標準の時期と し て定めてあ

り ます。 事業用自動車で特に走行距離が

多いなど標準的な使用条件と著し く 異な

る車両には、 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン条件

を定め、 1 カ月ご との点検 ・ 整備および

定期交換を ト ヨ タ自動車が推奨し ていま

す。

点検 ・ 調整作業にあたって
の注意

! CAUTION! 危険

バッ テ リ ーの点検 ・ 取り扱い時には

端子部との接触によるシ ョ ー ト が起き

ないよ う に十分注意し て く だ さい。 感

電、 爆発などのおそれがあ り危険です。

バッ テ リ ーに火気を近づけないで く

だ さ い

バ ッ テ リ ーからは引火性の水素ガスが

発生し ていますので、 バッ テ リ ーの近

く で火花を飛ばし た り タバコの火など

の火気を近づける と、 可燃性ガスに引

火し て爆発するおそれがあ り危険です。

! CAUTION! 警告

点検 ・ 調整作業にあたっ て

人や交通のさ またげと なる場所や傾

斜地での点検 ・ 整備は行わないで く

だ さ い。

エンジンを止め、 ス ター ターキーは

必ず抜き取っ て く だ さ い。

シ フ ト レバーを 「N」 （AT 車） は

「P」 の位置に し て く だ さ い。

パーキングブレーキを確実に効かせ、

タ イヤの前後に輪止めを掛けて く だ

さい。 車両が動き出し思わぬ事故の

原因にな り ます。

非常点滅灯を点滅させる。

TL01-001A
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ボデーの端部などでケガなど し ない

よ う に軍手などを使用し て く だ さ い。

点検 ・ 整備作業には適切な工具や機

械および測定具を使用し て く だ さ い。

エンジン停止直後は、 排気管 ・ ラ ジ

エーターなど高温部に触れないで く

だ さい。 やけどをするおそれがあ り

ます。

車をジ ャ ッ キア ッ プする と きは、 適

切なジ ャ ッ キを使用し て く だ さい。

車載工具のジ ャ ッ キはタ イヤ交換や

タ イヤチ ェ ーン脱着以外に使用し な

いで く だ さ い。

ジ ャ ッキア ッ プ後、 車両の下に入っ

て作業する と きは、 必ずフ レーム下

面にス タ ン ド を掛けるなど、 車両の

下の安全を確保し て く だ さい。

パイプ類や補機類には乗らないで く

だ さい。 破損や故障の原因にな り ま

す。

電気系統の作業をする と きは、 コ ン

ピ ューターなど電気部品を破損する

おそれがあ り ますので、 必ずバ ッ テ

リ ーの 端子を外し てから行って

く だ さ い。

点検 ・ 調整後、 各機能の作動が正常

であるかを点検し て く だ さい。

バンパーには乗ら ないで く だ さい。

落下などの事故につながり危険です。

また、 バンパーを損傷させるおそれ

があ り ます。

換気の不十分な車庫や屋内ではエン

ジンをかけたままに し ないで く だ さ

い

排出ガスによ り、 一酸化炭素中毒にな

るおそれがあ り危険です。

キャ ブチル ト やエンジン点検口を開

けて点検する と きは

安全に十分注意し て く だ さい。

（P.3-10、 P.11-1）

必ずエンジンを止めて く だ さい。 エ

ンジン回転中にベル ト やフ ァ ンなど

の回転部分に触れた り近づいた り す

る と手や衣服などを巻き込まれた り

し て、 思わぬケガをするおそれがあ

り ます。

エンジンルーム内に布や手袋、 工具

類などを置き忘れないで く だ さ い。

布などの燃えやすい物は火災の原因

にな り ます。 また、 工具類は振動な

どで飛びはね、 部品を損傷させるお

それがあ り ます。

キャ ブチル ト し た状態でキャ ブ内に

乗り込まないで く だ さ い。

交換後のオイル ・ 冷却水 ・ 各種部品

類の廃棄処理は

環境に留意し た方法で行っ て く だ さ い。

処理方法を誤る と法律違反にな り ます。
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 シングルキャ ブ車

 シー ト の後ろにあ り ます。

 取り出すと きはシー ト を前に倒

し ます。

 ダブルキャ ブ車

 リヤシー ト の後ろにあ り ます。

 取り出すと きはリヤシー ト を折

り たたみます。

車載工具

格納場所
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下記の工具を車両に搭載し てあ り ます

 A タ イプ

ジャ ッ キ

ホイールナ ッ ト レンチ

ジャ ッ キハン ドル

ジャ ッ キハン ドルバー

ジャ ッ キハン ドル延長バー

ホイールナ ッ ト レンチ （前輪用）

 B タ イプ

ジャ ッ キ

ホイールナ ッ ト レンチ

ジャ ッ キハン ドル

ジャ ッ キハン ドルバー

ジャ ッ キハン ドル延長バー

＊ 車両の分解 ・ 組立 ・ 調整に必要な特殊工具は別途販売し てお り ます。 ト ヨ タ販売店

にご用命 く だ さ い。

車載工具
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1. シングルキャ ブ車は助手席シー

ト を倒し、 ダブルキャ ブ車はリ

ヤシー ト を折り たたみます。

締まる

ゆるむ

1. ボル ト をゆるめる。

＊ ジ ャ ッ キハン ド ルの穴を使用し ます。

2. ジャ ッ キハン ドルバーと ジ ャ ッ

キハン ドル延長用バーを接続す

る。

3. ボル ト を締めつける。

＊ ジ ャ ッキハン ドルの穴を使用し ます。

4. 上記手順で組み付けたあ と、

ジ ャ ッ キハン ド ルの穴に差し込

む。

ジャ ッキの取り出しのしかた

ジャ ッキハン ドルの組み付け方

! CAUTION! 警告

車載工具の取り扱いについて

工具やジ ャ ッ キを使用し たあ とは、

決められた場所に確実に格納し て く

だ さ い。 室内などに放置する と、 思

わぬ事故につながるおそれがあ り危

険です。
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 デ ィ ーゼル車

 ガソ リ ン車

＊ エンジンオイルフ ィ ルターについて

は、 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン条件での交

換時期が異な り ます。 詳し く は メ ンテ

ナンス ノ ー ト を参照し て く だ さい。

＊ 作業を行 う 前に、 オイルフ ィ ルター周

り を清掃し て く だ さい。 ゴ ミ が入る恐

れがあ り ます。

取り外し

オイルフ ィ ルターエレ メ ン ト

O - リ ング （キャ ッ プ用）

オイルフ ィ ルターキャ ッ プ

ジ ャ ッキは確実に固定し て く だ さ い。

確実に固定し ない と、 急ブレーキ時

などにジ ャ ッ キがはずれて飛び出す

など、 思わぬ事故につながるおそれ

があ り ます。

車に搭載されているジ ャ ッ キはお客

様の車専用です。 他の車に使用し た

り、 他の車のジ ャ ッキをお客様の車

に使用し ないで く だ さ い。 ジ ャ ッキ

の取り扱いを誤る と、 思わぬ事故に

つながるおそれがあ り ます。

! 注意

ジ ャ ッキのご使用について

車に搭載されているジ ャ ッ キは、 タ イ

ヤ交換やタ イヤチ ェ ーン脱着以外使用

し ないで く だ さい。

エンジンオイルフ ィ ルター

交換時期

交換時期

20,000 km 走行ご と

[ シビア コ ンデ ィ シ ョ ン時 ]

10,000 km 走行ご と

交換時期

15,000  km 走行ご と

[ シビア コ ンデ ィ シ ョ ン時 ]

7,500 km 走行ご と

交換要領
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O - リ ング （ド レーンプ ラグ用）

オイルフ ィ ルター ド レーンプ ラ

グ

1. 付属のパイプをホースに接続す

る。

＊ 内径 15mm のホースを使用し て く だ さ

い。

2. オイルフ ィ ルターの下に排油用

の容器を置いてから ド レーンプ

ラグをはずす。

3. ホースに取り付けたパイプを

キャ ッ プに差し込む。

＊ O - リ ング （ ド レーンプ ラグ用） は

キャ ッ プ側についた状態でパイ プを挿

入し て く だ さ い。

4. ホースからオイルを排出する。

＊ 安全のため、 地面を汚さ ないためにも

オイルは必ず容器に受けて く だ さい。

＊ オイルを こぼし たら、 必ず拭き取っ て

く だ さい。

5. オイルが抜けたこ と を確認し、

パイプおよび O - リ ング （ド

レーンプ ラグ用） を取りはず

す。

＊ 取りはずす際はパイ プを折り曲げない

よ う に取りはずし て く だ さ い。

6. キャ ッ プをオイルフ ィ ルターレ

ンチで左に回し て取りはずす。

7. エレ メ ン ト および O - リ ング

（キャ ッ プ用） をキャ ッ プから

取りはずす。

エレ メ ン ト

O - リ ング （キャ ッ プ用）

取り付け

1. キャ ッ プの内部、 ねじ部および

O - リ ング溝部の汚れを取り除

く 。

2. 新品の O - リ ング （キャ ッ プ用）

に少量のエンジンオイルを塗布

し、 キャ ッ プに取り付ける。
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＊ オイル漏れの原因と なるため、 O - リ

ング ( キャ ッ プ用 ) は所定の位置に確

実に取り付けて く だ さい。

＊ O - リ ング ( キャ ッ プ用 ) はねじれのな

いよ う に取り付ける。

正

誤

3. 新品のエレ メ ン ト をキャ ッ プに

セ ッ ト する。

4. エンジン側の取り付け面および

内部の汚れ、 異物を取り除 く 。

5. 再度、 O - リ ング （キャ ッ プ用）

に少量のエンジンオイルを塗布

し、 キャ ッ プに取り付ける。

＊ O - リ ング （キャ ッ プ用） をかみ込ま

せないで く だ さ い。

6. オイルフ ィ ルターレンチを使用

し て、 キャ ッ プを締め付ける。

＊ キャ ッ プ締め付け後、 隙間がないこ と

を確認し て く だ さい。

7. 新品の O - リ ング （ド レーンプ

ラグ用） に少量のエンジンオイ

ルを塗布し、 キャ ッ プに取り付

ける。

＊ 取り付け面の汚れ、 異物は取り除いて

く だ さい。

8. ド レーンプ ラグをキャ ッ プに取

り付ける。

＊ O - リ ング （ ド レーンプ ラグ用） をか

み込ませないで く だ さ い。

9. エンジンをかけエレ メ ン ト にオ

イルを充満させてから、 エンジ

ンオイル量を点検する。

＊ 交換についての不明な点は ト ヨ タ販売

店へご相談 く だ さい。

締め付け ト ルク

25 N ・ m ｛255 kgf ・ cm｝

締め付け ト ルク

13 N ・ m ｛127 kgf ・ cm｝

アドバイス

交換時期について

エレ メ ン ト を交換する と きは、 オイル

も交換し て く だ さい。

交換要領について

オイルフ ィ ルターはエンジン型式に

よ っ て種類が異な り ます。 それぞれ専

用品と な ってお り ますので絶対に混用

し ないで く だ さい。

! CAUTION! 警告

エンジンオイルフ ィ ルター交換時の

注意

走行後すぐに排油する と、 エンジン

オイルや周辺部品が高温にな ってい

てやけどをするおそれがあ り ますの

で、 少し時間をおいて温度が下がっ

てから行って く だ さ い。

エレ メ ン ト 交換後は、 エンジンを始

動させ試運転を行い、 キャ ッ プおよ

び ド レーンプ ラグ周りからオイル漏

れのないこ と を確認し て く だ さ い。

オイル漏れは、 火災の原因にな り ま

す。
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

燃料系統に水が混入する と、 運転

不調などの原因と なるばかり でな

く 、 エンジンの損傷にもつながり

ます。

エンジン回転中、 燃料フ ィ ルター

内に規定レベル以上の水がたまる

と警告灯が点灯し ます。 点灯し た

らすみやかに燃料フ ィ ルターの水

抜き を行って く だ さい。 燃料フ ィ

ルターは車体下部の左側について

います。

警告灯

排水方法

1. エンジンスイ ッ チを OFF にす

る。

2. 燃料が飛散し ないよ う ド レーン

プ ラグの下に、 受け皿を置 く 。

3. ド レーンプ ラグを左に回す。

4. ポンプを押し排水する。

＊ 目安と し て コ ッ プ半分 く らいの水を排

水し ます。

5. 排水が終わったら ド レーンプ ラ

グを確実に締める。

燃料フ ィ ルターの水抜き★

! CAUTION! 警告

水抜き作業について

安全のため、 地面を汚さ ないために

も、 排水は必ず容器に受けて く だ さ

い。

作業中はタバコの火などを近づけな

いで く だ さい。 着火のおそれがあ り

危険です。

! 注意

警告灯が点灯し たまま走行を続けな

いで く だ さい

噴射系部品が焼き付きエンジンを損傷

するおそれがあ り ます。 点灯し た と き

は、 すみやかに排水し て く だ さい。

水抜き作業時の注意

水を抜 く と きは、 エンジンを停止さ

せた状態で行っ て く だ さい。

 ド レーンプ ラグを締め付けた後、 ド

レーンプ ラグから燃料漏れがないこ

と を確認し て く だ さ い。

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  11 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



点検 ・ 手入れ13-12

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 ターボチャージャーで過給され

高温になった吸入空気を冷却す

る装置です。

 ラジエーターの前面に取り付け

られています。

イ ン タークーラー本体の清掃

イン タークーラーホース

イン タークーラー

イ ン タークーラー用冷却水の点

検

 「FULL」 と 「LOW」 の線の間に

あれば良好です。

 「LOW」 よ り下の場合は、

「FULL」 の線まで補給し て く だ

さい。

FULL

LOW

イ ン タークーラーホースの点検

目視にて外周のひび割れ、 亀裂お

よびかしめ部の抜け出し を点検し

ます。

＊ 不具合がある と きは、 ト ヨ タ販売店で

点検 ・ 整備を受けて く だ さ い。

イ ン タークーラー★

! 注意

 イ ン タークーラー本体の清掃につい

て

 イ ン タークーラー内部を清掃する と

きは、 水による清掃を し ないで く だ

さい。

海岸地帯や凍結防止剤を散布し た道

路の走行後は、 十分に洗浄し て く だ

さい。

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  12 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



点検 ・ 手入れ 13-13

13

点
検

・
手

入
れ

エアク リーナーは、 車両右側に搭

載されています。

エレ メ ン ト の取り外しかた

1. ク ラ ンプを外し カバーを取り外

す。

ク ラ ンプ （3 カ所）

カバー

2. ウイ ングナ ッ ト をはずし、 エレ

メ ン ト を取りはずす。

エレ メ ン ト

ウイ ングナ ッ ト

エア ク リ ーナーの清掃のしかた

1. エアク リーナーのカバーとケー

ス内部に付着し ているほこ り を

布などで落とす。

＊ エア ク リ ーナーの中に直接水が入ら な

いよ う に し て く だ さい。

2. シールラバー ・ ホースの破れ、

ク ラ ンプのゆるみなどを点検す

る。

＊ 破れている と きは新品と交換し ます。

＊ ク ラ ンプにゆるみがある と きは確実に

締め付けます。

3. エレ メ ン ト を清掃する。

エレ メ ン ト の取り付けかた

エレ メ ン ト の取り外し と逆の順序

で取り付けます。

＊ ク ラ ンプおよびウイ ングナ ッ ト は確実

に固定し て く だ さい。

エレ メ ン ト の状態

エレ メ ン ト の汚れ、 つま り、 損傷

がないか点検し ます。

 非舗装路などの埃の多い道を走

行されるお客さ まは以下の要領

でエレ メ ン ト の清掃を行っ て く

だ さい。

エアク リーナー

点検時期

事業用 3 カ月ご と （距離項目）、

自家用 6 カ月ご と （距離項目）

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

清掃時期

2 カ月または 10,000 km 走行ご と
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エレ メ ン ト の清掃 （乾いたほこ

り）

エレ メ ン ト の内側よ り外側に向け

て、 圧縮空気 （空気圧力 ： 690 kPa 

{7.0 kgf/cm2} 以下） を吹きつけて、

ほこ り を落と し ます。

エレ メ ン ト の交換

＊ シビア コ ンデ ィ シ ョ ン条件での交換時

期が異な り ます。 詳し く は メ ンテナン

ス ノ ー ト を参照し て く だ さ い。

交換時期

50,000km 走行ご と

! 注意

エレ メ ン ト の取り付けかたについて

ク ラ ンプの取り付けが不完全な場合、

エレ メ ン ト パッ キン面のシール不良と

な り、 エンジン内部にほこ りや異物を

吸い込み、 ピス ト ンおよびラ イナーな

どの早期摩耗の原因にな り ます。

エレ メ ン ト の清掃について

圧縮空気の圧力が高すぎた り、 たたい

た り し てエレ メ ン ト を変形させる と、

エンジン故障の原因にな り ます。

エレ メ ン ト の清掃 （乾いたほこ り）

について

ほこ り を吸わないよ う に し て く だ さ い。

人体に悪い影響をあたえるおそれがあ

り ます。

エレ メ ン ト の交換について

エレ メ ン ト は必ず ト ヨ タ純正エレ メ ン

ト を使用し て く だ さ い。 ト ヨ タ純正以

外のエレ メ ン ト は、 シール不良や締め

付けによる破損を招き、 ほこ り を吸い

込むおそれがあるため使用し ないで く

だ さい。
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外気エアフ ィ ルターの清掃

1. ボル ト を外す。

ボル ト

2. グ リル下側のク リ ッ プを外す。

ク リ ッ プ

3. グ リル上側のク リ ッ プを外し、

グ リルを手前に引いて取り外

す。

ク リ ッ プ

4. 誤発進抑制機能システム付き車

両は、 グ リル取り外し後コネク

タ を外し て く だ さい。

5. 助手席側ヘ ッ ド ラ イ ト 上部にあ

るエアフ ィ ルターをやわらかい

ブ ラ シや布で清掃する。

外気エア フ ィ ルター

6. 清掃後、 フ ロン ト グ リルをボ

デーに取り付ける。

7. ボル ト を取り付ける。

清掃

1. カバーを取り外す。

2. エアフ ィ ルターカバー両端のツ

メ を押し ながら引き出し ます。

エアフ ィ ルター

清掃時期

1 カ月ご と

高性能内気エアフ ィ ルター

清掃時期

10,000 km 走行ご と
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3. エアフ ィ ルターを引き出す。

エアフ ィ ルター

エアフ ィ ルターカバー

4. 圧縮空気を吹きつけて清掃す

る。

5. 清掃後、 エア フ ィ ルターを取り

付ける。

交換

交換時期

1 年または 30,000 km 走行ご と

アドバイス

エア フ ィ ルターがゴ ミ やほこ り で詰

まる と

風の出が悪 く な っ てエア コ ン ・ ヒー

ターおよびデフ ロス ターの効きが悪 く

な り ますので、 定期的に点検し て く だ

さい。

エア フ ィ ルターの取り付けについて

フ ィ ルターは取り外し た時と同じ向き

になるよ う に取り付けます。

フ ィ ルターを取り付ける と きは、 ” ↑ 

UP” マークの矢印が上を向 く よ う に確

認し て く だ さ い。

“ ↑ UP” マーク を下向きに取り付けた

り、 フ ィ ルターが変形し たまま取り付

けないで く だ さい。

! 注意

 フ ロン ト グ リルを外す場合は

車両前方にま っすぐ引いて取り外し て

く だ さ い。 無理に外そ う とする と変形

や破損のおそれがあ り ます。

エア フ ィ ルターを清掃する と きは

エア コ ンの風が低下し てきた場合は、

フ ィ ルターの点検、 又は交換を行っ

て く だ さ い。

エア コ ンは必ずフ ィ ルターを取り付

けた状態で作動させて く だ さい。

 フ ィ ルターの交換は、 必ずエア コ ン

と エンジン を止めた状態で実施し て

く だ さ い。

高機能内気エア フ ィ ルターは、 水洗

い、 洗剤での洗浄は出来ません。 汚

れがひどい場合は交換を し て下さ い。
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冷却水は、 冷却水と水道水を適正

に混合し たものを使用し ます。

指定 （推奨） 銘柄

＊ 純正以外の冷却水を使用する と、 冷却

系の錆などによる損傷を与える原因に

な り ます。 選定にあたっては十分注意

し て く だ さ い。

冷却水と水の混合割合

外気温度が 0 ℃以下に下がる期間

および寒冷地域では、 冷却水の凍

結によ っ てエンジンおよびラ ジ

エーターなどが破損するおそれが

あ り ます。 冷却水は必ず下記の混

合割合で使用し て く ださい。

 デ ィ ーゼル車

 ガソ リ ン車

冷却水

使用する冷却水

冷却水

ト ヨ タ純正

スーパーロングラ イ フ クーラ ン ト

冷却水の作り方

外気温度 混合割合

-30 ℃ 50%

-12 ℃ 30%

車型

混合量
冷却水

容量混合割

合 30%

混合割

合 50%

シングル

キャ ブ

（MT 車）

3.0 L 5.0 L 10.1 L

シングル

キャ ブ

（AT 車）

3.0 L 5.0 L 10.0 L

ダブル

キャ ブ

（MT 車）

3.3 L 5.5 L 11.0 L

ダブル

キャ ブ

（AT 車）

3.3 L 5.5 L 10.9 L

混合量
冷却水

容量混合割

合 30%

混合割

合 50%

イ ン ター

クーラー

冷却用

（タ ン ク

前側）

0.5 L 0.8 L 1.6 L

車型

混合量
冷却水

容量混合割

合 30%

混合割

合 50%

シングル

キャ ブ

（MT 車）

3.0 L 5.0 L 9.9 L

シングル

キャ ブ

（AT 車）

2.9 L 4.9 L 9.8 L

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  17 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



点検 ・ 手入れ13-18

エンジンが冷えている と き 〔日

常 （運行前） 点検〕

リザーバータ ン クのキャ ッ プを取

り外し冷却水を 「FULL」 の線まで

補給し ます。

 ガソ リ ン車 （シングルキャ ブ）

キャ ッ プ

リザーバータ ン ク

 ガソ リ ン車 （ダブルキャ ブ）

キャ ッ プ

リザーバータ ン ク

＊ ダブルキャ ブ車はマ ッ ト をめ く り、 カ

バーを手前にひいてはずし て く だ さ

い。 カバーを取り付ける と きは、 カ

バー下部のツ メ をはめ込み、 カバー上

部のツ メ をはめ込みます。

 デ ィ ーゼル車

キャ ッ プ

リザーバータ ン ク

キャ ッ プ （イ ン タークーラー冷

却用）

＊ リザーバー タ ン クのキャ ッ プは、 確実

に取り付けて く だ さい。

オーバーヒー ト した と き

リザーバータ ン ク以外にラジエー

ター本体の水量不足が考えられま

す。 エンジン回転数をアイ ド リ ン

グの状態よ り若干高めに し、 水温

計の指針がゲージの中央付近まで

下がるのを確認し た後、 ラジエー

ターキャ ッ プを開け給水口いっぱ

いまで給水し減水し ない （約 5 秒

間） こ と を確認後、 ラ ジエーター

キャ ッ プを確実に締めます。 また、

リザーバータ ン クのキャ ッ プを取

り外し冷却水を 「FULL」 の線まで

補給し ます。

ラ ジエーターコ アが泥やほこ り で

詰ま っている と冷却効率の低下や

ダブル

キャ ブ

（MT 車）

3.2L 5.4L 10.7L

ダブル

キャ ブ

（AT 車）

3.2L 5.3L 10.6L

補給

ラジエーターコ アの洗浄
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腐食の原因になるので、 定期的に

水洗いを し ます。

＊ 洗浄する と きは、 フ ィ ンなどをつぶし

た り傷つけた り し ないで く だ さい。

ラ ジエーター ・ ヒーターコ アおよ

びエンジンの冷却系統内には、 水

あかや錆がついて冷却効果を低下

させるので、 冷却水交換時に水道

水を使っ て洗浄し ます。

1. 冷却水を排水する。

2. 水道水を使用し、 アイ ド リ ング

回転にし て約 30 分間洗浄後、

排水する。

3. 冷却水 （冷却水＋水道水） を給

水する。

 亀裂や損傷がないかを点検し ま

す。

 亀裂や損傷がある と きは、 ト ヨ

タ販売店で点検 ・ 整備を受けて

く だ さい。

ラ ジエーターア ッパーホース

ラ ジエーターロアホース

＊ 冷却水の温度が十分下がった状態で行

います。

1. ラ ジエーターの ド レーン コ ッ ク

を開けて排水する。

＊ 安全のため、 地面を汚さ ないために

も、 冷却水は必ず容器に受けて く だ さ

い。

ド レーン コ ッ ク

冷却水路の洗浄

洗浄時期

3 年または 300,000 km 走行ご と

ラジエーターホースの点検

TM11-003A

エンジン用冷却水の交換のしか

た （排水） 〔デ ィ ーゼル車〕
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2. エンジン側の ド レーンプ ラグを

開けて排水する。

＊ 排水が近接部品にかからないよ う に ド

レーン用のホースを使用し て く だ さ

い。

3. リザーバータ ン クの排水完了

後、 ラ ジエーターキャ ッ プおよ

びリザーバータ ン ク側のキャ ッ

プを開ける。

＊ リザーバー タ ン ク排水完了前にラ ジ

エー ターキャ ッ プおよび リザーバータ

ン ク側のキャ ッ プを開ける と、 リザー

バー タ ン クの排水ができな く な り ま

す。

4. 排水完了後、 各 ド レーン コ ッ ク

および ド レーンプ ラグを閉め

る。

＊ 冷却水の温度が十分下がった状態で行

います。

1. ラ ジエーターキャ ッ プを取り外

し、 ラ ジエーターの ド レーン

コ ッ ク を開けて排水する。

＊ 安全のため、 地面を汚さ ないために

も、 冷却水は必ず容器に受けて く だ さ

い。

開

閉

2. エンジンのド レーンプ ラグを開

けて排水する。

＊ 排水が近接部品にかからないよ う に ド

レーン用のホースを使用し て く だ さ

い。

3. リザーバータ ン ク内の冷却水を

排水する。

＊ リザーバー タ ン ク を外し て排水し、 排

水後は確実にホースを接続し ます。

4. 排水完了後、 各 ド レーン コ ッ ク

および ド レーンプ ラグを閉め

る。

1. エア抜きホースを閉塞させま

す。

イン タークーラー冷却用ラジ

エーター

エア抜きホース

交換のしかた （排水） 〔ガソ リ

ン車〕

イ ン タークーラー用冷却水の交

換のしかた （排水） 〔デ ィ ーゼ

ル車〕
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ド レーン コ ッ ク

2. イン タークーラー冷却用ラ ジ

エーターのド レーン コ ッ ク を開

けます。

3. イン タークーラー冷却用リザー

バータ ン クのキャ ッ プを開けま

す。

＊ リザーバー タ ン ク内の排水ができな く

なるため、 上記の手順に従い作業を

行っ て く だ さ い。

キャ ッ プ

1. ラ ジエーターキャ ッ プを開け、

冷却水を給水口いっぱいまで、

ゆっ く り給水する。

2. 減水し ない （約 15 秒間） こ と を

確認後、 ラジエーターキャ ッ プ

を確実に締める。

3. リザーバータ ン ク側のキャ ッ プ

を開け、 液面レベル 「FULL」 ま

で給水する。

4. リザーバータ ン ク側のキャ ッ プ

を確実に締める。

5. エンジンを始動し、 エンジン回

転を 3000rpm 程度で約 1 分間保

持する。

＊ リザーバー タ ン ク内の液面レベルが

「LOW」 を下回った場合は中断し、 再

度 1. から行 う 。

6. エンジン回転がアイ ド ル状態で

約 15 秒経過後、 リザーバータ

ン ク内の水位を確認する。

7. リザーバータ ン ク内の水位が低

下し た場合は、 1 ～ 6 を水位の

低下がな く なるまで繰り返す。

8. リザーバータ ン ク内の水位低下

がな く な ったら、 ラジエーター

ロアホースが暖か く なるまで暖

機運転をする。

9. 冷却水温を下がるまで放置し、

水温が下がったら リザーバータ

ン ク内の水位を確認する。 水位

が低下し ていた場合は、 補水す

る。

10.給水口を開け、 口元まで冷却水

が入っているか確認する。 水位

が低下し ていた場合は、 補水す

る。

＊ 給水口と リザーバータ ン ク側のキャ ッ

プは、 同時に開けないこ と。

＊ 冷却水が熱い と きは、 給水口および リ

ザーバー タ ン ク側のキャ ッ プを開けな

い こ と。

1. リザーバータ ン ク側のキャ ッ プ

を開け、 液面レベル 「FULL」 ま

でゆっ く り給水する。

2. 減水し ない （約 15 秒間） こ と を

確認後、 ラ ジエーターキャ ッ プ

を確実に締める。

3. エンジンスイ ッ チを ON に し、

約 30 秒経過後に OFF にする。

エンジン用冷却水の交換のしか

た （給水）

イ ン タークーラー用冷却水の交

換のしかた （給水） 〔デ ィ ーゼ

ル車〕

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  21 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



点検 ・ 手入れ13-22

4. リザーバータ ン ク内の水位を確

認し、 水位が低下し た場合は、 1

～ 3 を水位の低下がな く なるま

で繰り返す。

＊ リザーバー タ ン ク内の水位は、 液面レ

ベル 「FULL」 を超えないこ と。

＊ 冷却水が熱い と きは、 給水口および リ

ザーバータ ン ク側のキャ ッ プを開けな

いこ と。

知識

冷却水の作りかた

冷却水と水との混合割合は、 50％で使

用し て く だ さ い。 混合割合が 30 ％以下

になる と防錆効果が減少し、 60％以上

では凍結防止性が低下し ます。

! CAUTION! 警告

冷却水の取り扱いについて

毒性があるので絶対に飲まないで く

だ さい。 飲んで し ま った と きはすぐ

にお う吐し、 医師の処置を受けて く

だ さい。

目に入っ た と きはすぐに清水で洗眼

し、 医師の治療を受けて く だ さい。

交換 （排水） について

 ド レーン コ ッ クは 5 回転以上回さ な

いで く だ さ い。 冷却水が前方に飛び

出し、 高温時にはやけどをするおそ

れがあ り ます。

水温計の指針がゲージの中央付近に

下がるまでは、 絶対にラジエーター

キャ ッ プを外さ ないで く だ さい。 不

用意にキャ ッ プを開ける と熱湯や蒸

気が噴き出し て、 やけどをするおそ

れがあ り危険です。

! 注意

使用する冷却水

冷却水に混合する水は水道水 （軟水）

をお使い く だ さい。 河川や井戸水のよ

う な硬水を使用する と水あかや錆がつ

く 原因にな り ます。

冷却水の作り方

 ト ヨ タ純正品を使用し て く だ さ い。

不凍液 ・ 防錆剤および市販の冷却水

との混用は避けて く だ さい。

冷却水を補充する と きは、 注入し て

ある ものと同一銘柄を用い、 かつ同

一濃度の補充液を注入し て く だ さ い。

水だけを補給する と冷却水の濃度が

薄 く な り、 防錆効果および凍結防止

性が低下し ます。

冷却水の取り扱いについて

引火性があるので火気を近づけない

で く だ さ い。

皮膚や衣服についた と きは、 ただち

に水洗い し、 石けんで洗っ て く だ さ

い。

保管する と きは、 確実にふたを し て

お子さ まの手の届かない と こ ろに置

いて く だ さい。

塗装部に付着し た と きは、 塗装部の

損傷を防ぐため、 ただちに水洗い し

て く だ さ い。

 ラ ジエー ターコ アの洗浄について

海岸地帯 ・ 凍結防止剤を散布し た道路

走行後には、 十分に洗浄し て く だ さ い。

排水後について

水な し運転はし ないで く だ さい。

ウォー ターポンプの故障やエンジン焼

き付きなどの原因にな り ます。
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締めかた

 エンジン側

常に右いっぱい （2 段目） に回し た

状態で使用し て く だ さい。

＊ ラ ジエー ターキャ ッ プは加圧式です。

1 段

2 段

 リザーバータ ン ク側 （デ ィ ーゼ

ル車）

キャ ッ プのス ト ッパーが、 タ ン ク

側のス ト ッパーに接触するまで締

めます。

開

閉

エンジン高温時

エンジンが熱いと きは絶対にラ ジ

エーターキャ ッ プを外さ ないで く

エアの混入について

オーバー ヒー ト やウォー ターポンプか

らの水漏れなどの原因にな り ますので、

必ずエア抜き を行っ て く だ さい。

冷却水の廃棄処理について

排出し た冷却水の廃棄処理は、 規定の

方法あるいは環境に留意し た方法で

行っ て く だ さ い。

ラジエーターキャ ッ プ

開 閉
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ださい。 熱湯や蒸気が噴き出し て

やけどをするおそれがあ り ます。

やむを得ずキャ ッ プを外すと きは、

次の要領に し たがって く だ さい。

1. 水温計の指針が赤色ゾーン近 く

を指示し ている と きは、 エンジ

ン回転数をアイ ド リ ング回転時

よ り少し高めにし たまま指針が

ゲージの中央付近に下がるまで

待つ。

2. 厚手の布を数枚重ねて ラジエー

ターキャ ッ プにかぶせキャ ッ プ

を徐々にゆるめる。

＊ 著し く 蒸気が噴き出すと きには、 ただ

ちにキャ ッ プを締め直し、 冷却水温が

下がるまで待ちます。

V ベル ト のゆるみや張り すぎは、

充電不良 ・ オルタ ネーターの故障

などを起こす原因にな り ますので、

常に正しい張り具合に調整し てお

きます。 また、 ベル ト 張力が適正

でない状態で走行する と、 ベル ト

の早期寿命やベル ト 脱落による問

題が起こ る可能性があ り ます。 ベ

ル ト は常に正しい張り具合に調整

し ておきます。

＊ オー ト テンシ ョ ナーを採用し ています

ので、 ベル ト のたわみ量の調整は不要

です。 ただ し、 ベル ト の張りがベル ト

使用可能範囲内である こ と を確認し て

く だ さい。

! CAUTION! 危険

高温時は絶対にラ ジエー ターキャ ッ

プを外さ ないで く だ さ い

熱湯や蒸気が噴き出し て、 やけどなど

重大な障害を受けるおそれがあ り危険

です。

! CAUTION! 警告

キャ ッ プの締めかたについて

キャ ッ プを締める と きは確実に締め付

けて く だ さ い。 確実に締めておかない

と オーバー ヒー ト し た と き、 高温の冷

却水が噴き出すこ とがあ り ます。

V ベル ト

ベル ト のゆるみ、 損傷の点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と、

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

アドバイス

新品のベル ト に交換し た と きは

ベル ト に初期な じみが出ていません

ので 3 ～ 5 分間程度ア イ ド リ ング回

転させ、 ベル ト の張り を再度調整し

て く だ さ い。 ベル ト のたわみ量を測

定する と きは、 荷重を加える個所の

ベル ト の上に、 平らな板状のもの

（プレー ト 等） を置いてから行っ て く

だ さ い。 ベル ト への荷重が均等に加

わるため、 正し く 測定する こ とがで

きます。
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＊ 使用状況によ っ て随時点検を行っ て く

だ さい。

ブレーキペダルを指で押した と き、

ペダルの遊びが適正で異常なひっ

かかりがな く 、 スムーズに作動す

るかを点検し ます。

遊び

! CAUTION! 警告

V ベル ト を点検する と きは

必ずエンジンを停止させて く だ さい。

エンジン回転中は回転部分に触れた り

近づいた り し ないで く だ さ い。 手や衣

服などが巻き込まれた り し て思わぬケ

ガをするおそれがあ り ます。

フ ッ ト ブレーキ

ブレーキは保安上重要な役割を

果た し てお り、 点検を怠った り、

調整や整備を誤る と重大事故に

つながり ます。

ブレーキの定期点検は、 別冊の

「メ ンテナンス ノ ー ト 」 にし た

がって実施し、 異常が認められ

たと きは、 ただちに ト ヨ タ販売

店で点検 ・ 整備を受けて く ださ

い。

ブレーキペダルの遊びの点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

基準値

ペダル先端で 1 ～ 3 mm
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＊ ペダルの遊びが基準値範囲外のと き

は、 ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受け

て く だ さい。

 他部品と接触し ていないか、 固

定用のク リ ッ プなどがゆるんで

いないか、 また、 傷 ・ 液漏れな

どがないかを点検し ます。 不具

合が認められたら確実に整備し

て く だ さい。

 冬期に雪路や融雪路などを走行

後、 および日常 （運行前） 点検

時、 フ レームからホイールシ リ

ンダー間のオイルホースに雪 ・

泥水の付着で凍結し たかたま り

が付着し ていないかを点検し ま

す。 付着し ている と きは、 ホー

スを傷つけないよ う に注意し、

払い落と し ます。

点検方法

ブレーキペダルを踏んでいない状

態で、 スイ ッ チ検知部の見える隙間

を点検し ます。

スイ ッ チネジ部

スイ ッ チ検知部

隙間

バッ フ ァ ラバー

ブ ッ シュ

バッ フ ァ

スイ ッ チ

隙間が基準値の範囲外のと きは、 最

寄りの ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備

を受けて く だ さい。

ホースおよびパイプなどの点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と

ブレーキスイ ッ チの取り付け状

態の点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

基準値

0.7 ～ 1.7 mm

! CAUTION! 警告

ブレーキス イ ッ チの点検について

ブレーキス イ ッ チの取り付け状態が正

常でない と、 事故の原因にな り ますの

で、 定期点検をおこ な って く だ さい。

 フ ッ ト ブレーキの点検について

坂道での点検は行わないで く だ さ い。

車両が動き出すおそれがあ り危険で

す。 必ず車を平坦な場所に停止し、

タ イヤの前後に輪止めを掛けてから

点検し て く だ さい。

周囲の交通状況に十分注意し、 安全

な場所で点検し て く だ さい。
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＊ 使用状況によ っ て随時点検を行っ て く

だ さい。

1. 点検穴のラバープ ラグを取り外

す。

2. 点検穴からシ ッ クネスゲージを

ラ イニング全幅にわたって差し

込み、 ド ラムと ラ イニングのす

きまが基準値内にあるかを点検

する。

＊ 基準値を超えている と きは、 ト ヨ タ販

売店で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

! 注意

冬期の雪路や融雪路などの走行につ

いて

雪や泥などのかたま りが付着し たまま

走行し ないで く だ さい。 ホースの破損

などの原因にな り ます。

ド ラムブレーキ

ブレーキラ イニングが摩耗する

と、 ド ラムのすきまが大き く な

り、 ブレーキの効きが悪 く な り

ます。 このブレーキにはオー ト

アジャス タ機能があ り ますが、

ラ イニングの摩耗状態の点検 ・

調整は定期的に行って く だ さい。

ド ラムと ラ イニングのすきまの

点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

基準値

0.24 ～ 0.64 mm
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3. 点検後、 取り外し たラバープ ラ

グは確実に取り付ける。

＊ 使用状況によ っ て随時点検 ・ 調整を

行っ て く だ さ い。

1. ド ラムカバーにある点検穴のラ

バープ ラグを取り外す。

2. ラ イニング端面の段差が残って

いるかを点検する。

＊ ラ イニングの交換は、 ト ヨ タ販売店に

お申し付け く だ さい。

3. 点検後、 取り外し たラバープ ラ

グは確実に取り付ける。

＊ ブレーキパッ ドが摩耗し た と き、 ブ

レーキからのキーキー音によ り運転者

に知らせます。 走行中、 ブレーキから

キーキー音が発生し た と きは、 ただち

に ト ヨ タ販売店で点検を受けて く だ さ

い。

＊ キーキー音が鳴ら な く て も点検時期に

な り ま し たら目視点検を行っ て く だ さ

い。

＊ 使用状況によ っ て随時点検を行っ て く

だ さい。

＊ ブレーキパッ ド と ロー ターのすきま

は、 自動的に適正が保たれるため、 調

整は不要です。

ブレーキパッ ドの厚さ

ラ イニング摩耗量の点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と （距離項目）、

自家用 1 年ご と

基準値
使用限度

〔残り代〕

ジ ャ ス ト ロー 6.5 mm 1.5 mm

フルジャストロー 5.5 mm 1.0 mm

! CAUTION! 警告

点検 ・ 調整について

ジ ャ ッキア ッ プ時は、 ジ ャ ッ キア ッ プ

軸以外のタ イヤの前後に輪止めを掛け

て、 車両が動かないよ う に し ておいて

く だ さい。

 ラ イニングの使用限度について

使用限度を超えたまま走行し ないで く

だ さい。 限度を超えて使用する と ブ

レーキの効き具合が大幅に低下し ます。

また、 ド ラムが損傷するおそれがあ り

ます。

デ ィ スク ブレーキ

ブレーキパッ ドの摩耗量の点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と （距離項目）、

自家用 1 年ご と

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

基準値
使用限度

〔残り代〕

10.0 mm 3.0 mm

! CAUTION! 警告

ブレーキパッ ドの使用限度を超えた

まま走行し ないで く だ さい

限度を超えて使用する と、 ブレーキの

効き具合が大幅に低下し ます。 また

ローターが損傷するおそれがあ り ます。
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走り始める前に、 安全な場所で徐

行し、 ブレーキをかけ、 効き具合

は十分か、 片効きはし ていないか

を点検し ます。

＊ お車の仕様によ り点検方法が異な り ま

す。 点検は下記を参照し て く だ さい。

• ド ラムブレーキ （P.13-27）

• デ ィ ス ク ブレーキ （P.13-28）

＊ 不具合がある場合は、 ト ヨ タ販売店で

点検 ・ 調整を受けて く だ さ い。

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

＊ ク ラ ッ チペダルの遊び、 およびク ラ ッ

チの作用は定期的に点検し て く だ さ

い。

 ペダルを指で押し込んでい く と1 

段階に抵抗を感じ ます。 1 段階

までのペダルの動き代が遊びで

す。

 ペダルを指で押し込み、 ペダル

の遊びをスケールなどで測定し、

基準値内にあるかを点検し ます。

ブレーキのき き具合

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と

! CAUTION! 警告

点検について

周囲の交通状況に十分注意し、 安全な

場所で点検し て く だ さ い。

ク ラ ッ チ★

ク ラ ッ チは使用するにし たがい、

ク ラ ッ チデ ィ ス クが摩耗し て ク

ラ ッ チペダルの遊びが少な く な

り、 ク ラ ッ チが滑りやす く な り

ます。 また、 遊びが大きすぎる

と ク ラ ッ チの切れが悪 く な り変

速し に く く な り ます。

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と、

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

ペダルの遊び点検
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ク ラ ッ チペダルの遊び

＊ 基準値を外れている場合は、 ト ヨ タ販

売店で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

1. エンジンを始動し、 アイ ド リ ン

グ回転でパーキングブレーキを

かける。

2. ク ラ ッ チペダルをいっぱい踏み

込んでシフ ト レバーを 1 速に入

れる。

3. ク ラ ッ チペダルをゆっ く り離し

ク ラ ッ チのつながる直前の状態

（エンジン音が変化し た り、 振

動が発生し た りする） でペダル

と床板 （カーペ ッ ト をめ く った

状態） とのすきまが基準値の範

囲にあるか点検する。

床板とのすきま

＊ 点検する と き、 車が急発進し ないよ う

十分注意し て く だ さい。

＊ 基準値を外れている場合は、 ト ヨ タ販

売店で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

アイ ド リ ング回転で、 次の点検

を し ます

 ペダルを踏み込んで、 異常に重

く ないか、 異音はし ないか。

 ギヤチ ェ ンジがスムーズにでき

るか。

 ペダルを徐々に離し て発進し た

と き、 滑りがな く 接続がなめら

かにでき るか。

＊ シ フ ト レバーを 「N」 位置に し、 ク

ラ ッ チペダルから急に足を離す と 「ガ

シ ャ」 と音がし ますが異常ではあ り ま

せん。

＊ 異常が認められた と きは、 ト ヨ タ販売

店で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

基準値

1 ～ 5 mm

切れた と きの床板とのすきまの

点検

基準値

25 mm 以上

ク ラ ッ チの作用

! 注意

 ク ラ ッ チペダルの遊びについて

ペダルの遊び量を基準値よ り大き く 調

整し ないで く だ さい。 ク ラ ッ チの切れ

が悪 く な り、 ク ラ ッ チおよび ト ラ ンス

ミ ッ シ ョ ンを破損させるおそれがあ り

ます。
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パーキングブレーキレバーの引き

し ろ （ラチ ェ ッ ト の山数） が 10

ノ ッ チ以上 （操作力約 245 N {25 kgf}

時） にな った場合は、 ラ イニング

の摩耗量の点検が必要です。

パーキングブレーキレバーの引

き し ろ

＊ 基準値を外れている場合は ト ヨ タ販売

店で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

パーキングブレーキ

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と、

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

基準値

6 ～ 10 ノ ッ チ

（操作力約 245 N ｛25 kgf｝ 時）

TM19-001B

10ノッチ以上

操作力約245N{25kgf}

ジャ ッキア ッ プ

ジャ ッ キア ッ プポイン ト

! CAUTION! 警告

使用方法および取り扱いについて

ジ ャ ッ キの本体に記載し てあ り ますの

で必ず使用前に確認し て く だ さい。

ジ ャ ッ キア ッ プについて

ジ ャ ッ キア ッ プ し た と きは、 車両の

下に絶対入ら ないで く だ さい。 万一、

ジ ャ ッ キが外れる と危険です。

車両の下に入っ て作業する と きは必

ずフ レーム下面にス タ ン ド （ウマ）

を掛けるなど、 車両の下の安全を確

保し て く だ さい。

パーキングブレーキを確実に効かせ、

ジ ャ ッ キア ッ プ軸以外のタ イヤの前

後に輪止めを掛けて く だ さい。

ジ ャ ッ キア ッ プする と きは、 地面が

かたい平坦な場所を選んで く だ さ い。

坂道および地面のやわらかい と こ ろ

では、 ジ ャ ッ キが傾いた り滑った り

し て思わぬ事故につながるおそれが

あ り ます。
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＊ タ イヤの状態点検方法は下記を参照し

て く だ さ い。

• タ イヤの空気圧 （P.12-8）

• タ イヤの異常な摩耗 （P.12-9）

• タ イヤの亀裂 ・ 損傷 （P.12-9）

• タ イヤの溝の深さ （P.12-10）

 タ イヤの取り外し

1. パーキングブレーキを確実に効

かせ、 エンジンを停止し、 タ イ

ヤの前後に輪止めを掛ける。

＊ フ ロン ト タ イヤを取り外す と きは、 リ

ヤタ イヤの前後に輪止めを掛けます。

＊ リヤタ イヤを取り外す と きは、 左右の

フ ロン ト タ イヤの前後に輪止めを掛け

ます。

2. ホイールナ ッ ト を対角線上に、

手で少し回る く らいまでゆるめ

る。

＊ 図のよ う に回し てゆるめて く だ さい。

＊ ダブルタ イヤは外側タ イヤ （アウ ター

ホイールナ ッ ト ） をゆるめてから、 内

側タ イヤ （イ ンナーホイールナ ッ ト ）

をゆるめます。

ジ ャ ッキが、 必ずジ ャ ッ キア ッ プポ

イ ン ト に掛かっ ている こ と を確かめ

て く だ さ い。 ジ ャ ッキア ッ プポイ ン

ト 以外に掛ける と ジ ャ ッ キがたおれ

た り、 部品が損傷するおそれがあ り

ます。

ジ ャ ッキやジ ャ ッ キア ッ プポイ ン ト

に油脂類が付着し ている と きは、 完

全に拭き取っ てから掛けて く だ さ い。

すべっ て思わぬ事故につながるおそ

れがあ り ます。

ジ ャ ッキア ッ プ中は、 エンジンをか

けないで く だ さい。 振動で外れるお

それがあ り ます。

長時間ジ ャ ッ キア ッ プ し てお く と き

は、 安全のため、 ス タ ン ドや角材な

どで車両を支えておいて く だ さい。

 2 台以上のジ ャ ッ キを同時に使用し

ないで く だ さい。

ジ ャ ッキを必要な高さ以上に上げな

いで く だ さ い。

ジ ャ ッキの上や下に物をはさ まない

で く だ さ い。

車に搭載されているジ ャ ッ キを他の

車に使用し た り し ないで く だ さい。

車内に人を乗せたまま車を持ち上げ

ないで く だ さい。

タ イヤの取り扱い

タ イヤの状態の点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と （距離項目）、

自家用 1 年ご と （距離項目）

タ イヤの交換のしかた
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例） 対角締めのゆるめる順番

3. タ イヤが取り外せる高さ まで

ジャ ッ キア ッ プ し、 ゆるめてあ

るホイールナ ッ ト を取り外す。

＊ ジ ャ ッ キの取り扱い （P.13-31）

＊ ホイールボル ト のねじ山を傷つけない

よ う十分注意し て く だ さ い。

＊ ダブルタ イヤの外側タ イヤだけを取り

外す と きは、 イ ンナーホイールナ ッ ト

をゆるめる必要はあ り ません。

4. タ イヤを取り外す。

＊ フルジ ャ ス ト ローのダブルタ イヤの場

合は、 アウ ターホイールナ ッ ト を取り

外し、 外側タ イヤを取り外し た後、

いっ たんジ ャ ッ キを下げタ イヤを接地

させてから イ ンナーホイールナ ッ ト を

少しゆるめ、 再びジ ャ ッキア ッ プ し て

同様に内側のタ イヤを取り外し ます。

アウ ターホイールナ ッ ト

インナーホイールナ ッ ト

 タ イヤの取り付け

1. ホイールボル ト 、 ホイールナ ッ

ト のねじ部およびデ ィ スクホ

イール取り付け面をよ く 清掃す

る。

2. デ ィ スクホイールのボル ト 穴を

ホイールボル ト に合わせながら

タ イヤを取り付ける。

3. ホイールボル ト がデ ィ スクホ

イールのボル ト 穴の中央になる

よ う に タ イヤをセ ッ ト し、 ガ タ

つかない程度にホイールナ ッ ト

を仮締めする。

＊ ホイールナ ッ ト のテーパー座部がデ ィ

ス ク ホイール側です。

4. ジ ャ ッ キを回し て タ イヤを静か

に降ろす。

5. ホイールナ ッ ト を対角線上に 2

～ 3 回に分けて締め付ける。

＊ 図のよ う に回し て締め付けて く だ さ

い。

＊ ダブルタ イヤは内側タ イヤ （イ ンナー

ホイールナ ッ ト ） を締め付けてから外

側タ イヤ （アウ ターホイールナ ッ ト ）

を締め付けます。

車両

左側

車両

右側

ジ ャ ス ト

ロー

フ ロン ト 左回転 左回転

リ ヤ 右回転 左回転

フルジャス

ト ロー

フロント／

リ ヤ
右回転 左回転

６本の場合
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例） 対角締めの締め付ける順番

6. 最後に ト ルク レンチなどを使用

し て、 規定の締め付け ト ルクで

ホイールナ ッ ト を締め付ける。

車両

左側

車両

右側

ジ ャ ス ト

ロー

フ ロン ト 右回転 右回転

リ ヤ 左回転 右回転

フルジャス

ト ロー

フロント／

リ ヤ
左回転 右回転

ホイールナ ッ ト の締め付け ト ルク

ジ ャ ス

ト ロー

フ ロン ト

115 ～ 155 N ・ m

{1,180 ～ 1,580 

kgf ・ cm}

リ ヤ

145 ～ 195 N ・ m

{1,480 ～ 1,980 

kgf ・ cm}

フルジャ

ス ト ロー

フロント／

リ ヤ

340 ～ 390 N ・ m 

{3,470 ～ 3,970 

kgf ・ cm}

アドバイス

ホイールナ ッ ト のねじ方向は下記の

よ う にな っ ています。

ホイールボル ト 、 ホイールナ ッ ト に

ついて

ホイールボル ト 、 ホイールナ ッ ト には

右側用と左側用があ り ます。

６本の場合
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 ジャ ス ト ロー

タ イヤ仕様 項目 左側用 右側用

フ ロン ト

シングルタ イヤ

ホイールボル ト

ボルト先端の識別記号

は下記のいずれか

右ねじ

ボルト先端の識別記号

は下記のいずれか

右ねじ

ホイールナ ッ ト

右ねじ 右ねじ

リ ヤ

ダブルタ イヤ

ホイールボル ト

ボルト先端の識別記号

左ねじ

ボルト先端の識別記号

右ねじ

ホイールナ ッ ト

左ねじ 右ねじ
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 フルジャス ト ロー

タ イヤ仕様 項目 左側用 右側用

フ ロン ト

シングルタ イヤ

ホイールボル ト

ボルト先端の識別記号

左ねじ

ボルト先端の識別記号

右ねじ

ホイールナ ッ ト

左ねじ 右ねじ

リ ヤ

ダブルタ イヤ

ホイールボル ト

ボルト先端の識別記号

左ねじ

ボルト先端の識別記号

右ねじ

イ ンナー

ホイールナ ッ ト

左ねじ 右ねじ

ホイールナ ッ ト

左ねじ 右ねじ
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! CAUTION! 警告

 タ イヤの交換について

レンチはホイールナ ッ ト の奥まで深

く 掛けて く だ さい。 掛けかたが浅い

と、 レ ンチが外れケガをするおそれ

があ り ます。

ホイールナ ッ ト はゆるめすぎないよ

う に し て く だ さい。 ゆるめすぎる と、

ねじ山を損傷させるおそれがあ り ま

す。

ホイールボル ト ・ ホイールナ ッ ト の

ねじ部が損耗し ている ものやデ ィ ス

ク ホイールに変形や亀裂がある もの

は交換し て く だ さい。 そのまま使い

続ける と ホイールナ ッ ト のゆるみや

脱輪の原因にな り ます。

ホイールの平面部、 ナ ッ ト のテー

パー座部およびハブのホイール当た

り面を きれいに清掃し、 錆 ・ ゴ ミ ・

追加塗装および異物などは取り除い

て く だ さ い。 これら をはさんだまま

取り付ける と、 ホイールナ ッ ト がゆ

るむ原因にな り ます。

 タ イヤ取り付け時は、 アウ ターホ

イールナ ッ ト ・ イ ンナーホイール

ナ ッ ト が確実に締ま っている こ と を

確認し て く だ さい。 確実に締ま って

いない と、 ホイールボル ト ・ アウ

ターホイールナ ッ ト ・ イ ンナーホ

イールナ ッ ト やブレーキ部品を破損

し た り、 ホイールがはずれるなど思

わぬ事故につながるおそれがあ り ま

す。 ナ ッ ト を取り付ける と きは、 必

ずテーパー部を内側に し て取り付け

て く だ さ い。

ホイールボル ト

ホイール当た り面 （平面部）

アウ ターホイールナ ッ ト

ホイールナ ッ ト テーパー座部

イ ンナーホイールナ ッ ト

ホイール当た り面

ハブ

 タ イヤを取り付けるホイールボル ト

やホイールナ ッ ト にオイルやグ リ ー

スを塗らないで く だ さ い。 必要以上

に締め付けられてボル ト が破損する

おそれがあ り ます。
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 フルジ ャ ス ト ローのダブルタ イヤに

ついて

 フルジ ャ ス ト ローのダブルタ イヤの

外側タ イヤを交換し た と きは、 必ず

イ ンナーホイールナ ッ ト を締め付け

てから アウ ターホイールナ ッ ト を締

め付けて く だ さい。

ホイールナ ッ ト のゆるみおよび締め

すぎは、 ホイールボル ト の折損や

デ ィ ス ク ホイールの亀裂につながり、

脱輪の原因にな り ます。

点検、 交換時の警告

必ず以下のこ と をお守り く だ さい。 お

守り いただかない と、 駆動系部品の損

傷や不安定な操縦特性によ り、 重大な

傷害におよぶか、 最悪の場合死亡につ

ながるおそれがあ り ます。

• タ イヤは全て同一 メ ーカー、 同一銘

柄、 同一 ト レ ッ ドパターンで、 摩耗
差のない タ イヤを使用し て く だ さ い。

交換後のタ イヤはロー ド イ ンデ ッ ク

ス と速度記号が交換前のタ イヤと同

一またはそれ以上になる タ イヤを使

用し て く だ さい。

ロー ド イ ンデ ッ ク ス （単輪使用時）

ロー ド イ ンデ ッ ク ス （複輪使用時）

速度記号

• メ ーカー指定サイズ以外のタ イヤや
ホイールを使用し ないで く だ さい。

• ラ ジアルタ イヤ、 バイアスベルテ ッ
ド タ イヤ、 バイアスプ ラ イ タ イヤを
混在使用し ないで く だ さ い。

• サマー タ イヤ、 オールシーズン タ イ

ヤ、 冬用タ イヤを混在使用し ないで
く だ さ い。

• スペア タ イヤは前後輪と同一サイズ

を装備し ています。 スペア タ イヤに
交換する時は前後輪共に同一サイズ

に交換し て く だ さ い。

• 前後輪の指定サイズが異なる場合、
必ず前後と もに指定サイズのタ イヤ

を使用し て く だ さ い。
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タ イヤは道路の状況 ・ 積荷 ・ ブレーキ操作 ・ 取り付け位置などによ っ てそ

れぞれ異なった摩耗を し ます。 また、 スペア タ イヤは長時間使用し ないと

変質し ます。 タ イヤの摩耗を均等にし、 寿命を延ばすためには定期的に位

置交換を し て く だ さい。

 タ イヤローテーシ ョ ン例

 リヤダブルタ イヤ車

 前後輪タ イヤサイズが異なる場合

スペア タ イヤが車両中央および後方の時

前輪用スペア タ イヤ

（前輪タ イヤと同一サイズ）

後輪用スペア タ イヤ

（後輪タ イヤと同一サイズ）

スペア タ イヤが車両後方の時

前輪用スペア タ イヤ

（前輪タ イヤと同一サイズ）

後輪用スペア タ イヤ

（後輪タ イヤと同一サイズ）

タ イヤローテーシ ョ ン

タ イヤローテーシ ョ ン時期

5,000 km 走行ご と
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 前後輪タ イヤサイズが同じ場合

スペア タ イヤが車両後方の時

スペア タ イヤ

（前後輪タ イヤと同一サイズ）

スペア タ イヤが車両中央の時

スペア タ イヤ

（前後輪タ イヤと同一サイズ）
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 タ イヤローテーシ ョ ン時の注意

＊ タ イヤの配置換えは、 以前の回転方向

と逆になる位置に取り付けて く だ さ

い。

＊ 新品タ イヤは発熱しやす く 、 摩耗が進

みやすいため、 フ ロン ト タ イヤと し て

2 本 1 組で取り付けて く だ さ い。

＊ タ イヤは傷などのないものを使用し、

デ ィ ス ク ホイールに組み込むと きはバ

ラ ンスを取っ て使用し て く だ さい。

＊ タ イヤは全て摩耗差のない タ イヤを使

用し て く だ さ い。

＊ 時々、 デ ィ ス クホイールを組み替え

て、 タ イヤを裏返しに し て く だ さい。

＊ ローテーシ ョ ンは同じ プ ラ イ数間で

行っ て く だ さ い。

! 注意

 タ イヤの取り付けについて

 タ イヤ取り付け後は、 初期な じみに

よ り締め付け ト ルクが低下する こ と

があ り ます。 50 ～ 100km 走行後、 規

定の締め付け ト ルクでホイールナ ッ

ト の増し締めを行って く だ さい。

傷、 変形があるナ ッ ト ・ ホイールな

どは使用し ないで く だ さ い。

走行中、 ハン ドルや車体に振動が出

た場合は、 ト ヨ タ販売店で タ イヤの

バラ ンス点検を受けて く だ さい。

! CAUTION! 警告

 タ イヤローテーシ ョ ンについて

同一軸には、 必ず同じ型式のタ イヤ

を使用し て く だ さ い。 同一軸内で異

なる型式のタ イヤを使用する と、 制

動時などに車両が左右に流れた りハ

ン ド ルを取られた り する原因にな り

ます。

構造の違 う タ イヤ （バイアス タ イヤ

と ラ ジアルタ イヤなど） の混用装着

はし ないで く だ さ い。 混用する と操

縦性および安定性が悪 く な り ます。

 タ イヤローテーシ ョ ンの際、 ホイー

ル平面部のボデー色などの追加塗装

面が相手部品 （ハブ、 ホイール） と

の当た り面と なる と きは、 当た り面

（平面部、 ナ ッ ト テーパー座部） の塗

装をはがし、 ワイヤーブ ラ シなどで

面を きれいに清掃し た後、 装着し て

く だ さ い。 塗装が厚い と ホイール

ナ ッ ト がゆるむ原因にな り ます。

 タ イヤローテーシ ョ ンを行ったあ と

は、 指定空気圧に調整し て く だ さ い。

指定空気圧よ り低い と車両の走行安

定性を損な うばかり でな く 、 タ イヤ

が偏摩耗し た り し ます。 高速走行時

にス タ ンデ ィ ングウ ェ ーブ現象 （高

速で走行し ている と きに、 タ イヤが

波 う つ現象） によ り タ イヤが破裂し

た り し て、 思わぬ事故につながるお

それがあ り ます。
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 スペア タ イヤが確実に巻き上げ

られ、 ガ タや異常な傾きがない

かを目視などで確認し て く だ さ

い。 また、 スペア タ イヤの取り

付けにゆるみがないかを タ イヤ

の上から体重をかけてゆするな

ど し て点検し て く ださい。

 タ イヤが動 く と きはスペア タ イ

ヤ取り付け装置の変形などの異

常がないこ と を確認し、 確実に

巻き上げて く だ さい。
ホイールボル ト

ホイール当た り面 （平面部）

アウ ターホイールナ ッ ト

ホイールナ ッ ト テーパー座

イ ンナーホイールナ ッ ト

ホイール当た り面

ハブ

スペア タ イヤ

スペア タ イヤの点検

! CAUTION! 警告

スペア タ イヤは確実に取り付けてお

いて く だ さい。 スペア タ イヤの取り

付けがゆるんでいる と、 走行中に落

下し て、 事故の原因になる恐れがあ

り ます。

スペア タ イヤの当た り面にもの （布、

スポンジなど） を挟むと走行中の振

動でゆるみ、 タ イヤがガ タついた り

落下につながる恐れがあ り ます。

 タ イヤキャ リ アが接地などによ り変

形し た と きは、 締め付けが不完全と

な り スペア タ イヤの脱落につながる

ため、 ト ヨ タ販売店で点検し新品と

交換し て く だ さい。
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格納場所

 フ ロン ト 吊り下げ式

 リヤ吊り下げ式

 前後吊り下げ式

 リヤ吊り下げ式 （2 段）

取り外しかた

1. キャ リ アの穴に組み付けた

ジ ャ ッ キハン ド ルバーを挿し込

む。

＊ キャ リ アの穴は車両後部または車両左

側にあ り ます。

2. ハン ドルを左にまわし てスペア

タ イヤ / 応急用タ イヤをおろ

す。

 1 段吊り仕様

��������	

�������
	

��������	

スペア タ イヤの取り外し ・ 取り

付けかた
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 2 段吊り仕様

 フ ロン ト 吊り仕様

3. おろ し たスペア タ イヤ / 応急用

タ イヤからアン カープレー ト を

はすず。

取り付けかた

 1 段吊り仕様

1. ホイール穴にアン カープレー ト

をはめる。

 A タ イプ

ホイール穴にアン カープレー ト を

取り付け、 ジャ ッ キハン ドルをま

わし て鎖のたわみをな く す。

＊ アン カープレー ト がホイールの中心に

ある こ と を確認し て く だ さ い。

 B タ イプ

ツ メ をホイールの穴にかけてアン

カープレー ト を取り付け、 ジ ャ ッ

キハン ドルをまわし て鎖のたわみ

をな く す。

＊ ツ メ がホイールの穴に確実にかかって

いる こ と、 アン カープレー ト がホイー

ルの中心にある こ と を確認し て く だ さ

い。

アン カープレー ト

ツ メ

不正な状態

正しい状態
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2. 組み付けたジ ャ ッ キハン ドル

バーをキャ リ アの穴に挿し込

む。

3. ハン ドルを右にまわし てスペア

タ イヤ / 応急用タ イヤを巻き上

げる。

＊ イ ラ ス ト はリヤ吊り下げ式で表現し て

います。

4. タ イヤを巻き上げられたら、 タ

イヤが確実に固定されている こ

と を確認する。

＊ タ イヤが周囲の部品に干渉し ていない

こ と を直接目で確認し て く だ さい。 ゆ

るんだ り、 正し く 格納できなかった り

し た場合は、 3 と 4 を繰り返し て く だ

さ い。

タ イヤを上下にゆする

回転させる

5. タ イヤが下がった と きや不安定

な と きは、 4 を繰り返す。

6. 工具 ・ ジ ャ ッ キを収納する。

 2 段吊り仕様

1. フ ロン ト 用タ イヤの上にスペー

サーをのせる。

2. スペーサーの突起部に リヤ用タ

イヤのハブ穴を合わせてのせ

る。

＊ 突起部がホイールの穴に確実にかかっ

ている こ と、 スペーサーがホイールの

中心にある こ と を確認し て く だ さい。

締め付け荷重

250 N ｛25 kgf｝ 

不正な状態
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スペーサー

突起部

3. 下側のフ ロン ト 用タ イヤのホ

イール穴にアン カープレー ト を

はめる。

＊ ツ メ をホイールの穴にかけてアン カー

プレー ト を取り付け、 ジ ャ ッ キハン ド

ルをまわし て鎖のたわみをな く す。

＊ ツ メがホイールの穴に確実にかかっ て

いる こ と、 アン カープレー ト がホイー

ルの中心にある こ と を確認し て く だ さ

い。

アン カープレー ト

ツ メ

4. 組み付けたジャ ッ キハン ドル

バーをキャ リ アの穴に挿し込

む。

5. ハン ドルを右にまわし てスペア

タ イヤを巻き上げる。

6. タ イヤを巻き上げられたら、 タ

イヤが確実に固定されている こ

と を確認する。

＊ タ イヤが周囲の部品に干渉し ていない

こ と を直接目で確認し て く だ さい。 ゆ

るんだ り、 正し く 格納できなかった り

し た場合は 5 と 6 を繰り返し て く だ さ

い。

タ イヤを上下にゆする

回転させる

正しい状態

不正な状態

締め付け荷重

250 N ｛25 kgf｝ 

正しい状態
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7. タ イヤが下がった と きや不安定

な と きは、 6 を繰り返す。

8. 工具 ・ ジャ ッ キを収納する。

アドバイス

スペア タ イヤについて

スペア タ イヤの空気圧は正常な タ イヤ

で も時間がたつ と自然漏れのため低下

し ますので、 少し高めに し ておいて く

だ さい。 また、 使用する と きは標準空

気圧に調整し て く だ さ い。

! CAUTION! 警告

取り外し について

格納具から タ イヤを取り外す と きは、

足の上などに落と さ ないよ う にゆっ

く り と降ろ し て く だ さ い。

スペア タ イヤはジ ャ ッ キア ッ プする

前に格納具から取り外し て く だ さ い。

取り付けについて

スペア タ イヤを格納し たあ とは、 タ

イヤが確実に固定されている こ と を

確認し て く だ さい。 固定されていな

い と タ イヤががたつき、 走行中に外

れるおそれがあ り ます。

アン カープレー ト がホイールセン

ター穴に確実にはま っていないまま

走行する と、 スペア タ イヤが外れて

思わぬ事故につながるおそれがあ り

ます。

必ずスペア タ イヤの点検を行い、 異

常があるスペア タ イヤは装着し ない

で く だ さ い。 なお、 指定空気圧は、

運転席 ド アを開けたボデー側に貼ら

れている 「タ イヤ空気圧」 の表で確

認の う え、 調整し て く だ さい。

巻き上げ後、ハン ド ルを約 250 N ｛25 

kgf ｝ 以上の力で締め上げて、 タ イヤ

を固定し ます。 締め付けが不十分

だった り チ ェ ーンがねじれたまま巻

き上げた り する と走行中の振動でゆ

るみ、 スペア タ イヤが 「ガ タ」 つい

た り、 落下する こ とがあ り ますので、

確実に締め付けて く だ さい。

車載工具を使用し ないで過大 ト ルク

で巻き上げる と内部機構が損傷し、

走行中にスペア タ イヤの落下につな

がる恐れがあ り ます。

スペア タ イヤの当た り面にもの （布、

スポンジなど） を挟むと走行中の振

動でゆるみ、 タ イヤがガ タついた り

落下につながる恐れがあ り ます。

 タ イヤキャ リ アが接地などによ り変

形し た と きは、 締め付けが不完全と

な り スペア タ イヤの脱落につながる

ため、 ト ヨ タ販売店で点検し新品と

交換し て く だ さい。

スペア タ イヤは確実に巻き上げてお

いて く だ さい。 走行中にスペア タ イ

ヤを落とす と後続車や対向車が乗り

上げた り し て、 事故の原因にな り ま

す。

空気圧が不足し ている場合や調整で

きない と きは、 控えめな速度で走行

し て く だ さい。

やむを得ず後輪用スペア タ イヤを前

輪に取り付けた場合は、 ハン ドルを

し っかり と握り、 急ブレーキを避け、

極力速度を抑えて運転し、 でき るだ

け早 く 正規のサイズのタ イヤに交換

し て く だ さい。
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ホイールナ ッ ト のゆるみがないか

を点検し て く だ さい。

フルジ ャス ト ローのダブルタ イ

ヤ

1. アウ ターホイールナ ッ ト をゆる

める。

2. インナーホイールナ ッ ト を締め

付ける。

3. アウ ターホイールナ ッ ト を締め

付ける。

アウ ターホイールナ ッ ト

インナーホイールナ ッ ト

ジ ャ ス ト ローのスペア タ イヤで、 前

輪用と後輪用が別々に格納されてい

る場合は、 タ イヤ交換の際は間違え

ないよ う に し て く だ さ い。 前輪用と

後輪用の格納位置を間違える と、 地

上高が確保できな く な り ます。 取り

外し た際と同じ位置に格納し て く だ

さい。

お客様のお車専用にな っているため、

他の車には使用し ないで く だ さい。

ジ ャ ス ト ローのスペア タ イヤで 2 段

吊り格納具を使用する場合は、 タ イ

ヤ 1 本だけで格納し ないで く だ さ い。

走行中にはずれ落ち、 思わぬ事故に

つながるおそれがあ り ます。

! 注意

パン ク し たままの走行について

 タ イヤがパン ク し た状態で走行を続

けないで く だ さい。 短い距離で も、

タ イヤと ホイールが修理できないほ

どの損傷と な り ます。

ホイール

ホイールナ ッ ト のゆるみ点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 ６ カ月ご と

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

車型 締め付け ト ルク

ジ ャ ス ト ロー
145 ～ 195 N ・ m 

{1,480 ～ 1,980 kgf ・ cm}

フルジ ャス ト

ロー

340 ～ 390 N ・ m 

{3,470 ～ 3,970 kgf ・ cm}
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ホイールナ ッ ト のゆるみの点検と

同時に行って く だ さい。

点検

アクスルシャ フ ト ～ハブ （リヤ）

ハブ フ ラ ンジ～ハブ （フ ロン ト ）

ド ラ イブシャ フ ト ～フ ロン ト デ ィ

フ ァ レンシャル （フ ロン ト ）

アクスルシ ャ フ ト

ボル ト のゆるみを点検し ます。

 アク スルシ ャ フ ト 取り付けナ ッ

ト

 8 インチ ( デ ィ フ ァ レンシャル )

 10.5インチ(デ ィ フ ァ レンシャル)

 ド ラ イブシャ フ ト

ナ ッ ト のゆるみを点検し ます。

 ド ラ イブシャ フ ト 取り付けナ ッ

ト (4WD 車のみ )

アク スルシ ャ フ ト ･ド ラ イブ

シャ フ ト

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 6 カ月ご と

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

部位 締め付け ト ルク

ア クスル

シ ャ フ ト ～

ハブ ( リヤ )

26.4 ～ 39.6 N ・ m

｛270 ～ 404 kgf ・ cm｝

部位 締め付け ト ルク

ア クスル

シ ャ フ ト ～

ハブ ( リヤ )

47.2 ～ 70.8 N ・ m

｛482 ～ 722 kgf ・ cm｝

部位 締め付け ト ルク

ハブ フ ラ ンジ

～ハブ

( フ ロン ト )

24.0 ～ 36.0 N ・ m

｛244 ～ 366 kgf ・ cm｝

ド ラ イ ブ

シ ャ フ ト ～

フ ロン ト

デ ィ フ ァ レン

シ ャル

72.6 ～ 93.1 N ・ m

｛741 ～ 950 kgf ・ cm｝

アドバイス

ホイールナ ッ ト について

ホイールナ ッ ト およびイ ンナーホ

イールナ ッ ト ・ アウ ターホイール

ナ ッ ト のねじ方向は、 表のよ う に

な っ ています。

車両

左側

車両

右側

ジ ャ ス ト

ロー

フ ロン ト 右ねじ 右ねじ

リ ヤ 左ねじ 右ねじ
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保安上重要な役割を持っています。

点検時、 異常が認められた と きは、

ただちに ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整

備を受けて く だ さい。

遊びの点検

遊びはハン ドル円周上で次の通り

です。

前車輪を直進方向に正し く 向けて

から、 ハン ドルを左右に軽 く 回し

て遊びを点検し ます。

＊ 必ずエンジンをかけて点検し て く だ さ

い。

ガ タの点検

ハン ドルを前後 ・ 左右 ・ 上下に動

かし て、 大きなガ タがないかを点

検し ます。

＊ ロ ッ ク レバーは確実にロ ッ ク し て く だ

さい。

フルジャス

ト ロー

フロント／

リ ヤ
左ねじ 右ねじ

! CAUTION! 警告

ホイールナ ッ ト について

 タ イヤを取り付けるホイールボル ト

やホイールナ ッ ト にオイルやグ リ ス

を塗ら ないで く だ さ い。 必要以上に

締め付けられてボル ト が破損するお

それがあ り ます。

ホイールナ ッ ト レンチはホイール

ナ ッ ト の奥まで深 く 掛けて く だ さ い。

掛けかたが浅い と力をかけた と き、

ホイールナ ッ ト レンチが外れケガを

するおそれがあ り ます。

ホイールナ ッ ト のゆるみおよび締め

すぎは、 ホイールボル ト の折損や

デ ィ ス ク ホイールの亀裂につながり、

脱輪の原因にな り ます。

ダブルタ イヤの点検のと きは、 アウ

ターホイールナ ッ ト だけでな く イ ン

ナーホイールナ ッ ト も忘れずに締め

付けて く だ さい。

! 注意

ホイールナ ッ ト について

デ ィ ス ク ホイールやホイールボル ト お

よびホイールナ ッ ト 交換後、 タ イヤ

ローテーシ ョ ン後は、 初期な じみによ

り締め付け ト ルクが低下する こ とがあ

り ます。 50 ～ 100 km 走行後、 規定の

締め付け ト ルク でホイールナ ッ ト の増

し締めを行っ て く だ さ い。

ステア リ ング

ハン ド ルの操作具合の点検

点検時期

1 年ご と

基準値

25 mm 以下

TM24-001A
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振れ ・ 取られの点検

走行中、 ハン ド ルが異常に振れ、

左右取られ、 重 く ないかを点検し

ます。

戻りの点検

旋回から直進へのハン ドル操作時

に異常な重さや引っかかりがない

かを点検し ます。

ステア リ ング装置各部の点検

シャ フ ト

ギヤボ ッ クス

リ ン ク

 シャ フ ト スプ ラ イ ンの給脂状態

とガ タがないかを点検し ます。

 取り付け各部のゆるみ ・ 亀裂 ・

摩耗および変形などがないかを

点検し ます。

ステア リ ングユニバーサルジ ョ

イン ト

ステア リ ングシ ャ フ ト スプ ラ イ

ン

ギヤボ ッ クス

オイルパイプ

リ ン ク連結部のダス ト カバーに摩

耗や損傷および外れがないかを点

検し ます。

点検時期

事業用 3 カ月ご と （距離項目）

自家用 1 年ご と

リ ン ク連結部のダス ト カバーの

点検

点検時期

1 年ご と

ホースおよびパイプなどの点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と （距離項目）、

自家用 1 年ご と
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 パワーステア リ ングのオイルパ

イプやホースが他部と接触し て

いないか、 傷およびオイル漏れ

はないかを点検し ます。

 雪路や融雪路などを走行後、 日

常 （運行前） 点検時にオイルパ

イプやリ ン ク類に雪 ・ 泥水の付

着で凍結し たかたま りが付着し

ていないかを点検し ます。 付着

し ている と きは、 パイプやリ ン

ク類を傷つけないよ う に注意し、

払い落と し ます。

ホーンは鳴るか、 また、 取り付け

部に異常がないかを点検し ます。

不具合は、 乗り心地 ・ 積荷の傾

き ・ 走行安定性に悪影響をおよぼ

し ます。 次の点検を行って く だ さ

い。

シ ャシスプ リ ング周り に異常がな

いかを点検し ます。

 Ｕ- ボル ト 、 セン ターボル ト の

ナ ッ ト のゆるみ

 リ ーフ スプ リ ングの損傷

 シ ョ ッ クアブ ソーバーのオイル

漏れ

U- ボル ト

シ ョ ッ ク アブ ソーバー

シ ャシスプ リ ング取り付け部およ

び連結部の異常がないかを点検し

ます。

ホーンの点検

点検時期

1 年ご と

シャシスプ リ ング

シャ シスプ リ ングの点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 1 年ご と

取り付け部のゆるみ、 ガ タ、 損

傷点検

点検時期

1 年ご と
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 スプ リ ング取り付け部の損傷

 スプ リ ング連結部のガ タ

1. エンジンをアイ ド リ ング回転す

る。

2. エアコ ンスイ ッ チを 「ON」、 風

量切り替えダイヤルを 「4」、 温

度コ ン ト ロールダイヤルを左

いっぱいまで回す。

温度コ ン ト ロールダイヤル

エアコ ンスイ ッ チ

風量切り替えダイヤル

3. サイ ト グラ スに気泡がないこ と

を確認する。

サイ ト グラ スに気泡が見えないのが正常

です。 気泡が見える と きは冷媒 （ガス）

エアコ ン

使用冷媒

車種
冷媒 ( ガス ) 

の種類

冷媒 ( ガス ) 

規定量

リ ヤ

クーラー

無し車
HFC134a

550±50 g

リ ヤ

クーラー

付き車

750±50 g 

冷媒 （ガス） 充てん量の点検

点検時期

6 カ月ご と

USE
WITH
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不足ですので、 ト ヨ タ販売店に充てんを

依頼し て く だ さい。

＊ 冷媒 （ガス） が不足する と冷房能力が

低下し ます。

冷媒量適正

冷媒量不足 （泡が出ている）

メ イ ン コ ンデンサーユニ ッ ト の

フ ィ ンが泥やほこ り で詰まっ てい

る と冷却効率が低下し た り、 腐食

の原因にな り ますので、 定期的に

水洗いを し て く だ さい。

メ イ ン コ ンデンサーユニ ッ ト

 冷媒 （ガス） 配管の各接続部に

オイルのに じみがないかを目視

で点検し ます。

 オイルのに じみが著しいと きは、

冷媒 （ガス） 漏れのおそれがあ

り ますので、 ト ヨ タ販売店で点

検 ・ 整備を受けて く だ さい。

コ ンデンサーユニ ッ ト の洗浄

洗浄時期

6 カ月ご と

冷媒 （ガス） 配管接続部の点検

点検時期

6 カ月ご と

アドバイス

冷媒 （ガス） 充てん量の点検

エア コ ンには環境保護のため、 オゾ

ン層を破壊し ない冷媒 （ガス） を使

用し ています。 ただ し、 法令によ り

大気放出は禁止されています。

エア コ ンを廃棄する場合、 冷媒 （ガ

ス） の回収が必要です。 なお、 補充 ・

交換 ・ 回収の際は、 ト ヨ タ販売店に

お申し付け く だ さ い。

! 注意

冷媒 （ガス） の充てんについて

高圧ガスを取り扱 う ため、 ト ヨ タ販売

店にお申し付け く だ さ い。

 コ ンデンサーユニ ッ ト の洗浄

水洗いする と きは、 必ずエア コ ンを

停止し て く だ さい。

ブ ラ シを使わないで く だ さい。 フ ィ

ンがつぶれます。

 フ ィ ンなどを傷つけないよ う注意し、

洗剤、 高圧洗浄機は使用し ないで く

だ さ い。
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キャ ッ プを取り外し てウォ ッ

シ ャー液を補給し ます。 ウォ ッ

シ ャー液の残量は、 キャ ッ プに付

いているゲージで確認できます。

＊ ウォ ッ シ ャー液面が満水点検窓の

「FULL」 の線まで補給し ます。

キャ ッ プ

満水点検窓

ウォ ッ シ ャーの原液と水との混合

割合は、 外気温によ り異な り ます

ので、 下記を参考に原液を薄めて

く ださい。

海岸地帯や凍結防止剤を散布し た道

路を走行し た後は、 十分に洗浄し て

く だ さ い。

ウイ ン ド ウォ ッ シャー

ウォ ッ シャー液の補給

ウォ ッ シャー液の作り方

使用地域

・ 季節
混合割合 凍結温度

通常 原液 1 ： 水 2 -10 ℃程度

冬期 原液 1 ： 水 1 -20 ℃程度

厳寒期 原液使用 -50 ℃程度

ウイ ン ド ウォ ッ シャーの点検

点検時期

1 年ご と
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ワイパーブレー ド

ツ メ

ワイパーアーム

1. ワイパーアームを手前に起こ

す。

2. 取り外す場合は、 固定し ている

ツ メ を押し込みながらワイパー

アーム取り付け部の方向に押

す。

3. 取り付けは、 新品のワイパーブ

レー ド をワイパーアームに 「カ

チ ッ」 と音がするまで引き込

む。

4. 取り付け後、 ウイ ン ド ウォ ッ

シ ャーを併用し、 ワイパーを作

動させて払拭状態を確認する。

! CAUTION! 警告

ウォ ッ シ ャー液について

ウォ ッ シ ャー液の代わり に冷却水を使

用し ないで く だ さい。 ガラス面に冷却

液をかける と視界が大幅に悪 く な り危

険です。

ウォ ッ シ ャー液の原液について

揮発剤が含まれていますので、 火気に

は近づけないで く だ さ い。 火災の原因

にな り ます。

! 注意

ウォ ッ シ ャー液について

石けん水などを入れる と目詰ま りや塗

装面のしみなどの原因にな り ます。

ワイパー

ワイパーブレー ドの交換

ワイパーラバーの交換
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ス ト ッパー

ワイパーラバー

1. ワイパーラバーを手前に起こ

す。

2. ス ト ッパーを外し てから、 ワイ

パーラバーを取り外し、 新品と

交換する。

3. 取り外し と逆の順序で取り付け

た後、 ウイ ン ド ウォ ッ シャーを

併用し、 ワイパーを作動させて

払拭状態を確認する。

＊ 交換は、 ト ヨ タ純正部品を使用し て く

だ さい。

 端子部にゆるみや腐食がないか

を点検し ます。

 白い粉が付着し ている と きは、

湯でよ く 洗いよ く 拭き取り ます。

 点検および清掃後、 ゆるみが生

じ ないよ う確実に端子を締め付

けます。

 カバーを外す時、 取り付ける と

きは、 ロ ッ ク位置に気をつけて

確実にロ ッ ク されている こ と を

確認し て く ださい。

室外バッ テ リーヒ ューズター ミ

ナルのバッ テ リ ーカバーの脱着

1. 左右のロ ッ ク部を解除する。

ワイパーの点検

点検時期

1 年ご と

! 注意

ワイパーについて

ワイパーブレー ド およびワイパーラ

バーを取り外し たままアームを倒し た

り、 ワイパーを作動させた り し ないで

く だ さい。 車体やウイ ン ド ウガラ スに

傷がつ く こ とがあ り ます。

バッ テ リー

この車両の電気装置は、 以下の 2 

種類があ り、 マイナス側をアー

ス し ています。

 12V バッ テ リー

標準仕様車

 12V のバッ テ リーを 2 個並列に

接続し た 12V バッ テ リー

寒冷地仕様車

点検時期

車型 点検時期

標準車
事業用 3 カ月ご と、

自家用 1 年ご と

端子部の点検
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ロ ッ ク部

2. 下のロ ッ ク部を解除し て、 Open

状態にする。

ロ ッ ク部

Close

Open

3. 突起部に手をかけて引き抜 く 。

突起部

4. 元に戻す場合は、 逆の手順で取

り付ける。

比重の点検は 3ヶ月ご とに行って

く ださい。 また、 測定の際は比重

計を使用し て く だ さい。

＊ 充電し て も比重が 1.24 以上にな らない

場合は、 新品に交換し て く だ さい。

 欧州規格バッ テ リーを使用し て

く だ さい。

 装着されているバッ テ リーは、

欧州規格の Stop ＆ Start システ

比重の点検

比重 （液温 20 ℃）

1.24 ～ 1.29 良好

1.23 以下 不足 （充電する）

バッ テ リ ーの交換 （Stop ＆

Start 搭載車）

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  58 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



点検 ・ 手入れ 13-59

13

点
検

・
手

入
れ

ム専用品です。 Stop ＆ Start シ

ステム専用の LN4 またはそれ以

上の性能を持つバッ テ リーと交

換し て く だ さい。 適切なバッ テ

リ ーをご使用いただかない場合、

バッ テ リ ー保護のために Stop ＆

Start システムの作動が制限され

ます。 さ らに、 バッ テ リーの早

期劣化や、 最悪の場合にはエン

ジンが再始動し な く なるおそれ

があ り ます。

＊ 詳し く は ト ヨ タ販売店へご相談 く だ さ

い。

 充電器で充電する と きは、 車両

からバッ テ リーを取り外すか

バッ テ リ ーコー ド を外し てから

行います。

 液口栓を取り外し て、 風通しの

良い場所で充電し て く だ さい。

 急速充電する と きは、 必ずバッ

テ リーコー ド を外し ます。 外さ

ないと オルタ ネーターのダイ

オー ドが焼損する こ とがあ り ま

す。

 充電器のク リ ッ プをバッ テ リ ー

端子に接続する際、 また、 取り

外す際は、 充電器のスイ ッ チを

切っ ておいて く だ さい。

充電時の注意

アドバイス

バ ッ テ リ ーの液口栓について

バッ テ リ ーの液口栓を開けたまま清掃

し ないで く だ さい。 バッ テ リ ー液の中

に異物が入り、 バ ッ テ リ ーの寿命に悪

影響をおよぼし ます。

! CAUTION! 危険

バッ テ リ ーの取り扱いについて

バ ッ テ リ ーからは引火性の水素ガスが

発生し ていますので、 バッ テ リ ーの近

く で火花を飛ばし た り タバコの火など

の火気を近づけた り し ないで く だ さ い。

バ ッ テ リ ーから発生する水素ガスに引

火する と爆発するおそれがあ り危険で

す。

! CAUTION! 警告

バッ テ リ ー液の取り扱いについて

バ ッ テ リ ー液は希硫酸です。 皮膚や

衣服に付着する と その部分が侵され

ますので、 十分注意し て く だ さ い。

も し、 衣服に付着し た と きは石けん

で十分洗い、 また、 万一皮膚に付着

あるいは眼に入った と きは、 ただち

に清水で十分洗い流し医師の治療を

受けて く だ さい。

誤ってバッ テ リ ー液を飲み込んだ場

合は、 多量の水を飲んで、 すぐに医

師の診察を受けて く だ さい。

バッ テ リ ーを点検する と きは以下の

事項をお守り く だ さ い。 お守り いた

だかない と重大な傷害を負った り、

車両の故障や損傷につながるおそれ

などがあ り ます

バ ッ テ リ ーを車両に取り付ける と き

は、 ガ タつきがないよ う に し ます。

取り付けが不完全です と走行中の振

動でケースや極板を傷める こ とがあ

り ます。

バ ッ テ リ ーから直接 12 V の電源を取

り出さ ないで く だ さ い。 また、 24V

の電気負荷を追加する と きは、 ト ヨ

タ販売店にご相談 く だ さい。
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バ ッ テ リ ーは常に清潔に し ておいて

く だ さ い。 汚れたままに し てお く と、

電解液中に不純物が混入し て極板を

傷めた り、 ふた上面で リ ーク （漏電）

し、 バッ テ リ ーの寿命を短 く する こ

とがあ り ます。

点検 ・ 整備する と きは

 コ ンピ ュー ターなど電気部品を破損

するおそれがあるので、 バッ テ リ ー

を含め電気系統の点検、 整備をする

と きはエンジンスイ ッ チやほかのス

イ ッ チを 「OFF （LOCK）」 に し た後、

バ ッ テ リ ーの 端子を外し てから

行います。

 側が接続されている と、 工具な

どが 端子と車体に触れた と きに

シ ョ ー ト し て危険です。 また、 電気

系統の故障の原因にな り ます。

バ ッ テ リ ーは、 必ず 端子 （アー

ス側） から取り外し、 取り付ける と

きは 端子を最後に し て く だ さい。

バ ッ テ リ ーの  端子と 端子を逆

に接続し ないで く だ さ い。 逆にする

と、 過大電流が流れてオルタ ネー

ターのダイオー ドや車体配線が焼損

する こ とがあ り ます。

バ ッ テ リ ー端子を外す際は、 エンジ

ンスイ ッ チが 「LOCK」 の位置で ５ 分

以上経過し た後外し て く だ さい。 こ

の作業を実施し ない場合、 電子部品

の故障や感電する恐れがあ り ます。

（AT 車）

取り外し注意点 （バッ テ リ ーセン

サー） （AT 車）

バ ッ テ リ ーの 端子を外す と きは、

バ ッ テ リ ーセンサーご と取り外し て

く だ さ い。
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 取り扱 う には、 申請し免許を受

ける こ とが法律で定められてい

ます。

 型式検定合格の無線機を使用す

る と きは、 操作のための資格は

必要と し ませんが、 無線機の取

り付けによる車両電子機器への

悪影響も考えられますので、 ト

ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。

配線関係

配線止めのク リ ッ プのゆるみ、

損傷および折れ曲がり などがな

いかを点検し て く ださい。

不具合がある と きは、 ト ヨ タ販

売店で点検 ・ 整備を受けて く だ

さい。

無線関係の取り扱い

! 注意

配線の追加について

追加配線は行わないで く だ さい。 やむ

を得ず灯火器などを追加する と きは、

ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。

車外騒音に関わる部品

アドバイス

取り扱い と点検

騒音カバーなどは、 保安基準で決め

られた規制値を満足させるために取

り付けられたものであ り、 故意に改

造し た り、 取り外し た り し ないよ う

に し て く だ さい。 なお、 整備のため

に取り外し た と きは、 必ず元通り に

取り付けて く だ さ い。

マ フ ラーおよび排気管などは、 損傷

や腐食などによる本来の機能劣化を

防止するために 「メ ンテナンス ノ ー

ト 」 に し たがっ て点検し て く だ さ い。

! 注意

取り扱い と点検

マ フ ラーおよび排気管が損傷または腐

食し た り する と、 消音機能が低下し た

り するおそれがあ り ますので点検し、

異常がある と きは交換し て く だ さ い。
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車の外観を美し く 保ち、 性能 ・ 機

能を十分に発揮し、 長 く ご使用い

ただ く ために、 次の手入れを行っ

て く だ さい。

 ホースなどで水をかけながら汚

れを落と し て く だ さい。 キャ ブ

周り だけでな く 、 タ イヤハウス、

フ レーム、 シャシスプ リ ング、

ラジエーターおよびブレーキパ

イプなど も十分に洗います。

 洗車する と きは室外ヒ ュージブ

ルリ ン クボ ッ クスのカバーが確

実にロ ッ ク されている こ と を確

認し て く だ さい。

＊ イ ラ ス ト はシングルキャ ブを示し ま

す。

室外ヒ ュージブルリ ン クボ ッ ク

ス

塗装を長持ち させるため、 月に １

回程度のワ ッ ク スがけをお勧めし

ます。

 洗車後、 車体温度がおよそ体温

以下になっ ている と きに行って

く だ さい。

 コ ンパウン ド （研磨剤） 入りの

ワ ッ ク スを使用する と、 色落ち

する こ とがあ り ます。

 お使いになるワ ッ ク スの説明を

よ く 読んで正し く お手入れし て

く だ さい。

メ ッ キ部品の汚れが落ちに く い場

合は、 次の方法でお手入れを し て

く ださい。

 中性洗剤を水で約 5 ％に薄めて

やわらかい布に含ませふき取る。

 乾いたやわらかい布で表面の水

分をふき取る。

 油分を含んだ汚れはアルコール

系ウ ェ ッ ト テ ィ ッ シュなどで油

を浮かせてからふき取る。

 中性洗剤を使用し、 早めに汚れ

を落と し て く だ さい。

 洗剤を使用し たあ とは放置せず

に水で十分洗い流し て く ださい。

 塗装の損傷を防ぐため、 次のこ

と を必ずお守り く ださい。

• 酸性 ・ アルカ リ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用し ない。

• 硬いブ ラ シを使用し ない。

• 夏場の走行後や駐車場でホイールが熱
い と きは、 洗剤を使用し ない。

洗車時には傷や錆がないかを点検

し ます。 傷や錆がある と きは、 正

車のお手入れ

洗車

ワ ッ クスがけ

メ ッ キ部品のお手入れについて

ホイール ・ ホイールキャ ッ プに

ついて

補修塗装

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  62 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



点検 ・ 手入れ 13-63

13

点
検

・
手

入
れ

しいタ ッ チア ッ プ塗装を行っ て く

ださい。

＊ 詳細は ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さ

い。

カーク リーナーなどでほこ り を取

り除いて く だ さい。 また、 汚れて

いる個所は水またはぬるま湯を含

ませた布で拭き取り ます。

内装の手入れ

! CAUTION! 警告

洗車について

ホースなどで水をかける と きは、 イ

ンテーク エアダク ト の空気取り入れ

口に水が入ら ないよ う に し て く だ さ

い。

高圧洗車機を使用する と きは、 ノ ズ

ルの先端を ド アガラスなどに近づけ

すぎないで く だ さい。 近づけすぎる

と水圧が高いため、 室内に水が入る

おそれがあ り ます。 マ フ ラー内部に

水が浸入する と、 触媒やセンサー破

損の原因にな り ます。

高圧洗車機を使用する と きは駆動系

部品 （デ ィ フ ァ レンシ ャルギヤなど）

のベア リ ングやオイルシー ル部品に

近づけすぎないで く だ さ い。 近づけ

すぎる と、 水圧が高いため、 内部へ

の水入りやグ リ ス流出によ り、 性能

が劣化するおそれがあ り ます。

シ ャ シ周り コネク ターへの高圧洗浄

の直撃は極力行わないで く だ さ い。

コ ネク ターは防水構造にな っ ていま

すが、 高圧洗浄を行 う と防水用のゴ

ムが変形し、 コ ネク ター内部への浸

水を引き起こ し ます。 そ し て一度内

部に水が入る と、 防水構造にな って

いるため外部に水が出な く な り、 錆

や電食などによ り断線する原因にな

り ます。

エンジンルーム内の電気部品ハーネ

ス コネ ク ター ・ 燃料噴射パイプ コネ

ク ターに水などをかけないで く だ さ

い。 エンジンの始動不良や電気部品

の故障や錆などの原因にな り ます。

洗車後、 低速でブレーキペダルを踏

み、 効き具合を確認し て く だ さ い。

ブレーキ ド ラムに水が入る と効きが

悪 く な り思わぬ事故につながるおそ

れがあ り ます。 効きが悪い と きは、

低速で走行し ながら効きが回復する

まで数回ブレーキを踏み、 ブレーキ

の湿り を乾かし て く だ さい。

キャ ブをチル ト し て洗車する と きは

エンジンを止めて く だ さい。 エンジ

ン破損の原因にな り ます。

寒冷時に洗車する場合は、 ブレーキ

に直接水がかからないよ う に注意し

て く だ さ い。 ブレーキ装置内に水が

入る と、 凍結し てブレーキの効きが

悪 く な った り、 ブレーキの固着につ

ながるおそれがあ り走行できな く な

る場合があ り ます。

排気管は排出ガスによ り高温にな り

ます。 洗車などでふれる場合は、 十

分に排気管が冷めてからに し て く だ

さい。 やけどをするおそれがあ り ま

す。
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内装の手入れについて

室内清掃時、 電装部品に水をかけな

いで く だ さ い。 特に足元のス イ ッ チ、

センサー、 ハーネスおよびコネク

ター等が被水する と リ ークや導通不

良が発生し、 エンジン制御やエア

バ ッ グなど電子制御機器の誤作動や

故障の原因と な っ た り、 車両火災に

つながるおそれがあ り ます。 また、

床が錆びた り、 悪臭の原因にな り ま

す。

シー ト ベル ト の清掃にベンジンやガ

ソ リ ンなどの有機溶剤を使用し ない

で く だ さ い。 また、 ベル ト を漂白し

た り染めた り し ないで く だ さい。

シー ト ベル ト の性能が落ち、 十分な

効果が発揮できな く なるおそれがあ

り ます。 清掃する と きは中性洗剤を

溶かし たぬるま湯を使用し、 乾 く ま

でシー ト ベル ト を使用し ないで く だ

さい。

内装 （特にイ ンス ト ル メ ン ト パネル）

の手入れをする と きは、 艶出しワ ッ

ク スや艶出し ク リ ーナーを使用し な

いで く だ さ い。 イ ンス ト ルメ ン ト パ

ネルがフ ロン ト ガラスへ映り込み、

運転者の視界を さ またげ思わぬ事故

につながり、 重大な傷害におよぶか、

最悪の場合死亡につながるおそれが

あ り ます。

! 注意

洗車について

特に、 海岸地帯や凍結防止剤を散布

し た道路を走行後は、 ラジエー

ター ・ イ ン タークーラーを十分に洗

浄し て く だ さい。 汚れたまま放置す

る と腐食の原因になる こ とがあ り ま

す。

下周り、 足周り を洗 う と きは手にケ

ガを し ないよ う に注意し て く だ さ い。

アンテナは、 収納し た状態で洗車を

し て く だ さい。

 ラ ンプのレンズ表面をワ ッ ク ス、 ベ

ンジンやガソ リ ンなどの有機溶剤で

拭いた り、 かたいブ ラシなどで擦っ

た り し ないで く だ さ い。 破損し た り、

劣化を早める こ とがあ り ます。

目地がある素他部 （塗装されていな

いバンパー ・ アウ ター ミ ラーなどの

樹脂部分） に塗装用ワ ッ ク スを使用

し ないで く だ さい。 塗装用ワ ッ クス

が付着する と、 目地に入っ て取れな

く な り、 白 く なる こ とがあ り ます。

洗車する と きは、 ワイヤーブ ラ シや

たわし などのかたい物を使用し ない

で く だ さ い。 塗装などに傷がつき ま

す。

洗車の際は、 排気管開口から直接水

を入れないで く だ さ い。

尿素水タ ン ク、 尿素 SCR 周り などの

尿素配管接続部の洗車の際は、 水で

洗浄を行って く だ さ い。 ( 汚れの状況

によ り、 やむを得ず洗剤を使用する

場合は、 中性洗剤の使用に と どめて

く だ さ い ) コネク ター部に洗剤が入

る と、 電熱線が腐食し尿素システム

系異常に繋がるおそれがあ り ます。
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次のよ う な と きは、 必ず洗車し て く

だ さい。

• 海岸地帯を走行し た と き

• 樹液 ・ 鳥のフ ン ・ 虫の死骸やコール

タールが付着し た と き

• 凍結防止剤を散布し た道路を走行し
た と き

• ほこ りや泥で汚れた と き

• 煤煙 ・ 油煙 ・ 粉じん ・ 鉄粉および化
学物質などの降下の多い場所

高速道路で使用される多量の融雪塩

が車両下部のフ レームの早期腐食を

招 く おそれがあ り ます。 定期的に洗

車や補修塗装を行って く だ さい。

電気配線、 電装品、 コネ ク ターおよ

びホーンなどの洗浄 （特に高圧洗浄）

は避けて く だ さい。 また、 寒冷時 ド

アのキー穴やゴム部品が凍結し て開

かな く なる こ とがあ り ますので、 洗

車後は ド ア周り などの水分をよ く 拭

き取っ て く だ さい。

プ ラ スチ ッ クや樹脂部品を、 シン

ナーやガソ リ ンで清掃し ないで く だ

さい。 変色や亀裂の原因にな り ます。

キャ ブをチル ト し て洗車する と きは、

エンジンの空気取り入れ口に水が入

ら ないよ う に処置し て く だ さい。 エ

ンジン破損の原因にな り ます。

内装の手入れについて

液体芳香剤を こぼさ ないよ う に注意

し て く だ さ い。 含まれる成分によ っ

ては変色やシ ミ 、 塗装のはがれの原

因にな り ます。

変色 ・ しみ ・ 塗装はがれの原因にな

るため、 次の溶剤は使用し ないで く

だ さ い。

• シー ト 以外の部分 ： ベンジン ・ ガソ

リ ンなどの有機溶剤や酸性またはア
ルカ リ性の溶剤 ・ 染色剤 ・ 漂白剤

• シー ト 部分 ： シンナー ・ ベンジン ・

アルコール ・ その他のアルカ リ性や
酸性の溶剤

艶出し ワ ッ ク スや艶出し ク リ ーナー

を使用し ないで く だ さ い。 イ ンス ト

ル メ ン ト パネルやその他内装の塗装

のはがれ ・ 溶剤 ・ 変形の原因になる

おそれがあ り ます。
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

 フ ィ ラーキャ ッ プを外し ます。

 規格に適合し た AdBlue® （尿素

水） を タ ン クに設けられた水位

ゲージを見ながら、 水位が満水

ラ イ ンになるまで給水し ます。

 フ ィ ラーキャ ッ プを確実に締め

ます。

フ ィ ラーキャ ッ プ

尿素水タ ン ク

満水ラ イン

AdBlue® ゲージ

1. アフ ターラ ンが終了し たこ と を

確認し て く だ さい。

2. 尿素水タ ン クから尿素水タ ン ク

カバーを取り外し ます。

尿素水タ ン ク カバー

尿素水タ ン ク

3. ド レーンプ ラグから ク リ ッ プを

取り外し ます。

 ド レーンプ ラグを抜き、 AdBlue®

（尿素水） を受け皿に排水し ま

す。

＊ 事前に排出用の受け皿を準備し て く だ

さい。

＊ 作業を行 う ために配線のコネク ターを

外し た場合は、 外し たコネク ターに

AdBlue® （尿素水） がかからないよ う

に防水措置を行っ て く だ さ い。

 排水が完了し たら、 ド レーンプ

ラグを清掃し、 取り付けます。

ド レーンプ ラグ

ク リ ッ プ

4. フ ィ ラーキャ ッ プを外し、 規格

に適合し た AdBlue® （尿素水）

を 10L 以上尿素水タ ン クに給水

し ます。

尿素 SCR （尿素選択式還元
触媒） システム★

AdBlue® （尿素水） の給水のし

かた

AdBlue® （尿素水） の交換のし

かた
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5. フ ィ ラーキャ ッ プを取り付けま

す。

＊ ド レーンプ ラグの周囲から、 AdBlue®

（尿素水） のに じみがないかを確認し

ます。

6. 尿素水タ ン ク カバーを尿素水タ

ン クに取り付けます。

 ブ リーザーホースがゴ ミ などで

詰まる と、 AdBlue® （尿素水） の

給水時に AdBlue® （尿素水） が

吹き こぼれた り、 尿素水タ ン ク

が変形するおそれがあ り ます。

1. 尿素水タ ン クから ブ リーザー

ホースを取り外し ます。

ブ リ ーザーホース

2. 取り外し たブ リーザーホースの

内側を蒸留水で洗い流し ます。

3. ブ リ ーザーホースを尿素水タ ン

クに取り付けます。

 尿素水タ ン ク、 尿素水ポンプ、

尿素水配管から AdBlue® （尿素

水） が漏れていないこ と を確認

し て く だ さい。

＊ 漏れを発見し た場合は、 最寄りの ト ヨ

タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く だ さ

い。

 ホースおよびコネク ターに亀裂

や損傷、 折れ曲がりがないか点

検し て く だ さい。

 ホースのコネク ターが確実に接

続されているか点検し て く だ さ

い。

 ホースの固定用のク リ ッ プなど

がゆるんでいないか点検し て く

だ さい。

＊ ホースおよびコネク ターに亀裂や損

傷、 折れ曲がりがある と きは、 最寄り

の ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受けて

く だ さい。

締め付け ト ルク

31.0 N ・ m  {316.0 kgf ・ cm}

尿素水タ ン ク ブ リーザーホース

の清掃のしかた

尿素水の漏れの点検

尿素水ホースの点検

! CAUTION! 警告

尿素水漏れおよび尿素水ホースの点

検について

点検は、 走行直後に行わないで く だ さ

い。 排気管、 マ フ ラー、 冷却水が高温

にな ってお り、 やけどをするおそれが

あ り ます。

! 注意

AdBlue® （尿素水） の給水について

故障の原因と なるため尿素水タ ン ク

内に AdBlue® （尿素水） 以外を入れ

ないで く だ さい。

給水ガンを使用し ての給水は、 吹き

返すおそれがあ り ますのでお控え く

だ さ い。
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 コ ンビネーシ ョ ン メ ー ターに尿素水

残量警告灯が点滅し た場合、 早めに

AdBlue® （尿素水） を給水し て く だ さ

い。 点灯開始後一定距離を走行する

と ブザーが鳴り、 警告灯が点灯し ま

す。 このよ う な状態でス ター ター

キーを 「ON」 以外の位置に し た後、

エンジンの再始動ができな く な り ま

す。 余裕を も っ て給水するよ う に し

て く だ さ い。

 コ ンビネーシ ョ ン メ ー ターに尿素水

残量警告灯が点灯し ている と きには、

AdBlue® （尿素水） を 5L 以上給水し

て く だ さ い。 それ以下の場合、 警報

が消えない と きがあ り ます。

尿素水タ ン クに補給する と きは、 タ

ン クに設けられた満水ラ イ ン以上給

水し ないで く だ さい。 この位置を超

える と AdBlue® （尿素水） があふれ

ます。

車両が傾いた状態で AdBlue® （尿素

水） の給水を行 う と水位ゲージが満

水位を示す前にあふれる場合があ り

ます。

AdBlue® （尿素水） があふれて し ま っ

た り、 給水時に タ ン クや周辺部品に

付着し て し ま っ た場合は速やかにウ

エス等で拭き取っ て く だ さい。 放っ

てお く と白色化し ます。 （これは

AdBlue® （尿素水） の尿素成分が結晶

化し たものです。） 結晶化し た尿素

は、 乾燥する と白色化し拭き取り に

く く な り ます。 取れに く く な った結

晶は、 お湯を浸し たウエスで拭 く と

取れやす く な り ます。

給水時は、 尿素水タ ン ク内にほこ り

等が入ら ないよ う に注意し て く だ さ

い。 尿素水ポンプや配管詰ま りの原

因と な り ます。

尿素水タ ン クのキャ ッ プやフ ィ ラー

ホースに尿素の結晶が付着しキャ ッ

プが締めに く く な った場合は、 無理

に締めずにウエス等で結晶を除去し

てから締めるよ う に し て く だ さ い。

この際、 タ ン ク内にウエスの切れ端

等が入らないよ う に し て く だ さ い。

尿素水タ ン クの ド レーンよ り抜いた

AdBlue® （尿素水） は産業廃棄物と し

て処分し て く だ さ い。

AdBlue® （尿素水） は凍結する と膨張

し ます。 満水位以上に給水を し凍結

し た場合、 タ ン ク破裂の原因と な り

ます。 （-11 ℃以下で凍結し ます。）
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＊ 点検については、 ト ヨ タ販売店にお申

し付け く だ さ い。

 エンジンを暖機させた状態で、

アイ ド リ ングにむらがないかを

点検し ます。

 運行前に、 安全な場所で徐行し、

走行状態がスムーズか、 またア

クセルペダルを徐々に踏み込ん

でいった と き、 ペダルにひっか

かりがな く スムーズに加速する

かを点検し ます。

＊ 低速走行が不安定だった り、 ア クセル

ペダルの踏み込み量に対し てスピー ド

が追従し ない と きは、 ト ヨ タ販売店で

点検 ・ 整備を受けて く だ さ い。

エアフ ロー メーター

絶対に分解し ないで く だ さい。

分解が必要な場合は、 ト ヨ タ販

売店にご相談 く だ さい。 （分解し

た場合、 正常であっ ても ア ッ セ

ンブ リー交換が必要になる場合

があ り ます。） また、 精密機械の

ため、 たた く 等の強い衝撃を与

えないで く だ さい。

点検 （デ ィ ーゼル車のみ）

点検時期

1 年ご と

低速 ・ 加速の状態

点検

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 1 年ご と
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エンジンを始動させ、 アイ ド リ ン

グ回転にし て指針の振れはないか、

またアクセルペダルを徐々に踏み

込んでいき、 エンジン回転計の指

針に引っかかりがな く スムーズに

上昇するかを点検し ます。 点検時

に異常が認められた と きは、 ト ヨ

タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く

ださい。

計器類の点検

エンジン回転計
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本文中の★印の装置は、 お車の仕

様によ り装着されない場合があ り

ます。

定期点検には、 法律で定められた

法定点検項目 （距離項目を含む）

と、 弊社が指定する メ ーカー指定

点検項目 〔シビアコ ンデ ィ シ ョ ン

（厳しい使われ方） 項目および定期

交換部品を含む〕 があ り、 法令で

定められた期間での実施が義務づ

けられています。

別冊の 「メ ンテナンス ノ ー ト 」 に

し たがい ト ヨ タ販売店にお申し付

け く だ さい。 こ こ では皆様にも簡

単に行える点検 ・ 給脂についてま

とめま し たので、 お車を快適にご

使用いただ く ために実施されるよ

う 推奨し ます。

例

新車時から 1,000 km または

5,000 km 走行時に点検 ・ 補給を

勧めている項目である こ と を意

味し ています。

事業用自動車の点検が 3 カ月ご

と である こ と と、 ※1 距離項目

である こ と を表し ています。 初

回登録および前回の点検よ り

2,000 km に満たない場合は、 こ

の項目の点検を省略する こ とが

できます。 ただ し、 次回の点検

で、 前回の点検からの走行距離

が 2,000 km に満たな く て も、 2 

回続けての省略はできません。

自家用貨物車の点検が 6 カ月ご

と である こ と と、 ※1 距離項目

である こ と を表し ています。 初

回登録および前回の点検よ り

4,000 km に満たない場合は、 こ

の項目の点検を省略する こ とが

できます。 ただ し、 次回の点検

で、 前回の点検からの走行距離

が 4,000 km に満たな く て も、 2

回続けての省略はできません。

この項目が ※2 シビア コ ンデ ィ

シ ョ ン項目である こ と を表し、

使用条件の厳しい車両は 1 カ月

ご との点検を ト ヨ タ自動車が指

定し ている項目である こ と を意

味し ています。

※1 距離項目

• 自家用貨物車、 事業用自動車の定期点

検整備項目が法律で設定され、 点検期
間内の走行距離が短い場合、 その点検

を省略する こ とができます。

• 事業用自動車では、 登録日または前回

の定期点検からの走行距離が 2,000 km
以下の場合に、 その項目を 1 回に限り

省略する こ とができ る点検項目です。

アドバイス

点検および交換時期に関し、 使用期間

と走行距離を併記し てある ものは、 い

ずれか早 く 到達し た時点で点検または

交換などを行っ て く だ さ い。

知識

こ こ では本文中の点検時期表記の見方

について説明し ています。

点検時期

新車 1,000 km 走行時

その後、事業用 3ヵ月ごと
（距離項目）

自家用 6ヵ月ごと（距離項目）

［シビアコンディション項目］
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• 自家用貨物自動車では、 登録日または
前回の定期点検時からの走行距離が 6 

カ月の時点で 4,000 km 以下、 12 カ月の
時点で 8,000 km 以下の場合に、 その項

目を 1 回に限り省略する こ とができ る
点検項目です。

※2 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン （厳し い使われ

方） 項目

定期点検整備は 1 カ月 5,000 km 程度を走

行する場合を標準の時期と し て定めてあ

り ます。 事業用自動車で特に走行距離が

多いなど標準的な使用条件と著し く 異な

る車両には、 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン条件

を定め、 1 カ月ご との点検 ・ 整備および

定期交換を ト ヨ タ自動車が推奨し ていま

す。

 オイルやグ リースの定期的な補

給と交換は、 車両の性能維持 ・

寿命延長 ・ 事故防止などのため

に非常に重要なので確実に実施

し て く だ さい。

 ト ヨ タ純正油脂類は、 車両性能

を十分に発揮させるよ う に作ら

れており ますので、 定期的な油

脂類の補給および交換時は、 ト

ヨ タ純正油脂類の使用を推奨し

ます。

オイルの補給および交換時の注

意

 補給前には漏れがないかを必ず

点検し、 漏れがある と きは、 ト

ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受け

て く だ さい。

 補給 ・ 交換後は、 フ ィ ラー

キャ ッ プ、 フ ィ ラープ ラグおよ

び ド レーンプ ラグ周り に付着し

たオイルをよ く 拭き取り、 オイ

ル漏れがないかを必ず点検し て

く だ さい。

 交換時は排油用の容器を必ず準

備し、 廃油は空地や溝などには

絶対捨てないで く ださい。

純正油脂類
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給脂時の注意

 グ リース不足は、 回転部や摺動

部の動き を悪 く し、 早期摩耗に

よるガ タや異音および焼き付き

の原因にな り ます。 常にグ リ ー

スが保持されるよ う に し て く だ

さい。

 給脂はグ リースニ ッ プル ・ ブ

リ ーダーおよび塗布部位の泥や

ほこ り を取ってから行い、 給脂

後はあふれ出たグ リースを必ず

拭き取って く だ さい。

熱や酸化に対し て安定し ている こ

と、 温度による粘度変化が少ない

こ とが必要です。 ト ヨ タ純正部品

は、 これらの性能を十分に発揮す

るよ う に作られていますので、 車

両の使用条件によ り、 適正なオイ

ル （以下、 「指定銘柄」 といいま

す） を使用し て く だ さい。

 デ ィ ーゼル車

 ガソ リ ン車

アドバイス

点検 ・ 交換時期に関し て

使用期間と走行距離を併記し てある も

のは、 いずれか早 く 到達し た時点で点

検または交換などを行って く だ さい。

! CAUTION! 警告

油脂類の取り扱いについて

油脂類の廃棄処理は、 環境に留意し

た方法で行っ て く だ さ い。 処理方法

を誤る と法律違反にな り ます。

エンジンルーム内に布や手袋、 工具

類などの置き忘れがないこ と を確認

し て く だ さ い。 布などの燃えやすい

物は火災の原因にな り ます。 また工

具類は振動などで飛びはね、 部品を

損傷させるおそれがあ り ます。

オイルの補給および交換について

周り に垂れたオイルは必ず拭き取って

く だ さい。 そのままに し てお く と火災

の原因にな り ます。

エンジンオイル

指定 （推奨） 銘柄

オイルの名称
使用温

度範囲

ト ヨ タ純正モーターオイル

C5 0W-20 （推奨）

（ACEA C5、 SAE 0W-20）

-35 ℃

～

+40 ℃

ト ヨ タ純正モーターオイル

DL-1 0W-30

（JASO DL-1、 SAE 0W-30）

-35 ℃

～

+40 ℃

ト ヨ タ純正モーターオイル

DL-1 5W-30

（JASO DL-1、 SAE 5W-30）

-30 ℃

～

+40 ℃

オイルの名称
使用温

度範囲

ト ヨ タ純正モーターオイル

SP 0W-20 （推奨）

（API SP/RC、 ILSAC GF-6A、

SAE 0W-20）

-35 ℃

～

+40 ℃

ト ヨ タ純正モーターオイル

SN 5W-30

（API SP/RC、 ILSAC GF-6A、

SAE 5W-30）

-35 ℃

～

+40 ℃

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  4 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



給油 ・ 給脂 14-5

14

給
油

・
給

脂

指定エンジンオイル

 デ ィ ーゼル車

 ACEA 規格 C5 に合致し たオイル

をご使用 く だ さい。 0W-20 は、

新車時に工場充填されている推

奨オイルであ り、 優れた省燃費

性能を発揮できます。 0W-20 が

入手困難な場合は、 JASO DL1 

0W-30、 5W-30 も ご使用いただ

けます。 なお、 JASO 規格合格

油の缶には JASO DL-1 マークが

付いています。

JASO DL-1 マーク

 ガソ リ ン車

 API 規格 SP/RC、 SN PLUS/RC、

SN/RC か、 ILSAC 規格に合致し

たオイルをご使用 く だ さい。

0W-20 は、 新車時に工場充填さ

れている推奨オイルであ り、 優

れた省燃費性能を発揮できます。

0W-20 が入手困難な場合は、

5W-30 もご使用いただけます。

なお、 ILSAC 規格合格油の缶に

は ILSAC CERTIFICATION （イル

サッ クサーテ ィ フ ィ ケーシ ョ ン）

マークが付いています

。

API マーク

ILSAC CERTIFICATION マーク

エンジンオイル推奨粘度

 図に基づき、 外気温に適し た粘

度のものをご使用 く だ さい。

 オイル粘度について （例と し て

0W-20 で説明し ます）

• 0W-20 の 0W は、 低温時のエンジン始
動特性を示し ています。 W の前の数値
が小さいほど冬場や寒冷時のエンジン

始動が容易にな り ます。

• 0W-20 の 20 は、 高温時の粘度特性を
示し ています。 粘度の高い （数値の大

きい） オイルは、 高速または重負荷走
行に適し ています。

 デ ィ ーゼル車

補給

外気温
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 ガソ リ ン車

フ ィ ラーキャ ッ プ

オイルレベルゲージ

1. フ ィ ラーキャ ッ プを外し エンジ

ンオイルを補給する。

2. 補給後、 10 分程し てからオイル

量を点検する。

＊ オイル量の点検 （P.12-4）

 デ ィ ーゼル車

 ガソ リ ン車

新車およびオーバーホール後 1,000 

km 走行時に交換し たあとは、 前記

の表に し たがっ て定期的に交換し

て く だ さい。

ド レーンプ ラグ

オイルパン

1. エンジンアンダーカバー点検口

を開け、 フ ィ ラーキャ ッ プ とオ

イルパンのド レーンプ ラグおよ

びオイルフ ィ ルターの ド レーン

プ ラグを取り外し て排油する。

オイルが少し暖かい う ちに行 う と容易に

排出する こ とができます。

＊ 各プ ラグは油温と同じ温度で熱いため

手を触れないよ う注意し て く だ さい。

2. 完全に排油した後、 ド レーンプ

ラグを確実に締め付ける。

知識

エンジンオイル注入口やそのキャ ッ プ

裏面、 およびオイルレベルゲージに白

濁し た物質が付着し ている こ とがあ り

ます。 この白濁物質は、 ブローバイガ

ス中の水分がエンジン内部で結露し て

エンジンオイルと混合し て ク リ ーム状

にな っ たものです。 短時間の走行や冬

期などエンジンの温度が上がら ない と

きに発生し ますが、 エンジンが温ま っ

て水温計が安定する程度の走行によ り

オイルと水分が分離し て元に戻り ます。

交換時期

交換時期

1 年または 20,000 km 走行ご と

[ シビア コ ンデ ィ シ ョ ン時 ]

0.5 年ご と または 10,000 km 走行ご と

交換時期

1 年または 15,000 km 走行ご と
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＊ ド レーンプ ラグのガスケ ッ ト は、 必ず

新品と交換し て く だ さい。

3. オイルフ ィ ラーから給油する。

 デ ィ ーゼル車 （3GD-FTV）

 ガソ リ ン車 （1TR-FE）

4. 給油後 10 分程し てから、 オイル

量を点検し ます。

5. エンジンをかけてアイ ド リ ング

回転にする。

6. エンジンを止め、 30 分以上経過

し てからオイル量を点検する。

 不足し ている と きは補給し ます。

また、 ド レーンプ ラグからオイ

ル漏れがないこ と を確認し て く

だ さい。

 入れすぎた と きは、 オイルを抜

いて く だ さい。

オイル量

オイルパン オイルフ ィ ルター

約 7.7 L 約 0.4 L

オイル量

オイルパン オイルフ ィ ルター

約 4.9 L 約 0.4 L

アドバイス

オイルの交換について

オイル交換時期はオイルを補給せず

に走行でき る期間、 距離を示し たも

のではあ り ません。 定期的にオイル

の状態をオイルレベルゲージで確認

し、 必要な場合はオイルを補給し て

く だ さ い。

オイル交換時にオイルフ ィ ルターエ

レ メ ン ト も交換し て く だ さい。

! CAUTION! 警告

補給時にオイルを こぼさ ないよ う に

し て く だ さい

排気管などにオイルが付着する と、 火

災の原因にな り ます。 こぼし た と きは、

完全に拭き取っ て く だ さ い。

オイル交換について

走行後すぐに排油する と、 オイルが

高温にな っていてやけどをするおそ

れがあ り ます。 少し時間をおいて温

度が下がってから行って く だ さ い。

排出ガス浄化装置★の機能を長時間

維持するために指定 （推奨） 銘柄の

エンジンオイルをお使いになる こ と

を推奨し ます。

! 注意

オイル交換について

エンジンを高回転 ・ 高負荷で多 く 使用

し ている場合は、 走行キロ数または稼

動時間にかかわらず早めに交換し て く

だ さい。 また、 オイル量点検時オイル

が著し く 汚れている と き も走行キロ数

または稼動時間にかかわらず早めに交

換し て く だ さい。

オイルチ ェ ンジ ャーには対応し てお り

ませんので、 必ずオイルパンの ド レー

ンプ ラグよ り排油し て く だ さい。
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 R452、 R357F

 R451

 R357F

油漏れやにじみおよび油量

油量の点検

フ ィ ラープ ラグ （車両左側）

ド レーンプ ラグ

1. 側面のフ ィ ラープ ラグを取り外

す。

2. オイル面がフ ィ ラープ ラグのね

じ穴下面から 0 ～ 5 mm 以内に

あるかを点検する。

オイル面

オイル量 （ねじ穴下面）

 不足し ている と きは、 フ ィ ラー

プ ラグのねじ穴から補給し て く

だ さい。

油漏れやに じみの点検

1. ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンの外観を見

渡し、 油漏れやに じみがないか

確認 く だ さい。

2. 漏れ、 にじみがある場合は ト ヨ

タ販売店へご連絡 く だ さい。

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン ・ オイ
ル （MT 車）

指定 （推奨） 銘柄

オイルの名称

ト ヨ タ純正

MG ギヤオイルスペシ ャルⅡ

GL-3 （API 分類） の SAE 75W-90

オイル量一覧表

オイル量

約 2.4 L

オイル量

約 2.2 L

点検 ・ 補給

点検時期

新車 1,000 km 走行時、 その後、

事業用 3 カ月ご と （距離項目）、

自家用 6 カ月ご と （距離項目）

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

車両前方
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1. ド レーンプ ラグおよびフ ィ ラー

プ ラグを取り外し て排油する。

 オイルが少し暖かい う ちに行う

と容易に排出する こ とができま

す。

 ド レーンプ ラグはマグネ ッ ト 式

にな っています。 付着し た鉄粉

は除去し て く だ さい。

＊ 各プ ラグは油温と同じ温度で熱いため

手を触れないよ う注意し て く だ さい。

2. 完全に排油し た後、 ド レーンプ

ラグを確実に締め付ける。

＊ ド レーンプ ラグのガスケ ッ ト は必ず新

品と交換し て く だ さい。

3. フ ィ ラープ ラグのねじ穴下面ま

でオイルを給油する。

4. フ ィ ラープ ラグを確実に締め付

ける。

＊ フ ィ ラープ ラグのガスケ ッ ト は必ず新

品と交換し て く だ さい。

交換

交換時期

2 年または 40,000 km 走行ご と

! CAUTION! 警告

点検 ・ 補給 ・ 交換をする と きは

走行後はオイルが高温にな っていてや

けどをするおそれがあ り ます。 少し時

間をおいて温度が下がってから行って

く だ さい。

! 注意

点検 ・ 補給について

オイル量は、 少なすぎて も多すぎて も、

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンの故障の原因にな

り ます。

オイルの補給 ・ 交換後は

車両の試運転を行い ド レーンプ ラグお

よびフ ィ ラープ ラグからオイル漏れの

ないこ と を確認し て く だ さい。 オイル

漏れによ り ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンが損傷

するおそれがあ り ます。

 ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンオイルについて

指定銘柄以外のオイルを使用する と、

振動 ・ 異音の発生や、 故障などの原因

になるおそれがあ り ます。
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＊ オイル交換は ト ヨ タ販売店にお申し付

け く だ さい。

 デ ィ ーゼル車 （3GD-FTV）

 ガソ リ ン車 （1TR-FE）

※ 印はシビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目を表し

ます。

1. AT および ATF クーラー、 配管

からオイルの漏れ、 にじみがな

いこ と を確認し て く ださい。

2. 漏れ、 にじみがある場合は ト ヨ

タ販売店へご連絡 く だ さい。
オー ト ・ ト ラ ンス ミ ッ シ ョ
ン ・ フルー ド （AT 車）

指定 （推奨） 銘柄

オイルの名称

ト ヨ タ純正

オー ト フルー ド タ イプ 　 WS

交換時期

2 年または 40,000 km 走行ご と

オイル量一覧表

オイル量

約 9.7 L

オイル量

約 8.7 L

点検

点検時期

油漏れやに じみおよび油量 ：

新車 1 か月後、 その後、

※事業用 3 か月ご と、

自家用 6 か月ご と

! CAUTION! 警告

点検 ・ 補給 ・ 交換をする と きは

走行後はオイルが高温にな っ ていてや

けどをするおそれがあ り ます。 少し時

間をおいて温度が下がってから行って

く だ さ い。

! 注意

故障を防ぐために

ほかのオイルを使用し た り、 混合し

た り する と性能低下や焼き付きなど

の不具合が発生し ますので絶対に使

用し ないで く だ さ い。

オイル量は、 少なすぎて も多すぎて

も、 オー ト マチ ッ ク ト ラ ンス ミ ッ

シ ョ ンの故障の原因にな り ます。

オイルの補給 ・ 交換後は

車両の試運転を行い ド レーンプ ラグか

らオイル漏れのないこ と を確認し て く

だ さい。 オイル漏れによ り オー ト マ

チ ッ ク ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンが損傷する

おそれがあ り ます。
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

油漏れやにじみおよび油量

油量の点検

フ ィ ラープ ラグ

ド レーンプ ラグ

1. ト ラ ンス フ ァーケースのフ ィ

ラープ ラグを取り外し ます。

2. オイル面がフ ィ ラープ ラグのね

じ穴下面から 0 ～ 5 mm 以内に

あるかを点検し ます。

オイル面

オイル量 （ねじ穴下面）

 不足し ている と きはフ ィ ラープ

ラグのねじ穴から補給し て く だ

さい。

油漏れやに じみの点検

1. ト ラ ンス フ ァーの外観を見渡

し、 油漏れやにじみがないか確

認 く だ さい。

2. 漏れ、 にじみがある場合は ト ヨ

タ販売店へご連絡 く だ さい。

1. ト ラ ンス フ ァーケースのド レー

ンプ ラグおよびフ ィ ラープ ラグ

を取り外し て排油する。

 オイルが少し暖かい う ちに行う

と容易に排出する こ とができま

す。

 ド レーンプ ラグおよびフ ィ ラー

プ ラグはマグネ ッ ト 式にな って

います。 付着し た鉄粉は除去し

て く だ さい。

ト ラ ンスフ ァ ・ オイル★

指定 （推奨） 銘柄

オイルの名称

ト ヨ タ純正

MG ギヤオイルスペシ ャルⅡ GL-3

（API 分類） の SAE75W-90

点検 ・ 補給

点検時期

新車 1,000 km 走行時、 その後、

事業用 3 カ月ご と （距離項目）、

自家用 6 カ月ご と （距離項目）

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］

交換

交換時期

2 年または 40,000 km 走行ご と

オイル量

約 1.3 L
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＊ 各プ ラグは油温と同じ温度で熱いため

手を触れないよ う注意し て く だ さい。

2. 完全に排油し た後、 ド レーンプ

ラグを確実に締め付ける。

＊ ド レーンプ ラグの O －リ ングは、 必

ず新品と交換し て く だ さ い。 （オイル

塗布のこ と）

3. フ ィ ラープ ラグのねじ穴下面ま

でオイルを給油する。

4. フ ィ ラープ ラグを確実に締め付

ける。

＊ フ ィ ラープ ラグの O －リ ングは、 必ず

新品と交換し て く だ さい。 （オイル塗

布のこ と）

 フ ロン ト

 リヤ （8 イ ンチ）

 リヤ （10.5 インチ）

! CAUTION! 警告

点検 ・ 補給 ・ 交換をする と きは

走行後はオイルが高温にな っていてや

けどをするおそれがあ り ます。 少し時

間をおいて温度が下がってから行って

く だ さい。

! 注意

オイルの補給 ・ 交換後は

車両の試運転を行い ド レーンプ ラグお

よびフ ィ ラープ ラグからオイル漏れの

ないこ と を確認し て く だ さ い。 オイル

漏れによ り ト ラ ンス フ ァーが損傷する

おそれがあ り ます。

 ト ラ ンス フ ァ ーオイルについて

指定銘柄以外のオイルを使用する と、

振動 ・ 異音の発生や、 故障などの原因

になるおそれがあ り ます。

デ ィ フ ァ レンシャル ・ オイ
ル

指定 （推奨） 銘柄

オイルの名称

ト ヨ タ純正

ハイポイ ド ギヤオイル SX

 (API GL-5， SAE 85W-90)

オイル量一覧表

オイル量

約 1.35 L

オイル量

約 1.80 L

オイル量

約 3.15 L

点検 ・ 補給

点検時期

油漏れやに じみ及び油量 ：

事業用 新車 1,000km 走行時、

自家用 新車時 1 カ月、 その後、

事業用 3 カ月 （距離項目）、

自家用 6 カ月ご と （距離項目）

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目］
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 フ ロン ト デ ィ フ ァ レンシ ャル

フ ィ ラープ ラグ

ド レーンプ ラグ

 リヤデ ィ フ ァ レンシャル

フ ィ ラープ ラグ

ド レーンプ ラグ

油量の点検

1. アクスルハウジングのフ ィ ラー

プ ラグを取り外し ます。

2. デ ィ フ ァ レンシャルのオイルが

下記のオイル量まであるかを点

検し ます。 不足し ている と き

は、 フ ィ ラープ ラグのねじ穴か

ら補給し て く ださい。

オイル量

オイル面

オイル量 （ねじ穴下面から 0 ～ 

5 mm 下）

フ ィ ラープ ラグねじ穴

油漏れやに じみの点検

1. デ ィ フ ァ レンシ ャル周辺装置の

外観を見渡し、 油漏れやに じみ

がないか確認 く だ さい。

2. 油漏れ、 に じみがある場合は ト

ヨ タ販売店へご連絡 く だ さい。

1. ア クスルハウジング下部のド

レーンプ ラグおよびフ ィ ラープ

ラグを取り外し て排油する。

 オイルが少し暖かい う ちに行う

と容易に排出する こ とができま

す。

 ド レーンプ ラグはマグネ ッ ト 式

になっ ています。 付着し た鉄粉

は除去し て く だ さい。

＊ 各プ ラグは油温と同じ温度で熱いため

注意し て く だ さい。

2. 完全に排油した後、 ド レーンプ

ラグを確実に締め付ける。

交換

交換時期

2 年または 40,000 km 走行ご と
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給油 ・ 給脂14-14

＊ ド レーンプ ラグのガスケ ッ ト は、 必ず

新品と交換し て く だ さい。

3. オイル量まで給油する。

 リザーバータ ン ク内のオイル量

が規定範囲内にあるかを点検し

ます。

 オイル量点検時に汚れ具合も点

検し ます。 汚れている と きは交

換が必要です。

 オイル量はタ ン ク本体の目盛ま

たはオイルレベルゲージで確認

し ます。 オイルが冷えている と

きはオイル面が 「COLD」 の範囲

内に、 暖ま っ ている と きはオイ

ル面が 「HOT」 の範囲内にある

か点検し て く だ さい。

! CAUTION! 警告

点検 ・ 補給 ・ 交換をする と きは

走行後はオイルが高温にな っていてや

けどをするおそれがあ り ます。 少し時

間をおいて温度が下がってから行って

く だ さい。

! 注意

オイルの補給 ・ 交換後は

車両の試運転を行い ド レーンプ ラグか

ら オイル漏れのないこ と を確認し て く

だ さい。 オイル漏れによ り デ ィ フ ァ レ

ンシ ャルが損傷するおそれがあ り ます。

パワーステア リ ングフルー
ド

指定 （推奨） 銘柄

オイルの名称

ト ヨ タ純正

パワーステア リ ングフルー ド

点検 ・ 補給

点検時期

新車 1,000 km および 5,000 km 走行時、

その後、 事業用 3 カ月ご と （距離項目）

自家用 1 年ご と

COLD HOTCOLD HOT
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 オイルの交換は、 ト ヨ タ販売店

にお申し付け く だ さい。

＊ キャ ッ プを外す と きはキャ ッ プの周り

を清掃し て く だ さい。

＊ リザーバー タ ン クに異物が沈澱し てい

る と きは、 ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備

を受けて く だ さい。

＊ 補給時に使用する容器などに汚れがな

いかを点検し、 汚れている と きは洗浄

し てから使用し て く だ さ い。

＊ 補給の際、 こぼれた液が塗装面に付着

する と塗装がはがれる原因にな り ます

のですぐに拭き取っ て く だ さい。 （特

に樹脂部品）

＊ 吸湿性が強いため、 点検や補給および

保管中に水分が混入し ないよ う取り扱

いに注意し て く だ さい。

＊ リザーバー タ ン クホースに亀裂および

傷がないかを点検し て く だ さい。 不具

合がある と きは、 ト ヨ タ販売店にお申

し付け く だ さ い。

 リザーバータ ン ク内の液量が規

定の範囲内にあるかを点検し ま

す。

交換

交換時期

新車 5,000 km 走行時、 その後、

1 年または 60,000 km 走行ご と

オイル量

約 0.7 L

! CAUTION! 警告

オイルについて

必ず純正のオイルを使用し て く だ さ

い。 異な ったオイルを混合する と、

作動不良の原因にな り ます。

オイルの不足や汚れは、 ハン ドル操

作に支障を きた し ます。 補給または

交換を し て く だ さい。

点検 ・ 補給をする と きは

キャ ッ プを外す際は、 キャ ッ プの周

り を十分に清掃し、 タ ン ク内にゴ ミ

や水などが入ら ないよ う に し て く だ

さい。 ゴ ミ や水が入る と、 作動不良

の原因にな り ます。

異常にオイルが不足するよ う であれ

ば、 オイル漏れによる ものですから、

ト ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受けて

く だ さ い。

ブレーキフルー ド ・ ク ラ ッ
チフルー ド

指定 （推奨） 銘柄

フルー ドの名称

ト ヨ タ純正

ブレーキフルー ド 2500H-A

ブレーキフルー ドの取り扱い

点検 ・ 補給

点検時期

事業用 3 カ月ご と、 自家用 1 年ご と
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給油 ・ 給脂14-16

 液面が、 「MAX」 と 「MIN」 の線

の間にあれば良好です。 不足し

ている と きは、 配管系に液漏れ

がないこ と を確認し、 ブレーキ

フルー ド を 「MAX」 の線まで補

給し ます。

＊ MT 車の場合、 リザーバータ ン クはブ

レーキ、 ク ラ ッ チ共用です。 点検およ

び補給についてはブレーキの基準に従

い実施し て く だ さい。

 液面が異常に低下し ている と き

は、 パイプなどからの漏れが考

えられますので、 ト ヨ タ販売店

で点検 ・ 整備を受けて く だ さい。

 ブレーキフルー ドは、 必ず純正

品の新しいものと全量交換し ま

す。 また、 交換は ト ヨ タ販売店

にお申し付け く だ さい。

交換

交換時期

2 年ご と

知識

ブレーキフルー ド の液面低下につい

て

ブレーキパッ ドの摩耗に伴いブレーキ

フルー ド の液面が低下し ますが液漏れ

ではあ り ません。

! CAUTION! 警告

ブレーキフルー ド について

常に清浄な ものを使用し て く だ さ い。

異物が混入し ている と、 ブレーキ系

統の各装置に傷をつけるだけでな く 、

機能の障害を引き起こ し、 ブレーキ

の効き不良の原因にな り ます。

必ず純正を使用し て く だ さい。 異

な っ たブレーキフルー ド を混合する

と、 性状が変化し て沸点の低下や部

品の錆つき を招 く こ とがあ り ます。

ほかの鉱物油が混入する と、 ブレー

キ装置のゴム部品を膨潤させブレー

キの効き不良の原因にな り ます。

長期間使用する と、 水分吸収によ り

沸点が大幅に低下し、 ベーパーロ ッ

クが発生しやす く な り ますので、 必

ず交換時期に純正品の新しいものと

全量交換し て く だ さ い。

! 注意

 リザーバー タ ン クの取り扱いについ

て

 リザーバー タ ン クのキャ ッ プは補給

以外では開けないで く だ さい。 また、

補給の際キャ ッ プを開けた と きは、

確実に閉めて く だ さ い。

 「MAX」 の線を超えて補給し ないで く

だ さ い。
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上記の 「●」 は、 給脂箇所を示し ます。

3,000 km 走行ご と

キャ ブロ ッ ク リ ン ク本体摺動部

1ヶ月または 4,000 km 走行ご と

プロペラ シャ フ ト ユニバーサルジ ョ イ ン ト

プロペラ シャ フ ト スプ ラ イ ン ヨ ーク

6ヶ月または 5,000 km 走行ご と

リ リース フ ォーク とサポー ト の摺動部 （MT 車）

※ リ リ ースフ ォーク と レ リーズシ リ ンダーロ ッ ドの摺動部 （MT 車）

給脂図

グ リ ースの種類

リ チ ューム系ベア リ ンググ リ ース

〔 ト ヨ タ純正 MP グ リ ース NO.2〕

アドバイス

給脂時期について

給脂時期に期間と走行距離を併記し てある ものは、 いずれか早 く 到達し た時点で給脂

を し て く だ さ い。
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給油 ・ 給脂14-18

＊ グ リ ースニ ッ プルへの給脂はシール部

からはみでるまで行い、 はみだ し たグ

リ ースを拭き取っ て く だ さ い。

＊ グ リ ースの補給が必要な箇所のみ記載

し てあ り ます。 分解整備および組み立

て時の給脂は、 ト ヨ タ販売店にご相談

く だ さい。

は給脂部分。

キャ ブロ ッ ク リ ン ク本体摺動部

 点検はリ ン ク カバーを取り外し

て行って く だ さい。

 リヤ

プロペラ シャ フ ト ユニバーサル

ジ ョ イ ン ト

プロペラ シャ フ ト スプ ラ イ ン

ヨ ーク

プロペラ シャ フ ト ユニバーサル

ジ ョ イ ン ト

給脂

グ リースの種類

グ リ ースの種類

リ チューム系ベア リ ンググ

リ ース

〔 ト ヨ タ純正 MP グ リ ース

NO.2〕

3,000km 走行ご と

リ チューム系ベア リ ンググ リ ース

不足の場合、 適量塗布

1 カ月または 4,000 km 走行ご と

リ チューム系ベア リ ンググ リ ース

適量
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 フ ロン ト （4WD 車のみ）

プロペラ シャ フ ト ユニバーサルジ ョ イ ン ト

リ リース フ ォーク とサポー ト の摺動部 （MT 車）

 給脂は、 ブーツを取り外し、 内部にグ リースガンを挿入し ます。

リ リース フ ォーク と レ リ ーズシ リ ンダーロ ッ ドの摺動部 （MT 車）

6 カ月または 5,000 km 走行ご と

リ チューム系ベア リ ンググ リ ース

適量 （ただ し はスプレータ イ プのグ リ ース）

ブーツ 

サポート

リリースフォーク
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給油 ・ 給脂14-20

時期

備考 ： 新車およびオーバーホール後 1,000 km で交換。

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量 〔デ ィ ーゼル車〕

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量 〔ガソ リ ン車〕

油脂一覧表

エンジンオイル

点検 交換

日常 （運行前）

1 年または 20,000 km 走行ご と

［シビア コ ンデ ィ シ ョ ン時］

0.5 年ご と または 10,000 km 走行ご と

指定油脂

オイル量

オイルのみ交換時
オイルと

フ ィ ルター交換時

ト ヨ タ純正モー ターオイル C5 0W-20 （推

奨） （ACEA C5、 SAE 0W-20）

約 7.7 L 約 8.1 L
ト ヨ タ純正モー ターオイル DL-1 0W-30

（JASO DL-1、 SAE 0W-30）

ト ヨ タ純正モー ターオイル DL-1 5W-30

（JASO DL-1、 SAE 5W-30）

指定油脂

オイル量

オイルのみ交換時
オイルと

フ ィ ルター交換時

ト ヨ タ純正モー ターオイル SP 0W-20 （推

奨） （API SP/RC、 ILSAC GF-6A、 SAE 0W-

20） 約 4.9 L 約 5.3 L

ト ヨ タ純正モー ターオイル SN 5W-30

（API SN/RC、 SAE 5W-30）
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時期

備考 ： 新車 1,000 km で点検。

※  印は、 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目を表し ます。

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量

時期

※ 印は、 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目を表し ます。

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン ・ オイル （MT 車）

点検 交換

※事業用 3ヵ月 （距離項目）

自家用 6ヵ月 （距離項目）
2 年または 40,000 km 走行ご と

型式 指定 〔推奨〕 油脂名 オイル量

R452 ト ヨ タ純正 MG ギヤオイルスペシ ャルⅡ

GL-3 （API 類） SAE75W-90

約 2.4 L

R357F 約 2.2 L

オー ト ・ ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン ・ フルー ド （AT 車）

点検 交換

新車 1,000 km

※事業用 3ヵ月 （距離項目）

自家用 6ヵ月 （距離項目）

2 年または 40,000 km 走行ご と

型式 指定 〔推奨〕 油脂名
オイル量

（参考値）

デ ィ ーゼル車
ト ヨ タ純正オー ト フルー ド タ イ プ WS

約 9.7 L

ガソ リ ン車 約 8.7 L
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給油 ・ 給脂14-22

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

時期

備考 ： 新車 1,000 km で点検。
※ 印は、 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目を表し ます。

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量

時期

※ 印は、 シビア コ ンデ ィ シ ョ ン項目を表し ます。

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量

 フ ロン ト

 リヤ

ト ラ ンスフ ァ ・ オイル★

点検 交換

※事業用 3ヵ月 （距離項目）

自家用 6ヵ月 （距離項目）
2 年または 40,000 km 走行ご と

指定 〔推奨〕 油脂名 オイル量

ト ヨ タ純正 MG ギヤオイルスペシ ャルⅡ GL-3 （API 分類） 　 SAE 

75W-90
約 1.3 L

デ ィ フ ァ レンシャル ・ オイル

点検 交換

事業用 新車 1,000km

自家用 新車時 1 カ月

※事業用 3ヵ月 （距離項目）

自家用 6ヵ月 （距離項目）

2 年または 40,000 km 走行ご と

指定 〔推奨〕 油脂名 オイル量

ト ヨ タ純正ハイポイ ド ギヤオイル SX （API GL-5、 SAE 85W-90） 約 1.35 L

指定 〔推奨〕 油脂名 イ ンチ オイル量

ト ヨ タ純正ハイポイ ド ギヤオイル SX (API 

GL-5， SAE 85W-90)

8 約 1.80 L

10.5 約 3.15 L
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時期

備考 ： 新車 1,000 km および 5,000 km で点検。

備考 ： 新車 5,000 km で交換。

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量

時期

指定 〔推奨〕 油脂名

キャ ブロ ッ ク リ ン ク本体摺動部

時期

パワーステア リ ングフルー ド

点検 交換

事業用 3ヵ月 （距離項目）

自家用 1 年
1 年または 60,000 km 走行ご と

指定 〔推奨〕 油脂名 オイル量

ト ヨ タ純正 　 パワーステア リ ングフルー ド 約 0.7 L

ブレーキフルー ド ・ ク ラ ッ チフルー ド

点検 交換

事業用 3 カ月ご と、 自家用 1 年ご と 2 年ご と

指定 〔推奨〕 油脂名

ト ヨ タ純正 　 ブレーキフルー ド 2500H-A

グ リースの給油脂箇所

点検

3,000 km 走行ご と
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給油 ・ 給脂14-24

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量

プロペラ シャ フ ト ユニバーサルジ ョ イ ン ト

プロペラ シャ フ ト スプ ラ イ ン ヨ ーク

時期

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量

リ リース フ ォーク とサポー ト の摺動部 （MT 車）

リ リース フ ォーク と レ リ ーズシ リ ンダーロ ッ ドの摺動部 （MT 車）

時期

指定 〔推奨〕 油脂名 ・ 容量

指定 〔推奨〕 油脂名 容量

リ チューム系ベア リ ンググ リ ース

ト ヨ タ純正 MP グ リ ース NO.2
不足の場合、 適量塗布

補給

1ヵ月または 4,000 km 走行ご と

指定 〔推奨〕 油脂名 容量

リ チューム系ベア リ ンググ リ ース

ト ヨ タ純正 MP グ リ ース NO.2
適量

補給

6ヵ月または 5,000 km 走行ご と

指定 〔推奨〕 油脂名 容量

リ チューム系ベア リ ンググ リ ース

ト ヨ タ純正 MP グ リ ース NO.2

適量 （MT 車）

（  はスプレー タ イ プの

グ リ ース）
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15-1

15故障時の処置

15

故
障

時
の

処
置

不調時の原因と処置 ........P.15-2

故障し た と き .....................P.15-11

発炎筒
（緊急保安炎筒） .............P.15-12

警告灯が
点灯し た と き ..................P.15-13

メ ーターが異常を
示し た と き .......................P.15-13

オーバーヒー ト
し た と き ............................P.15-14

警告ブザーが
鳴った と き .......................P.15-15

ラ ンプ類が
点灯し ないと き .............P.15-16

ヒ ューズを
交換する と き ..................P.15-23

ヒ ュージブルリ ン クが
溶断し た と き ..................P.15-31

リ レーが
故障し た と き ..................P.15-37

ブレーキの効きが
悪 く なったら ..................P.15-37

走行中エンジンが
止ま ったら .......................P.15-38

走行中
パン ク し た と き .............P.15-38

火災が発生し た と き ......P.15-39

燃料が切れた と き ...........P.15-39

バッ テ リ ーが
あがった と き ..................P.15-40

けん引について ................P.15-42

水没 ・ 冠水し た と き ......P.15-45

故障を防止するため、 正しい運転

と日常の手入れおよび定期的な点

検 ・ 整備を確実に実施し て く だ さ

い。

不調が発生した と きは、 大きな故

障になる前に修理し て く だ さい。

原因が不明な と き、 ご自分で整備

できないと きは、 ト ヨ タ販売店で

点検 ・ 整備を受けて く だ さい。
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故障時の処置15-2

ス ターターが回らない、 または回転が低い場合

ス ターターが正常に回る場合

不調時の原因と処置

エンジンがかから ない

原因 処置
記載

ページ

バッ テ リ ーがあがっ ている 充電または交換 13-57

バッ テ リ ー端子の外れ ・ ゆるみ ・ 腐

食
腐食部を清掃後、 確実に締め付け 13-57

アースが外れている 確実に取り付け ─

ス ター ター、 電気系統の故障 ト ヨ タ販売店へ ─

シ フ ト ポジシ ョ ンが 「P」 または

「N」 にない

レバーを 「P」 または 「N」 の位置に

する
─

エンジンオイル粘度が高い 適正のオイルと交換 14-4

エンジンエンジン イモビ ラ イザー機

能の故障
ト ヨ タ販売店へ ─

原因 処置
記載

ページ

予熱装置の故障 ト ヨ タ販売店へ ─

燃料がない 燃料補給 6-4

燃料フ ィ ルターが詰ま っ ている ト ヨ タ販売店へ 13-11

エンジン警告灯が点灯 ト ヨ タ販売店へ 6-18

燃料系統にエアがたまる エア抜き 15-39

燃料が凍結
燃料パイ プをお湯 （60 ℃以下） で暖

める
─

イ ンテーク ダク ト の空気取り入れ口

がふさがっ ている
ふさ いでいる物を除去 9-12

エア ク リ ーナーが詰ま っ ている エレ メ ン ト 清掃または交換 13-13

イ ンテーク エアホースがつぶれてい

る
ト ヨ タ販売店へ ─
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故障時の処置 15-3

15

故
障

時
の

処
置

ク ラ ンキング （回転） し ない場合

原因 処置
記載

ページ

エンジン イ モビ ラ イザー機能の故障 ト ヨ タ販売店へ ─

エンジンが止ま ら ない

原因 処置
記載

ページ

エンジン警告灯が点灯 ト ヨ タ販売店へ 6-18

低速回転が不調で止ま りやすい

原因 処置
記載

ページ

燃料がない 燃料補給 ─

燃料フ ィ ルター詰ま り ト ヨ タ販売店へ ─

燃料系統にエアがたまる エア抜き 15-39

イ ンテーク ダク ト の空気取り入れ口

がふさがっ ている
ふさ いでいる物を除去 9-12

エア ク リ ーナーが詰ま っ ている エレ メ ン ト 清掃または交換 13-13

イ ンテーク エアホースがつぶれてい

る
ト ヨ タ販売店へ ─
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故障時の処置15-4

エンジンの力がない

原因 処置
記載

ページ

燃料フ ィ ルターが詰ま っ ている ト ヨ タ販売店へ 13-11

燃料系統にエアがたまる エア抜き 15-39

イ ンテーク ダク ト の空気取り入れ口

がふさがっ ている
ふさ いでいる物を除去 9-12

エア ク リ ーナーが詰ま っ ている エレ メ ン ト 清掃または交換 13-13

イ ンテーク エアホースがつぶれてい

る
ト ヨ タ販売店へ ─

ヒ ューズ切れ ヒ ューズ交換 15-23

パーキングブレーキが戻っていない レバーをいっぱいに戻す 5-15

ブレーキを引きずっ ている ト ヨ タ販売店へ ─

ク ラ ッ チが滑っ ている ペダルの遊び調整 13-29

エンジン警告灯が点灯 ト ヨ タ販売店へ 6-18

エンジンがオ－バ－ヒ－ ト する

原因 処置
記載

ページ

ラジエー ターキャ ッ プが正常に締

ま っ ていない
正し く 締めなおす 13-23

ラジエー ターキャ ッ プの作動不良 ト ヨ タ販売店へ ─

冷却水が不足 冷却水の漏れ点検 ・ 給水 13-17

ラジエー ター前面が詰ま っている 洗浄 13-18

ラジエー ターが水あかで詰ま ってい

る
洗浄 13-18

イ ン タークーラー前面が詰ま ってい

る
洗浄 13-12

サーモス タ ッ ト の作動不良 ト ヨ タ販売店へ ─

V ベル ト がゆるんでいる ト ヨ タ販売店へ 13-24

フ ァ ン ク ラ ッ チが故障 ト ヨ タ販売店へ ─
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故障時の処置 15-5

15

故
障

時
の

処
置

★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

排出ガスが黒い

原因 処置
記載

ページ

イ ンテーク ダク ト の空気取り入れ口

がふさがっ ている
ふさ いでいる物を除去 9-12

エア ク リ ーナーが詰ま っ ている エレ メ ン ト 清掃または交換 13-13

イ ンテーク エアホースがつぶれてい

る
ト ヨ タ販売店へ ─

エンジン警告灯が点灯 ト ヨ タ販売店へ 6-18

ア ク セルを急激に踏んでいる ア クセル操作を急激に行わない ─

DPR が損傷★ ト ヨ タ販売店へ ─

燃料消費量が多い

原因 処置
記載

ページ

燃料漏れ
燃料系統を点検、 ゆるみがある と き

は増し締め
─

イ ンテーク ダク ト の空気取り入れ口

がふさがっ ている
ふさ いでいる物を除去 9-12

エア ク リ ーナーが詰ま っ ている エレ メ ン ト 清掃または交換 13-13

イ ンテーク エアホースがつぶれてい

る
ト ヨ タ販売店へ ─

タ イヤの空気圧が低い 標準の空気圧にする 12-8

ク ラ ッ チが滑っ ている ペダルの遊びを調整 13-29

ブレーキを引きずっ ている ト ヨ タ販売店へ ─

エンジン警告灯が点灯 ト ヨ タ販売店へ ─
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故障時の処置15-6

エンジンオイルの消費量が多い

原因 処置
記載

ページ

使用オイルが不適正 正規オイルに交換 14-4

オイル量が多すぎる 正規オイル量にする 12-4

オイル漏れ
ボル ト およびナ ッ ト がゆるんでいる

と きは増し締め
─

オイルの交換時期が遅い 正規通り に交換 14-4

オイルフ ィ ルターが目詰ま り し てい

る
エレ メ ン ト 交換 13-8

暖機運転を省略し ている 正規通り に行 う 5-50

ギヤチ ェ ンジが困難

原因 処置
記載

ページ

ク ラ ッ チ液量不足

液量点検

ゆるみで液漏れがある と きは増し締

め

止ま らない と きは ト ヨ タ販売店へ

14-15

ハン ドルが重い

原因 処置
記載

ページ

積荷が前にかたよ っ ている 正し く 積みなおす 9-12

タ イヤの空気圧が低い 標準の空気圧にする 12-8

パワーステア リ ングのフルー ド 不足 補給 14-14
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故障時の処置 15-7

15

故
障

時
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処
置

走行中ハン ドルが振れる

原因 処置
記載

ページ

ステア リ ング関係の連結部がゆるん

できている
増し締め 13-50

パワーステア リ ング回路にエアが混

入
エア抜き ─

タ イヤのバラ ンスが悪い バラ ンスを取り なおす ─

タ イヤの空気圧が不均一 標準の空気圧にする 12-8

タ イヤが偏摩耗し ている タ イヤ交換 12-9

ホイールナ ッ ト がゆるんでいる 正規 ト ルクで締め付け 13-32

ブレーキの効きが悪い

原因 処置
記載

ページ

ラ イニング と ド ラムまたはパッ ド と

ロー ターのすき まが大きい
ト ヨ タ販売店へ ─

ラ イニングまたはパ ッ ドが使用限度

に達し ている
ラ イニングまたはパッ ド交換 ─

ラ イニングまたはパ ッ ド表面に油脂

類が付着

油脂類の除去

ラ イニングまたはパッ ド交換
─

ブレーキ液系統にエアが混入 エア抜き ─

ブレーキ系統から液漏れ

ゆるみで液漏れがある と きは増し締

め

止ま らない と きは ト ヨ タ販売店へ

─

ブレーキが引きずる

原因 処置
記載

ページ

ラ イニング と ド ラムまたはパッ ド と

ロー ターのすき まが不適正
ト ヨ タ販売店へ ─

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  7 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



故障時の処置15-8

ブレーキが片効きになる

原因 処置
記載

ページ

ラ イニング と ド ラムまたはパッ ド と

ロー ターのすき まが不適正
ト ヨ タ販売店へ ─

タ イヤの空気圧が不均一 標準の空気圧にする 12-8

タ イヤの摩耗が不均一 タ イヤ交換 12-9

積荷が左右どち らかによ っている 均等になるよ う積みなおす 9-12

パーキングブレーキの効きが悪い

原因 処置
記載

ページ

ラ イニング と ド ラムのすきまが大き

い
ト ヨ タ販売店へ ─

ラ イニングが使用限度に達し ている ラ イニング交換 ─

ラ イニング表面に油脂類が付着
油脂類の除去

ラ イニング交換
─

ブレーキ液が減少する

原因 処置
記載

ページ

ブレーキ系統から液漏れ
ゆるんでいる と きは増し締め

止ま らない と きは ト ヨ タ販売店へ
─

パッ ドが摩耗し ている

パ ッ ド の残り代を確認

• 残り代に余裕ある と きは液補充

• 残り代がない と きは交換

（ ト ヨ タ販売店へ）

13-28
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故障時の処置 15-9

15

故
障

時
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処
置

しばしばバッ テ リーがあがる

原因 処置
記載

ページ

バッ テ リ ー端子の腐食 ・ 外れ ・ ゆる

み
腐食部を清掃し確実に取り付け 13-57

バッ テ リ ー液不足 補給 12-7

バッ テ リ ーの寿命 バ ッ テ リ ー交換 13-57

オルタ ネーターの発電不良 ト ヨ タ販売店へ ─

V ベル ト のゆるみまたは滑り ト ヨ タ販売店へ 13-24

ラ ンプがつかない

原因 処置
記載

ページ

バルブが切れている バルブを交換する 15-16

ヒ ューズ切れ

ヒ ューズ交換

交換後さ らに ヒ ューズが切れる と き

は ト ヨ タ販売店へ

15-23

各部アース不良 アースを確実に取り付ける ─
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故障時の処置15-10

走行中異音がする

原因 処置
記載

ページ

タ イヤ空気圧が不足 （ウォーン音） 標準の空気圧にする 12-8

タ イヤに異物をかみ込み （ウォーン

音） 
異物を取り除 く ─

ホイールナ ッ ト のゆるみ （ガ タ ガ タ

音）
正規 ト ルクで締め付け 13-32

V ベル ト のゆるみ （ギューン音） ト ヨ タ販売店へ 13-24

エンジンオイル不足

（エンジン音が全体に う る さい）
補給 14-4

パワーステア リ ングフルー ド 不足

（ギューン音）
補給 14-14

荷物を高 く 積んでいる （ゴーゴー

音）
積み方を変える 9-12

排気管 ・ マ フ ラー取り付け部のゆる

み
ト ヨ タ販売店へ ─

走行中車両が異常に振動する

原因 処置
記載

ページ

プロペラ シ ャ フ ト の各連結部のナ ッ

ト がゆるんでいる
増し締め ─

プロペラ シ ャ フ ト の振れが大きい ト ヨ タ販売店へ ─

プロペラ シ ャ フ ト にガ タがある ト ヨ タ販売店へ ─

走行中キャ ブが異常に振動する

原因 処置
記載

ページ

シー ト やキャ リ アなどに過大な重量

物を載せている
上のせ重量を減らす ─

シ ョ ッ ク アブ ソーバーから油漏れ シ ョ ッ クアブ ソーバー交換 ─
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故障時の処置 15-11

15

故
障

時
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処
置

あわてずに非常点滅灯を点灯させ、

後続車に注意を促し て く だ さい。

そし て、 徐々にスピー ド を落と し、

ほかの交通のさ またげと なら ない

安全な場所に停車させて く ださい。

表示には、 次のよ う な方法があ

り ます

 非常点滅灯を点滅させる。

 停止表示板を車両後方に置 く 。

 赤旗の掲示または赤ラ ンプを点

灯させる。

 白い布などを車外の目立つ と こ

ろに結びつける。

 場合によ っ ては、 発炎筒 （緊急

保安炎筒） を着火させる。

 故障箇所を点検し、 整備可能な

と きは、 他車の通行に十分注意

し て作業し て く だ さい。 整備が

不可能な と きは、 ト ヨ タ販売店

に連絡し て く だ さい。

 高速道路では、 非常電話でロー

ドサービスに連絡し、 その指示

に し たがっ て く だ さい。 また、

危険防止のための処置を し た後、

車内に残らずガー ド レールの外

に避難し て く だ さい。

故障し た と き

停車時の注意

故障車の表示方法

故障と その処置

知識

停止表示板の準備

停止表示板はお客様のお車に標準で搭

載されてお り ません。 ト ヨ タ販売店で

お求めいただけます。

! CAUTION! 警告

停車する と きは

 ト ンネル内での停車は危険です。 ト

ンネルを出てから停車させて く だ さ

い。

停車後は、 必ずタ イヤの前後に輪止

めを掛けて く だ さ い。

高速道路や自動車専用道路では、 停

車し ている こ とが後続車にわかるよ

う に、 自動車の後方に停止表示板を

置 く こ とが法律で義務づけられてい

ます。

故障表示

車両故障によ り停車する と きは、 必ず

故障の表示を し て く だ さ い。 故障の表

示を し ない と、 後続車に追突されるお

それがあ り ます。

 ト ンネル内での整備

非常に危険ですので行わないで く だ さ

い。
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 踏み切りや高速道路での故障な

どの非常時に使用し ます。

 発炎時間は約 5 分間です。

 取り付け位置は、 助手席足元で、

手前に引 く と外れます。

＊ 前も っ て発炎筒の脱着を確認し ておい

て く だ さい。

発炎筒 （緊急保安炎筒）

! CAUTION! 警告

発炎筒の取り扱いについて

炎が 15 cm 程度噴き出し ます。 着火

の際、 筒先を顔や体に向けないで く

だ さい。 やけどをするおそれがあ り

ます。

お子さ まには手を触れさせないで く

だ さい。 いたずら などによ り発火し

事故につながるおそれがあ り ます。

 ト ンネル内では、 煙で視界が悪 く な

り ますので使用し ないで く だ さい。

非常点滅灯などを使用し て く だ さ い。

ガソ リ ンや燃えやすい物のそばでは

使用し ないで く だ さ い。 引火するお

それがあ り ます。

発炎筒には有効期限があ り ます。 期

限がすぎる前に新品と交換し て く だ

さい。

使用方法および取り扱いについては、 

発炎筒の記載を必ずお守り く だ さ い。
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６ ． メ ーター ・ 警告灯 ・ 表示灯を

参照し て く だ さい。 ６ ． メ ーター ・ 警告灯 ・ 表示灯を

参照し て く だ さい。

警告灯が点灯し た と き メ ーターが異常を示し た と
き
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次のよ う な状態がオーバーヒー ト

です。

 水温計の目盛りが最上部で点滅

表示し た り、 エンジンの出力が

低下する （スピー ドが出ないな

ど）。

 床下から蒸気が立ちのぼる。

処置のしかた

1. 車を安全な場所に止め、 エア コ

ンを使用し ている場合は 「OFF」

にする。

2. 床下から蒸気が出ているか確認

する。

＊ 床下から蒸気が出ていない場合、 エン

ジン点検口を開ける、 またはキャ ブチ

ル ト し てそのままエンジンをかけてお

きます。

＊ 床下から蒸気が出ている場合、 エンジ

ンを停止し、 蒸気が出な く な ったら、 

風通し を よ く するためにエンジンをか

けて、 エンジン点検口を開ける、 また

はキャ ブチル ト し ます。

3. ラ ジエーターのクーリ ングフ ァ

ンが作動し ている こ と を確認す

る。

＊ フ ァ ンが作動し ていない と きは、 エン

ジン を停止し て ト ヨ タ販売店に連絡し

て く だ さい。

4. 水温計の目盛りが下がってきた

ら、 エンジンを停止する。

5. エンジンが十分冷えてから ラ ジ

エーターキャ ッ プを外し、 リ

ザーバータ ン クの冷却水量の確

認、 およびラジエーターコ ア部

（放熱部） が著し く 汚れていな

いか、 ごみなどが付着し ていな

いかなどを確認する。

＊ ラ ジエー ターキャ ッ プ （P.13-23）

＊ リザーバー タ ン ク （P.13-17）

6. 冷却水量が不足し ていたら、 ラ

ジエーターと リザーバータ ン ク

に冷却水を補給する。

＊ 冷却水がない場合は、 応急的に水を補

給し ます。

＊ 冷却水の補給 （P.13-17）

7. すみやかに ト ヨ タ販売店で点検

を受けて く だ さい。

＊ 移動途中で再び水温計の表示が上昇し

た と きは、 空調の温度調整を最大暖房

に し、 フ ァ ンを最大風量にする こ と

で、 ヒー ター配管内の冷却水によ り水

温の上昇を抑える こ とができます。

オーバーヒー ト し た と き

! CAUTION! 危険

高温時は絶対にラ ジエー ターキャ ッ

プを外さ ないで く だ さ い

熱湯や蒸気が噴き出し て、 やけどなど

重大な障害を受けるおそれがあ り危険

です。
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次の部位を確認し て く だ さい。

 排出ガス浄化装置スイ ッ チ★

P.5-48

 バキューム警告灯

P.6-14

 キャ ブチル ト 警告灯

P.6-22
★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

! CAUTION! 警告

やけどなど し ないよ う に十分気をつ

けて く だ さ い

床下から蒸気がでている と きは、 蒸

気が出な く なるまでエンジン点検口

を開けた り、 キャ ブチル ト 操作し な

いで く だ さ い。 エンジンルーム内が

高温にな っ ているため、 やけどなど

重大な傷害を受けるおそれがあ り危

険です。 また、 蒸気が出ていない場

合で も高温にな っ ている部分があ り

ます。 エンジン点検口を開けた り、

キャ ブチル ト 操作する と きは十分注

意し て く だ さい。

キャ ッ プを開ける と きは、 ラ ジエー

ターやリザーバータ ン クが十分に冷

えてから、 布きれなどでキャ ッ プを

包みゆっ く り と開けて く だ さい。

エンジンがまわっ ている と きは、 V

ベル ト などにふれた り、 近付いた り

し ないで く だ さい。 手や衣服などが

巻き込まれた り し て、 思わぬ事故に

つながるおそれがあ り ます。

! 注意

冷却水は、 エンジンが熱い と きに入

れないで く だ さい

急に冷たい冷却水を入れる と、 エンジ

ンが損傷するおそれがあ り ます。 冷却

水はエンジンが十分に冷えてからゆっ

く り と入れて く だ さい。

警告ブザーが鳴った と き
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ラ ンプ類の交換は必ずエンジンスイ ッ チを 「LOCK」 の位置にし、 各ス

イ ッ チを 「OFF」 に し てから行って く だ さい。

＊ 記載されていないラ ンプ類の交換については、 ト ヨ タ販売店にご相談 く だ さい。

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

ラ ンプ類が点灯し ないと き

ラ ンプ一覧表

No. ラ ンプ類の名称 容量

1 ヘ ッ ド ラ ンプ 〔ハイ ビーム / ロービーム〕 （LED） 12V-25/20W

2 フ ォグラ ンプ （LED） 12V-5.4W

3 方向指示灯 （フ ロン ト ） 12V-21W

4 車幅灯 12V-5W

5 方向指示灯 （フ ロン ト サイ ド ） 12V-21W

6 番号灯 12V-5W

7 方向指示灯 （リヤ） 12V-21W

8 制動灯／尾灯 12V-21/5W

9 後退灯 12V-21W

10 ヒーターコ ン ト ロールパネルラ ンプ 12V-1.8W

11 フ ロン ト ルームラ ンプ 12V-10W

12 室内 LED 灯★ 12V-1.2W

13 デイ タ イムラ ンニングラ ンプ (LED) 12V-6W
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ラ ンプ位置

イ ラス ト の数字は一覧表の No. です。

10

11

12
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下向き （ロービーム） ラ ンプお

よび上向き （ハイ ビーム） ラ ン

プの交換

LED ラ ンプのため、 ラ ンプの交換

は不要ですが、 故障等が発生し た

と きは、 ト ヨ タ販売店へご連絡 く

ださい。

LED ラ ンプのため、 ラ ンプの交換

は不要ですが、 故障等が発生し た

と きは、 ト ヨ タ販売店へご連絡 く

ださい。

LED ラ ンプのため、 ラ ンプの交換

は不要ですが、 故障等が発生し た

と きは、 ト ヨ タ販売店へご連絡 く

ださい。

1. ボル ト を外す。

ボル ト

2. 下側ク リ ッ プを外す。

ク リ ッ プ

3. 上側ク リ ッ プを外し、 グ リルを

引いて取り外す。

＊ 誤発進抑制機能システム付きの車両

は、 グ リル取り外し後、 コネク タ を外

し て く だ さ い。

4. ボル ト を外し、 ラ ンプを取り出

す。

5. ソケ ッ ト を取り外す。

ヘ ッ ド ラ ンプの交換

フ ォグラ ンプの交換

デイ タ イムラ ンニングラ ンプの

交換

車幅灯の交換
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6. ソケ ッ ト からバルブを取り外

し、 新品のバルブ と交換する。

7. バルブ交換後、 逆の手順で取り

付ける。

1. ソケ ッ ト を取り外す。

2. ソケ ッ ト からバルブを取り外

し、 新品のバルブ と交換する。

3. バルブ交換後、 逆の手順で取り

付ける。

1. ネジを外す。

2. ラ ンプをスラ イ ド させ外す。

3. ラ ンプから ソケ ッ ト を取り出

す。

方向指示灯 （フ ロン ト ） の交換

方向指示灯 （フ ロン ト サイ ド）

の交換
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4. ソケ ッ ト からバルブを取り外

し、 新品のバルブ と交換する。

5. バルブ交換後、 逆の手順で取り

付ける。

1. ネジを外し、 カバーを外す。

2. バルブを取り外し、 新品のバル

ブ と交換する。

方向指示灯

制動灯 / 尾灯

後退灯

3. バルブ交換後、 逆の手順で取り

付ける。

1. ツマ ミ を押し て ラ ンプを取り外

す。

ツマ ミ

2. ラ ンプから ソケ ッ ト を取り外

す。

方向指示灯 （リヤ） ・ 後退灯 ・

制動灯／尾灯の交換

番号灯の交換 （木製デ ッ キ仕

様）
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3. バルブを取り外し、 新品のバル

ブ と交換する。

4. バルブ交換後、 逆の手順で取り

付ける。

1. コネク ターを切り離す。

2. ス ク リ ュー 2 本をはずし、 番号

灯を取り外す。

3. 番号灯レンズを取り外す。

4. バルブを取り外し、 新品のバル

ブ と交換する。

5. バルブ交換後、 逆の手順で取り

付ける。

ド ラ イバーをレンズの切り欠きに

差し込み、 レンズを取り外し、 新

品のバルブ と交換し ます。

 フ ロン ト

 リヤ★

番号灯の交換 （スチールデ ッ キ

仕様）

ルームラ ンプの交換

OM-DR1524JPNJT-AALLA.book  21 ページ  ２０２５年９月８日　月曜日　午後４時２４分



故障時の処置15-22

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

LED ラ ンプのため、 ラ ンプの交換

は不要ですが、 故障等が発生し た

と きは、 ト ヨ タ販売店へご連絡 く

ださい。

室内 LED 灯の交換★

アドバイス

 ラ ンプを交換する と きは

片側のラ ンプが切れた場合、 も う一

方のラ ンプ も寿命末期のため、 左右

同時に交換する こ と をお勧めし ます。

バルブを交換する と きは、 手袋を着

用し て く だ さい。

! CAUTION! 警告

 ラ ンプを交換する と きは

必ず規定ワ ッ ト 数の物を使用し て く

だ さ い。 配線過熱などによる火災の

原因にな り ます。

消灯後すぐにラ ンプ類を交換する と、

高温にな っていてやけどをするおそ

れがあ り ます。 少し時間をおいて温

度が下がってから行って く だ さ い。

スイ ッ チが 「OFF」 の位置にある こ

と を確認し て く だ さ い。
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 室外ヒ ューズボ ッ クス 1

＊ イ ラ ス ト はシングルキャ ブを示し ま

す。

 室内ヒ ューズブロ ッ ク

1. エンジンスイ ッ チを 「LOCK」、

そのほかのスイ ッ チを 「OFF」

にする。

2. 該当する と思われる ヒ ューズを

取り外し、 ヒ ューズ切れがない

こ と を確認する。 切れている場

合は交換する。

＊ 室外ヒ ューズボ ッ ク スのカバーを取り

付ける と きは、 確実にロ ッ ク されてい

る こ と を確認し て く だ さ い。

ヒ ューズを交換する と き

ヒ ューズの点検
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室内ヒ ューズブロ ッ ク

No. 名称 表示容量 主な負荷

1 SPARE 30 A ─

2 ACC 10 A ラジオ、 電格 ミ ラー

3 ECU-ACC 10 A シ フ ト ロ ッ ク コ ン ト ローラー （A/T 車）

4 H-LP LH HI 10 A ヘ ッ ド ラ ンプ左 Hi

5 H-LP RH HI 10 A ヘ ッ ド ラ ンプ右 Hi

6 IG1 NO.1 10 A エンジン ECU、 ABS-ECU

7 METER 10 A メ ー ター

8 P/W 30 A パワーウイ ン ド ウ FR

9 OBD 10 A 故障診断コ ネク ター

10 ─ ─ ─

11 ECU-B 10 A メ ー ター、 キーレス ド アロ ッ ク

12 STOP 10 A 制動灯

13 ─ ─ ─

14 AM1 10 A 電源用リ レー （ACC、 IG） のコ イル

15 AM2 10 A ス ター ター リ レーのコ イル

16 P/OUTLET NO.5 15 A 用品オプシ ョ ン装着用

17 A/BAG 10 A エアバッ グ

18 P/W RR 30 A パワーウイ ン ド ウ RR

19 ─ ─ ─

20 P/OUTLET NO.4 15 A ア クセサリ ーソケ ッ ト

21 ─ ─ ─

22 H-LP LH LO 10 A ヘ ッ ド ラ ンプ左 Lo

23 H-LP RH LO 10 A ヘ ッ ド ラ ンプ右 Lo
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＊ 車両仕様によ り ヒ ューズの設定が無い場合があ り ます。

24 ─ ─ ─

25 TAIL 10 A
車幅灯、 尾灯、 番号灯、 メ ー ター照明、 イ ン

パネス イ ッ チ照明

26 A/C 10 A エア コ ンスイ ッ チ

27 IG1 NO.2 10 A 後退灯、 ヘ ッ ド ラ ンプ ク リ ーナース イ ッ チ

28 A/C COMP 10 A エア コ ンプレ ッサー リ レー

29 MIR HTR 20 A ミ ラー ヒーター

30 DRL 10 A DRL

31 HAZ 20 A 非常点滅灯、 方向指示灯

32 HORN 15 A ホーン

33 RADIO 10 A ラジオ

34 DOME 10 A 室内照明

35 WASHER 10 A ウォ ッ シ ャー

36 WIPER 30 A ワイパー

37 SPARE 10 A 予備ヒ ューズ

38 SPARE 15 A 予備ヒ ューズ

39 SPARE 20 A 予備ヒ ューズ

No. 名称 表示容量 主な負荷
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故障時の処置15-26

室外 ・ 床下ヒ ューズボ ッ クス 1

 デ ィ ーゼル車 Stop ＆ Start システム付き車

No. 名称 表示容量 主な負荷

1 NOX FR 10 A NOx センサー （フ ロン ト ）

2 NOX RR 10 A NOx センサー （リヤ）

3 ─ ─ ─

4 IG1 NO.3 10 A 尿素 SCR

5 ─ ─ ─

6 ─ ─ ─

7 P/OUTLET NO.2 15 A 予備電源

8 P/OUTLET NO.3 15 A 予備電源

9 P/OUTLET NO.6 15 A 予備電源

10 ─ ─ ─

11 ─ ─ ─

12 PTC NO.1 20 A PTC ヒー ター

13 EFI NO.2 10 A
アイ ド リ ングス ト ッ プ ECU、 グローコ ン ト

ロールユニ ッ ト

14 ─ ─ ─

15 HTR RR 15 A ヒーター （リ ヤ )

16 DCU NO.2 10 A 尿素 SCR

17 ST NO.2 30 A ス ター ター

18 H-LP MAIN 30 A ヘ ッ ド ラ ンプ
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故障時の処置 15-27

15

故
障

時
の

処
置

＊ 車両仕様によ り ヒ ューズの設定が無い場合があ り ます。

 デ ィ ーゼル車 Stop ＆ Start システムな し車

19 BATT SSR2 10 A バッ テ リ ーセンサー

20 POWER NO.1 30 A キャ ブ行き電源 （非常点滅灯、 ホーン）

21 EDU 25 A エンジン ECU

22 DCU NO.1 30 A 尿素 SCR

23 EFI MAIN 25 A エンジン制御

24 BATT SSR1 10 A バッ テ リ ーセンサー

25 NOX PM 20 A PM センサー、 NOx センサー

No. 名称 表示容量 主な負荷

1 NOX FR 10 A NOx センサー （フ ロン ト ）

2 NOX RR 10 A NOx センサー （リヤ）

3 ─ ─ ─

4 ─ ─ ─

5 ─ ─ ─

6 ─ ─ ─

7 P/OUTLET NO.2 15 A 予備電源

8 P/OUTLET NO.3 15 A 予備電源

9 P/OUTLET NO.6 15 A 予備電源

10 ─ ─ ─

No. 名称 表示容量 主な負荷
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故障時の処置15-28

＊ 車両仕様によ り ヒ ューズの設定が無い場合があ り ます。

11 FOG FR 15 A フ ロン ト フ ォグラ ンプ

12 PTC NO.1 20 A PTC ヒー ター

13 EFI NO.2 10 A グローコ ン ト ロールユニ ッ ト

14 ─ ─ ─

15 HTR RR 15 A ヒーター ( リ ヤ )

16 ─ ─ ─

17 ─ ─ ─

18 H-LP MAIN 30 A ヘ ッ ド ラ ンプ

19 IG1 NO.3 10 A 尿素 SCR

20 POWER NO.1 30 A キャ ブ行き電源 （非常点滅灯、 ホーン）

21 EDU 25 A エンジン ECU

22 DCU NO.1 30 A 尿素 SCR

23 EFI MAIN 25 A エンジン制御

24 DCU NO.2 10 A 尿素 SCR

25 NOX PM 20 A PM センサー、 NOx センサー

No. 名称 表示容量 主な負荷
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故障時の処置 15-29

15

故
障

時
の

処
置

 ガソ リ ン車

No. 名称 表示容量 主な負荷

1 ─ ─ ─

2 ─ ─ ─

3 ─ ─ ─

4 ─ ─ ─

5 ─ ─ ─

6 ─ ─ ─

7 P/OUTLET NO.2 15 A 予備電源

8 P/OUTLET NO.3 15 A 予備電源

9 P/OUTLET NO.6 15 A 予備電源

10 ─ ─ ─

11 FOG FR 15 A フ ロン ト フ ォグラ ンプ

12 ─ ─ ─

13 EVAP 10 A エア フ ロー メ ー ター

14 ─ ─ ─

15 HTR RR 15 A ヒー ター （リ ヤ）

16 ─ ─ ─

17 ─ ─ ─

18 H-LP MAIN 30 A ヘ ッ ド ラ ンプ

19 IG1 NO.3 10 A エンジン ECU
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故障時の処置15-30

＊ 車両仕様によ り ヒ ューズの設定が無い場合があ り ます。

20 POWER NO.1 30 A キャ ブ行き電源 （非常点滅灯、 ホーン）

21 EFI MAIN 25 A エンジン制御

22 AIR PUMP HTR 10 A エアポンプ ヒー ター

23 ETCS 10 A エンジン ECU

24 IGN 15 A エンジン制御

25 A/F HTR 15 A A/F センサー

No. 名称 表示容量 主な負荷

! CAUTION! 警告

車両の故障や火災を防ぐために

 ヒ ューズ交換は、 エンジンス イ ッ チ

を 「LOCK」 の位置に し、 そのほかの

ス イ ッ チを 「OFF」 に し てから行っ

て く だ さ い。

 ヒ ューズ類は必ず規定のアンペアの

ものを使用し て く だ さ い。

 ヒ ューズの代わり に針金や銅線を使

わないで く だ さい。

エンジンス イ ッ チが 「ON」 の位置に

ある と きはヒ ューズの交換を し ない

で く だ さ い。

何度も ヒ ューズが切れる と きは、 ト

ヨ タ販売店で点検 ・ 整備を受けて く

だ さい。

 ヒ ューズを交換する と きは、 バ ッ テ

リ ーの 端子を取り外し てから

行っ て く だ さい。
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故障時の処置 15-31

15

故
障

時
の

処
置

 室外ヒ ュージブルリ ン クボ ッ ク

ス

1. 車両正面の樹脂ロ ッ ク を外す。

2. 外れる位置まで持ち上げ、 斜め

方向にス ラ イ ド させカバーを取

り外す。

 バッ テ リ ーから ヒ ューズボ ッ ク

ス間、 オルタ ネーター間の回路

に過大電流が流れた と き、

ヒ ュージブルリ ン クが溶断し、

車体配線を保護する一種の安全

ヒ ューズが、 キャ ブのリヤアー

チ付近に取り付けられています。

 ヒ ュージブルリ ン クは、 カセ ッ

ト 式になっ ています。

 カバーを取り付ける と きは、 確

実にロ ッ ク されている こ と を確

認し て く だ さい。

 室外バッ テ リーヒ ューズター ミ

ナル

1. 左右のロ ッ ク部を解除する。

ロ ッ ク部

2. 下のロ ッ ク部を解除し て、 Open

状態にする。

ヒ ュージブルリ ン クが溶断
し た と き
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故障時の処置15-32

ロ ッ ク部

Close

Open

3. 突起部に手をかけて引き抜 く 。

突起部

4. 元に戻す場合は、 逆の手順で取

り付ける。

 カバーを外す時、 取り付ける と

きは、 ロ ッ ク位置に気をつけて

確実にロ ッ ク されている こ と を

確認し て く だ さい。

 室外ヒ ューズボ ッ クス 2

 ボ ッ ク スのカバーを取り外す。

 ヒ ュージブルリ ン クは、 カセ ッ

ト 式になっています。

 カバーを取り付ける と きは確実

にロ ッ ク されている こ と を確認

し て く だ さい。

ヒ ュージブルリ ン ク本体にある

「窓」 から溶断がないかを点検し ま

す。

 室外ヒ ュージブルリ ン クボ ッ ク

ス

窓

 室外バッ テ リーヒ ューズター ミ

ナル

ヒ ュージブルリ ン クの点検
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故障時の処置 15-33

15

故
障

時
の

処
置

窓
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故障時の処置15-34

室外 ・ 床下ヒ ュージブルリ ン クの一覧表

No. 名称 表示容量 主な負荷

1 HTR 30 A ブロアモーター

2 ALT 140 A オルタ ネーター

3 GLOW 80 A グロープ ラグ

4 IG1 MAIN NO.1 50 A 始動システム、 制動灯

5 ABS MTR 50 A ABS ユニ ッ ト

6 D/L 30 A ド アロ ッ ク

7 ABS 50 A ABS ユニ ッ ト

8

H-LP CLN 

（デ ィ ーゼル車）
20 A ヘ ッ ド ラ ンプ ク リ ーナー

AIR PMP 

（ガソ リ ン車）
50 A AI ド ラ イブ

9 IG1 MAIN NO.2 50 A ワイパー、 ウォ ッ シ ャー

10 RR HTR 30 A リヤヒー ター

11 MAIN NO.2 50 A 尾灯、 ACC 電源

12 FAN 30 A 電動クー リ ングフ ァ ン

13 ST 60 A ス ター ター
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故障時の処置 15-35

15

故
障

時
の

処
置

＊ 車両仕様によ り ヒ ュージブルリ ン クの設定が無い場合があ り ます。

室外バッ テ リーヒ ューズター ミ ナル

 デ ィ ーゼル車 　 Stop ＆ Start システム付き車

14

MAIN NO.3 （Stop ＆

Start システム付車）
40 A 尿素 SCR、 ス ター ター

P/OUTLET NO.1 （ガ

ソ リ ン車） （Stop ＆

Start システムな し

車）

40 A 架装用電源 （冷凍車）

15

PTC_NO.2 

（デ ィ ーゼル車）
50 A PTC ヒーター

H-LP CLN 

（ガソ リ ン車）
20 A ヘ ッ ド ラ ンプ ク リ ーナー

No. 名称 表示容量 主な負荷

1 BBC 80A アイ ド リ ングス ト ッ プ ECU

2 MAIN 200A
室外 ・ 床下ヒ ューズボ ッ クス 1 用電源

室内ヒ ューズブロ ッ ク用電源

No. 名称 表示容量 主な負荷
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故障時の処置15-36

室外 ・ 床下ヒ ューズボ ッ クス 2

 デ ィ ーゼル車 　 Stop ＆ Start システム付き車

No. 名称 表示容量 主な負荷

1 ─ ─ ─

2 ─ ─ ─

3 BBC1 40A アイ ド リ ングス ト ッ プ ECU

4 ─ ─ ─

5 BBC2 40A アイ ド リ ングス ト ッ プ ECU

6 ─ ─ ─

! 注意

車両の故障を防ぐために

 コネク ターを外し た と きは、 必ず元

の位置に戻し て く だ さ い。

指定容量以外のヒ ュージブルリ ン ク

を使用し ないで く だ さ い。

 ヒ ュージブルリ ン クが溶断し た と き

は

ただちに ト ヨ タ販売店に連絡し て く

だ さい。
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故障時の処置 15-37

15

故
障

時
の

処
置

リ レーが故障し た と き

! 注意

車両故障を防ぐために

 リ レーの交換は、 ご自身で行わない

で く だ さ い。

 リ レーが故障し た と きは

ただちに ト ヨ タ販売店に連絡し て く

だ さい。

ブレーキの効きが悪 く なっ
たら

! CAUTION! 警告

ブレーキの効きの低下

ブレーキの効きが悪 く な ったら、 ブ

レーキペダルを強 く 踏み、 さ らにギ

ヤシ フ ト ダウン、 パーキングブレー

キを併用し、 ただちに安全な場所に

停車させて く だ さ い。 停車後、 ト ヨ

タ販売店に連絡し て く だ さい。

停車し た と きは、 絶対に車を動かさ

ないで く だ さい。 ブレーキの効きが

低下し ている状態での走行は危険で

す。
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故障時の処置15-38

 走行中、 エンジンが止ま った と

きは、 あわてずに、 ブレーキペ

ダルを踏みながら減速し、 安全

な場所に停車させて点検し て く

だ さい。 また、 パワーステア リ

ングが作動し な く なるためハン

ドルが急に重 く な り ますので、

通常よ り強い力でハン ドルを操

作し て く だ さい。

 走行中に燃料切れでエンジンが

止ま った と きは、 燃料系統にエ

アが入って し まい、 燃料を補給

しただけでは始動できません。

燃料系統のエア抜き を行って く

だ さい。 （P.15-39）

急ブレーキを避け、 ハン ドルを

し っかり握り、 非常点滅灯で後続

車に注意を促し て く だ さい。 そ し

て、 徐々にスピー ド を落と し、 安

全で平坦な場所に停車させて、 タ

イヤの交換を し て く だ さい。

＊ タ イヤの取り扱い （P.13-32）

走行中エンジンが止まった
ら

走行中パン ク し た と き

! CAUTION! 警告

走行中にパン ク し たら

急ブレーキをかける とハン ドルを強

く と られ大変危険ですので絶対に行

わないで く だ さい。

パン ク し たままで走行し ないで く だ

さい。 そのまま走行を続ける と、 タ

イヤがバース ト （破裂） などを起こ

すおそれがあ り危険です。
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故障時の処置 15-39

15

故
障

時
の

処
置

ただちに安全な場所に停車させて

エンジンを止め、 消火器などで消

火し て く だ さい。

デ ィ ーゼル車は燃料切れでエンジ

ン停止し た と きや、 燃料フ ィ ル

ターエレ メ ン ト などを交換し た と

きは、 燃料系統に空気が混入し、

燃料を補給しただけではエンジン

を始動できません。 エア抜きを

行って く だ さい。

1. 車両側燃料フ ィ ルターのプ ラ イ

ミ ングポンプを上下に動かし、

ポンプ抵抗を得られるまで繰り

返す。

プ ラ イ ミ ングポンプ

2. エア抜き後はエンジンをかけて

燃料漏れがないこ と を確認す

る。

3. エンジンがかからない場合は、

1 ～ 2 の手順を数回繰り返す。

＊ 噴射ポンプ関係に異常がみられた と き

は、 ト ヨ タ販売店で必ず点検 ・ 整備を

受けて く だ さ い。

火災が発生し た と き 燃料が切れた と き

エア抜きのしかた

! CAUTION! 警告

車両火災を防ぐために

燃料漏れがある と きは、 ガスケ ッ ト

交換または増し締めを し て く だ さ い。
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故障時の処置15-40

ブース ターケーブルで他車のバッ

テ リーと接続し てエンジンを始動

させる と きは、 必ず次の順序で

行って く だ さい。 故障車のエンジ

ン始動は、 記載し ている以外の方

法では行わないで く だ さい。

故障車のバッ テ リ ー

正常車のバッ テ リ ー

1. 良好なバッ テ リー側の車両 （正

常車） のエンジンを停止させ

る。

2. 赤色ブース ターケーブルを故障

車のバッ テ リ ーの 端子に接

続する。

3. 正常車のバッ テ リ ーの 端子

に接続する。

4. 黒色ブース ターケーブルを正常

車の 端子に接続する。

5. 故障車のバッ テ リ ーからできる

だけ離れたフ レームか 「A」 に

接続する。

6. 故障車のエンジンを始動させ

る。

7. エンジン始動後、 ブース ター

ケーブルを接続の逆の順序で取

り外す。

安全のため、 地面を汚さ ないために

も、 燃料は必ず容器に受けて く だ さ

い。

エンジン各部に燃料がかかった と き

は、 よ く 拭き取っ て く だ さい。

作業中はタバコの火などを近づけな

いで く だ さ い。

! 注意

プ ラ イ ミ ングポンプの扱いについて

プ ラ イ ミ ングポンプの操作は毎秒 2 

往復までに し て く だ さ い。

プ ラ イ ミ ングポンプはフルス ト ロー

ク で押す必要があ り ます。

サプ ラ イポンプの燃料圧力が飽和圧

力に達する と、 プ ラ イ ミ ングポンプ

の抵抗が増加し ます。

エア抜き中にプ ラ イ ミ ングポンプの

操作が中断される と、 燃料ラ イ ン内

の燃料が燃料タ ン クに戻る可能性が

あ り ます。 プ ラ イ ミ ングポンプの抵

抗が増加するまで動かし て く だ さ い。

 200回以上連続し て押し て も プ ラ イ ミ

ングポンプの抵抗が上がらない場合

は、 燃料タ ン ク と燃料フ ィ ルターの

間に燃料漏れ、 プ ラ イ ミ ングポンプ

の故障、 燃料切れの可能性があ り ま

す。

プ ラ イ ミ ングポンプを使用し たエア

抜きが不完全な場合、 コ モン レール

圧力が通常の使用に必要な圧力範囲

まで上昇せず、 エンジンを始動する

こ とができません。

バッ テ リーがあがった と き

A
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アドバイス

寒冷時でエンジンがかかり に く い と

きは

正常車のエンジンを始動させ数分たっ

てから、 故障車のエンジンを始動させ

て く だ さ い。

! CAUTION! 警告

ブース ターケーブルの取り扱いにつ

いて

ブース ターケーブルをつな ぐ前に

バ ッ テ リ ー液量を確認し て く だ さ い。

バ ッ テ リ ー液量が 「 LOWER 」 以下で

充電する と劣化を早めた り、 発熱や

爆発のおそれがあ り ます。 補充し て

から行っ て く だ さい。

最後の接続時にはスパークが発生す

る こ とがあ り危険ですので、 バ ッ テ

リ ーから でき るだけ離れた位置に接

続し て く だ さい。

引きがけや坂道でエンジン をかけな

いで

引きがけや坂道で車を動かし てエンジ

ン をかけないで く だ さ い。 追突事故に

つながるおそれがあ り危険です。

火気をバッ テ リ ーに近づけないで く

だ さい

必ず以下のこ と をお守り く だ さい。

お守り いただかない とバッ テ リ ーか

ら発生する水素ガスに引火 ・ 爆発し、

やけどなど、 重大な傷害を受けるお

それがあ り危険です。

• 「A」 の接続 （手順 5 参照） は故障車

バ ッ テ リ ーの 端子につながない

で く だ さ い。 バ ッ テ リ ーに直接つな

ぐ と、 火花が発生し ます。

• ブース ターケーブルを接続する と き、

と 端子を絶対に接触させない

で く だ さ い。 接触させる と火花が発

生し ます。

• 火気をバッ テ リ ーに近付けないで く
だ さ い。

充電中はバ ッ テ リ ーに近付かないで

く だ さ い。 希硫酸の含まれるバッ テ

リ ー液が吹き出す場合があ り、 目や

皮膚に付着する と重大な傷害を受け

るおそれがあ り危険です。 万一、 付

着し た と きは、 すぐに多量の水で洗

浄し、 医師の診察を受けて く だ さ い。

バッ テ リ ー液の取り扱い

誤っ てバッ テ リ ー液を飲み込んだ場合

は、 多量の水を飲み、 医師の診察を受

けて く だ さ い。

! 注意

救援車のバ ッ テ リ ーは 12 V を使用し

て く だ さ い

他車 （正常車） のバッ テ リ ーは 12 V

でなければな り ません。 必ず確認し

て く だ さ い。

バ ッ テ リ ーがあがりやすい場合は、

ト ヨ タ販売店で点検を受けて く だ さ

い。
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けん引は、 できるだけ ト ヨ タ販売

店または専門業者にご依頼 く だ さ

い。 その場合は、 レ ッ カー車また

は、 車両運搬車を使用する こ と を

おすすめし ます。 やむを得ず他車

にロープでけん引し て も ら う場合

は、 車両積載車までの移動など、

でき るだけ短距離に と どめて く だ

さい。

次の場合は、 駆動系の故障が考え

られるため、 ト ヨ タ販売店または

専門業者にご連絡 く ださい。

 エンジンはかかるが車が動かな

い

 異常な音がする

 前向きにけん引する と きは

台車を使用し て後輪を持ち上げる。

 う し ろ向きにけん引する と きは

台車を使用し て前輪を持ち上げる。

 車両運搬車で輸送する と きは、

図の場所で固縛する。

 鎖やケーブルなどを使用し て車

両を固縛する場合は図に黒 く 示

す角度が 45° になるよ う に固縛

する。

1. 車体に傷が付かないよ う にロー

プをけん引フ ッ クにかける。

＊ 前進方向でけん引し て く だ さい。

けん引について

けん引の前に販売会社への連絡

が必要な状況

レ ッ カー車でけん引する と き

車両運搬車を使用する と き

他車にけん引し ても ら う と き
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2. ロープの中央に白い布をつける

＊ 布の大き さ ：

0.3ｍ 　 平方 （30cm×30cm） 以上

25m 以内

5m 以内

白い布

けん引方向

3. 運転者はけん引される車両に乗

り、 エンジンを始動する。

＊ エンジンがかから ない と きは、 エンジ

ンス イ ッ チを 「ON」 に し て く だ さ い。

4. けん引される車両のシフ ト レ

バーを N に し てから、 パーキン

グブレーキを解除する。

＊ けん引中は、 ロープがたるまないよ

う 、 減速時など も前の車の速度に合わ

せて く だ さ い。

＊ シ フ ト レバーがシ フ ト できない と き

（→ P5-13）

知識

けん引フ ッ クの使用目的

フ ロン ト けん引フ ッ クはけん引し て も

ら う と きに使 う ものであ り、 他車をけ

ん引するためのものではあ り ません。

他車にけん引し て も ら う と きに

エンジンが停止し ている と ブレーキの

効きが悪 く な った り、 ハン ドルが通常

よ り重 く な り ます。

 リ ヤ側フ ッ クについて★

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

このフ ッ クは、 自車よ り軽い車をやむ

を得ず一般路上でロープによ り けん引

する と きに使用する こ とができます。

輸送用フ ッ クについて★

★ ： グレー ド 、 オプシ ョ ンなどによ り、

装備の有無があ り ます。

このフ ッ クは船舶固縛で車両を輸送す

る と きに固定する ものです。 他車に

引っ張り出し て も ら った り、 他車をけ

ん引し た り する こ とはできません。

輸送用フ ッ ク
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! CAUTION! 警告

レ ッ カー車でけん引する と き

 2WD 車は、 必ず 4 輪と も持ち上げた

状態で運搬し て く だ さ い。 タ イヤが

地面に着いた状態でけん引する と、

駆動系部品が破損し た り、 車の向き

がかわり事故につながった り するお

それがあ り ます。

 4WD 車は、 4 輪と も持ち上げた状態

で運搬し て く だ さい。 タ イヤが地面

に着いた状態でけん引する と、 駆動

系部品が破損し た り、 車が台車から

飛び出し た り するおそれがあ り ます。

他車にけん引し て も ら う と きの運転

について

けん引フ ッ クやロープに過剰な負荷

をかける急発進などは避けて く だ さ

い。 けん引フ ッ クやロープが破損し、

その破片が周囲の人などにあた り、

重大な傷害を与えるおそれがあ り ま

す。

エンジンス イ ッ チを 「LOCK」 の位置

に し ないで く だ さい。 ハン ドルが

ロ ッ ク され、 ハン ドル操作ができな

く なるおそれがあ り ます。

! 注意

レ ッ カー車でけん引する と き

車両の損傷を防ぐために図のよ う な

レ ッ カー車ではけん引し ないで く だ さ

い。

車両運搬車に車を固縛する と き

ケーブル等を過度に締め付けすぎない

で く だ さ い。 車両の損傷につながるお

それがあ り ます。

車両の損傷を防ぐために

他車にけん引し て も ら う と きは次の

こ と を必ずお守り く だ さい。

• ワイヤーロープは使用し ない

• 速度 30km/h 以下、 距離 80km 以内で
けん引する

• 前進方向でけん引する

• サスペンシ ョ ン部などにロープをか
けない

 この車両で他車やボー ト （ ト レー

ラー） などをけん引し ないで く だ さ

い。

長い下り坂でけん引する と きは

レ ッ カー車で 4 輪と も持ち上げた状態

でけん引し て く だ さ い。 レ ッ カー車で

けん引し ない と、 ブレーキが過熱し効

きが悪 く なるおそれがあ り ます。
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この車両は、 水深が深い道路を走

行でき るよ う に設計されていませ

ん。 冠水路または冠水のおそれが

ある道路は、 走行し ないで く だ さ

い。 車両が水没や漂流する こ とが

予想される場合は、 車内に留まる

と危険です。 落ち着いて次のよ う

に対処し て く だ さい。

 ド アを開ける こ とができ る場合、

ド アを開けて車外に出て く だ さ

い。

 ド アを開ける こ とができない場

合、 パワーウイ ン ド ウスイ ッ チ

で ド アガラスを開けて避難経路

を確保し て く だ さい。

 ド アガラスが開けられる場合、

窓から車外に出て く だ さい。

 水没によ り ド アおよび ド アガラ

スを開ける こ とができない場合、

落ち着いて車内外の水圧差がな

く なるまで車内が浸水するのを

待ってから ド アを開けて車外に

出て く だ さい。

＊ 車外の水位がド ア高さの半分を超える

と、 水圧で車内から ド アを開ける こ と

ができな く な り ます。

 リ ヤ側フ ッ クについて

やむを得ない場合以外は使用し ないで

く だ さい。 装置の変形や車両の損傷な

どにつながるおそれがあ り ます。

輸送用フ ッ クについて

輸送用フ ッ ク で他車に引っ張り出し て

も ら っ た り、 他車をけん引し た り し な

いで く だ さ い。 装置の変形や車両の損

傷などにつながるおそれがあ り ます。

水没 ・ 冠水し た と き

知識

水位がフ ロアを超える と

水位がフ ロアを超えて時間が経過する

と、 電気装置が損傷し、 パワーウイ ン

ド ウが作動し な く な った り、 エンジン

が停止し、 車が移動できな く なるおそ

れがあ り ます。
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緊急脱出用ハンマー＊の使用について

合わせガラスは、 緊急脱出用ハンマー

で割る こ とができません。 この車両の

ド アガラスに合わせガラスは使用され

ていません。

＊ 詳し く は ト ヨ タ販売店にお問い合わ

せ く だ さい。

! CAUTION! 警告

走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路

は、 走行し ないで く だ さ い。 車両が故

障し て動かな く な り、 水没や漂流から

死亡につながるおそれがあ り ます。

アドバイス

「安全 ・ 快適走行のために」 を合わせて

ご覧 く だ さ い。 （P.1-7）
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ご自身ででき る点検整備の基準値をま とめてあ り ます。

 タ イヤ溝の深さ限度

ホイールナ ッ ト の締め付け ト ルク

アクスルシ ャ フ ト ･ド ラ イブシャ フ ト の締め付け ト ルク

タ イヤ ・ ホイール ・ アク スルシ ャ フ ト

基準値 参照ページ

本文参照 12-10

車型 締め付け ト ルク 参照ページ

ジ ャ ス ト ロー

フ ロン ト
115 ～ 155 N ・ m 

{1,180 ～ 1,580 kgf ・ cm}

13-32、 13-48リヤ
145 ～ 195 N ・ m 

{1,480 ～ 1,980 kgf ・ cm}

フルジ ャ ス ト ロー
フ ロン ト / 

リヤ

340 ～ 390 N ・ m 

{3,470 ～ 3,970 kgf ・ cm}

締め付け箇所 対応車型 部位 締め付け ト ルク

ド ラ イ ブシ ャ フ ト

取り付けナ ッ ト
4WD 車

ハブ フ ラ ンジ～

ハブ ( フ ロン ト )

24.0 ～ 36.0 N ・ m 

{244 ～ 366 kgf ・ cm}

ド ラ イ ブシ ャ フ ト

～フ ロン ト デ ィ

フ ァ レ ンシ ャル

72.6 ～ 93.1 N ・ m 

{741 ～ 950 kgf ・ cm}

ア ク スルシ ャ フ ト

取り付けナ ッ ト

8 イ ンチ
ア クスルシ ャ フ ト

～ハブ ( リ ヤ )

26.4 ～ 39.6 N ・ m 

{270 ～ 404 kgf ・ cm}

10.5 イ ンチ
47.2 ～ 70.8 N ・ m 

{482 ～ 722 kgf ・ cm}
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冷却水容量

 デ ィ ーゼル車

 ガソ リ ン車

イ ン タークーラー冷却用冷却水容量 （デ ィ ーゼル車）

パーキングブレーキレバーの引き し ろ

 ド ラムと ラ イニングのすき間 （ド ラムブレーキ）

ブレーキペダルの遊び

ラジエーター

車種 冷却水容量 参照ページ

シングルキャ ブ （MT 車） 9.9 L

13-17
シングルキャ ブ （AT 車） 9.8 L

ダブルキャ ブ （MT 車） 11.0 L

ダブルキャ ブ （AT 車） 10.9 L

車種 冷却水容量 参照ページ

MT 車 9.9 L
13-17

AT 車 9.8 L

冷却水容量 参照ページ

1.8 L 13-31

ブレーキ

基準値 参照ページ

6 ～ 10 　 ノ ッ チ 13-31

基準値 参照ページ

0.24 ～ 0.64 mm 13-27

基準値 参照ページ

ペダル先端で 1 ～ 3 mm 13-27
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ク ラ ッ チペダルの遊び

ク ラ ッ チペダルと床板のすき間

ハン ドルの遊び （円周上）

エア コ ン冷媒 （ガス） 規定量

ク ラ ッ チ

基準値 参照ページ

1 ～ 5 mm 13-29

基準値 参照ページ

25 mm 以上 13-29

ステア リ ング

基準値 参照ページ

25 mm 以下 13-50

エア コ ン

規定量 参照ページ

リヤクーラー無し車 550 ± 50 g
13-53

リヤクーラー付き車 750 ± 50 g
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★ ： グレー ド、 オプシ ョ ンなどによ り、 装備の有無があ り ます。

ラ ンプ

ラ ンプの名称 容量 参照ページ

ヘ ッ ド ラ ンプ 〔ハイ ビーム / ロービーム〕 （LED） 12V-25/20 W

15-16

フ ォグラ ンプ 12V-5.4 W

方向指示灯 （フ ロン ト ） 12V-21 W

車幅灯 12V-5 W

方向指示灯 （フ ロン ト サイ ド ） 12V-21 W

番号灯 12V-5 W

方向指示灯 （リヤ） 12V-21 W

制動灯／尾灯 12V-21/5 W

後退灯 12V-21 W

ヒー ターコ ン ト ロールパネルラ ンプ 12V-1.8 W

ルームラ ンプ 12V-10 W

室内 LED 灯★ 12V-1.2 W

デイ タ イムラ ンニングラ ンプ (LED) 12V-6 W
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五十音順さ く いん

アイ ド ルア ッ プス イ ッ チ ................P.5-50

ア ク セサリ ーソケ ッ ト ..................... P.8-40

安全 ・ 快適走行のために ...................P.1-7

アンテナ .....................................................P.8-2

イ ン タークーラー.............................P.13-12

ウイ ン ド ウォ ッ シ ャー...................P.13-55

ウイ ン ド ウォ ッ シ ャーの

液量 ・ 噴射状態 ..............................P.12-12

運転前に .....................................................P.1-2

エア ク リ ーナー..................................P.13-13

エア コ ン ................................... P.7-3、 13-53

エア フ ィ ルター..................................P.13-15

エア フ ロー メ ー ター........................P.13-69

ABS 警告灯.............................................P.6-16

SRS エアバッ グ

（シー ト ベル ト 補助拘束装置）...P.5-17

SRS エアバッ グについて................P.1-24

SRS エアバッ グ / プ リ テンシ ョ ナー

警告灯.................................................... P.6-18

エ ラー表示について .......................... P.8-17

エンジンオイル....................................P.14-4

エンジンオイルの量.......................... P.12-4

エンジンオイルフ ィ ルター ........... P.13-8

エンジン警告灯....................................P.6-18

エンジンスイ ッ チ..................................P.5-2

エンジン点検口の開閉..................... P.3-10

エンジンのかかり具合 ・ 異音 ....P.12-12

エンジンのかけ方..................................P.5-3

エンジンの止め方..................................P.5-4

AUX 端子の使い方 ..............................P.8-22

オーデ ィ オシステムについて.......P.8-29

オーデ ィ オの種類................................. P.8-3

オーデ ィ オを上手に

お使いいただ く ために .................... P.8-2

オー ト ・ ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン ・

フルー ド （AT 車）......................... P.14-10

オー ト マチ ッ ク車を

運転するにあたって .......................P.1-15

オー ト マチ ッ ク

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン （AT 車） ..... P.5-8

オー ト マチ ッ クハイ ビーム............P.5-28

オーバー ヒー ト 警告灯 .....................P.6-13

オーバー ヒー ト し た と き ............. P.15-14

お子さ まを乗せる と きの

気 く ばり ...............................................P.1-20

夏期の取り扱い ....................................P.10-6

火災が発生し た と き ....................... P.15-39

キー............................................................... P.3-2

機能設定モー ド ...................................... P.8-7

キャ ブチル ト 警告灯 ..........................P.6-22

キャ ブを上げる前の準備 ................P.11-2

給脂.......................................................... P.14-18

給脂図..................................................... P.14-17

ク ラ ッ チ................................................ P.13-29

ク リ ア ラ ンス ソナー

システム ...............................................P.5-81

車のお手入れ...................................... P.13-62

車の点検について ................................. P.2-3
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計器類の点検.......................................P.13-70

警告灯 ・ 表示灯.......................................P.6-9

警告灯が点灯し た と き ...................P.15-13

警報ブザーが鳴った と き ..............P.15-15

けん引について..................................P.15-42

故障し た と き.......................................P.15-11

誤発進抑制機能システム ................P.5-73

これは危ない！気をつけて ........... P.1-21

コ ン ソールボ ッ ク ス類..................... P.8-42

サンバイザー......................................... P.8-39

システム設定......................................... P.8-29

シー ト ..........................................................P.4-2

シー ト ベル ト ............................................P.4-6

シー ト ベル ト 未装着

警報ラ ンプ .......................................... P.6-17

車線逸脱警報装置............................... P.5-53

室内 LED 灯............................................ P.8-33

車外騒音に関わる部品...................P.13-61

車載工具 .................................................. P.13-5

シ ャ シスプ リ ング.............................P.13-52

車台番号 .....................................................P.2-6

ジ ャ ッ キア ッ プ..................................P.13-31

車両への乗り降り ............................... P.3-11

充電警告灯.............................................. P.6-17

手動キャ ブチル ト ............................... P.11-2

手動式 ミ ラー......................................... P.5-37

純正油脂類 . ...........................................P.14-3

新車時の取り扱い..................................P.2-5

ステア リ ング...................................... P.13-50

Stop ＆ Start システム

(AT 車 )...................................................P.5-86

スピー ド メ ーター ................................. P.6-3

スペア タ イヤ...................................... P.13-42

水没 ・ 冠水し た と き ....................... P.15-45

選局操作...................................................P.8-11

前日または前回運行中の

異状箇所...................................................P.12-3

走行時の注意........................................... P.9-4

走行中エンジンが止ま ったら.... P.15-38

走行中パン ク し た と き .................. P.15-38

ターボ車の取り扱い ..........................P.1-14

タ イヤの異常な摩耗 ..........................P.12-9

タ イヤの亀裂 ・ 損傷 ..........................P.12-9

タ イヤの空気圧....................................P.12-8

タ イヤの取り扱い ........................... P.13-32

タ イヤの溝の深さ ............................ P.12-10

タ イヤローテーシ ョ ン .................. P.13-39

タ コ メ ー ター........................................... P.6-3

駐 ・ 停車時の注意...............................P.9-11

駐 ・ 停車する と き ...............................P.1-18

ツールボ ッ ク ス ....................................P.3-15

積荷.............................................................P.9-12
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低速 ・ 加速の状態........... P.12-18、 13-69

デ ィ ス ク ブレーキ.............................P.13-28

DPR （排出ガス浄化装置） の

取り扱い ............................................... P.1-26

デ ィ フ ァ レンシ ャル ・ オイル ....P.14-12

点検 ・ 調整作業にあたっ ての

注意......................................................... P.13-3

点検にあたっ ての注意..................... P.12-2

電動格納式アウ ター ミ ラー

スイ ッ チ ............................................... P.5-34

ド ア ...............................................................P.3-6

ド アガラ スの開閉..................................P.3-8

冬期の取り扱い....................................P.10-2

ド ラムブレーキ..................................P.13-27

ト ラ ンス フ ァ ・ オイル...................P.14-11

ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ンオイル

（MT 車） ................................................. P.14-8

荷台 ............................................................ P.9-12

2 面鏡 ミ ラー.......................................... P.5-47

尿素 SCR （尿素選択式

還元触媒） システム.....................P.13-66

尿素 SCR システム警告灯..............P.6-21

尿素水残量警告灯............................... P.6-19

燃料が切れた と き .............................P.15-39

燃料 ・ 水分離器水位

警告灯.................................................... P.6-15

燃料フ ィ ルターの

水抜き ..................................................P.13-11

パーキングブレーキ........................P.13-31

パーキングブレーキレバー ........... P.5-15

パーキングブレーキの

引き し ろ ............................................ P.12-11

灰皿.............................................................P.8-41

排出ガス浄化装置ス イ ッ チ............P.5-48

配線関係................................................ P.13-61

バキューム警告ブザー .....................P.6-14

発炎筒 （緊急保安炎筒）................ P.15-12

バッ クガイ ド モニ ター .....................P.5-39

バッ ク ブザー減音ス イ ッ チ............P.5-91

バッ クモニ ター付き

イ ンナ ― ミ ラー ..............................P.8-34

発進前の準備........................................... P.9-2

バッ テ リ ー........................................... P.13-57

バッ テ リ ー液の量...............................P.12-7

バッ テ リ ーがあがった と き......... P.15-40

パワーステア リ ングフルー ド .... P.14-14

ハン ド ル...................................................P.5-16

非常点滅灯スイ ッ チ ..........................P.5-32

ヒ ュージブルリ ン クが

溶断し た と き . ................................ P.15-31

ヒ ューズを交換する と き ............. P.15-23

PCS （プ リ ク ラ ッ シ ュセーフ テ ィ ）

...................................................................P.5-57

V ベル ト ................................................ P.13-24

V ベル ト の緩み ・ 損傷......................P.12-7

VSC ・ TRC...............................................P.5-51

フ ッ ト ブレーキ................................. P.13-25

フ ォグラ ンプスイ ッ チ .....................P.5-33

吹き出し口の調整................................. P.7-2

不調時の原因と処置 ..........................P.15-2

フ ューエルキャ ッ プ

（燃料補給口）......................................P.3-12

Bluetooth® オーデ ィ オの

操作 .........................................................P.8-18
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Bluetooth® 対応機器登録の

しかた .......................................................P.8-9

Bluetooth® 電話の使い方................. P.8-24

ブレーキ液の量..................................P.12-11

ブレーキ警告灯

・ バキューム警告灯........................ P.6-13

ブレーキの効きが

悪 く な ったら ...................................P.15-37

ブレーキのき き具合...... P.12-17、 13-29

ブレーキフルー ド

・ ク ラ ッ チ フルー ド ......................P.14-15

ブレーキペダルの踏みし ろ .........P.12-16

ペダル類 .....................................................P.5-6

ヘ ッ ド ラ ンプ ク リ ーナー

スイ ッ チ ............................................... P.5-86

ヘ ッ ド ラ ンプ光軸調整

スイ ッ チ ............................................... P.5-33

ホイール ................................................P.13-48

方向指示レバー....................................P.5-32

ホーンボ タ ン......................................... P.5-17

保証について............................................P.2-2

マニュ アル ト ラ ンス ミ ッ シ ョ ン

（MT 車）....................................................P.5-7

マルチイ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ..............P.6-4

ミ ラー ヒー タース イ ッ チ ................P.5-36

メ ー ターが異常を

示し た と き ........................................P.15-13

メ ー ター類の配置..................................P.6-2

USB の操作 .............................................P.8-12

油圧警告灯..............................................P.6-15

油脂一覧表........................................... P.14-20

予熱装置異常警告灯 ..........................P.6-22

4WD 車の取り扱い ..............................P.1-16

ラ ジエー ターキャ ッ プ .................. P.13-23

ラ ジオの使い方...................................... P.8-5

ラ ンプス イ ッ チ ....................................P.5-25

ラ ンプ類が点灯し ない と き......... P.15-16

ラ ンプ類の作用点検....................... P.12-15

ラ ンプの汚れ ・ 損傷 ..........................P.12-3

リ ヤクーラー........................................... P.7-8

リ ヤヒー ター........................................... P.7-8

リ ヤルームラ ンプ ...............................P.8-33

リ レーが故障し た と き .................. P.15-37

ルームラ ンプ .........................................P.8-32

冷却水..................................................... P.13-17

冷却水の量..............................................P.12-5

ワイ ド ビ ュー ミ ラー ..........................P.5-37

ワイパー................................................ P.13-56

ワイパー＆ウォ ッ シ ャー

スイ ッ チ ...............................................P.5-23

ワイパーの拭き取り状態 ............. P.12-13

ワイヤレス ド アロ ッ ク ....................... P.3-3
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